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ご　挨　拶

学　長　　　　　 
今　泉　勝　己

　マスクを外して街を歩く人が増えてきました。新型コロナウイルス感染拡大から3年、ようや
く社会は正常化にかじを切りました。感染法上の位置づけが５類に移行する５月を待たずに、ス
ポーツリーグなどの興行は「コロナ前」の原状に復しているようです。「様々な感染防止対策」
と「行動指針」を示す必要はなくなったとはっきり言えますが、第9波がくるかどうかを言いあ
てるのは難しい状況です。
　さて、久留米工業大学は、福岡県南の工学系単科大学として、地域社会と連携することにより
地域活性化に資することを重要なミッションの一つとして、本学の建学の精神である「人間味豊
かな産業人の育成」に取り組んでいます。これまで、「地域の技術基盤」として、技術面での中
核的役割を担う多くの人材を産業界に輩出してきました。昨年は本学発ベンチャー企業、「Le 
DESIGN株式会社」を立ち上げ、観光向け新型自動運転Mobility「PARTNER MOBILITY ONE」
を開発しました。また、公開講座の開催や地域の理数教育の振興にも取り組んで参りました。
2023年度から、地域連携推進協議会会員企業と本学教員との共同研究事業を開始します。地域
連携センターコーディネーターが本学教員の研究とマッチング等の調査を行い、該当教員が関係
する本学資金へ応募するもので、最大３年間の延長が可能です。
　久留米工業大学地域連携センター報は、本学の取組みを広く地域の皆様に広報し、本学の設備
や人的資源を活用していただく助けとなることを期待しています。2022年度は2021年度と比較
して本学との共同研究、技術指導、技術相談、連携・交流、各種依頼などのニーズ総件数は11
件増加（2022年度38件、2021年度27件）。共同研究＋技術指導＋技術相談の合計件数が8件増
えた中で（2022年度20件、2021年度12件）、人工知能（AI）技術活用関連は７件増加。この
ことから、地域企業は「AI技術への関心」を持つフェーズから「AI技術の自社事業への活用」を
考えるフェーズへの移行期にあると思われます。なお、本学の「地域課題解決型AI教育プログラ
ム」では主に久留米・筑後地方の企業・自治体の皆様が抱えている地域課題に着目し、AIを用い
た課題解決型学習に注力した教育を実践しています。2022年度は10課題、2023年度は1４課題
が実施され、建設業、農業、ビジネス、メンタルヘルス、介護等さまざまな分野が対象となって
おり、その数も年度を追って増えています。AIを用いた課題解決手法の適用は今後あらゆる業種
でますます加速すると思われますので、本学では大学院副専攻「地域課題解決型高度AI教育プロ
グラム」を設けて、デジタルに強い地域中核人材輩出を目指しています。
　産業界のデジタル・グリーン等成長分野の人材不足を補うため、成長分野を中心に就職・転職
支援に繫がるプログラムを提案し、リカレント教育の推進を図ることも大学に求められていま
す。本地域連携センター報が、リカレント教育情報の集約・分析・共有・支援などを確立する一
助となり、プログラムの開発・実施に弾みをつけることになれば誠に幸いです。



「地域連携センター報2023」の発刊

地域連携センター長
大　森　洋　子

　3年間に及ぶ新型コロナウイルス感染防止のための自粛が終わり、企業や自治体の皆様におか
れましては、活動が活発化していることと思います。本学も感染防止に努めつつ、自粛前の通常
の教育・研究体制に戻りました。公開講座や技術講演会も対面での開催を予定しています。
　本年度も「久留米工業大学地域連携センター報」を発刊することとなりました。産学官連携に
よる研究推進や地域貢献は、大学の重要な使命です。知の拠点となり、地域から頼りにされる大
学を目指している本学では、この冊子により教員の研究内容や公開している機材等を皆様に知っ
ていただき、共同研究や地域活性化に活用していただければと願っています。
　本学の「社会貢献」のビジョンには、産学官連携による「社会課題解決」と、地域の技術基盤
として地域社会の活性化に貢献する「地域貢献」の二つを掲げています。「社会課題解決」にお
きましては、高い技術力や知見を有する企業や自治体の皆様とともに大学を中心とした「知の拠
点」を構築し、少子高齢化や環境問題といった社会課題の解決とSDGs実現に寄与する先行的な
研究開発を推進する事を目指しています。「地域貢献」におきましては、AIやIoTなどのデジタ
ル分野の先進技術の活用を目指す地場企業の皆様への技術導入支援を強化し、地域の技術基盤と
して産業の活性化に貢献する事を目標にしています。また、社会人を対象としたリカレント教育
や、高齢者の社会参画を促す生涯教育、長期的視野での地域活性化を見据えた小・中・高校への
技術講座などにも力を入れています。このような取組みを通じ、「地域の技術基盤」として地元
から頼りにされる大学を確立し、さらに「知の拠点」構築による社会課題解決で地域から誇りに
思われる大学を目指しています。
　本学の取組みにご理解をいただき、技術相談や共同研究の申込み及び講演会の講師依頼も増え
てきました。技術相談はハードに関するものづくりから、デザインや仕組みづくりなどのソフト
に関することまで多岐にわたっています。また、社会課題解決のために企業との共同研究による
社会実装も実現しています。学生が地元企業の活動を学び、キャリアデザイン形成を図るユニー
クな取組み「社長のかばん持ち体験～社長についてまわる２日間～」や、社会課題解決を地元企
業と一緒に学ぶ授業「地域連携Ⅰ」を地元企業の皆様のご協力により実施しています。本学の地
域貢献への取組みや研究シーズに興味を持って頂き、ご支援頂いたことに感謝申し上げます。
　本学の教員や技術専門職員は日々研鑽を積み、企業や自治体の皆様と連携して課題解決に取り
組む所存です。本学からの技術提案はもとより、皆様からの技術のご相談を歓迎いたします。本
学の知や技術が産学官連携を通して社会に貢献できることを切に願っておりますので、ご支援ご
鞭撻を宜しくお願い申し上げます｡
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１. 研究シーズ

本学の教員がどのような研究を行っているのかを紹介します。共同

研究等地域活動に活用して頂ければ幸いです。問い合わせ先は巻末

に掲載しています。
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氏名： ⓑ石 ඖ （し䜙いし 䛿䛨䜑）

所属： 機械システム工学科

職名： 教授

所属学会・協会： 日本機械学会，化学工学会

研究分野

自動制御ศ㔝、Ἔᅽ・✵気ᅽศ㔝、Ỉฎ⌮ศ㔝、ロ䝪テ䜱クスศ㔝 

キーワード

自動制御、PID、フ䜯䝆䜱制御、㑇伝ⓗ䜰ル䝂リズム、Ἔᅽ制御、ロ䝪テ䜱クス 

研究概要

ྛ✀機ჾ及びシステムに有ຠな自動制御᪉ἲを取りධれています。フ䜯䝆䜱制御、㑇伝ⓗ䜰ル䝂リズムを㠀

⥺形システムに䜒取りධれています。 

研究シーズ、テーマの内容

研究業績（著書・論文・その他の活動）

1.⯪⯧の大きさの相㐪にᑐ応した速ᗘ制御᪉ἲ（日本機械学会ᕞᨭ部䠒䠐ᮇ⥲会講演会 㻭42） 

2.電☢切ᘚを用いたἜᅽシリン䝎ーにおける⡆᫆置Ỵ䜑᪉ἲ（日本機械学会ᕞᨭ部䠒䠐ᮇ⥲会講演

会 㻭43） 

3.カメラと῝ᗘኚ化ྍ能なᾋきをᣢ䛴㔮りシステムのᥦ（日本機械学会ᕞᨭ部➨ 㻢㻢 ᮇ⥲会講演会 213） 

4.➉に≉化したⓏᨒ、ఆ᥇機能をᣢ䛴ロ䝪ットの検討（日本機械学会ᕞᨭ部➨ 㻢㻢 ᮇ⥲会講演会 214）

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

(≉チ) 10 ௳ Ἔᅽ、✵気ᅽ、制御➼。 

(ඹྠ研究) 久留米リ䝃ーチ・䝟ーク、㻲S 業、䛭の

業 

✵ㄪタഛศ㔝でのフ䜯䝆䜱制御の適用やỈฎ⌮

ศ㔝で自動制御の適用䜒⾜っています。 

制御᪉ἲ、ロ䝪ットメカトロ䝙クスศ㔝でのご相談があ

りました䜙、お気軽にご連⤡ください。 

提供可能な設備機器

なし

(1)➉をⓏᨒするロ䝪ット
ᑗ᮶䛿➉のఆ᥇を⾜䛖ண定です。

(2)ᅇ㌿体のバランス㔞⡆᫆測定
ᅇ㌿体の䜰ンバランス㔞を⡆༢に測

定できる᪉ἲ。

⨨ᔂす㉁㔞のࢆࢫࣥࣛࣂ

(3)Ṍ⾜䜰シストメカトロ応用機ჾのᥦ
㠐にෆⶶすることでṌ⾜を䜰シストする装置です。

氏名： ┈本 ᗈ久 （ます䜒と ひ䜝ひさ）

所属： 機械システム工学科

職名： 教授

所属学会・協会： 日本金属学会，日本㕲㗰༠会

研究分野

ᯒฟᙉ化型の㖡合金及び䜰ルミ䝙ウム合金と␗✀金属との」合化による機能性材料の創成、高融点金属と

チタンᡈい䛿ステンレス㗰との」合化部材の機械ⓗ≉性

キーワード

ᯒฟᙉ化、ᣑᩓ᥋合、㖡合金、䜰ルミ䝙ウム合金、ステンレス㗰、ᘬᙇᙉᗘ、⑂ປ㝈ᗘ 

研究概要 ẚᙉᗘが高く、⯟✵機材料➼に用される䜰ルミ䝙ウム合金䛿、⁐体化ฎ⌮ᚋにᯒฟฎ⌮を

すᚲせがあります。し䛛し、䛭の工⛬䛿⁐質ඖ⣲のᆒ୍ᣑᩓฎ⌮とᯒฟ工⛬の 2 ẁ㝵⇕䝃イクルฎ⌮である

こと䛛䜙、1 䝃イクルへの⡆␎化及び௵ពの⟠所のみをඃඛⓗにᙉ化するᡭἲの☜❧を┠ᣦす䜒のです。 

研究シーズ、テーマの内容

ୗグのᅗ䛿、㻮 ඖ⣲の固⁐㝈がある 䃐 相と 䃐㻗䃑 相䛛䜙成る合金の 1 䝃イクルᯒฟᙉ化ฎ⌮のᴫ␎ᅗを

♧した䜒のです。⌧ᅾ、ᯒฟᙉ化合金䛿、ま䛪、㻮 ඖ⣲をᆒ୍にศᩓさ䛫ることができる高 まで加⇕し、ಖ

ᣢしたᚋに、Ỉ෭な䛹のᛴ෭により㐣㣬固⁐体

としたᚋ、௵ពの ᗘに再加⇕、䃑 相をᯒฟさ䛫

てᙉ化をᅗります。 

 このテーマ䛿、᮲௳ 1 により㐣㣬固⁐体が得

䜙れる෭༷᮲௳を㑅定（X ⥺ᅇᢡにより評価）した

ᚋ、ᐊ まで෭༷することなく、連⥆してᯒฟฎ⌮

（᮲௳䠎の㑅定）を⾜䛖᪉ἲをᶍ⣴する䜒のです。 

 また、この䝃イクルで䛿、ྠ୍金属ᡈい䛿␗✀

金属との」合化がྍ能なこと䛛䜙、ᯒฟᙉ化合金

の≉性と䛭のき合䜟䛫材᪉の≉性をഛえた

」合部材ができます。 

 ⌧ᅾ、බ開ྍ能なデータとして䛿、㜵⇿性や

㻢00MPa ௨ୖのᘬᙇᙉᗘを有する䝧リリウム㖡の 1

䝃イクルᯒฟᙉ化᮲௳があります。

研究業績（著書・論文・その他の活動）

（ㄽᩥ-1）䠳䠟ᇶ超◳合金とステンレス㗰との᥋合、（ㄽᩥ-2）C㼡-Ni ᣑᩓᑐにおける䝪イ䝗形成に及䜌す⁐

質ཎ子のᙳ㡪、（ㄽᩥ-3）タン䜾ステンとチタンの」合化による⪏⇕材料の開発、（ㄽᩥ-4）タンタルと C㼡-Cr

合金とのᣑᩓ᥋合性に及䜌す Cr のᙳ㡪、（ㄽᩥ-5）Di㼒㼒i㼟ion 㻮on㼐ing 㼎e㼠㼣een Mol㼥㼎㼐en㼡m an㼐 Ti㼠ani㼡m 

㻭llo㼥 

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

超◳合金とステンレス㗰の✚ᒙによる切れ味と㠌性

にᐩんだ切削ล物な䛹 

（≉チ）・≉チ␒ྕ㻦1821273（᥋合用イン䝃ート材） 

（ඹྠ研究）・␗✀金属の」合化に関して、メーカー

とのᐇ⦼有 

自動㌴用エン䝆ン部材として䜒利用されているᯒฟ

ᙉ化型䜰ルミ䝙ウム合金に䛴いて䜒、このᡭἲでᯒ

ฟᙉ化を⾜䛖ことができます。なお、䜰ルミ䝙ウム合金

と␗✀金属との᥋合䛿、金属㛫化合物の形成にక䛖

⏺面≉性がၥ㢟となるた䜑、᭱適᮲௳㑅定までに䛿

㛫をせします。 

提供可能な設備機器（名称・詳細） 

1．高࿘Ἴㄏ導加⇕装置 （ᐩኈ電Ἴ工機(ᰴ) 型␒ 㻲I㻴-15） 

2．レー䝄ー顕微鏡 （㻷E㼅ENCE 㻷E㼅ENCE V㻷-8510）
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氏名： ⓑ石 ඖ （し䜙いし 䛿䛨䜑）

所属： 機械システム工学科

職名： 教授

所属学会・協会： 日本機械学会，化学工学会

研究分野

自動制御ศ㔝、Ἔᅽ・✵気ᅽศ㔝、Ỉฎ⌮ศ㔝、ロ䝪テ䜱クスศ㔝 

キーワード

自動制御、PID、フ䜯䝆䜱制御、㑇伝ⓗ䜰ル䝂リズム、Ἔᅽ制御、ロ䝪テ䜱クス 

研究概要

ྛ✀機ჾ及びシステムに有ຠな自動制御᪉ἲを取りධれています。フ䜯䝆䜱制御、㑇伝ⓗ䜰ル䝂リズムを㠀

⥺形システムに䜒取りධれています。 

研究シーズ、テーマの内容

研究業績（著書・論文・その他の活動）

1.⯪⯧の大きさの相㐪にᑐ応した速ᗘ制御᪉ἲ（日本機械学会ᕞᨭ部䠒䠐ᮇ⥲会講演会 㻭42） 

2.電☢切ᘚを用いたἜᅽシリン䝎ーにおける⡆᫆置Ỵ䜑᪉ἲ（日本機械学会ᕞᨭ部䠒䠐ᮇ⥲会講演

会 㻭43） 

3.カメラと῝ᗘኚ化ྍ能なᾋきをᣢ䛴㔮りシステムのᥦ（日本機械学会ᕞᨭ部➨ 㻢㻢 ᮇ⥲会講演会 213） 

4.➉に≉化したⓏᨒ、ఆ᥇機能をᣢ䛴ロ䝪ットの検討（日本機械学会ᕞᨭ部➨ 㻢㻢 ᮇ⥲会講演会 214）

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

(≉チ) 10 ௳ Ἔᅽ、✵気ᅽ、制御➼。 

(ඹྠ研究) 久留米リ䝃ーチ・䝟ーク、㻲S 業、䛭の

業 

✵ㄪタഛศ㔝でのフ䜯䝆䜱制御の適用やỈฎ⌮

ศ㔝で自動制御の適用䜒⾜っています。 

制御᪉ἲ、ロ䝪ットメカトロ䝙クスศ㔝でのご相談があ

りました䜙、お気軽にご連⤡ください。 

提供可能な設備機器

なし

(1)➉をⓏᨒするロ䝪ット
ᑗ᮶䛿➉のఆ᥇を⾜䛖ண定です。

(2)ᅇ㌿体のバランス㔞⡆᫆測定
ᅇ㌿体の䜰ンバランス㔞を⡆༢に測

定できる᪉ἲ。

⨨ᔂす㉁㔞のࢆࢫࣥࣛࣂ

(3)Ṍ⾜䜰シストメカトロ応用機ჾのᥦ
㠐にෆⶶすることでṌ⾜を䜰シストする装置です。
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氏名： ᯇᑿ 㔜᫂ （ま䛴お し䛢あき）

所属： 機械システム工学科

職名： 教授

所属学会・協会： 日本機械学会，日本Ᏹᐂ⯟✵⎔ቃ་学会

研究分野

⏕体ຊ学を䝧ースにした、་⒪・⚟♴機ჾ開発、リハ䝡リテーシ䝵ン機ჾ開発、⏕体計測機ჾ開発 

୕次ඖ動సゎᯒによる体への㈇Ⲵ計測および⪃ᐹ 

㎰業機械のタ計およびຠ⋡化、計⟬機シミ䝳レーシ䝵ンによるᙉᗘゎᯒ

キーワード

⏕体ຊ学、リハ䝡リテーシ䝵ン、㎰業機械、⏕体計測、計⟬機シミ䝳レーシ䝵ン、୕次ඖ動సゎᯒ 

研究概要

་⒪⌧ሙとඹྠで་⒪機ჾや計測ჾのタ計・〇సを⾜ってきました。⏕活の୰や（㔜ປാ）のሙ面で、

ᴦにをできるよ䛖な機ჾのタ計・〇సを⾜っています。䛭の、㎰స業機ჾやస業をຠ⋡化する装置の

タ計〇స（試స）䜒⾜っています。 

研究シーズ、テーマの内容

་⒪機ჾ開発や㎰業機械開発な䛹䝰ノ䛵くりに関しておᡭ伝いが

できます。（ᰴ）久留米リ䝃ーチ・䝟ークの 㻲S 業や、་⒪機関䛛䜙の

ཷク研究な䛹䜒⾜ってきました。 

①これまでに、㌴いす利用⪅のᴟⓗな♫会ཧ加の୍ຓとなるよ䛖、䝧ッ

䝗䛛䜙㌴いすへ⛣する装置をタ計・〇సいたしました。 

②䝰ーター䜰シストきṌ⾜ჾを〇సしました。よりᑡないຊで᧯సで

きるた䜑、⛣動がᴦになります。 

③ⴥ物㔝⳯✭機 

ⴥ物㔝⳯✭䛿䜋とん䛹がᡭస業であり、⏕⏘ຠ⋡が良くありま䛫ん。䛭のた

䜑⪔స面✚をᗈ䛢よ䛖として䜒ྍ能です。᪉で䛿ྂい小さな機械䛿動సする

に䜒ᣊ䜟䜙䛪ᗫᲠされることがከく⤒῭であります。これ䜙を㚷み、ྂい機械を

有ຠ利用してⴥ物㔝⳯✭機ჾを〇సしました。 

新⪺へのᥖ㍕

䐢䝧ッ䝗㞳ᗋ䝉ン䝃開発にてᥖ㍕ す日本新⪺ 201㻢 ᖺ 12 ᭶ 8 日（⟃ᚋ∧） 

ኪ㛫ᚔᚉするᝈ⪅の㞳ᗋを▱䜙䛫る䝉ン䝃の開発を⾜いました。༢に㞳

ᗋを▱䜙䛫るだけでなく、䝧ッ䝗ୖの体㔜ᚰ䝰䝙タリン䜾をすることで、ᐷ㏉

りなの䛛㞳ᗋなの䛛をุ᩿するᡭἲをᥦしました。また、リ䜰ルタイムで体

㔜⟶⌮䜒できるた䜑、ᝈ⪅やスタッフへの㈇ᢸを取り㝖くができ、IC㼁 な䛹

日䚻のᗣ⟶⌮をᚲせとする⌧ሙに応用ྍ能です。

研究業績（著書・論文・その他の活動）

研究ㄽᩥ、発表な䛹ከᩘあり。（㼔㼠㼠p㼟㻦㻛㻛re㼟earc㼔map.㼖p㻛㼟㼔ige-ma㼠㼟㼡o㻛） 

㐣ཤ〇స機ჾ（㼔㼠㼠p㼟㻦㻛㻛ma㼠㼟㼡o㼟㼔igea㼗i.㼣or㼐pre㼟㼟.com㻛）

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

(≉チ) 2 ௳⏦ㄳ 

(科研㈝➼) ᩥ科┬、ཌ⏕ປാ┬、久留米ᕷ 

(ඹྠ研究) 久留米リ䝃ーチ・䝟ークの 㻲S 業 

ඹྠ研究、ཷク研究な䛹に㝈䜙䛪、ᐇ㦂装置試సな

䛹䜒の䛵くりに関しておᡭ伝いできるとᛮいます。 

提供可能な設備機器（名称・詳細） 

䠍．3 次ඖ動సゎᯒ装置 （VICON、㉥外⥺カメラ 㻢 ྎ、㻭MTI㽢4 ྎ） 

䠎．装置〇సのた䜑の工స機械୍式 （᪕┙、フライス┙、䢈䢛䢓䡹䢚䢋䡲䡫䡼䡬、TI㻳㻒MI㻳 ⁐᥋機、e㼠c）

②

③

①

④

氏名： 澁谷 秀雄 （しぶたに ひでお） 

所属： 機械システム工学科

職名： 教授

所属学会・協会： 日本機械学会，精密工学会，砥粒加工学会

研究分野

精密加工、微細加工 

キーワード

精密、マイクロ・ナノ、研削、研磨 

研究概要

切削、研削、研磨といった機械加工技術や機械加工による機能性表面創成、 IT・IoT 技術を活用した計測・

見える化に関する研究や伝統工芸の技術化に取り組んでいます。 

研究シーズ、テーマの内容

① 半導体デバイス材料や光学レンズの鏡面研削技術

加工物とメカノケミカル反応を有する微粒

子・超微粒子を固定化・砥石として利用するこ

とにより、焼けやスクラッチのない表面粗さ約

10nmRz の無擾乱鏡面を高速に得ることができ

ます。 

  

② 加工表面による液体金属の濡れ制御

次世代革新技術への利用が検討されてい

る液体金属の濡れ性を制御する機能性

表面の創成を機械加工で試みていま

す。 

③ 久留米絣・織機・括り機・巻取機の開発

職人技である久留米絣の織機・括り機・

巻取機の技術化に取り組んでいます。

研究業績（著書・論文・その他の活動） 

1．液体ナトリウム及び液体錫による純金属の濡れ性，Vol. 85 (2021)，No. 3 pp. 110-119、日本金属学会誌

2．低融点合金の濡れ性と液体ナトリウムへの適応，No.42 Page.27-32，2020.03、久留米工業大学研究報告

3．EPD 砥石を用いた高速鏡面研削システムの開発，2013.08、砥粒加工学会学術講演会 

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

半導体・光学デバイス材料の鏡面加工 

レンズ金型加工 

レンズ金型研磨 

液体金属の濡れ性制御 

再研磨工具の切れ味評価 

軟質ウレタンフォームの凹部形成 

久留米絣・織機・括り機の改良と自動巻取機の開発 

加工・計測関連でお困りのことがあれば、お気軽にご

相談ください。 

提供可能な設備機器（名称・詳細） 

1．小型 NC 微細加工機 （PMT Micro MC-3） 

2．触針式表面粗さ測定装置 （小坂研究所 SE-2300） 

3．走査型電子顕微鏡（SEM） （ELIONIX ESM-3200）

鏡面研削加工した３インチシリコンウエハの外観と表面粗さ 

低融点合金の濡れ性に及ぼす

凸部高さと間隔の影響
久留米絣織機
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氏名： ᯇᑿ 㔜᫂ （ま䛴お し䛢あき）

所属： 機械システム工学科

職名： 教授

所属学会・協会： 日本機械学会，日本Ᏹᐂ⯟✵⎔ቃ་学会

研究分野

⏕体ຊ学を䝧ースにした、་⒪・⚟♴機ჾ開発、リハ䝡リテーシ䝵ン機ჾ開発、⏕体計測機ჾ開発 

୕次ඖ動సゎᯒによる体への㈇Ⲵ計測および⪃ᐹ 

㎰業機械のタ計およびຠ⋡化、計⟬機シミ䝳レーシ䝵ンによるᙉᗘゎᯒ

キーワード

⏕体ຊ学、リハ䝡リテーシ䝵ン、㎰業機械、⏕体計測、計⟬機シミ䝳レーシ䝵ン、୕次ඖ動సゎᯒ 

研究概要

་⒪⌧ሙとඹྠで་⒪機ჾや計測ჾのタ計・〇సを⾜ってきました。⏕活の୰や（㔜ປാ）のሙ面で、

ᴦにをできるよ䛖な機ჾのタ計・〇సを⾜っています。䛭の、㎰స業機ჾやస業をຠ⋡化する装置の

タ計〇స（試స）䜒⾜っています。 

研究シーズ、テーマの内容

་⒪機ჾ開発や㎰業機械開発な䛹䝰ノ䛵くりに関しておᡭ伝いが

できます。（ᰴ）久留米リ䝃ーチ・䝟ークの 㻲S 業や、་⒪機関䛛䜙の

ཷク研究な䛹䜒⾜ってきました。 

①これまでに、㌴いす利用⪅のᴟⓗな♫会ཧ加の୍ຓとなるよ䛖、䝧ッ

䝗䛛䜙㌴いすへ⛣する装置をタ計・〇సいたしました。 

②䝰ーター䜰シストきṌ⾜ჾを〇సしました。よりᑡないຊで᧯సで

きるた䜑、⛣動がᴦになります。 

③ⴥ物㔝⳯✭機 

ⴥ物㔝⳯✭䛿䜋とん䛹がᡭస業であり、⏕⏘ຠ⋡が良くありま䛫ん。䛭のた

䜑⪔స面✚をᗈ䛢よ䛖として䜒ྍ能です。᪉で䛿ྂい小さな機械䛿動సする

に䜒ᣊ䜟䜙䛪ᗫᲠされることがከく⤒῭であります。これ䜙を㚷み、ྂい機械を

有ຠ利用してⴥ物㔝⳯✭機ჾを〇సしました。 

新⪺へのᥖ㍕

䐢䝧ッ䝗㞳ᗋ䝉ン䝃開発にてᥖ㍕ す日本新⪺ 201㻢 ᖺ 12 ᭶ 8 日（⟃ᚋ∧） 

ኪ㛫ᚔᚉするᝈ⪅の㞳ᗋを▱䜙䛫る䝉ン䝃の開発を⾜いました。༢に㞳

ᗋを▱䜙䛫るだけでなく、䝧ッ䝗ୖの体㔜ᚰ䝰䝙タリン䜾をすることで、ᐷ㏉

りなの䛛㞳ᗋなの䛛をุ᩿するᡭἲをᥦしました。また、リ䜰ルタイムで体

㔜⟶⌮䜒できるた䜑、ᝈ⪅やスタッフへの㈇ᢸを取り㝖くができ、IC㼁 な䛹

日䚻のᗣ⟶⌮をᚲせとする⌧ሙに応用ྍ能です。

研究業績（著書・論文・その他の活動）

研究ㄽᩥ、発表な䛹ከᩘあり。（㼔㼠㼠p㼟㻦㻛㻛re㼟earc㼔map.㼖p㻛㼟㼔ige-ma㼠㼟㼡o㻛） 

㐣ཤ〇స機ჾ（㼔㼠㼠p㼟㻦㻛㻛ma㼠㼟㼡o㼟㼔igea㼗i.㼣or㼐pre㼟㼟.com㻛）

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

(≉チ) 2 ௳⏦ㄳ 

(科研㈝➼) ᩥ科┬、ཌ⏕ປാ┬、久留米ᕷ 

(ඹྠ研究) 久留米リ䝃ーチ・䝟ークの 㻲S 業 

ඹྠ研究、ཷク研究な䛹に㝈䜙䛪、ᐇ㦂装置試సな

䛹䜒の䛵くりに関しておᡭ伝いできるとᛮいます。 

提供可能な設備機器（名称・詳細） 

䠍．3 次ඖ動సゎᯒ装置 （VICON、㉥外⥺カメラ 㻢 ྎ、㻭MTI㽢4 ྎ） 

䠎．装置〇సのた䜑の工స機械୍式 （᪕┙、フライス┙、䢈䢛䢓䡹䢚䢋䡲䡫䡼䡬、TI㻳㻒MI㻳 ⁐᥋機、e㼠c）

②

③

①

④
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氏名： ᘅ℩ ᆂ （ひ䜝䛫 きよし） 

所属： 機械システム工学科 

職名： 教授

所属学会・協会：日本機械学会，日本ス䜻ー学会 

日本ス䝫ー䝒⏘業学会

研究分野

ウ䜵䜰ラ䝤ル䝉ンシン䜾による㐠動ゎᯒと་⒪・ス䝫ー䝒への応用 

キーワード

ウ䜵䜰ラ䝤ル䝉ンシン䜾、ス䝫ー䝒工学、䝠䝳ーマン䝎イナミクス、䝉ン䝃・フ䝳ー䝆䝵ン 

研究概要

័性䝉ン䝃・ᆅ☢気䝉ン䝃䛿ᵝ䚻なウ䜵䜰ラ䝤ルデバイスにᦚ㍕されており、㐠動ゎᯒへの利用がᮇᚅさ

れている。し䛛し、得䜙れる計測報がຊ学報（ゅ速ᗘ、加速ᗘ）や☢ሙであること䛛䜙、ᵝ䚻なゎᯒに適

用できるྍ能性があるが、取りᢅいがẚ㍑ⓗ㞴しいた䜑、⾜えるゎᯒが㝈定されているのが⌧≧である。䛭こ

で、ồ䜑䜙れる報を得るた䜑のゎᯒ技術の開発や་⒪・ス䝫ー䝒ศ㔝への応用を⾜い、より高精ᗘ䛛䛴⡆

᫆に計測・ゎᯒがྍ能なウ䜵䜰ラ䝤ル䝉ンシン䜾技術の開発を⾜っている。 

研究シーズ、テーマの内容

័性䝉ン䝃䛿ゅ速ᗘ・加速ᗘを計測する䝉ン䝃であり、ᆅ☢気䝉ン䝃䛿ᆅ⌫☢ሙを計測する䝉ン䝃であ

る。これ䜙の䝉ン䝃䛿スマートフォン➼にᦚ㍕されており、日ᖖⓗに用される䝉ン䝃となっています。これ䜙

の䝉ン䝃を組み合䜟䛫、㌟体部や㐨具に取りけることにより、ᵝ䚻な㐠動ゎᯒを⾜䛖ことができる。し䛛

し、䝉ン䝃の್を┤᥋見て䜒㐠動の評価䛿㞴しいた䜑、適切な㐠動報へのኚがᚲせྍḞである。㐠

動報を適切にኚするた䜑に䛿、ከくのሙ合ጼໃ報がᚲせであるが、䝆䝱イロ䝉ン䝃の䝗リフトㄗᕪや加

速ᗘにྵまれる外乱せ⣲、取りけಶ所によって⏕䛨る⌧㇟➼により、ㄗᕪが⏕䛨る。䛭こで、㐠動の≉ᚩに

╔┠したᑓ用の䝉ン䝃・フ䝳ー䝆䝵ンをᵓ⠏することにより、高精ᗘにጼໃ報を得る᪉ἲを研究しています。 

研究業績（著書・論文・その他の活動） 

䛂≉㞟③䠖人㛫工学のた䜑の計測ᡭἲ㻦➨ 1 部䠖動స計測（2） 䠉័性䝉ン䝃による動స計測䠉䛃ᘅ℩ᆂ、㏆

⸨ளᕼ子、䛄人㛫工学䛅、➨ 50 巻・➨ 4 ྕ、pp.182-190 

䛂ᣑᙇカルマンフ䜱ルタを用いたス䜻ー・ターンの㐠動計測とຊ学ゎᯒに関する研究䛃、ᘅ℩ᆂ、ᅵᒱோ、小

⏣⤀、ỌసΎ、䛄日本機械学会ㄽᩥ㞟 C ⦅䛅、➨ 77 巻・➨ 774 ྕ、pp.470-480 

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

≉チ➨ 㻢3㻢8280 ྕ 

スイン䜾ゎᯒ装置、コン䝢䝳ータにスイン䜾をゎᯒさ

䛫るた䜑の䝥ロ䜾ラムおよびスイン䜾ゎᯒシステム 

≉チ➨ 㻢80㻢327 ྕ 

スイン䜾ゎᯒ装置、コン䝢䝳ータにスイン䜾をゎᯒさ

䛫るた䜑の䝥ロ䜾ラムおよびスイン䜾ゎᯒシステム 

ウ䜵䜰ラ䝤ル䝉ン䝃䛿、さ䜙なる小型化、高性能化が

㐍んでいます。また、ᵝ䚻な䝉ン䝃の組み合䜟䛫、

ᵝ䚻なゎᯒἲの☜❧によって、まだまだከくのྍ能

性があります。  

提供可能な設備機器（名称・ᆺ␒䛂メー䜹ー名䛃） 

光学式䝰ーシ䝵ン䜻䝱䝥チ䝱（VEN㼁S３D・ノ䝡テック）

氏名： ᯘ ెᙪ （䛿やし よしひこ）

所属： 機械システム工学科

職名： 教授

所属学会・協会： 日本機械学会

研究分野

光ᖸ΅ἲを用いてᗈ⠊ᅖに䜟たるᐇ物体の応ຊとひ䛪みゎᯒἲのᥦ、小型Ỉຊ発電装置の開発、小型

電気自動㌴に関する研究 

キーワード

」ᒅᢡຠᯝ、応ຊ・ひ䛪みゎᯒ、小型Ỉຊ発電、小型電気自動㌴ 

研究概要

 3 次ඖ応ຊ≧ែにある⢓ᙎረ性体の表面に」ᒅᢡを⌧す⿕⭷を᥋╔し、３次ඖᐇ物表面のひ䛪みと応ຊ

ศᕸを⿕⭷に⌧れる」ᒅᢡ⦤よりゎᯒする研究を⾜い、ᐇ物表面のひ䛪みと応ຊのゎᯒを⾜ています。 

 さ䜙に、この応ຊኚ形ゎᯒἲを小型Ỉຊ発電装置の開発と小型電動カーの開発に応用して、小型で軽㔞

な形≧のᥦを⾜っています。 

研究シーズ、テーマの内容

（䠍）光ᖸ΅を用いた応ຊひ䛪みゎᯒ

 ３次ඖ応ຊ≧ែにあるᲬ୰ኸ部に⎔≧切りḞきを有するᲬ試㦂∦にᘬᙇⲴ㔜を加えたときの⎔

≧ᘼୖのひ䛪み成ศの大きさをのᲬの表面に᥋╔して光ᙎ性⿕⭷に⌧れる⦤よりゎᯒし䛭のᐇ

用性を☜ㄆしております。この᪉ἲを用いることでᐇ物表面のᐇ㝿のひ䛪み≧ែをồ䜑ることができ計

⟬で得䜙れたゎᯒ್にಙ㢗性を☜ㄆすることができます。 

（䠎）小型Ỉຊ発電装置の開発

 ㏆ᖺの␗ᖖ気㇟によりሐ㜵のỴቯ、㉺Ỉ及びෆỈỏ℃により⏒大な⿕ᐖがከ

ᩘ㉳こっており、䛭のᪧのỈを利用して発電する装置の開発を⾜っていま

す。開発に䛿、Ỉ㌴の形≧、ἾỈがỈ㌴⩚᰿にえるᙳ㡪をゎ᫂するᚲせがあ

り、これ䜙のゎ᫂を⾜䛖ᇶ♏研究として⩚᰿䝰デル（ྑᅗ┿）をస〇し、純物の

質㔞、大きさ、純物のྵ有合をኚ᭦して䛭のᙳ㡪をㄪ䜉ています。この研究

が㐍䜑ばỈຊ発電装置㞀ᐖとなっている㞀ᐖ物のᅇ➼のၥ㢟ゎỴとなります。 

（３）小型電動カーを用したᨭᣢ㍈にస用するຊをゎᯒするデ䝰カーのస成

 小型電動カーのᨭᣢ㍈にస用するຊの成ศをồ䜑るた䜑の測定装置の〇సとして、ᕷ㈍の電動マ䜼

ーを取りཷけるた䜑の装置をᥦし、┤⥺走⾜での㍈に⏕䛨るຊと䝰ーメント成ศをồ䜑ることが☜ㄆ

できた。この研究を㐍䜑ることで小型電動カーの用≧ែでのຊの加䜟り᪉をゎ᫂することができるの

で、小型電動カーの᭱適化が㐍䜑ることができて┬電ຊ化に⧅䛢ることができます。 

研究業績

なし 

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へ

なし お気軽にご相談ください。 

提供可能な設備機器

なし 
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氏名： ᘅ℩ ᆂ （ひ䜝䛫 きよし） 

所属： 機械システム工学科 

職名： 教授

所属学会・協会：日本機械学会，日本ス䜻ー学会 

日本ス䝫ー䝒⏘業学会

研究分野

ウ䜵䜰ラ䝤ル䝉ンシン䜾による㐠動ゎᯒと་⒪・ス䝫ー䝒への応用 

キーワード

ウ䜵䜰ラ䝤ル䝉ンシン䜾、ス䝫ー䝒工学、䝠䝳ーマン䝎イナミクス、䝉ン䝃・フ䝳ー䝆䝵ン 

研究概要

័性䝉ン䝃・ᆅ☢気䝉ン䝃䛿ᵝ䚻なウ䜵䜰ラ䝤ルデバイスにᦚ㍕されており、㐠動ゎᯒへの利用がᮇᚅさ

れている。し䛛し、得䜙れる計測報がຊ学報（ゅ速ᗘ、加速ᗘ）や☢ሙであること䛛䜙、ᵝ䚻なゎᯒに適

用できるྍ能性があるが、取りᢅいがẚ㍑ⓗ㞴しいた䜑、⾜えるゎᯒが㝈定されているのが⌧≧である。䛭こ

で、ồ䜑䜙れる報を得るた䜑のゎᯒ技術の開発や་⒪・ス䝫ー䝒ศ㔝への応用を⾜い、より高精ᗘ䛛䛴⡆

᫆に計測・ゎᯒがྍ能なウ䜵䜰ラ䝤ル䝉ンシン䜾技術の開発を⾜っている。 

研究シーズ、テーマの内容

័性䝉ン䝃䛿ゅ速ᗘ・加速ᗘを計測する䝉ン䝃であり、ᆅ☢気䝉ン䝃䛿ᆅ⌫☢ሙを計測する䝉ン䝃であ

る。これ䜙の䝉ン䝃䛿スマートフォン➼にᦚ㍕されており、日ᖖⓗに用される䝉ン䝃となっています。これ䜙

の䝉ン䝃を組み合䜟䛫、㌟体部や㐨具に取りけることにより、ᵝ䚻な㐠動ゎᯒを⾜䛖ことができる。し䛛

し、䝉ン䝃の್を┤᥋見て䜒㐠動の評価䛿㞴しいた䜑、適切な㐠動報へのኚがᚲせྍḞである。㐠

動報を適切にኚするた䜑に䛿、ከくのሙ合ጼໃ報がᚲせであるが、䝆䝱イロ䝉ン䝃の䝗リフトㄗᕪや加

速ᗘにྵまれる外乱せ⣲、取りけಶ所によって⏕䛨る⌧㇟➼により、ㄗᕪが⏕䛨る。䛭こで、㐠動の≉ᚩに

╔┠したᑓ用の䝉ン䝃・フ䝳ー䝆䝵ンをᵓ⠏することにより、高精ᗘにጼໃ報を得る᪉ἲを研究しています。 

研究業績（著書・論文・その他の活動） 

䛂≉㞟③䠖人㛫工学のた䜑の計測ᡭἲ㻦➨ 1 部䠖動స計測（2） 䠉័性䝉ン䝃による動స計測䠉䛃ᘅ℩ᆂ、㏆

⸨ளᕼ子、䛄人㛫工学䛅、➨ 50 巻・➨ 4 ྕ、pp.182-190 

䛂ᣑᙇカルマンフ䜱ルタを用いたス䜻ー・ターンの㐠動計測とຊ学ゎᯒに関する研究䛃、ᘅ℩ᆂ、ᅵᒱோ、小

⏣⤀、ỌసΎ、䛄日本機械学会ㄽᩥ㞟 C ⦅䛅、➨ 77 巻・➨ 774 ྕ、pp.470-480 

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

≉チ➨ 㻢3㻢8280 ྕ 

スイン䜾ゎᯒ装置、コン䝢䝳ータにスイン䜾をゎᯒさ

䛫るた䜑の䝥ロ䜾ラムおよびスイン䜾ゎᯒシステム 

≉チ➨ 㻢80㻢327 ྕ 

スイン䜾ゎᯒ装置、コン䝢䝳ータにスイン䜾をゎᯒさ

䛫るた䜑の䝥ロ䜾ラムおよびスイン䜾ゎᯒシステム 

ウ䜵䜰ラ䝤ル䝉ン䝃䛿、さ䜙なる小型化、高性能化が

㐍んでいます。また、ᵝ䚻な䝉ン䝃の組み合䜟䛫、

ᵝ䚻なゎᯒἲの☜❧によって、まだまだከくのྍ能

性があります。  

提供可能な設備機器（名称・ᆺ␒䛂メー䜹ー名䛃） 

光学式䝰ーシ䝵ン䜻䝱䝥チ䝱（VEN㼁S３D・ノ䝡テック）
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氏名： 㧘す ㈼（た䛛にし けん䛨） 

所属： 機械システム工学科 

職名： ຓ教 

所属学会・協会： 自動㌴技術会，日本機械学会

研究分野

自動㌴の䝃ス䝨ンシ䝵ンおよび自動㌴ᩚഛ技術 

キーワード

自動㌴、䝃ス䝨ンシ䝵ン、自動㌴ᩚഛ 

研究概要

① 自動㌴の気㦁㡢、② 䝗ライバの㐠㌿≉性、③ 自動㌴の䝃ス䝨ンシ䝵ンの動ྥ 

研究シーズ、テーマの内容

自動㌴に用されている䝃ス䝨ンシ䝵ンのᵓ㐀・機能➼に䛴いてᚋの動ྥを⪃える。 

エン䝆ン䛛䜙㌴㍯までの、動ຊ伝㐩装置のᵓ㐀・機能が┠で見て䜟䛛る教材および、電子制御式䜸ートマチ

ック・トランスミッシ䝵ンの制御⣔統の┠ど䝰デル〇స。

研究業績

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

自動㌴ᩚഛኈ㈨᱁取得にྥけての教材制స。 自動㌴ᩚഛᐇ⩦教⫱用のᵓ㐀䝰デルの〇స➼でご

質ၥな䛹ご䛦いました䜙おኌけください。 

提供可能な設備機器

氏名： ㏆⸨ ளᕼ子 （こん䛹䛖 あきこ）

所属： 機械システム工学科

職名： 講ᖌ

所属学会・協会： 日本機械学会，日本ス䜻ー学会

研究分野

ス䝫ー䝒工学、計測工学、機械ຊ学、ロ䝪ット工学 

キーワード

ウ䜵䜰ラ䝤ル䝉ン䝃、័性䝉ン䝃、加速ᗘ䝉ン䝃、䝆䝱イロ䝉ン䝃、ຊ䝉ン䝃、㐠動ゎᯒ 

研究概要

័性䝉ン䝃、ᆅ☢気䝉ン䝃を用いてウ䜵䜰ラ䝤ルに㌟体㐠動計測を⾜䛖た䜑の᪉ἲの開発や、ຊ䝉ン䝃をే

用した㐠動ຊ学ゎᯒἲの開発、スノース䝫ー䝒やフ䜱䜼䝳䜰スケートな䛹の㐠動ゎᯒを⾜っています。 

研究シーズ、テーマの内容

1 ័性䝉ン䝃を用いた㐠動ゎᯒἲのᵓ⠏に関する研究

 ័性䝉ン䝃（加速ᗘ䝉ン䝃、䝆䝱イロ䝉ン䝃）䛿、小型でᏳ価であること䛛䜙、㌟体や㐨具に取りけた計測

が⾜䜟れている。㏆ᖺで䛿ᵝ䚻な〇ရの IoT 化や見Ᏺり䜾ッズの開発が㐍んでいること䛛䜙、័性䝉ン䝃に

ᑐする㟂せが高まっている。୍᪉で、័性䝉ン䝃が計測する⏕の報（加速ᗘ、ゅ速ᗘ）䛛䜙ㄞみ取れること

䛿ከく䛿ないこと䛛䜙、計測報を䛹のよ䛖に取りᢅ䛖の䛛が㞴しいㄢ㢟となっており、័性䝉ン䝃を用いたゎ

ᯒἲがồ䜑䜙れている。➹⪅䜙䛿、」ᩘの䝉ン䝃を用いて、相にㄗᕪを⿵ṇする䝉ン䝃・フ䝳ー䝆䝵ンを用

いた研究を⾜っており、䝗リフトによるㄗᕪを⿵ṇしたጼໃ報を᥎定するた䜑の᪉ἲや、㐠動の㌟体䝟ラ

メータ᥎定な䛹、カルマンフ䜱ルタを用いたᵝ䚻な≧ែ᥎定ἲを試みている。 

2 ័性䝉ン䝃を用いた㐠動ゎᯒおよびຊ䝉ン䝃をే用した

㐠動ຊ学ゎᯒ（ス䝫ー䝒への適用）

 䠍の研究にてᵓ⠏した㐠動ゎᯒἲを用いて、ᐇ㝿にス䝫ー䝒や㐠

動を⾜䛖䝠トの㌟体部に䝉ン䝃を取りけてᐇ㦂を⾜い、䛹のよ䛖

な㐠動が⾜䜟れたの䛛を定㔞化し、ゎᯒする。これまでにᐇ㝿の㞷

面を走するス䜻ー䝲ー、スノー䝪ー䝎ーの㐠動ゎᯒとして関⠇ゅ

ᗘ᥎定、関⠇トルク᥎定、ᅇ㌿半ᚄ᥎定➼を⾜っており、に䜒フ䜱

䜼䝳䜰スケートの 4 ᅇ㌿䝆䝱ン䝥に関する研究な䛹を⾜っている。 

研究業績（著書・論文・その他の活動） 

1. ័性䝉ン䝃を用いた㌟体㐠動計測における 3 次ඖጼໃ᥎定ἲに関する研究、㏆⸨ளᕼ子、ᅵᒱோ、ᘅ

℩ᆂ、日本機械学会ㄽᩥ C ⦅、➨ 79 巻➨ 803 ྕ pp.2351䡚23㻢1。  

2. ≉㞟③䠖人㛫工学のた䜑の計測ᡭἲ ➨ 1 部䠖動స計測（2）䠉័性䝉ン䝃による動స計測䠉、ᘅ℩ᆂ、㏆

⸨ளᕼ子、人㛫工学、➨ 10 巻➨ 1 ྕ、pp.19䡚2㻢。 

3. In㼠er㼒ace 201㻢 ᖺ 9 ᭶ྕ、ウ䜵䜰ラ䝤ル人㛫䝉ン䝃ධ㛛、㏆⸨ளᕼ子、C㻽 ฟ∧、pp.43䡚8㻢。

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

ウ䜵䜰ラ䝤ル䝉ン䝃に関する講⩦会や㞧誌のᇳ➹➼

䜒⾜っておりますので、ఱ䛛ありました䜙ご相談くださ

い。 

提供可能な設備機器（名称・ᆺ␒䛂メー䜹ー名䛃） 

のᅇ㌿༙ᚄ᥎ᐃ࣮ࣥࢱ࣭࣮࢟ࢫ
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氏名： 㧘す ㈼（た䛛にし けん䛨） 

所属： 機械システム工学科 

職名： ຓ教 

所属学会・協会： 自動㌴技術会，日本機械学会

研究分野

自動㌴の䝃ス䝨ンシ䝵ンおよび自動㌴ᩚഛ技術 

キーワード

自動㌴、䝃ス䝨ンシ䝵ン、自動㌴ᩚഛ 

研究概要

① 自動㌴の気㦁㡢、② 䝗ライバの㐠㌿≉性、③ 自動㌴の䝃ス䝨ンシ䝵ンの動ྥ 

研究シーズ、テーマの内容

自動㌴に用されている䝃ス䝨ンシ䝵ンのᵓ㐀・機能➼に䛴いてᚋの動ྥを⪃える。 

エン䝆ン䛛䜙㌴㍯までの、動ຊ伝㐩装置のᵓ㐀・機能が┠で見て䜟䛛る教材および、電子制御式䜸ートマチ

ック・トランスミッシ䝵ンの制御⣔統の┠ど䝰デル〇స。

研究業績

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

自動㌴ᩚഛኈ㈨᱁取得にྥけての教材制స。 自動㌴ᩚഛᐇ⩦教⫱用のᵓ㐀䝰デルの〇స➼でご

質ၥな䛹ご䛦いました䜙おኌけください。 

提供可能な設備機器
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氏名： 㯞⏕ ⱱ （あ䛭䛖 し䛢る） 

所属： ㏻機械工学科

職名： ≉ู教授

所属学会・協会： 日本⯟✵Ᏹᐂ学会，日本ὶ体ຊ学会， 

䜰メリカ⯟✵Ᏹᐂ学会

研究分野

䠍）⯟✵Ᏹᐂὶ体ຊ学、䠎）Ᏹᐂ㍺㏦システム工学、３）ᴟ超㡢速ὶにおける✵ຊ加⇕と䛭の㜵御技術、䠐）超

㡢速ΰ合やハイ䝤リッ䝗ロケットエン䝆ンのᏱᐂ᥎㐍、䠑）小型電動⯟✵機の研究な䛹 

キーワード

⯟✵Ᏹᐂὶ体ຊ学、Ᏹᐂ㍺㏦システム工学、ᴟ超㡢速ὶ、✵ຊ加⇕、超㡢速ΰ合、ハイ䝤リッ䝗ロケット、Ᏹ

ᐂ᥎㐍、小型電動⯟✵機 

研究概要

⯟✵Ᏹᐂὶ体ຊ学、Ᏹᐂ㍺㏦システム工学、ᴟ超㡢速ὶ、✵ຊ加⇕、超㡢速ΰ合、ハイ䝤リッ䝗ロケット、Ᏹ

ᐂ᥎㐍、小型電動⯟✵機 

研究シーズ、テーマの内容

（䠍）ྛ✀物体の✵気ຊ測定（ᥭຊ、ᢠ、䝢ッチン䜾䝰ーメントな䛹） 

（䠎）ハイ䝤リッ䝗ロケットエン䝆ンの研究開発 

（３）小型電動⯟✵機の研究開発及び小型軽㔞電気䝰ーターと高密ᗘバッテリーを組み合䜟䛫た電動䝟䝽

ー䝰䝆䝳ールを利用した㍺㏦システムの開発 

研究業績（著書・論文・その他の活動）

・㻶㻭X㻭 Ᏹᐂ科学研究所のハイ䝤リッ䝗ロケット 㼃㻳 での活動ᐇ⦼（㻭I㻭㻭 学会、I㻭C 学会発表ㄽᩥ） 

・小型電動⯟✵機開発ᐇ⦼（日本⯟✵Ᏹᐂ学会誌及び電気学会にゎㄝグ） 

・低速ὶ䛛䜙高速ὶまでのྛ✀ὶ体ຊ学のၥ㢟に関してㄽᩥ発表ᐇ⦼ 

・ⴭ᭩ ⩼⌮ㄽ（ཎⴭ R. T. 㻶one㼟䠖日ห工業新⪺♫、ඹヂ）、ᅽ⦰性ὶ体ຊ学（ၿฟ∧、ඹⴭ）な䛹 11 ⦅

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

・低コスト、高ಙ㢗性のハイ䝤リッ䝗ロケットエン䝆ン及

び䛭れを用いたロケット開発 

・小型電動⯟✵機の開発研究 

・⇕ὶ᮰計測䝉ン䝃開発で≉チ取得のᐇ⦼ 

これまで⯟✵機・Ᏹᐂ機の低速ὶ䛛䜙高速ὶまでの

✵気ຊの≉性・計測技術の研究にᦠ䜟って᮶ました

ので、Ⰽ䚻なὶ体ຊ学のㅖၥ㢟にᑐして相談にのる

ことができます。ὶれに関してこんなことでᝎんでい

るがゎỴ⟇䛿ない䛛、㢼によるᢠを▱りたい、な䛹

ὶれに関することがありました䜙なんで䜒㐲៖なくご

相談ください。 

提供可能な設備機器

㏻機械工学科に䛿㢼速 50m㻛㼟 までฟ䛫る㢼Ὕがありますのでお気軽にご相談くださいࠋ

また、䛭の䜋䛛䇿✵気のὶれ䇿䇿Ỉのὶれ䇿に関すること䛿、相談にお⟅えしたいとᛮいます。ま䛪䛿、お気

軽にご相談くださいࠋ䛹䛖䛮よ䜝しくお㢪いしますࠋ

ᑠᆺ㟁ື⯟✵機の㉮⾜ᐇ㦂

ྛ✀≀యの✵Ẽຊ ᐃの

㸦ᑠᆺ㟁ື⯟✵機࣮ࣝࢣࢫࣈࢧ機㸧

ࢵࢣࣟࢻࢵࣜࣈࣁ

の◊✲㛤Ⓨの୍ࢺ

氏名： ᒣཱྀ ༟ஓ (やま䛠䛱 たくや)

所属： ㏻機械工学科

職名： 教授

所属学会・協会： 自動㌴技術会，日本機械学会，米ᅜ S㻭E

研究分野

ෆ⇞機関（デ䜱ー䝊ルエン䝆ン、䜺䝋リンエン䝆ン）に関する研究 

キーワード

デ䜱ー䝊ルエン䝆ンのエ䝛ル䜼ーマ䝛ー䝆メント、カー䝪ン䝙䝳ートラル⇞料 

研究概要

 ᐊຠᯝ䜺スの低ῶがᙉくồ䜑䜙れているな䛛、ෆ⇞機関（デ䜱ー䝊ルエン䝆ン、䜺䝋リンエン䝆ン）において

䜒さ䜙なるṇ味⇕ຠ⋡のྥୖやカー䝪ン䝙䝳ートラル⇞料の用な䛹が検討されています。ෆ⇞機関研究ᐊ

で䛿、エン䝆ンのṇ味⇕ຠ⋡ྥୖにྥけたエ䝛ル䜼ーマ䝛䝆メントおよびカー䝪ン䝙䝳ートラル⇞料のྍ能

性に䛴いて検討しています。 

研究シーズ、テーマの内容

(1)デ䜱ー䝊ルエン䝆ンのエ䝛ル䜼ーマ䝛䝆メント 

 ᅗ 1 に♧す自動㌴用小型デ䜱ー䝊ルエン䝆ン䝧ン

チを用いて、エン䝆ン෭༷Ỉの ᗘおよびὶ㔞がエ

ン䝆ンのṇ味⇕ຠ⋡に及䜌すᙳ㡪に䛴いてㄪ査し

ています。また、䝙䝳ーラル䝛ット䝽ークを用いたエン

䝆ンのᦶ᧿ᖹᆒ有ຠᅽຊ（㻲MEP）のண測䝰デルを

స成し、⇞焼に関するᅉ子（⇕発⏕⋡䝟ターンや⇞

焼相）が 㻲MPE に及䜌すᙳ㡪䜒ㄪ査しています。 

(2)カー䝪ン䝙䝳ートラル⇞料のྍ能性に関する検討 

 ෆ⇞機関においてカー䝪ン䝙䝳ートラルを㐩成するた䜑に䛿、᳜物⏤᮶のバイ䜸デ䜱ー䝊ル⇞料の用や

Ỉ⣲、䜰ン䝰䝙䜰の利用が検討されています。本研究ᐊで䛿、自動㌴用小型デ䜱ー䝊ルエン䝆ン䝧ンチを用

いたカー䝪ン䝙䝳ートラル⇞料がエン䝆ン性能に及䜌すᙳ㡪を検討していきます。 

研究業績（著書・論文・その他の活動）

1. T㼔e e㼒㼒ec㼠 o㼒 com㼎㼡㼟㼠ion 㼠㼥pe on e㼤㼔a㼡㼟㼠 emi㼟㼟ion㼟 an㼐 㼠㼔ermal e㼒㼒icienc㼥 a㼠 par㼠ial loa㼐 opera㼠ing 

con㼐i㼠ion in 㼠㼔e 㼔ea㼢㼥 㼐㼡㼠㼥 㼐ie㼟el engine㼟 

(Mec㼔anical Engineering 㻶o㼡rnal 7(4) 19 - 00㻢2㻢 2020 ᖺ) 

2. 高㐣⤥デ䜱ー䝊ルエン䝆ンにおける෭༷ᦆኻ低ῶが⇕ᅇ⏕システムによる⇕ຠ⋡改ၿ䝫テンシ䝱ルに

及䜌すᙳ㡪 

  （自動㌴技術会ㄽᩥ㞟 48(1) 13 - 20 2017 ᖺ 1 ᭶）

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

(ඹྠ研究)䞞新エ䜱シーイーとデ䜱ー䝊ルエン䝆ンの

高ຠ⋡化に関する研究をᐇ୰ 

カー䝪ン䝙䝳ートラル⇞料のエン䝆ン性能（ฟຊ、ṇ

味⇕ຠ⋡）な䛹に関してご相談ください。（⇞料の✀

㢮によって䛿ご༠ຊできないሙ合がご䛦います。） 

提供可能な設備機器

なし

ᅗ 㻝 ⮬動㌴用ᑠᆺ䝕䜱ー䝊䝹䜶䞁ジ䞁
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氏名： 㯞⏕ ⱱ （あ䛭䛖 し䛢る） 

所属： ㏻機械工学科

職名： ≉ู教授

所属学会・協会： 日本⯟✵Ᏹᐂ学会，日本ὶ体ຊ学会， 

䜰メリカ⯟✵Ᏹᐂ学会

研究分野

䠍）⯟✵Ᏹᐂὶ体ຊ学、䠎）Ᏹᐂ㍺㏦システム工学、３）ᴟ超㡢速ὶにおける✵ຊ加⇕と䛭の㜵御技術、䠐）超

㡢速ΰ合やハイ䝤リッ䝗ロケットエン䝆ンのᏱᐂ᥎㐍、䠑）小型電動⯟✵機の研究な䛹 

キーワード

⯟✵Ᏹᐂὶ体ຊ学、Ᏹᐂ㍺㏦システム工学、ᴟ超㡢速ὶ、✵ຊ加⇕、超㡢速ΰ合、ハイ䝤リッ䝗ロケット、Ᏹ

ᐂ᥎㐍、小型電動⯟✵機 

研究概要

⯟✵Ᏹᐂὶ体ຊ学、Ᏹᐂ㍺㏦システム工学、ᴟ超㡢速ὶ、✵ຊ加⇕、超㡢速ΰ合、ハイ䝤リッ䝗ロケット、Ᏹ

ᐂ᥎㐍、小型電動⯟✵機 

研究シーズ、テーマの内容

（䠍）ྛ✀物体の✵気ຊ測定（ᥭຊ、ᢠ、䝢ッチン䜾䝰ーメントな䛹） 

（䠎）ハイ䝤リッ䝗ロケットエン䝆ンの研究開発 

（３）小型電動⯟✵機の研究開発及び小型軽㔞電気䝰ーターと高密ᗘバッテリーを組み合䜟䛫た電動䝟䝽

ー䝰䝆䝳ールを利用した㍺㏦システムの開発 

研究業績（著書・論文・その他の活動）

・㻶㻭X㻭 Ᏹᐂ科学研究所のハイ䝤リッ䝗ロケット 㼃㻳 での活動ᐇ⦼（㻭I㻭㻭 学会、I㻭C 学会発表ㄽᩥ） 

・小型電動⯟✵機開発ᐇ⦼（日本⯟✵Ᏹᐂ学会誌及び電気学会にゎㄝグ） 

・低速ὶ䛛䜙高速ὶまでのྛ✀ὶ体ຊ学のၥ㢟に関してㄽᩥ発表ᐇ⦼ 

・ⴭ᭩ ⩼⌮ㄽ（ཎⴭ R. T. 㻶one㼟䠖日ห工業新⪺♫、ඹヂ）、ᅽ⦰性ὶ体ຊ学（ၿฟ∧、ඹⴭ）な䛹 11 ⦅

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

・低コスト、高ಙ㢗性のハイ䝤リッ䝗ロケットエン䝆ン及

び䛭れを用いたロケット開発 

・小型電動⯟✵機の開発研究 

・⇕ὶ᮰計測䝉ン䝃開発で≉チ取得のᐇ⦼ 

これまで⯟✵機・Ᏹᐂ機の低速ὶ䛛䜙高速ὶまでの

✵気ຊの≉性・計測技術の研究にᦠ䜟って᮶ました

ので、Ⰽ䚻なὶ体ຊ学のㅖၥ㢟にᑐして相談にのる

ことができます。ὶれに関してこんなことでᝎんでい

るがゎỴ⟇䛿ない䛛、㢼によるᢠを▱りたい、な䛹

ὶれに関することがありました䜙なんで䜒㐲៖なくご

相談ください。 

提供可能な設備機器

㏻機械工学科に䛿㢼速 50m㻛㼟 までฟ䛫る㢼Ὕがありますのでお気軽にご相談くださいࠋ

また、䛭の䜋䛛䇿✵気のὶれ䇿䇿Ỉのὶれ䇿に関すること䛿、相談にお⟅えしたいとᛮいます。ま䛪䛿、お気

軽にご相談くださいࠋ䛹䛖䛮よ䜝しくお㢪いしますࠋ

ᑠᆺ㟁ື⯟✵機の㉮⾜ᐇ㦂

ྛ✀≀యの✵Ẽຊ ᐃの

㸦ᑠᆺ㟁ື⯟✵機࣮ࣝࢣࢫࣈࢧ機㸧

ࢵࢣࣟࢻࢵࣜࣈࣁ

の◊✲㛤Ⓨの୍ࢺ
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氏名： ᕝ 秀ಙ （いが䜟 ひでのぶ）

所属： ㏻機械工学科

職名： 教授

所属学会・協会： 日本機械学会

研究分野

計⟬ຊ学（有㝈せ⣲ἲ応ຊゎᯒ、応ຊ⌮ㄽゎᯒ） 

キーワード

きの応ຊᣑ大ಀᩘ、応ຊ㞟୰、応ຊ、ひ䛪み 

研究概要

1 体✚ຊἲによる高精ᗘ応ຊゎᯒἲの開発 

2 有㝈せ⣲ἲを応用したᵓ㐀ゎᯒ 

研究シーズ、テーマの内容

(1)体✚ຊἲによる高精ᗘ応ຊゎᯒἲ

⑂ປきのᑑண測にᚲせなきの応ຊᣑ大ಀᩘ್を高精ᗘにồ䜑ることができます。 

また、応ຊ㞟୰➼の応ຊゎᯒに䜒応用がྍ能です。 

（なお、次ඖၥ㢟のゎᯒに㝈定） 

(䠎）有㝈せ⣲ἲによる応ຊゎᯒ

有㝈せ⣲ἲゎᯒ䛿、COSMOS㼃OR㻷S を用います。䠎次ඖ、３次ඖでの䝰デルゎᯒがྍ能であ䜙䜖るᵓ㐀物

の応ຊゎᯒが⾜えます。応ຊ㞟୰部のゎᯒ、ᵓ㐀物の軽㔞化と᭱適タ計な䛹ᖜᗈく活用できます。 

(３) C㻭D を応用した機械タ計

୕次ඖ C㻭D（Soli㼐 㼃or㼗㼟）を用いた 

機械タ計の技術ᨭを⾜っています。

研究業績（著書・論文・その他の活動）

1．㻲EM ゎᯒによるᅇ㌿式コンクリート型ᯟの軽㔞化（日本機械学会୰ᅜᅄᅜᨭ部➨ 51 ᮇ⥲会・講演会、ᖹ

成䠎䠐ᖺ３᭶） 

2．⇞㈝ྥୖ装置（䝙䝳ートラン）試స機における機ᵓ部ရ◚ᦆ㜵Ṇ技術の開発（ᖹ成22ᖺᗘ 久留米リ䝃ー

チ・䝟ーク䠢䠯業᥇ᢥ） 

3．コンクリート型ᯟのコン䝟クト化（ᖹ成 24 ᖺᗘ 久留米リ䝃ーチ・䝟ーク䠢䠯業᥇ᢥ）

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

(ඹྠ研究) 

・ᘓタ機械メーカーとඹྠでバケットの軽㔞化をᐇ⌧ 

・低⇞㈝装置䝙䝳ートランの開発 

・㥔㌴ሙᨾ㜵Ṇ䝫ールの試సに関する研究 

・⟄型コンクリート型ᯟの開発 

C㻭E を活用した機械タ計のご相談に応䛨ます。 

提供可能な設備機器

なし

᭷㝈要⣲ἲ応ຊゎᯒ ᕤ（㥔㌴ሙᨾ㜵Ṇ䝫ー䝹）

氏名： ᮾ 大㍜ （あ䛪ま だいすけ）

所属： ㏻機械工学科 㻛 インテリ䝆䜵ント・䝰䝡リテ䜱研究所

職名： 教授 㻛 インテリ䝆䜵ント・䝰䝡リテ䜱研究所所㛗

所属学会・協会： 日本⯟✵Ᏹᐂ学会，自動㌴技術会，日本デ

䝄イン学会，芸術工学会な䛹

研究分野

・⯟✵機やス䝫ー䝒カー、レース㌴୧な䛹の✵ຊデ䝄イン（⏬、デ䝄イン、㢼Ὕ、C㻲D） 

・人工▱能をᦚ㍕したᑐヰ型自動㐠㌿システム（䝟ートナー䝰䝡リテ䜱）の開発 

・人工▱能を活用した䝥ロ䝎クトデ䝄イン開発ᨭシステム

キーワード

䝰䝡リテ䜱デ䝄イン、⩼、高ᥭຊデバイス、人工▱能、自動㐠㌿、NEX 䝴䝙バー䝃ルデ䝄イン 

研究概要

⯟✵Ᏹᐂ工学と芸術工学（デ䝄イン）、さ䜙に人工▱能な䛹の䠥䠟䠰を融合した学㝿ⓗな研究を⾜っています。

具体ⓗに䛿、✵ຊ性能と⨾しさを融合したデ䝄インのᥦを人工▱能で⾜䛖デ䝄イン開発ᨭシステムの研

究や、人工▱能を活用した自動㐠㌿システムの研究を⾜っています。 

研究シーズ、テーマの内容

(1)人工▱能を活用した自動㐠㌿システム 

 1，1 ⛣動ᙅ⪅の⏕活をᨭえる自動㐠㌿㌴いすの開発 

 1，2 タෆの物ရᦙ㏦や自動ᕠᅇシステム 

 1，3 自動㐠㌿しやすい⎔ቃデ䝄イン 

     䊻NEXT 䝴䝙バー䝃ルデ䝄イン 

(2)⏬ീฎ⌮と人工▱能を活用したྛ✀ㄢ㢟ゎỴ 

 2，1 良ရおよび༴㝤検ฟ 

 2，2 工具磨⪖検ฟ 

(3)䝥ロ䝎クトデ䝄インᥦ 

 3，1 䝰䝡リテ䜱のデ䝄イン開発 

 3，2 ✵ຊ性能開発 

研究業績（著書・論文・その他の活動）

1．（ⴭ᭩） 䛂自動㌴✵ຊデ䝄イン䛃、୕ᶞ᭩ᡣ 

2．（科研㈝） 䛂㣕⾜Ᏻ定性にඃれるᆅ面ຠᯝ⩼機のデ䝄イン䛃 

3．（䝥ロ䝆䜵クト） 䛂人工▱能ᦚ㍕ᑐヰ型自動㐠㌿䝟ートナー䝰䝡リテ䜱の開発䛃

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

(≉チ) 

・自動㌴の✵ຊ性能を高䜑るデバイス 

  （自動㌴メーカーᅾ⡠） 

・用ⲡส機のエ䜰ロデバイス 

  （⟃Ỉ䜻䝱䝙コムᵝとのඹྠ研究） 

自動㌴メーカーでス䝫ー䝒カーやレース㌴୧のデ䝄

イン開発にᚑしていた⤒㦂を活䛛し、関連業や

ᅋ体と連ᦠして䝥ロ䝆䜵クトを⏬、᥎㐍することが

得ពです。 ୗグ䠥䠩䠨䝩ーム䝨ー䝆をごぴください。 

㼔㼠㼠p㻦㻛㻛㼣㼣㼣.12p㼠.org㻛az㼡ma㻛iml㻛in㼐e㼤.㼔㼠ml 

提供可能な設備機器（名称・詳細） 

1．㢼Ὕ試㦂タഛ （᭱大㢼速 50㼇m㻛㼟㼉䠖 自動㌴、⯟✵機、㢼ຊ発電機な䛹の✵ຊ性能開発用） 

2．ὶ体シミ䝳レーシ䝵ンタഛ （㢼のὶれのゎᯒ、ศᯒとコントロール。ヲ細䛿おၥい合䜟䛫ください。）
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氏名： ᕝ 秀ಙ （いが䜟 ひでのぶ）

所属： ㏻機械工学科

職名： 教授

所属学会・協会： 日本機械学会

研究分野

計⟬ຊ学（有㝈せ⣲ἲ応ຊゎᯒ、応ຊ⌮ㄽゎᯒ） 

キーワード

きの応ຊᣑ大ಀᩘ、応ຊ㞟୰、応ຊ、ひ䛪み 

研究概要

1 体✚ຊἲによる高精ᗘ応ຊゎᯒἲの開発 

2 有㝈せ⣲ἲを応用したᵓ㐀ゎᯒ 

研究シーズ、テーマの内容

(1)体✚ຊἲによる高精ᗘ応ຊゎᯒἲ

⑂ປきのᑑண測にᚲせなきの応ຊᣑ大ಀᩘ್を高精ᗘにồ䜑ることができます。 

また、応ຊ㞟୰➼の応ຊゎᯒに䜒応用がྍ能です。 

（なお、次ඖၥ㢟のゎᯒに㝈定） 

(䠎）有㝈せ⣲ἲによる応ຊゎᯒ

有㝈せ⣲ἲゎᯒ䛿、COSMOS㼃OR㻷S を用います。䠎次ඖ、３次ඖでの䝰デルゎᯒがྍ能であ䜙䜖るᵓ㐀物

の応ຊゎᯒが⾜えます。応ຊ㞟୰部のゎᯒ、ᵓ㐀物の軽㔞化と᭱適タ計な䛹ᖜᗈく活用できます。 

(３) C㻭D を応用した機械タ計

୕次ඖ C㻭D（Soli㼐 㼃or㼗㼟）を用いた 

機械タ計の技術ᨭを⾜っています。

研究業績（著書・論文・その他の活動）

1．㻲EM ゎᯒによるᅇ㌿式コンクリート型ᯟの軽㔞化（日本機械学会୰ᅜᅄᅜᨭ部➨ 51 ᮇ⥲会・講演会、ᖹ

成䠎䠐ᖺ３᭶） 

2．⇞㈝ྥୖ装置（䝙䝳ートラン）試స機における機ᵓ部ရ◚ᦆ㜵Ṇ技術の開発（ᖹ成22ᖺᗘ 久留米リ䝃ー

チ・䝟ーク䠢䠯業᥇ᢥ） 

3．コンクリート型ᯟのコン䝟クト化（ᖹ成 24 ᖺᗘ 久留米リ䝃ーチ・䝟ーク䠢䠯業᥇ᢥ）

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

(ඹྠ研究) 

・ᘓタ機械メーカーとඹྠでバケットの軽㔞化をᐇ⌧ 

・低⇞㈝装置䝙䝳ートランの開発 

・㥔㌴ሙᨾ㜵Ṇ䝫ールの試సに関する研究 

・⟄型コンクリート型ᯟの開発 

C㻭E を活用した機械タ計のご相談に応䛨ます。 

提供可能な設備機器

なし

᭷㝈要⣲ἲ応ຊゎᯒ ᕤ（㥔㌴ሙᨾ㜵Ṇ䝫ー䝹）
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氏名： 小ᯘ ဴஓ (こばやし て䛴や)

所属： ㏻機械工学科

職名： ≉ู教授

所属学会・協会： 日本⯟✵Ᏹᐂ学会，日本⯟✵技術༠会，

⯟✵イノ䝧ーシ䝵ン᥎㐍༠㆟会な䛹

研究分野

・電動⯟✵機のᕷሙ、䝡䝆䝛ス䝰デルの研究 

・⯟✵機のಙ㢗性⟶⌮、ရ質⟶⌮、Ᏻ⟶⌮ 

キーワード

電動⯟✵機による✵の⛣動革、ᆅ᪉✵ の活性化、⯟✵Ᏻ 

研究概要

日本に䛿 9㻢 の✵ がᏑᅾしているが、༑ศな利活用がなされていないᆅ᪉✵ がከᩘᏑᅾします。䛭れ䜙

の✵ を活性化する᪉⟇として電動⯟✵機をった䜸ンデマン䝗⯟✵㍺㏦（エ䜰ータクシー➼）や新たなᆅ

ᇦ⯟✵の䝡䝆䝛ス䝰デルを研究 

研究シーズ、テーマの内容

(1) 䜸ンデマン䝗⯟✵㍺㏦に適した電動⯟✵機の研究 

(2) 日本における䜸ンデマン䝗⯟✵㍺㏦の㟂せண測 

(3) 電動⯟✵機をったエ䜰ータクシー䝡䝆䝛スの業化 

(4)  ᆅᇦ⯟✵における新たな䝡䝆䝛ス䝰デルの研究 

(5) ⬺Ⅳ⣲を┠ᣦしたỈ⣲エ䝛ル䜼ー᥎㐍⯟✵機の研究 

(㻢) ᣢ⥆ྍ能⯟✵⇞料(S㻭㻲)の研究 

  㻭㼕㼞㼎㼡㼟 ♫の✵㣕䜆䜽䝹マ䛂㻯㼕㼠㼥 㻭㼕㼞㼎㼡㼟䛃 

研究業績

㤳㒔大学、㤳㒔大学ᮾி⏘業大学㝔大学、ᓫᇛ大学、ྡྂᒇ大学での≉ู講演や、日本⯟✵Ᏹᐂ学会㣕

⾜機シン䝫䝆ウムでの講演、自動㌴技術会シン䝫䝆ウムでの講演 

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

新㒔ᕷ㏻システム（㼁r㼎an 㻭ir Mo㼎ili㼠㼥） 䛂✵㣕ぶタクシー䛃が㏆いᑗ᮶日本で䜒⌧ᐇとなりま

す。までの⯟✵業⏺でのᐇົ⤒㦂を活䛛し、より

Ᏻで、┈性の高い業化を┠ᣦしたいと⪃えて

います。 

提供可能な設備機器

氏名： ⥴᪉ 光 （おがた ひ䛛り） 

所属： ㏻機械工学科

職名： 教授

所属学会・協会： 自動㌴技術会㻘日本ရ質⟶⌮学会

研究分野

ト䝶タ⏕⏘᪉式と新ト䝶タ⏕⏘᪉式

キーワード

T㻽M、S㻽C、㻷㻭I㼆EN、スタート䜰ッ䝥、䝧ンチ䝱ー、⤒Ⴀコン䝃ルタント、人㈈⫱成䝥ロ䜾ラム 

研究概要

ト䝶タ式カイ䝊ン䛛䜙⏕まれるシーズを、マーケテ䜱ン䜾との組合䛫で、新つ業として成❧さ䛫る成ຌ☜⋡を

ୖ䛢る（また䛿、ኻᩋ☜⋡をୗ䛢る）ᡭἲの研究。 

研究シーズ、テーマの内容

䖃ト䝶タ⏕⏘᪉式䠃新ト䝶タ⏕⏘᪉式を、よりศ䛛り᫆く、ᴦしく⩦得できる教⫱䝥ロ䜾ラムを、創స䝪ー䝗䝀ー

ムをって開発୰。 

  䛆⌧ᅾ、学部 3 ᖺ⏕䛂㏻機械工学ᐇ㦂ᐇ⩦䛃䠃ᕞᕷ❧大学䛂䠩䠞䠝䛃䝥ロ䜾ラムにて試⾜୰䛇 

䖃創సした䝪ー䝗䝀ームに䛴いて䛿、よりỗ用性を㏣ồし、ᕷሙにて㈍することを┠ᶆにします。 

  䛆⌧ᅾ、㝈定ᩘ㔞（100 䝉ット）試㦂㈍୰の䝪ー䝗䝀ーム䛂自動㌴⏕⏘᪉式䛃䛇 

研究業績（著書・論文・その他の活動） 

䜰クテ䜱䝤ラー䝙ン䜾を᥇りධれた༞業研究に関する⪃ᐹ。（久留米工業大学 研究報告 Vol. 䠐䠎） 

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

自動㌴技術や⤒Ⴀ⯡（〇㐀業） 

自動㌴✵ㄪศ㔝やカスタマイズの䝪デー・ෆ外装ศ

㔝で、29 ௳の≉チ取得。 

ト䝶タ（ト䝶タ⏕⏘᪉式）式を、取りධれたい、取りධれ

たがຠᯝがୖが䜙ない、ᙺに❧たない➼、䝙ーズや

‶のある、（に〇㐀業の）⤒Ⴀ⪅の᪉、お気軽に

相談ୗさい。 

提供可能な設備機器

なし 
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氏名： 小ᯘ ဴஓ (こばやし て䛴や)

所属： ㏻機械工学科

職名： ≉ู教授

所属学会・協会： 日本⯟✵Ᏹᐂ学会，日本⯟✵技術༠会，

⯟✵イノ䝧ーシ䝵ン᥎㐍༠㆟会な䛹

研究分野

・電動⯟✵機のᕷሙ、䝡䝆䝛ス䝰デルの研究 

・⯟✵機のಙ㢗性⟶⌮、ရ質⟶⌮、Ᏻ⟶⌮ 

キーワード

電動⯟✵機による✵の⛣動革、ᆅ᪉✵ の活性化、⯟✵Ᏻ 

研究概要

日本に䛿 9㻢 の✵ がᏑᅾしているが、༑ศな利活用がなされていないᆅ᪉✵ がከᩘᏑᅾします。䛭れ䜙

の✵ を活性化する᪉⟇として電動⯟✵機をった䜸ンデマン䝗⯟✵㍺㏦（エ䜰ータクシー➼）や新たなᆅ

ᇦ⯟✵の䝡䝆䝛ス䝰デルを研究 

研究シーズ、テーマの内容

(1) 䜸ンデマン䝗⯟✵㍺㏦に適した電動⯟✵機の研究 

(2) 日本における䜸ンデマン䝗⯟✵㍺㏦の㟂せண測 

(3) 電動⯟✵機をったエ䜰ータクシー䝡䝆䝛スの業化 

(4)  ᆅᇦ⯟✵における新たな䝡䝆䝛ス䝰デルの研究 

(5) ⬺Ⅳ⣲を┠ᣦしたỈ⣲エ䝛ル䜼ー᥎㐍⯟✵機の研究 

(㻢) ᣢ⥆ྍ能⯟✵⇞料(S㻭㻲)の研究 

  㻭㼕㼞㼎㼡㼟 ♫の✵㣕䜆䜽䝹マ䛂㻯㼕㼠㼥 㻭㼕㼞㼎㼡㼟䛃 

研究業績

㤳㒔大学、㤳㒔大学ᮾி⏘業大学㝔大学、ᓫᇛ大学、ྡྂᒇ大学での≉ู講演や、日本⯟✵Ᏹᐂ学会㣕

⾜機シン䝫䝆ウムでの講演、自動㌴技術会シン䝫䝆ウムでの講演 

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

新㒔ᕷ㏻システム（㼁r㼎an 㻭ir Mo㼎ili㼠㼥） 䛂✵㣕ぶタクシー䛃が㏆いᑗ᮶日本で䜒⌧ᐇとなりま

す。までの⯟✵業⏺でのᐇົ⤒㦂を活䛛し、より

Ᏻで、┈性の高い業化を┠ᣦしたいと⪃えて

います。 

提供可能な設備機器
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氏名： Ώ㑔 ┤ᖾ （䜟たな䜉 なお䜖き）

所属： ㏻機械工学科

職名： 教授

所属学会・協会： 電気学会，日本☢気学会，自動㌴技術会

研究分野

䝉ン䝃を用いた検ฟおよび電子制御に関すること 

キーワード

䝉ン䝃（光、☢気、超㡢Ἴ➼）、自動制御 

研究概要

①䝉ン䝃を用いた物体検ฟ（㞀ᐖ物ᅇ㑊制御） 

②䝉ン䝃を用いたライントレース制御 

③☢気䝉ン䝃を用いた金属യ・⑂ປ➼の検ฟ

研究シーズ、テーマの内容

(1)ྛ✀䝉ン䝃を用いた検ฟおよび䛭れを用いた制御 

䝉ン䝃を用いると࿘ᅖのᵝ䚻なኚ化を䜻䝱ッチすることができ、䛭れを応用する

ことで自動化がྍ能となります。えば、㜵≢用䝉ン䝃ライトや⾤ⅉの自動点

ⅉな䛹、㌟㏆なとこ䜝に䜒あります。い䜝い䜝な䝉ン䝃を用いた電子制御に䛴い

て研究しています。 

(2)☢気䝉ン䝃を用いた金属യ・⑂ປ➼の検ฟ 

☢気䛿物体を㏱㐣する性質があり、≉に金属において䛿、表面だけでなくෆ

部やഃの≧ែ␗ᖖに䜒反応します。金属ᵓ㐀物のയ、ෆ部応ຊ、⑂ປな䛹

の検ฟがྍ能な☢気䝉ン䝃の研究をしています。 

(3)無⥺式 㻮SO 表♧装置の〇స 

㔝⌫の試合➼で用される 㻮SO 表♧装置を〇సしています。小さなデータの

୰㊥㞳㏻ಙに適した 920M㻴z ᖏ無⥺を用することで、㐲くまで㣕ば䛫、ᅇᢡ

性が高く、ᖸ΅のᑡない㏻ಙがྍ能となります。また、䝉ン䝃と組合䛫ること

で、ᵝ䚻なሙ面への応用のྍ能性があります。 

研究業績

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

(技術応用ศ㔝) 

・䝉ン䝃技術応用 

・☢気≉性、☢性材料応用 

ୖグศ㔝に関䜟䜙䛪、電気関ಀ⯡に䛴いて、 

お気軽にご相談ୗさい。 

提供可能な設備機器

なし 

☢Ẽ䜲メージ䞁䜾⏬ീ

㏣✺㜵Ṇไᚚ㻔䝭䝙ᅄ㥑㻕

氏名： ∦ᒣ 㞞அ（䛛たやま まさ䜖き） 

所属： ㏻機械工学科

職名： ≉ู教授

所属学会・協会：日本⯟✵Ᏹᐂ学会 

研究分野

䠍）⯟✵機・Ᏹᐂ機ຊ学、䠎）マルチロータ無人⯟✵機の㣕⾜≉性、ㄏ導制御、３）人工⾨ᫍシステム工学、 

䠐）人工⾨ᫍの㌶㐨ຊ学、ጼໃ制御の研究 

キーワード

㣕⾜ຊ学、システム工学、㌶㐨ຊ学、ጼໃ制御、䝗ローン、小型⾨ᫍ 

研究概要

マルチロータ無人⯟✵機のㄏ導制御 

人工⾨ᫍシステムのシステムタ計、㌶㐨制御、ጼໃ制御 

研究シーズ、テーマの内容

1． ✵㣕ぶクルマを┠ᣦした大型マルチロータ⯟✵機の研究 

≉に、ᐇ用にྥけた㣕⾜性能（✵ຊ≉性、ㄏ導制御、ᦚ㍕能ຊ、⯟⥆㊥㞳）の改ၿ 

2． 人工⾨ᫍシステムᵓ⠏の䝥ロ䝉スの研究、せồศᯒ䛛䜙システム機能性能の㓄ศと᭱適化、䝥ロ䝆䜵ク

ト⟶⌮、技術⟶⌮のᡭ㡰とᡭἲの研究ࠋ

3． 人工⾨ᫍの㌶㐨制御における㌶㐨ୖ⎔ቃ外乱（ᆅ⌫㔜ຊ䝫テンシ䝱ル、大気ᢠ、ኴ㝧㍽ᑕᅽຊ、

のኳ体のᘬຊ）のᙳ㡪のண測ࠋ≉に、ኴ㝧活動が大気密ᗘのኚ動に及䜌すᙳ㡪の研究ࠋ

研究業績（著書・論文・その他の活動） 

䛂⯟✵Ᏹᐂ技術䛃ㄽᩥ（㻶S㻭SS-D-19-00028）䛂ኴ㝧活動による大気密ᗘのኚ化を⪃៖した小型⾨ᫍのデ䜸ー

䝡ットに関する⪃ᐹ䛃 

䛂➨ 58 ᅇ㣕⾜機シン䝫䝆ウム䛃䛂1㻭05 ✵㣕ぶクルマにྥけた大型䝗ローンのᴫᛕ検討䛃 

䛂久留米工業大学研究報告䛃 No.43 2020 䛂小型⾨ᫍのጼໃ制御シミ䝳レータの開発（㻽S㻭T-EOS ㌶㐨ୖデ

ータによるጼໃ制御䜰ル䝂リズムの検ドに䛴いて）䛃 

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

ᕞ大学⯟✵工学部㛛とのඹྠ研究 

䠍．小型⾨ᫍ 㻽S㻭T-EOS のጼໃ制御 

䠎．小型電動⯟✵機のカ⦎装置のシステムタ計 

３．ᴟ超㡢速✵ຊ加⇕の研究 

開発タ計において䛿、システム工学ⓗᛮ⪃の活用

が有ຠですࠋ業における大型システム開発の⤒

㦂を㏻䛨て得たノウハウにᇶ䛵くຓゝがྍ能ですࠋ

提供可能な設備機器

≉になし 
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氏名： Ώ㑔 ┤ᖾ （䜟たな䜉 なお䜖き）

所属： ㏻機械工学科

職名： 教授

所属学会・協会： 電気学会，日本☢気学会，自動㌴技術会

研究分野

䝉ン䝃を用いた検ฟおよび電子制御に関すること 

キーワード

䝉ン䝃（光、☢気、超㡢Ἴ➼）、自動制御 

研究概要

①䝉ン䝃を用いた物体検ฟ（㞀ᐖ物ᅇ㑊制御） 

②䝉ン䝃を用いたライントレース制御 

③☢気䝉ン䝃を用いた金属യ・⑂ປ➼の検ฟ

研究シーズ、テーマの内容

(1)ྛ✀䝉ン䝃を用いた検ฟおよび䛭れを用いた制御 

䝉ン䝃を用いると࿘ᅖのᵝ䚻なኚ化を䜻䝱ッチすることができ、䛭れを応用する

ことで自動化がྍ能となります。えば、㜵≢用䝉ン䝃ライトや⾤ⅉの自動点

ⅉな䛹、㌟㏆なとこ䜝に䜒あります。い䜝い䜝な䝉ン䝃を用いた電子制御に䛴い

て研究しています。 

(2)☢気䝉ン䝃を用いた金属യ・⑂ປ➼の検ฟ 

☢気䛿物体を㏱㐣する性質があり、≉に金属において䛿、表面だけでなくෆ

部やഃの≧ែ␗ᖖに䜒反応します。金属ᵓ㐀物のയ、ෆ部応ຊ、⑂ປな䛹

の検ฟがྍ能な☢気䝉ン䝃の研究をしています。 

(3)無⥺式 㻮SO 表♧装置の〇స 

㔝⌫の試合➼で用される 㻮SO 表♧装置を〇సしています。小さなデータの

୰㊥㞳㏻ಙに適した 920M㻴z ᖏ無⥺を用することで、㐲くまで㣕ば䛫、ᅇᢡ

性が高く、ᖸ΅のᑡない㏻ಙがྍ能となります。また、䝉ン䝃と組合䛫ること

で、ᵝ䚻なሙ面への応用のྍ能性があります。 

研究業績

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

(技術応用ศ㔝) 

・䝉ン䝃技術応用 

・☢気≉性、☢性材料応用 

ୖグศ㔝に関䜟䜙䛪、電気関ಀ⯡に䛴いて、 

お気軽にご相談ୗさい。 

提供可能な設備機器

なし 

☢Ẽ䜲メージ䞁䜾⏬ീ

㏣✺㜵Ṇไᚚ㻔䝭䝙ᅄ㥑㻕
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氏名：ྜྷ㔝 ㈗ᙪ（よしの た䛛ひこ） 

所属：㏻機械工学科 

職名：教授

所属学会・協会：自動㌴技術会

研究分野

㍯㌴の㐠動性能に関すること。 

キーワード

自動㌴㐠動ຊ学、䝰ーター䝃イクル、᧯⦪性Ᏻ定性、ウ䜱ー䝤䝰ー䝗 

研究概要

①ウ䜱ー䝤䝰ー䝗。②ウォ䝤ル䝰ー䝗。 

③㍯㌴のウ䜱ー䝤䝰ー䝗とウォ䝤ル䝰ー䝗のᏳ定化୧❧性。 

研究シーズ、テーマの内容

㍯㌴の┤㐍Ᏻ定性に関する研究䛿、ᩘ学䝰デルを用いた固有್計⟬により、3 ✀㢮のᏳ定䝰ー䝗のᏑ

ᅾが᫂䜙䛛にされ、䛭の୰の䠎䛴の動䝰ー䝗䛿高速ᇦでのᏳ定性に῝く関することが♧されている。すな

䜟䛱、᧯⯦⣔が 5䡚10㻴z で動するウォ䝤ル䝰ー䝗および」ᩘの自⏤ᗘが連成したウ䜱ー䝤䝰ー䝗である

(ᅗ䠍)。し䛛し固有್計⟬の部ศが䝤ラック䝪ックスとなりウ䜱ー䝤䝰ー䝗とウォ䝤ル䝰ー䝗の発⏕メカ䝙ズム➼

のゎ᫂䛿困㞴であると⪃え䜙れていた。固有䝧クトルを用いたエ䝛ル䜼ーὶኚ化の計⟬ᡭἲをウ䜱ー䝤䝰ー

䝗とウォ䝤ル䝰ー䝗に適用し、発⏕メカ䝙ズムのヲ細なゎᯒを⾜䛖。また、ウ䜱ー䝤䝰ー䝗とウォ䝤ル䝰ー䝗のᏳ

定化୧❧性のၥ㢟に関して䜒⌮ㄽⓗなゎ᫂を⾜っていく。

研究業績（著書・論文・その他の活動） 

(1) 㧘ᶫ ᫂、 ྂ⃝ ኴ、 ྜྷ㔝 ㈗ᙪ、 ∦ᒣ ◳䠖フレームのῶ⾶≉性が㍯㌴のウ䜱ー䝤䝰ー䝗に及䜌すᙳ

㡪のゎᯒ、自動㌴技術会ㄽᩥ㞟、Vol.53，No.2，䡌. 22㻢-232 (2022) 

(2) ྂ⃝ ኴ、 㧘ᶫ ᫂、 ྜྷ㔝 ㈗ᙪ、 ∦ᒣ ◳䠖フレームのῶ⾶≉性が㍯㌴のウォ䝤ル䝰ー䝗に及䜌すᙳ

㡪のゎᯒ、自動㌴技術会ㄽᩥ㞟、Vol.53，No.2，䡌. 219-225 (2022) 

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

㍯㌴の┤㐍Ᏻ定性ゎᯒ ୖグ௨外のテーマに䛴いて䜒ご相談ください。 

提供可能な設備機器（名称・ᆺ␒䛂メー䜹ー名䛃） 

Fig.1 Stabilization Compatibility of Weaved and Wobble Modes Fig.2 Configuration of Torques Acting on Yaw 
System (Weave)

氏名： 田中 基大 （たなか もとひろ）

所属： 交通機械工学科

職名： 准教授

所属学会・協会： 日本機械学会

研究分野

重度障がい者の入力装置に関する研究 

キーワード

福祉工学、センサ、コンピュータ入力装置 

研究概要

これまで、20 年間にわたり、医療、介護、福祉関係者をはじめ、行政やボランティア組織などと連携して、離

島や斜面地に暮らす高齢者・障害者さらに難病患者の生活や介護の支援を目的に地域の要望に応えたも

のづくりを中心とした様々な活動を行ってきました。詳細は以下のシーズに示します。 

研究シーズ、テーマの内容

(1)重度障がい者の入力装置の開発 

重度障がい者がパソコンを操作できるように身体の残存 

機能を利用した入力装置を研究・開発しています。 

他にも介護者を呼ぶための装置を開発しています。 

(2)咬合カウンタの開発 

食事の際の噛んだ回数を計測できる咬合カウンタを開発 

しています。 

研究業績（著書・論文・その他の活動）

1.“Pillow-type Computer Input Device for Serious Spinal Cord Injury”, Modern Mechanical 

Engineering,Vol.5,pp.61-68,(2015,7) 

2.“Improvement of a Joystick Controller for Electric Wheelchair User”, Modern Mechanical 

Engineering,Vol.5,No.4, November 2015 (2015.11), pp.132-138 

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

(奨学金)平成 21 年度 ALS 基金研究奨励金 

(科研費)2011-2012：若手研究(B) 

2007-2008：若手研究(B) 

障がい者の方を支援する機器や装置でお困りでした

ら、ご連絡下さい。個人、団体問わずお待ちしており

ます。 

提供可能な設備機器

なし 

眼電位による入力

頭と噛みしめによる入力

咬合カウンタ
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氏名：ྜྷ㔝 ㈗ᙪ（よしの た䛛ひこ） 

所属：㏻機械工学科 

職名：教授

所属学会・協会：自動㌴技術会

研究分野

㍯㌴の㐠動性能に関すること。 

キーワード

自動㌴㐠動ຊ学、䝰ーター䝃イクル、᧯⦪性Ᏻ定性、ウ䜱ー䝤䝰ー䝗 

研究概要

①ウ䜱ー䝤䝰ー䝗。②ウォ䝤ル䝰ー䝗。 

③㍯㌴のウ䜱ー䝤䝰ー䝗とウォ䝤ル䝰ー䝗のᏳ定化୧❧性。 

研究シーズ、テーマの内容

㍯㌴の┤㐍Ᏻ定性に関する研究䛿、ᩘ学䝰デルを用いた固有್計⟬により、3 ✀㢮のᏳ定䝰ー䝗のᏑ

ᅾが᫂䜙䛛にされ、䛭の୰の䠎䛴の動䝰ー䝗䛿高速ᇦでのᏳ定性に῝く関することが♧されている。すな

䜟䛱、᧯⯦⣔が 5䡚10㻴z で動するウォ䝤ル䝰ー䝗および」ᩘの自⏤ᗘが連成したウ䜱ー䝤䝰ー䝗である

(ᅗ䠍)。し䛛し固有್計⟬の部ศが䝤ラック䝪ックスとなりウ䜱ー䝤䝰ー䝗とウォ䝤ル䝰ー䝗の発⏕メカ䝙ズム➼

のゎ᫂䛿困㞴であると⪃え䜙れていた。固有䝧クトルを用いたエ䝛ル䜼ーὶኚ化の計⟬ᡭἲをウ䜱ー䝤䝰ー

䝗とウォ䝤ル䝰ー䝗に適用し、発⏕メカ䝙ズムのヲ細なゎᯒを⾜䛖。また、ウ䜱ー䝤䝰ー䝗とウォ䝤ル䝰ー䝗のᏳ

定化୧❧性のၥ㢟に関して䜒⌮ㄽⓗなゎ᫂を⾜っていく。

研究業績（著書・論文・その他の活動） 

(1) 㧘ᶫ ᫂、 ྂ⃝ ኴ、 ྜྷ㔝 ㈗ᙪ、 ∦ᒣ ◳䠖フレームのῶ⾶≉性が㍯㌴のウ䜱ー䝤䝰ー䝗に及䜌すᙳ

㡪のゎᯒ、自動㌴技術会ㄽᩥ㞟、Vol.53，No.2，䡌. 22㻢-232 (2022) 

(2) ྂ⃝ ኴ、 㧘ᶫ ᫂、 ྜྷ㔝 ㈗ᙪ、 ∦ᒣ ◳䠖フレームのῶ⾶≉性が㍯㌴のウォ䝤ル䝰ー䝗に及䜌すᙳ

㡪のゎᯒ、自動㌴技術会ㄽᩥ㞟、Vol.53，No.2，䡌. 219-225 (2022) 

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

㍯㌴の┤㐍Ᏻ定性ゎᯒ ୖグ௨外のテーマに䛴いて䜒ご相談ください。 

提供可能な設備機器（名称・ᆺ␒䛂メー䜹ー名䛃） 

Fig.1 Stabilization Compatibility of Weaved and Wobble Modes Fig.2 Configuration of Torques Acting on Yaw 
System (Weave)
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氏名： ụ⏣ 秀 （いけだ し䛢る）

所属： ㏻機械工学科

職名： ຓ教

所属学会・協会： 自動㌴技術会

研究分野

自動㌴ᩚഛኈ㣴成、ᨾ㞀デ᩿、自動㌴の動ຊ性能測定 

キーワード

自動㌴ᩚഛኈ、自動㌴の動ຊ性能測定、学⏕フォーミ䝳ラ 

研究概要

（1）ᨾ㞀デ᩿ 

（2）自動㌴の動ຊ性能測定

研究シーズ、テーマの内容

(1) O㻮D を用したᨾ㞀デ᩿のᡭἲに䛴いて研究しています。 

(2）㌴୧の㥑動㍈に動ຊ計を┤᥋取りけて、動ຊ性能の測定や学⏕フォーミ䝳ラ㌴୧のエン䝆ンマ䝛䝆メ

ント性能評価➼を⾜なっています。 

(3) 本学の学⏕がタ計䡡〇సしている学⏕フォーミ䝳ラ㌴୧の〇స䡡チーム㐠Ⴀ➼のᣦ導。

研究業績

なし 

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

なし 自動㌴ᩚഛኈ試㦂ᑐ⟇ 

୍⣭ཱྀ㏙試㦂のཷ㦂๓トレー䝙ン䜾䜒ᐇしていま

す。ཷ㦂される᪉䛿ご相談ୗさい。 

提供可能な設備機器 

なし 

氏名： ᕝඖ ᫂ᾈ （䛛䜟䜒と あきひ䜝） 

所属： ㏻機械工学科

職名： ≉ู教授

所属学会・協会： 日本⯟✵技術༠会，日本⯟✵Ᏹᐂ学会

            

研究分野

⯟✵に関するᏳ⟶⌮システム、ရ質⟶⌮及び⯟✵ᩚഛのᴫせ 

キーワード

⯟✵に関するᏳ⟶⌮、ရ質⟶⌮、⯟✵機ᩚഛᐇ⩦ 

研究概要

⯟✵機ᩚഛのᏳ教⫱（䝠䝳ーマンエラーศᯒ・リスクマ䝛ー䝆メント➼）、Ᏻᩥ化への取組 

研究シーズ、テーマの内容

1． ⯟✵ᩚഛのᇶ♏▱㆑の教⫱                     D㻴C8 ᧯⦪ᖍ

⯟✵ᩚഛのᇶ♏技術及び⯟✵ᩚഛマ䝙䝳䜰ルを 

⌮ゎさ䛫るた䜑の教⫱。 

2． ⯟✵ᩚഛに関するᏳ教⫱ 

⯟✵ᩚഛに関する䝠䝳ーマンエラーᐇをศᯒし、  

ᑗ᮶ⓗにணされるᮃましくない⤖ᯝや㇟を 

᫂䜙䛛にする䛄ᮍ↛㜵Ṇ型䛅の⪃え᪉➼の研究。 

3． ⯟✵ἲに関する⯟✵会♫のᏳ᥎㐍のᵓ⠏             

                                          ハ䝄ー䝗・マッ䝥

    （䠍）Ᏻ⟶⌮システムᵓ⠏ 

    （䠎）Ᏻ᥎㐍の取組 

    （３）⯟✵における⑂ປ⟶⌮の導ධ 

    （䠐）ኚ᭦⟶⌮のᵓ⠏ 

    （䠑）Ᏻ┘査 

・IC㻭O（In㼠erna㼠ional Ci㼢il 㻭㼢ia㼠ion Organiza㼠ion） 

ᅜ㝿Ẹ㛫⯟✵機関のᏳ⟶⌮システム及び⯟✵ 

ἲに定䜑るᏳ⟶⌮体制ᵓ⠏に関する⯟✵会♫ 

におけるᐇ㊶。 

    ・⑂ປによる⯟✵ᨾの㜵Ṇのた䜑ᅜのᣦ針にᑐ応した⑂ປ⟶⌮の導ධ。 

    ・ရ質⟶⌮┘査䛛䜙Ᏻ⟶⌮を取りධれたᏳ┘査のᐇ。 

4. 電動⯟✵機の研究 

    䝉スナ機のレシ䝥ロエン䝆ンを電動エン䝆ンに装を⾜い性能の研究。 

研究業績（著書・論文・その他の活動） 

⯟✵会♫のᏳ⟶⌮つ⛬、ᩚഛつ⛬のస成 

電動⯟✵機の研究 

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

㻭TEC(⯟✵㍺㏦技術研究䝉ンター)ദ 

    㐠⯟、ᩚഛ、✵ に関する 㻴E(䝠䝳ーマンエラ 

ー)㉳ᅉする䝽ー䜻ン䜾䜾ルー䝥ཧ加。 

⯟✵でのᏳの取組、業ෆのᏳᩥ化の᥎㐍な

䛹、ご相談してください。 

提供可能な設備機器

≉になし 
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氏名： ụ⏣ 秀 （いけだ し䛢る）

所属： ㏻機械工学科

職名： ຓ教

所属学会・協会： 自動㌴技術会

研究分野

自動㌴ᩚഛኈ㣴成、ᨾ㞀デ᩿、自動㌴の動ຊ性能測定 

キーワード

自動㌴ᩚഛኈ、自動㌴の動ຊ性能測定、学⏕フォーミ䝳ラ 

研究概要

（1）ᨾ㞀デ᩿ 

（2）自動㌴の動ຊ性能測定

研究シーズ、テーマの内容

(1) O㻮D を用したᨾ㞀デ᩿のᡭἲに䛴いて研究しています。 

(2）㌴୧の㥑動㍈に動ຊ計を┤᥋取りけて、動ຊ性能の測定や学⏕フォーミ䝳ラ㌴୧のエン䝆ンマ䝛䝆メ

ント性能評価➼を⾜なっています。 

(3) 本学の学⏕がタ計䡡〇సしている学⏕フォーミ䝳ラ㌴୧の〇స䡡チーム㐠Ⴀ➼のᣦ導。

研究業績

なし 

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

なし 自動㌴ᩚഛኈ試㦂ᑐ⟇ 

୍⣭ཱྀ㏙試㦂のཷ㦂๓トレー䝙ン䜾䜒ᐇしていま

す。ཷ㦂される᪉䛿ご相談ୗさい。 

提供可能な設備機器 

なし 
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氏名： Ლᒣ 㡯⩚ᕷ （䛛䛨やま こ䛖い䛱）

所属： ㏻機械工学科

職名： ຓ教

所属学会・協会： 自動㌴技術会

                                
                                

研究分野

自動㌴ᐇ㦂、学⏕フォーミ䝳ラᣦ導 

自動㌴ᩚഛኈ㣴成

キーワード

学⏕フォーミ䝳ラ、自動㌴ᩚഛኈ、自動㌴ᨾ㞀デ᩿ 

研究概要

①機械⣔工学部教⫱におけるᐇ㌴ᐇ㦂 

②స業機械のస業ຠ⋡改ၿ 

ճⱝ⪅ྥࡓࡅ⌮ᕤ⣔ᑟධにࡿࡅ࠾య㦂ᆺᩍ⫱ 

研究シーズ、テーマの内容

（1）用㌴の⡆᫆ᐇ㦂や点検・ᩚഛ・ㄪᩚస業の学⏕フォーミ䝳ラ㌴୧

〇సへの応用 

（動ⓗ䜰ライメント測定よりタ計へのフ䜱ー䝗バックな䛹） 

（2）ᩚഛኈ㣴成におけるຠᯝⓗな教⫱ᡭἲの⪃ᐹ 

（≉に୍⣭ᩚഛኈにおけるཱྀ㏙試㦂ᑐ⟇のຠᯝⓗᡭἲな䛹の検討 

を⾜っています。） 

（3）ᵝ䚻なコンテン䝒を用ពした、୰㌟を▱る≉ูᒎ䛂スケスケᒎ䛃にて

自動㌴の機械ⓗ組みをᒎ♧・ゎㄝし、⌮工⣔導ධにຠᯝⓗなᡭ

ἲを検討しています。

研究業績（著書・論文・その他の活動） 

1． Ლᒣ㡯⩚ᕷ 䇾✵ຊウイン䜾によるタイ䝲᥋ᆅⲴ㔜制御を適用した自動㌴の᧯⯦応⟅Ᏻ定性䇿 

久留米工業大学研究報告（NO.42） 

2．᳃ Ლᒣ㡯⩚ᕷ 䇾㌴体にస用する೫ᅾⲴ㔜また䛿外ຊによる 4 ㍯タイ䝲のୖୗⲴ㔜ኚ化の⡆᫆計

⟬ἲ䇿 久留米工業大学研究報告（NO．40） 

3．᳃ Ლᒣ㡯⩚ᕷ 䇾✵気ຊによる䝶ー䝰ーメント発⏕機ᵓを適用した自動㌴の高速における᧯⦪性

Ᏻ定性䇿 久留米工業大学インテリ䝆䜵ント䝰䝡リテ䜱研究所研究報告（2017） 

4．ᡭ㟹雄 ᮾ大㍜ ụ⏣秀 Ლᒣ㡯⩚ᕷ 䇾␗なるᕠ⯟速ᗘの自動㌴⇞㈝に及䜌すྥ䛛い㢼のᙳ㡪䇿 

自動㌴技術会ㄽᩥ㞟（VOL．45，NO．2，Marc㼔，2014） 

5．ᡭ㟹雄 ᮾ大㍜ ụ⏣秀 Ლᒣ㡯⩚ᕷ 䇾次世代高速㐨㊰での自動㌴の┬⇞㈝⪃ᐹ䇿 

高速㐨㊰と自動㌴（➨ 5㻢 巻 ➨ 1 ྕ） 

㻢．学⏕フォーミ䝳ラᨭ

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

(ඹྠ研究) 

・స業機械のస業ຠ⋡改ၿに関する研究 

・ⱝ⪅へྥけた⌮工⣔導ධのた䜑の体㦂型教材の

開発 

(ཷク研究) 

䜸イルῧ加䛂SOD-1䛃の⇞料ᾘ㈝⋡に関する測定 

(技術応用ศ㔝) 

୍⣭小型自動㌴ᩚഛኈཱྀ㏙試㦂において䛿、Ẹ㛫

ཷ㦂⪅へのཷ㦂ᑐ⟇・合᱁ᐇ⦼ᅾり。 

・స業㌴୧⣔のస業ຠ⋡改ၿな䛹ご相談ください。 

・業にお䜑になりなが䜙、ᩚഛኈཷ㦂を検討され

るሙ合、ご相談ください。 

・ඣ❺ྥけのノリ䝰ノの組みのຠᯝⓗなゎㄝᡭἲ

な䛹ご相談ください。 

提供可能な設備機器（名称・詳細） 

1．ᅄ㍯䜰ライメントテスター （㻮EISS㻮㻭RT㻴 ML5000） 

氏名： ᯇᮧ 光 （ま䛴䜐䜙 み䛴てる）

所属： ㏻機械工学科

職名： ຓ教

所属学会：協会： 自動㌴技術会

研究分野

自動㌴のಖ⟶⌮及び自動㌴の動・㦁㡢に関すること 

✵㣕ぶクルマにྥけた大型䝗ローンの研究 

キーワード

自動㌴工学ᐇ⩦、自動㌴ᩚഛ工学、自動㌴ᩚഛኈ 

研究概要

自動㌴エン䝆䝙䜰㣴成 

自動㌴ಖ⟶⌮ 

自動㌴の動・㦁㡢

研究シーズ、テーマの内容

(1)1 ⣭自動㌴ᩚഛኈを見ᤣえた自動㌴エン䝆䝙䜰の⫱成 

(2)⌧ᅾの自動㌴電気装置に⮳るまでの研究と改良ᥦ（電子制御・㌴୧㏻ಙ技術） 

(3)⎔ቃᑐ応自動㌴・次世代自動㌴・電動バイク・電気機関㌴の制御技術と⌧≧のศᯒ 

(4)自動㌴ᩚഛ技術における動・㦁㡢教⫱ 

(5)䝗ローン᧯⦪関連・物㈨㍺㏦関連の研究

研究業績（著書・論文・その他の活動）

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

(技術応用ศ㔝)自動㌴エン䝆䝙䜰⫱成用教材స成 ᅜᐙ自動㌴ᩚഛኈཷ㦂ᨭ・自動㌴ಖ⟶⌮技

術・自動㌴電気装置➼教⫱相談おᐤ䛫ୗさい。 

提供可能な設備機器

なし
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氏名： Ლᒣ 㡯⩚ᕷ （䛛䛨やま こ䛖い䛱）

所属： ㏻機械工学科

職名： ຓ教

所属学会・協会： 自動㌴技術会

                                
                                

研究分野

自動㌴ᐇ㦂、学⏕フォーミ䝳ラᣦ導 

自動㌴ᩚഛኈ㣴成

キーワード

学⏕フォーミ䝳ラ、自動㌴ᩚഛኈ、自動㌴ᨾ㞀デ᩿ 

研究概要

①機械⣔工学部教⫱におけるᐇ㌴ᐇ㦂 

②స業機械のస業ຠ⋡改ၿ 

ճⱝ⪅ྥࡓࡅ⌮ᕤ⣔ᑟධにࡿࡅ࠾య㦂ᆺᩍ⫱ 

研究シーズ、テーマの内容

（1）用㌴の⡆᫆ᐇ㦂や点検・ᩚഛ・ㄪᩚస業の学⏕フォーミ䝳ラ㌴୧

〇సへの応用 

（動ⓗ䜰ライメント測定よりタ計へのフ䜱ー䝗バックな䛹） 

（2）ᩚഛኈ㣴成におけるຠᯝⓗな教⫱ᡭἲの⪃ᐹ 

（≉に୍⣭ᩚഛኈにおけるཱྀ㏙試㦂ᑐ⟇のຠᯝⓗᡭἲな䛹の検討 

を⾜っています。） 

（3）ᵝ䚻なコンテン䝒を用ពした、୰㌟を▱る≉ูᒎ䛂スケスケᒎ䛃にて

自動㌴の機械ⓗ組みをᒎ♧・ゎㄝし、⌮工⣔導ධにຠᯝⓗなᡭ

ἲを検討しています。

研究業績（著書・論文・その他の活動） 

1． Ლᒣ㡯⩚ᕷ 䇾✵ຊウイン䜾によるタイ䝲᥋ᆅⲴ㔜制御を適用した自動㌴の᧯⯦応⟅Ᏻ定性䇿 

久留米工業大学研究報告（NO.42） 

2．᳃ Ლᒣ㡯⩚ᕷ 䇾㌴体にస用する೫ᅾⲴ㔜また䛿外ຊによる 4 ㍯タイ䝲のୖୗⲴ㔜ኚ化の⡆᫆計

⟬ἲ䇿 久留米工業大学研究報告（NO．40） 

3．᳃ Ლᒣ㡯⩚ᕷ 䇾✵気ຊによる䝶ー䝰ーメント発⏕機ᵓを適用した自動㌴の高速における᧯⦪性

Ᏻ定性䇿 久留米工業大学インテリ䝆䜵ント䝰䝡リテ䜱研究所研究報告（2017） 

4．ᡭ㟹雄 ᮾ大㍜ ụ⏣秀 Ლᒣ㡯⩚ᕷ 䇾␗なるᕠ⯟速ᗘの自動㌴⇞㈝に及䜌すྥ䛛い㢼のᙳ㡪䇿 

自動㌴技術会ㄽᩥ㞟（VOL．45，NO．2，Marc㼔，2014） 

5．ᡭ㟹雄 ᮾ大㍜ ụ⏣秀 Ლᒣ㡯⩚ᕷ 䇾次世代高速㐨㊰での自動㌴の┬⇞㈝⪃ᐹ䇿 

高速㐨㊰と自動㌴（➨ 5㻢 巻 ➨ 1 ྕ） 

㻢．学⏕フォーミ䝳ラᨭ

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

(ඹྠ研究) 

・స業機械のస業ຠ⋡改ၿに関する研究 

・ⱝ⪅へྥけた⌮工⣔導ධのた䜑の体㦂型教材の

開発 

(ཷク研究) 

䜸イルῧ加䛂SOD-1䛃の⇞料ᾘ㈝⋡に関する測定 

(技術応用ศ㔝) 

୍⣭小型自動㌴ᩚഛኈཱྀ㏙試㦂において䛿、Ẹ㛫

ཷ㦂⪅へのཷ㦂ᑐ⟇・合᱁ᐇ⦼ᅾり。 

・స業㌴୧⣔のస業ຠ⋡改ၿな䛹ご相談ください。 

・業にお䜑になりなが䜙、ᩚഛኈཷ㦂を検討され

るሙ合、ご相談ください。 

・ඣ❺ྥけのノリ䝰ノの組みのຠᯝⓗなゎㄝᡭἲ

な䛹ご相談ください。 

提供可能な設備機器（名称・詳細） 

1．ᅄ㍯䜰ライメントテスター （㻮EISS㻮㻭RT㻴 ML5000） 
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氏名： 大᳃ ὒ子 （おお䜒り よ䛖こ）

所属： ᘓ⠏・タഛ工学科

職名： 教授

所属学会・協会： 日本ᘓ⠏学会，㒔ᕷ計⏬学会

研究分野

Ṕྐⓗ⎔ቃಖ、観光活動、ま䛱䛵くり、ᬒ観 

キーワード

ᩥ化㑇⏘、⏫୪みಖᏑ、ᩥ化ⓗᬒ観、ᬒ観ಖ、䝒ーリズム、ま䛱䛵くり、ᣢ⥆ⓗ観光 

研究概要

伝統ᐙᒇやṔྐⓗ⏫୪み、㎰ᮧᬒ観➼のフ䜱ール䝗ㄪ査を⾜い価್けをし、䛭れを䛹のよ䛖にಖし、ま

䛱䛵くりに活䛛していく䛛システムをᵓ⠏します。また䛭れ䜙のᩥ化㑇⏘を観光㈨※として活䛛していくマ䝛䝆

メントᡭἲをᥦします。 

研究シーズ、テーマの内容

ඵዪ⚟ᓥ、㯮ᮌ、ᓥཎ、ሷᘓὠ、ྜྷな䛹の伝統ⓗᘓ㐀物⩌ㄪ査や㜿⸽、⨾大ᓥ㉥ᮌྡな䛹のᩥ化ⓗᬒ

観ㄪ査をᐇし、䛭れ䜙のᩥ化㑇⏘を活䛛したま䛱䛵くりのあり᪉を研究しています。 

研究業績（著書・論文・その他の活動）

1.䛂㜿⸽カルデラෆに❧ᆅする㎰ᮧ㞟ⴠの✵㛫ᵓ成に関する研究䛃、ᘓ⠏学会ᕞᨭ部研究報告 

2.䛂㮵ඣᓥ┴⨾ᕷ㉥ᮌྡにおける⏕業と✵㛫ᵓ成䛃、日本ᘓ⠏学会計⏬⣔ㄽᩥ㞟 No．㻢89 

3.䛂日本の⏫୪み䛃、ᒣᕝฟ∧♫ 

4.䛂⚟ᒸの⏫୪み䛃、ᾏ㫽♫ 

5.䛂Con㼟er㼢a㼠ion o㼒 㻴i㼟㼠orical To㼣n㼟cape in 㻶apan䛃㻘㻲e㼟㼠i㼢al 㻮㼡㼐a㼥a 㻷o㼠age㼐e 㻘In㼐one㼟ia ᇶㄪ講演

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

ඵዪᕷ、日⏣ᕷ、㞼ᕷ、ᓥཎᕷ、Ꮀ㔝ᕷ、㯮ᮌ⏫

な䛹のᕷ⏫ᮧ䛛䜙の౫㢗をཷけ、伝統ⓗᘓ㐀物⩌ಖ

Ꮡㄪ査やᩥ化ⓗᬒ観ㄪ査、ಖᏑ計⏬の⟇定を⾜い

ました。 

ᘓ物やᬒ観のಖと活用な䛹、ᘓ物や⏫୪みに関

すること⯡に関してㄪ査研究をしています。 

㼔㼠㼠p㻦㻛㻛㼣㼣㼣.geoci㼠ie㼟.㼖p㻛omoriar㻛omori㼥o㼗o㼗en㻛 

提供可能な設備機器

なし 

ඵዪ⚟ᒣの⏫୪䜏 㯮ᮌの⏫୪䜏 

氏名： ‶ᒸ ㄔ （み䛴お䛛 䛫い䛨）

所属： ᘓ⠏・タഛ工学科

職名： 教授

所属学会・協会： 日本ᘓ⠏学会，日本ᘓ⠏ᐙ༠会

研究分野

ᘓ⠏計⏬及びᘓ⠏タ計 

䜰ーバンデ䝄イン 

インテリ䜰・リノ䝧ーシ䝵ン 

キーワード

ᘓ⠏計⏬、ᘓ⠏タ計、䜰ーバンデ䝄イン、ま䛱䛵くり、ఫᏯ、小学ᰯ、イ䜼リス、リノ䝧ーシ䝵ン 

研究概要

ᘓ⠏計⏬及びᘓ⠏タ計、ఫᏯのタ計、インテリ䜰のリノ䝧ーシ䝵ン 

イ䜼リスの小学ᰯᘓ⠏に関する計⏬ྐⓗ研究 

イ䜼リスのఫᏯᆅ䜰ーバンデ䝄インに関する計⏬ྐⓗ研究 

研究シーズ、テーマの内容

(1)ᘓ⠏の計⏬やタ計、䜰ーバンデ䝄イン、インテリ䜰のリノ䝧ーシ䝵ンに関する研究やᐇ㊶を⾜います。次の

┿䛿、‶ᒸがタ計したఫᏯᘓ⠏とインテリ䜰のリノ䝧ーシ䝵ンです。 

(2)イ䜼リスの小学ᰯᘓ⠏、イ䜼リスのఫᏯᆅデ䝄イン計⏬、ᾏ外の⌧代ᘓ⠏に関する研究䜒⾜っています。 

研究業績（著書・論文・その他の活動）

1. ‶ᒸㄔ䠖䝗イ䝒䛛䜙イ䜼リスへのクラスルーム・システムの⛣ධとᡃがᅜへの伝 ⱥᅜにおける小学ᰯᘓ

⠏に関する計⏬ྐⓗ研究(4)㻘日本ᘓ⠏学会計⏬⣔ㄽᩥ㞟㻘pp.1㻢57-1㻢㻢7㻘 2018 ᖺ 9 ᭶
2. ‶ᒸㄔ䠖䝦ル䝒ォ䇷ク䠃䝗・ムーロンによるᘓ⠏のリ䝆䜵䝛レーシ䝵ン テート・䝰䝎ンとエル䝥フ䜱ルハー䝰䝙ー・ハン

䝤ルク㻘 久留米工業大学研究報告㻘pp.100-109㻘 2020 ᖺ 3 ᭶
3. 2014 ᖺ 3 ᭶ 䛂బ㈡のᮌ㈹䛃（బ㈡┴ᮌ㐀ᘓ⠏㈹）ཷ㈹ 

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

久留米ᕷ㏻⏫を୰ᚰとしたま䛱䛵くり活動 

䛂けやきと䜰ートのま䛱䛵くり䛃にཧ加しています。 

‶ᒸㄔリ䝃ーチマッ䝥 
https://researchmap.jp/read0128748/published_papers
/24749462 

提供可能な設備機器

なし
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氏名： 大᳃ ὒ子 （おお䜒り よ䛖こ）

所属： ᘓ⠏・タഛ工学科

職名： 教授

所属学会・協会： 日本ᘓ⠏学会，㒔ᕷ計⏬学会

研究分野

Ṕྐⓗ⎔ቃಖ、観光活動、ま䛱䛵くり、ᬒ観 

キーワード

ᩥ化㑇⏘、⏫୪みಖᏑ、ᩥ化ⓗᬒ観、ᬒ観ಖ、䝒ーリズム、ま䛱䛵くり、ᣢ⥆ⓗ観光 

研究概要

伝統ᐙᒇやṔྐⓗ⏫୪み、㎰ᮧᬒ観➼のフ䜱ール䝗ㄪ査を⾜い価್けをし、䛭れを䛹のよ䛖にಖし、ま

䛱䛵くりに活䛛していく䛛システムをᵓ⠏します。また䛭れ䜙のᩥ化㑇⏘を観光㈨※として活䛛していくマ䝛䝆

メントᡭἲをᥦします。 

研究シーズ、テーマの内容

ඵዪ⚟ᓥ、㯮ᮌ、ᓥཎ、ሷᘓὠ、ྜྷな䛹の伝統ⓗᘓ㐀物⩌ㄪ査や㜿⸽、⨾大ᓥ㉥ᮌྡな䛹のᩥ化ⓗᬒ

観ㄪ査をᐇし、䛭れ䜙のᩥ化㑇⏘を活䛛したま䛱䛵くりのあり᪉を研究しています。 

研究業績（著書・論文・その他の活動）

1.䛂㜿⸽カルデラෆに❧ᆅする㎰ᮧ㞟ⴠの✵㛫ᵓ成に関する研究䛃、ᘓ⠏学会ᕞᨭ部研究報告 

2.䛂㮵ඣᓥ┴⨾ᕷ㉥ᮌྡにおける⏕業と✵㛫ᵓ成䛃、日本ᘓ⠏学会計⏬⣔ㄽᩥ㞟 No．㻢89 

3.䛂日本の⏫୪み䛃、ᒣᕝฟ∧♫ 

4.䛂⚟ᒸの⏫୪み䛃、ᾏ㫽♫ 

5.䛂Con㼟er㼢a㼠ion o㼒 㻴i㼟㼠orical To㼣n㼟cape in 㻶apan䛃㻘㻲e㼟㼠i㼢al 㻮㼡㼐a㼥a 㻷o㼠age㼐e 㻘In㼐one㼟ia ᇶㄪ講演

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

ඵዪᕷ、日⏣ᕷ、㞼ᕷ、ᓥཎᕷ、Ꮀ㔝ᕷ、㯮ᮌ⏫

な䛹のᕷ⏫ᮧ䛛䜙の౫㢗をཷけ、伝統ⓗᘓ㐀物⩌ಖ

Ꮡㄪ査やᩥ化ⓗᬒ観ㄪ査、ಖᏑ計⏬の⟇定を⾜い

ました。 

ᘓ物やᬒ観のಖと活用な䛹、ᘓ物や⏫୪みに関

すること⯡に関してㄪ査研究をしています。 

㼔㼠㼠p㻦㻛㻛㼣㼣㼣.geoci㼠ie㼟.㼖p㻛omoriar㻛omori㼥o㼗o㼗en㻛 

提供可能な設備機器

なし 

ඵዪ⚟ᒣの⏫୪䜏 㯮ᮌの⏫୪䜏 
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氏名： ᯇ本 ㇏(ま䛴䜒と 䜖た䛛) 

所属： ᘓ⠏・タഛ工学科

職名： 教授

所属学会・協会： 日本ᘓ⠏学会，日本コンクリート工学会㻘 
            日本計⟬工学会 

研究分野

㕲➽コンクリートᵓ㐀、コンクリートሸ㗰⟶ᵓ㐀、コンクリート⣔ᮺᇶ♏ᵓ㐀 

キーワード

⿇ቨき RC ᰕ、コンクリートሸ㗰⟶▷ᰕ、コンフ䜯イン䝗コンクリート、ᮺ、䛫ん᩿⪏ຊ、 ᮰䜰ル䝂リズム 

研究概要

本研究ᐊで䛿、にコンクリート⣔ᰕ材の⤊ᒁ䛫ん᩿⪏ຊおよび、䛫ん᩿◚ቯメカ䝙ズムをᐇ㦂およびゎᯒ

ⓗな䜰䝥ローチ䛛䜙ゎ᫂する研究を⾜っています。䛭の、㏆ᖺၥ㢟となっているコンクリート⣔ᮺの⪏㟈タ

計の研究や、㛗᪉形コンクリートሸ㗰⟶ᰕのコンフ䜯イン䝗ຠᯝに関するᐇ㦂ⓗ研究䜒⾜っています。 

研究シーズ、テーマの内容

１.袖壁付き鉄筋コンクリート(RC)柱のせん断耐力に関する研究 

⿇ቨき RC ᰕの䛫ん᩿◚ቯ䛿、ከくのせᅉによってᙳ㡪をཷける⌧㇟であり、䛭の◚ቯ形式䛿ᴟ䜑て

」㞧であり༑ศに性≧がᢕᥱされていないとい䛖⌧≧にあります。䛭こで、本研究ᐊで䛿、ᐇ㦂࣭ ᐇドᡭἲ

の㸰ࡘのࢆࢳ࣮ࣟࣉẚ㍑᳨࣭ウすࡇࡿと࡛ࠊᵓ㐀タィẁ㝵࡛ホ౯ࠕ࡞⬟ྍࡀ⿇ቨኚᙧホ౯ࢩ

㸦ᕥᅗ: R4ࠋすࡲ࠸࡚ࡗ⾜ࢆの㛤Ⓨ࣒ࠖࢸࢫ ᖺᗘ科学研究㈝ຓ成業 ⱝᡭ研究 22㻷143㻢8） 

２.コンクリート充填鋼管(CFT)柱のコンファインド効果に関する研究 

   コンフ䜯イン䝗ຠᯝによりඃれたᙉᗘを加えたୖに、合⌮ⓗなタ計ἲがྍ能となる䛂㛗᪉形᩿面のコンフ 

䜯イン䝗ຠᯝ᥎定ᙉᗘ式䛃のᥦを⾜っております。さ䜙に、୍䛴の試みとして㗰⟶に焼㕌を工すること 

により、ᙉ㠌性㛗᪉形ᰕ材の開発䜒ే䛫て⾜っています。㸦ྑᅗ:⏿㈈ᅋ◊✲ຓᡂ金᥇ᢥㄢ㢟㸧

３.場所打ち RC 杭の保有水平耐力に関する研究 

   ㏆ᖺの大ᆅ㟈によるᮺᇶ♏⿕ᐖで䛿、ᮺ㢌部に䛫ん᩿◚ቯが⏕䛨、⥅⥆用が困㞴となりました。し䛛 

し、⌧⾜のᘓ⠏ᇶ‽ἲにおきまして䛿、⤊ᒁᙉᗘタ計ἲ䛿⩏ົ化されていま䛫ん。本研究ᐊで䛿、ᮺᇶ 

♏の⤊ᒁᙉᗘをồ䜑ることがྍ能なゎᯒ䝰デルやタ計ᡭἲの開発を⾜っています。 

研究業績（著書・論文・その他の活動） 
�� ᯇᮏ㇏ࡽ� ∦ഃ⿇ቨࡁ㹐㹁ᰕの᩿ࢇࡏ⪏ຊに࡚࠸ࡘのᐇ㦂ⓗ◊✲㻘コンクリート工学ᖺ次ㄽᩥ㞟，

Vol.45㻘2023 ᥇ᢥỴ定
�� <�0DWVXPRWR�([SHULPHQWDO 6WXG\ RQ 6KHDU 6WUHQJWK IRU 5HLQIRUFHG &RQFUHWH &ROXPQ ZLWK :LQJ 

:DOO RQ (LWKHU 2QH 6LGH�,6$,$����� 
3． <�0DWVXPRWR�180(5,&$/ 678',(6 6+($5 675(1*7+ 2) 5(,1)25&(' &21&5(7( &2/801 :,7+ 9$5,286 :,1* 

:$//6���WK 5,/(0 $QQXDO :HHN�����

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

㻭I を用いたひびれศ㢮䝰デルの開発 ᵓ㐀計⏬・ᵓ㐀タ計でお困りの㝿䛿、ご相談ください。 

提供可能な設備機器（名称・詳細）

୍㈏ᵓ㐀計⟬䝋フト （䝴䝙䜸ンシステム SS7，㼃RC，㻲㻭1，㻮㻲1，Soil 㻮a㼟e） 

水平荷重-変形関係 
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最終破壊性状 

鉛直荷重-変形関係 

最終破壊性状 

袖壁付き RC 柱の実験結果 長方形 CFT 柱の実験結果 

氏名： ụ㩾㩛 ᝅ （䛱り䜅 さとる）

所属： ᘓ⠏䡡タഛ工学科

職名： 教授

所属学会・協会： 日本ᘓ⠏学会，✵気ㄪ・⾨⏕工学会，ኴ

㝧エ䝛ル䜼ー学会，ᘓ⠏タഛ技術⪅༠会 

研究分野

ᘓ⠏タഛ、⇕・✵気⎔ቃ、日ᑕ、┬エ䝛ル䜼ー、クリーンルーム、㟼電気 

キーワード

⇕、 ᗘ、気ὶ、✵気質、┬エ䝛ル䜼ー、自↛エ䝛ル䜼ー、ྍど化 

研究概要

①䡴䢔䡬䢙䢕䡬䢍ෆ気ὶの䢖䡬䡷䢚䡬光によるྍど化研究 ②䡸䢔䡶䢙䡯䡰䢆㏆ഐの䡶䢚䢌のᣲ動に関する研究 ③㻲㻲㼁䡡䡷䡬

䢋䢕䡽䡨䢙䢆䢚の開発研究 䐢ị⇕におけるỈの相ኚ化に関する研究 䐣日ᑕ㔞の⤒ᖺኚ化に関する研究 

䐤䝎イ䝲フラム式㏦㢼に関する研究 䐥⡆᫆型光䝎クトに関する研究 

研究シーズ、テーマの内容

(1)⡆᫆型光䝎クトに関する研究

ኴ㝧がฟていて外が᫂るいのに、ᐊෆで↷᫂を䛴けているの䛿㠀ᖖに 

䜒ったいないヰです。䛭こで、外のኴ㝧光を取りධれてᐊෆに導き、 

↷᫂エ䝛ル䜼ーを削ῶするた䜑の୍䛴の┬エ䝛技術として、光䝎クト 

技術があります。本研究で䛿光䝎クトの⣲材としてᚑ᮶の鏡面金属ᯈで

䛿なく、ẁ䝪ール䝎クト⣲材を用し、Ᏻ価な⡆᫆型光䝎クトをᥦ౪して

います。 

(2)日ᑕ㔞ኚ化に関する研究

日本ᅜෆの日ᑕ㔞（日ᑕのエ䝛ル䜼ー㔞）䛿㏆ᖺቑ加してきています。 

᫇にẚ䜉て日ᕪしがᙉくなったとឤ䛨ている᪉䜒いる䛛䜒しれま䛫んが、

ᐇ㝿にቑしてきているのです。✵気୰に⁻䛖⢊ሻの㔞がῶってきて 

いることがཎᅉと⪃え䜙れますが、✵ㄪ㈇Ⲵのቑ大や⣸外⥺による⓶ 

の⅖な䛹をᘬき㉳こします。またኴ㝧光発電に䛿䝥ラスにാきま 

す。このよ䛖に✵ㄪにᙳ㡪を及䜌す日ᑕ㔞ኚ化の研究䜒⾜っています。

研究業績（著書・論文・その他の活動）

1.䛂日ᑕ㔞のኚ化に䛴いて(➨䠑報)䛃日本ᘓ⠏学会ᕞᨭ部研究報告➨ 51 ྕ㻘pp.1㻢5-1㻢8(2012) 

2.䛂フロート式Ỉὶ発電に関するᐇ㦂ⓗ研究䛃ኴ㝧㻛㢼ຊエ䝛ル䜼ー講演ㄽᩥ㞟 2012㻘pp.75-78(2012) 

3.䛂⡆᫆型光䝎クトに関する研究䛃✵気ㄪ・⾨⏕工学会大会学術講演ㄽᩥ㞟➨ 10 巻 pp.237-240(2017) 

4.䛂⡆᫆型光䝎クトに関するᐇド研究䛃日本ᘓ⠏学会大会学術講演᱾ᴫ㞟 pp.539-540(2018)

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

（技術応用ศ㔝）   

✵ㄪ業⏺（୍⯡䝡ル✵ㄪ、工ሙ✵ㄪ、✵ㄪ機ჾ）

への応用。 

（≉チ・ඹྠ研究） 

䛂Ⅳ㓟Ἠ㓄⟶に関する研究䛃 

䛂⡆᫆型光䝎クトに関する研究䛃 

ᘓ⠏タഛ、ᘓ⠏⇕⎔ቃ䡡✵気⎔ቃ、㟼電気ᑐ⟇➼に

関連するテーマに䛴いてのご相談をおᚅ䛱しており

ます。 

研究ᐊ䝩ーム䝨ー䝆 㼁RL 

㼔㼠㼠p㻦㻛㻛c㼔iri㼒㼡la㼎.㼣e㼎.㼒c2.com㻛 

提供可能な設備機器

なし 
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氏名： ᯇ本 ㇏(ま䛴䜒と 䜖た䛛) 

所属： ᘓ⠏・タഛ工学科

職名： 教授

所属学会・協会： 日本ᘓ⠏学会，日本コンクリート工学会㻘 
            日本計⟬工学会 

研究分野

㕲➽コンクリートᵓ㐀、コンクリートሸ㗰⟶ᵓ㐀、コンクリート⣔ᮺᇶ♏ᵓ㐀 

キーワード

⿇ቨき RC ᰕ、コンクリートሸ㗰⟶▷ᰕ、コンフ䜯イン䝗コンクリート、ᮺ、䛫ん᩿⪏ຊ、 ᮰䜰ル䝂リズム 

研究概要

本研究ᐊで䛿、にコンクリート⣔ᰕ材の⤊ᒁ䛫ん᩿⪏ຊおよび、䛫ん᩿◚ቯメカ䝙ズムをᐇ㦂およびゎᯒ

ⓗな䜰䝥ローチ䛛䜙ゎ᫂する研究を⾜っています。䛭の、㏆ᖺၥ㢟となっているコンクリート⣔ᮺの⪏㟈タ

計の研究や、㛗᪉形コンクリートሸ㗰⟶ᰕのコンフ䜯イン䝗ຠᯝに関するᐇ㦂ⓗ研究䜒⾜っています。 

研究シーズ、テーマの内容

１.袖壁付き鉄筋コンクリート(RC)柱のせん断耐力に関する研究 

⿇ቨき RC ᰕの䛫ん᩿◚ቯ䛿、ከくのせᅉによってᙳ㡪をཷける⌧㇟であり、䛭の◚ቯ形式䛿ᴟ䜑て

」㞧であり༑ศに性≧がᢕᥱされていないとい䛖⌧≧にあります。䛭こで、本研究ᐊで䛿、ᐇ㦂࣭ ᐇドᡭἲ

の㸰ࡘのࢆࢳ࣮ࣟࣉẚ㍑᳨࣭ウすࡇࡿと࡛ࠊᵓ㐀タィẁ㝵࡛ホ౯ࠕ࡞⬟ྍࡀ⿇ቨኚᙧホ౯ࢩ

㸦ᕥᅗ: R4ࠋすࡲ࠸࡚ࡗ⾜ࢆの㛤Ⓨ࣒ࠖࢸࢫ ᖺᗘ科学研究㈝ຓ成業 ⱝᡭ研究 22㻷143㻢8） 

２.コンクリート充填鋼管(CFT)柱のコンファインド効果に関する研究 

   コンフ䜯イン䝗ຠᯝによりඃれたᙉᗘを加えたୖに、合⌮ⓗなタ計ἲがྍ能となる䛂㛗᪉形᩿面のコンフ 

䜯イン䝗ຠᯝ᥎定ᙉᗘ式䛃のᥦを⾜っております。さ䜙に、୍䛴の試みとして㗰⟶に焼㕌を工すること 

により、ᙉ㠌性㛗᪉形ᰕ材の開発䜒ే䛫て⾜っています。㸦ྑᅗ:⏿㈈ᅋ◊✲ຓᡂ金᥇ᢥㄢ㢟㸧

３.場所打ち RC 杭の保有水平耐力に関する研究 

   ㏆ᖺの大ᆅ㟈によるᮺᇶ♏⿕ᐖで䛿、ᮺ㢌部に䛫ん᩿◚ቯが⏕䛨、⥅⥆用が困㞴となりました。し䛛 

し、⌧⾜のᘓ⠏ᇶ‽ἲにおきまして䛿、⤊ᒁᙉᗘタ計ἲ䛿⩏ົ化されていま䛫ん。本研究ᐊで䛿、ᮺᇶ 

♏の⤊ᒁᙉᗘをồ䜑ることがྍ能なゎᯒ䝰デルやタ計ᡭἲの開発を⾜っています。 

研究業績（著書・論文・その他の活動） 
�� ᯇᮏ㇏ࡽ� ∦ഃ⿇ቨࡁ㹐㹁ᰕの᩿ࢇࡏ⪏ຊに࡚࠸ࡘのᐇ㦂ⓗ◊✲㻘コンクリート工学ᖺ次ㄽᩥ㞟，

Vol.45㻘2023 ᥇ᢥỴ定
�� <�0DWVXPRWR�([SHULPHQWDO 6WXG\ RQ 6KHDU 6WUHQJWK IRU 5HLQIRUFHG &RQFUHWH &ROXPQ ZLWK :LQJ 

:DOO RQ (LWKHU 2QH 6LGH�,6$,$����� 
3． <�0DWVXPRWR�180(5,&$/ 678',(6 6+($5 675(1*7+ 2) 5(,1)25&(' &21&5(7( &2/801 :,7+ 9$5,286 :,1* 

:$//6���WK 5,/(0 $QQXDO :HHN�����

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

㻭I を用いたひびれศ㢮䝰デルの開発 ᵓ㐀計⏬・ᵓ㐀タ計でお困りの㝿䛿、ご相談ください。 

提供可能な設備機器（名称・詳細）

୍㈏ᵓ㐀計⟬䝋フト （䝴䝙䜸ンシステム SS7，㼃RC，㻲㻭1，㻮㻲1，Soil 㻮a㼟e） 

水平荷重-変形関係 
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最終破壊性状 

鉛直荷重-変形関係 

最終破壊性状 

袖壁付き RC 柱の実験結果 長方形 CFT 柱の実験結果 
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氏名： 本ᯇ ㈼ （䜒とま䛴 けん䛨）

所属： ᘓ⠏・タഛ工学科

職名： 教授

所属学会・協会： ✵気ㄪ・⾨⏕工学会，日本ᘓ⠏学会

研究分野

⤥Ỉ⾨⏕タഛに関すること。 

キーワード

ὶ体≉性、┬エ䝛ル䜼ー 

研究概要

①᯾大学教⫱Ჷにおける自↛エ䝛ル䜼ー利用技術に関する研究 

②ᆅ୰⇕䝠ート䝫ン䝥㐠㌿≧ἣᐇ測ㄪ査 

③ハウスみ䛛ん᱂ᇵにおけるᏘ ᐊෆ加 タഛに関する研究 

研究シーズ、テーマの内容

(1)ྛ✀Ỉ用トラッ䝥の性能に関する研究 

(2)Ỉ⟶におけるỈ≉性の研究 

(3)ྛ✀㓄⟶材のຎ化に関する研究 

(4)タഛ㦁㡢に関する研究

研究業績

䛂᯾大学教⫱Ჷにおける自↛エ䝛ル䜼ー利用技術に関する研究䛃✵気ㄪ・⾨⏕工学会大会学術講演ㄽᩥ

㞟➨ 10 巻(2017) 

䛂᯾大学教⫱Ჷにおけるᆅ୰⇕䝠ート䝫ン䝥の㐠㌿≧ἣᐇ測ㄪ査䛃✵気ㄪ・⾨⏕工学会大会学術講演ㄽ

ᩥ㞟(2018) 

䛂᯾大学教⫱ᲷにおけるỈ利用䝠ート䝫ン䝥チラータഛの㐠用改ၿ䛃✵気ㄪ・⾨⏕工学会大会学術講

演ㄽᩥ㞟(2019) 

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

なし ✵ㄪ・⾨⏕タഛに関するご相談䛿、ఱで䜒䛹䛖䛮 

おᚅ䛱しております。

提供可能な設備機器

なし 

氏名： ᾆ㔝 Ⓩᚿ雄 （䛖䜙の としお）

所属： ᘓ⠏・タഛ工学科

職名： 教授

所属学会・協会： 日本ᘓ⠏学会，日本コンクリート工学会 

           日本コンクリートデ᩿ኈ会 

研究分野

①䝥レ䜻䝱ストコンクリートの⪏ሷᐖ性能に関する研究 

②ྛ✀⧄⥔⿵ᙉコンクリートの性能評価に関する研究 

キーワード

䝥レ䜻䝱ストコンクリート、⪏久性、ሷᐖ、⇱⦰、⧄⥔⿵ᙉ、ᘬᙇ㠌性、 

研究概要

 㕲➽コンクリートᵓ㐀物のຎ化せᅉの୍䛴であるሷᐖによる㕲➽の⭉㣗を㜵䛠た䜑のコンクリートの開発と、

⧞り㏉しⲴ㔜や⾪ᧁⲴ㔜にඃれた性能を発するた䜑に、ྛ✀有機⧄⥔をΰධしたコンクリートの性能に䛴

いてᐇ㦂ⓗ研究を⾜䛖。 

研究シーズ、テーマの内容

①㕲➽コンクリートᵓ㐀物䛿ሷᐖにより㕲➽が⭉㣗し、 

コンクリートにひびれが発⏕しຎ化する（ᅗ 1）。本研究 

䛿、NaO㻴 ⁐液と NaCl ⁐液にᣳまれたコンクリート試㦂体 

に㏻電することで Cl イ䜸ンの⛣動速ᗘを測定し、見䛛け 

のᣑᩓಀᩘを評価する䜒のであり、ᚑ᮶のሷỈᾐₕἲに 

ẚ㍑して▷ᮇ㛫に評価できる利点を有している（ᅗ 2）。 

                                       ᅗ 1 㕲➽⭉㣗      ᅗ 2 電気Ὃ動ἲ

試㦂 

②コンクリートに有機⧄⥔（ᅗ 3）をΰධすることにより、 

᭤䛢ᙉᗘ、᭤䛢㠌性、⪏⾪ᧁ性にඃれたコンクリートを 

得ることができる。本研究䛿、これ䜙の性能に䛴いて、 

⧄⥔✀ูにẚ㍑評価を⾜䛖䜒のである。また、᪤ の研 

究がᑡない⑂ປ≉性に䛴いて、⑂ປ試㦂機を用いて⧞ 

り㏉し㍕Ⲵによる⑂ປ≉性の評価を⾜っている（ᅗ 4）。 

                                       ᅗ 3 有機⧄⥔      ᅗ 4 ⑂ປ試㦂  

研究業績（著書・論文・その他の活動） 

・有機⣔▷⧄⥔を用いたコンクリートの᭤䛢⑂ປ≉性に関するᐇ㦂ⓗ研究，䝉メント・コンクリートㄽᩥ㞟，

No.74，pp.281-28㻢，2021.3 

・≉Ṧ無機微⢊ᮎを用いた䝥レ䜻䝱スト部材用コンクリートのሷศᾐ㏱ᢠ性に䛴いて，䝉メント・コンクリート

ㄽᩥ㞟，No.73，pp.259-2㻢5，2020.3 

・㗰⧄⥔⿵ᙉコンクリートの᭤䛢⤊ᒁᙉᗘの⟬定，䝉メント・コンクリートㄽᩥ㞟，No.73，pp.318-324，2020.3 

・▷⧄⥔⿵ᙉされたコンクリート㞟Ỉの開発に関する研究，コンクリート工学ᖺ次ㄽᩥ㞟，No.38，201㻢.7 

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

・ྛ✀ΰ材を用いたコンクリートのሷศᾐ㏱ᢠ性

（ඹྠ研究） 

・≉Ṧΰ材を用いた㕲➽コンクリートᱱの᭤䛢ひび

れ⪏ຊ（ඹྠ研究） 

・有機⧄⥔を用した䝥レ䜻䝱ストコンクリート〇ရの

開発（ඹྠ研究） 

・コンクリートの⇱⦰および䝲ン䜾ಀᩘに及䜌す

㦵材のᙳ㡪（ཷク試㦂） 

 コンクリートのྛ✀ 㻶IS 試㦂な䛹の相談をᢎります。

⌧ᅾまでにẸ㛫業とのඹྠ研究の、コンクリート

ᅽ⦰ᙉᗘ試㦂、有機⧄⥔⿵ᙉコンクリートの᭤䛢㠌

性試㦂、コンクリートの㟼ᙎ性ಀᩘの測定、コンクリ

ートの㛗さኚ化試㦂、㕲➽のᘬᙇ試㦂な䛹のᐇ⦼が

あります。䛭の、ᘓタ技術⪅ྥけ講⩦会の講ᖌ、

ㄪ査デ᩿に関する機関の⤂䜒⾜っております。䛹

䛖䛮よ䜝しくお㢪いいたします。 

提供可能な設備機器（名称・ᆺ␒䛂メー䜹ー名䛃） 

2000䡇N 能試㦂機（ᓥὠ〇స所 㼁㻴-2000X）、電気Ὃ動ἲ試㦂装置・ሷศ⃰ᗘ測定ჾ（୰研䡶䢙䡷䢕䡼䢙䢀） 
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氏名： 本ᯇ ㈼ （䜒とま䛴 けん䛨）

所属： ᘓ⠏・タഛ工学科

職名： 教授

所属学会・協会： ✵気ㄪ・⾨⏕工学会，日本ᘓ⠏学会

研究分野

⤥Ỉ⾨⏕タഛに関すること。 

キーワード

ὶ体≉性、┬エ䝛ル䜼ー 

研究概要

①᯾大学教⫱Ჷにおける自↛エ䝛ル䜼ー利用技術に関する研究 

②ᆅ୰⇕䝠ート䝫ン䝥㐠㌿≧ἣᐇ測ㄪ査 

③ハウスみ䛛ん᱂ᇵにおけるᏘ ᐊෆ加 タഛに関する研究 

研究シーズ、テーマの内容

(1)ྛ✀Ỉ用トラッ䝥の性能に関する研究 

(2)Ỉ⟶におけるỈ≉性の研究 

(3)ྛ✀㓄⟶材のຎ化に関する研究 

(4)タഛ㦁㡢に関する研究

研究業績

䛂᯾大学教⫱Ჷにおける自↛エ䝛ル䜼ー利用技術に関する研究䛃✵気ㄪ・⾨⏕工学会大会学術講演ㄽᩥ

㞟➨ 10 巻(2017) 

䛂᯾大学教⫱Ჷにおけるᆅ୰⇕䝠ート䝫ン䝥の㐠㌿≧ἣᐇ測ㄪ査䛃✵気ㄪ・⾨⏕工学会大会学術講演ㄽ

ᩥ㞟(2018) 

䛂᯾大学教⫱ᲷにおけるỈ利用䝠ート䝫ン䝥チラータഛの㐠用改ၿ䛃✵気ㄪ・⾨⏕工学会大会学術講

演ㄽᩥ㞟(2019) 

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

なし ✵ㄪ・⾨⏕タഛに関するご相談䛿、ఱで䜒䛹䛖䛮 

おᚅ䛱しております。

提供可能な設備機器

なし 
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ᅗ 1 ༢相」合 P㼃M 電ᅽ形インバータ 
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ᅗ 2 ྛ部のἼ形 

氏名： ཎ⏣ ඞᙪ （䛿䜙だ 䛛䛴ひこ）

所属： ᘓ⠏・タഛ工学科

職名： 教授

所属学会・協会： 電気学会，電気タഛ学会

研究分野

半導体電ຊኚ、ኴ㝧光発電システムに関する研究 

キーワード

䝟䝽ーエレクトロ䝙クス、電気機ჾ 

研究概要

༢相および୕相」合 P㼃M 電ᅽ形インバータ䛿᪉ྥコンバータである≉㛗を活䛛しኴ㝧光発電システムと

してᵓ⠏したሙ合の≉性を᫂䜙䛛にする。 

研究シーズ、テーマの内容

༢相および୕相」合 P㼃M 電ᅽ形インバータに関する研究 

༢相」合 P㼃M 電ᅽ形インバータ䛿、ᚑ᮶の༢相 P㼃M 電ᅽ形インバータに⿵

ຓ䜰ームを加することで、」合P㼃Mがྍ能となる。┤ὶഃにLC┤ิඹᅇ㊰

を適用することで、⣔統の 2 ಸ࿘Ἴᩘでの電ᅽの⬦動、ひいて䛿電ὶの⬦動を

ᢚ制することができる。さ䜙に、ᖹコンデン䝃のᐜ㔞を低ῶすることができる。 

ኴ㝧光発電システムに適用するሙ合、┤ὶᏳ定化のた䜑に次電ụをే用

する。䛭のことで日୰䛿ኴ㝧光発電システムとして動సし、ኪ㛫䛿⣔統より次電

ụを電するᅇ㊰となり、電䛿次電ụを電※とするインバータとして動స

できる᪉ྥコンバータとしての動సがྍ能となった。 

⌧ᅾ、I㻳㻮T の代䜟りに SiC を適用することで、システムの小型・軽㔞化を┠ᣦ

している。 

また、୕相」合 P㼃M 電ᅽ形イ

ンバータにおいて䜒、SiC を適用

し、ྛ✀検討を⾜っている。 

研究業績（著書・論文・その他の活動） 

㻷a㼠㼟㼡㼔i㼗o 㻴ara㼐a㻘 Sa㼗㼡㼠aro Nona㼗a㻘 䇾㻭pplica㼠ion o㼒 Elec㼠ric Do㼡㼎le La㼥er Capaci㼠or 㼠o Single-P㼔a㼟e 

Compo㼟i㼠e P㼃M Vol㼠age So㼡rce In㼢er㼠er䇿㻘 IEE㻶 Tran㼟. I㻭㻘 Vol.12㻢㻘 No.7㻘 pp.821-82㻢㻘 200㻢-7. 

Sergelen 㻮㼥am㼎aa㻘 㻷a㼠㼟㼡㼔i㼗o 㻴ara㼐a㻘 Renc㼔in㼐or㼖 C㼔㼡l㼡㼡n㼎aa㼠ar㻘 N㼥am 㻶argal㼟ai㼗㼔an㻘 䇾Re㼟earc㼔 on P㼃M 

con㼠rol 㼣i㼠㼔 㼟ingle p㼔a㼟e in㼢er㼠er 㼡㼟e㼐 SiC MOS㻲ET 㼠ran㼟i㼟㼠or䇿㻘 T㼔e 13㼠㼔 In㼠erna㼠ional 㻲or㼡m on S㼠ra㼠egic 

Tec㼔nolog㼥 (I㻲OST 2018)㻘 No. SP-20㻘 2018-05. 

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

䝟䝽ー䜰カデミー研究ຓ成 

（ᮾ大、Ⱚᾆ工大、関す大とඹྠ研究） 

⏘Ἔᅜ石Ἔ精〇技術➼ᑐ⟇業㈝⿵ຓ金業 

（㻷㼔ali㼒a 㼁ni㼢er㼟i㼠㼥 o㼒 Science an㼐 Tec㼔nolog㼥） 

㻶IC㻭 の工学⣔高➼教⫱ᨭ業 

（䝰ン䝂ル科学技術大学とඹྠ研究） 

半導体電ຊኚᅇ㊰を୰ᚰに研究を⾜っていま

すが、電ຊ工学、電子工学に䛴いて䜒ඹྠ研究を⾜

ってきており、ᖜᗈい䝛ット䝽ークを㏻してㄢ㢟のゎ

Ỵができるとᛮいます。 

提供可能な設備機器（名称・ᆺ␒䛂メー䜹ー名䛃） 

なし

氏名： 成⏣ ⪷ （なりた さとし）

所属： ᘓ⠏・タഛ工学科  

職名： 教授  

所属学会・協会： 日本ᘓ⠏学会，ᘓ⠏ྐ学会

研究分野

・ᘓ⠏ྐ学（Ṕྐⓗᘓ㐀物）  

・༤物㤋学 

・ᘓ⠏ DX

キーワード

Ṕྐⓗᘓ㐀物、⏫୪みㄪ査、リノ䝧ーシ䝵ン、ᆅᇦ再⏕、ᘓ⠏ DX、༤物㤋学、㻭S㼁R㻭 

研究概要

 Ṕྐⓗᘓ㐀物や⏫୪みにおけるᘓ物ㄪ査、ᩥ⊩ㄪ査、ᆅᇦ㐠Ⴀシステムの⪃とᐇ㊶、ᑗ᮶を見ᤣえた

ໟ括ⓗな再⏕や䝤ランデ䜱ン䜾の研究と活動をおこなっています。また、ᘓ⠏ DX に䛴いて活動をおこなって

います。 

研究シーズ、テーマの内容

 ᘓ⠏ྐ学と䛿ᘓ⠏のṔྐを⣣ゎき、Ṕྐⓗなㅦにᣮみ、ᙜの人䚻の⪃え、⫼ᬒな䛹と合䜟䛫て᫂ᛌに

ㄝ᫂し、ᘓ⠏のṔྐのみな䜙䛪、ᆅᇦ♫会のᩥ化のṇしい⌮ゎやᮍ᮶にᙺ❧てる学ၥで、研究で䛿Ṕྐⓗ

な⏫୪みㄪ査やᘓ物ㄪ査をおこなっています。また、ྂい✵きᐙを活用する䜰イデ䜱䜰やリノ䝧ーシ䝵ンをᥦ

していく活動䜒合䜟䛫て⾜っています。こ䛖したㄪ査成ᯝのබ開に䛿、DX の活用な䛹、新たな䜟䛛りやす

い表⌧ᡭẁをᖖにᶍ⣴しています。୍見すると相反するよ䛖な、Ṕྐと᭱新技術のቃ⏺㡿ᇦが⚾のフ䜱ール

䝗となっています。 

   
ஂ␃⡿ᇛᮏのඖ                   ᆅᇦ設の䝸䝜䝧ーシ䝵䞁 

研究業績（著書・論文・その他の活動）

1.䛂大ෆᐟのẸᐙと㞟ⴠ䛃ୗ㒓⏫教⫱ጤဨ会，2018. 

2.ᘓ⠏・タഛ工学科 䝥ロ䝆䜵クト䛂㻭S㼁R㻭䛃タ❧および┘╩，2018䡚. 

3.久留米ᇛ本のඖ，2021䡚2022. 

4.䛂⟃ᚋᕝの㥐しば䛛り䛃リノ䝧ーシ䝵ン業 㻘 2022䡚. 

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

(技術応用ศ㔝) 

・Ṕྐⓗᘓ㐀物ㄪ査䠋ཎ 

・⏫୪みㄪ査䠋見┤しㄪ査 

・༤物㤋㐠Ⴀ 

・ᘓ物リノ䝧ーシ䝵ン 

・3D-C㻭D 

ᘓ⠏ DX への活動に䛿ຊをධれています。ከくの䜰

䝥リケーシ䝵ンを用い、学⏕とのඹྠస業、䜰イデ䜱

䜰ᥦに䛿୍定の成ᯝがあります。♫会やᆅᇦにお

いて具体ⓗ䛛䛴ᐇ㊶ⓗな活動を⾜っていきたいと⪃

えております。

提供可能な設備機器（名称・詳細） 

研究ᐊのタഛとして、㼒orm㼆、㻮IM（㻭rc㼔ica㼐）、な䛹があります。 

1．㼒orm㼆 （䜰ルテ䜱マ䜾ラフ䜱ックス 8.5Pro） 

2．㻭rc㼔iC㻭D （䜾ラフ䜱䝋フト）
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ᅗ 1 ༢相」合 P㼃M 電ᅽ形インバータ 
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ᅗ 2 ྛ部のἼ形 

氏名： ཎ⏣ ඞᙪ （䛿䜙だ 䛛䛴ひこ）

所属： ᘓ⠏・タഛ工学科

職名： 教授

所属学会・協会： 電気学会，電気タഛ学会

研究分野

半導体電ຊኚ、ኴ㝧光発電システムに関する研究 

キーワード

䝟䝽ーエレクトロ䝙クス、電気機ჾ 

研究概要

༢相および୕相」合 P㼃M 電ᅽ形インバータ䛿᪉ྥコンバータである≉㛗を活䛛しኴ㝧光発電システムと

してᵓ⠏したሙ合の≉性を᫂䜙䛛にする。 

研究シーズ、テーマの内容

༢相および୕相」合 P㼃M 電ᅽ形インバータに関する研究 

༢相」合 P㼃M 電ᅽ形インバータ䛿、ᚑ᮶の༢相 P㼃M 電ᅽ形インバータに⿵

ຓ䜰ームを加することで、」合P㼃Mがྍ能となる。┤ὶഃにLC┤ิඹᅇ㊰

を適用することで、⣔統の 2 ಸ࿘Ἴᩘでの電ᅽの⬦動、ひいて䛿電ὶの⬦動を

ᢚ制することができる。さ䜙に、ᖹコンデン䝃のᐜ㔞を低ῶすることができる。 

ኴ㝧光発電システムに適用するሙ合、┤ὶᏳ定化のた䜑に次電ụをే用

する。䛭のことで日୰䛿ኴ㝧光発電システムとして動సし、ኪ㛫䛿⣔統より次電

ụを電するᅇ㊰となり、電䛿次電ụを電※とするインバータとして動స

できる᪉ྥコンバータとしての動సがྍ能となった。 

⌧ᅾ、I㻳㻮T の代䜟りに SiC を適用することで、システムの小型・軽㔞化を┠ᣦ

している。 

また、୕相」合 P㼃M 電ᅽ形イ

ンバータにおいて䜒、SiC を適用

し、ྛ✀検討を⾜っている。 

研究業績（著書・論文・その他の活動） 

㻷a㼠㼟㼡㼔i㼗o 㻴ara㼐a㻘 Sa㼗㼡㼠aro Nona㼗a㻘 䇾㻭pplica㼠ion o㼒 Elec㼠ric Do㼡㼎le La㼥er Capaci㼠or 㼠o Single-P㼔a㼟e 

Compo㼟i㼠e P㼃M Vol㼠age So㼡rce In㼢er㼠er䇿㻘 IEE㻶 Tran㼟. I㻭㻘 Vol.12㻢㻘 No.7㻘 pp.821-82㻢㻘 200㻢-7. 

Sergelen 㻮㼥am㼎aa㻘 㻷a㼠㼟㼡㼔i㼗o 㻴ara㼐a㻘 Renc㼔in㼐or㼖 C㼔㼡l㼡㼡n㼎aa㼠ar㻘 N㼥am 㻶argal㼟ai㼗㼔an㻘 䇾Re㼟earc㼔 on P㼃M 

con㼠rol 㼣i㼠㼔 㼟ingle p㼔a㼟e in㼢er㼠er 㼡㼟e㼐 SiC MOS㻲ET 㼠ran㼟i㼟㼠or䇿㻘 T㼔e 13㼠㼔 In㼠erna㼠ional 㻲or㼡m on S㼠ra㼠egic 

Tec㼔nolog㼥 (I㻲OST 2018)㻘 No. SP-20㻘 2018-05. 

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

䝟䝽ー䜰カデミー研究ຓ成 

（ᮾ大、Ⱚᾆ工大、関す大とඹྠ研究） 

⏘Ἔᅜ石Ἔ精〇技術➼ᑐ⟇業㈝⿵ຓ金業 

（㻷㼔ali㼒a 㼁ni㼢er㼟i㼠㼥 o㼒 Science an㼐 Tec㼔nolog㼥） 

㻶IC㻭 の工学⣔高➼教⫱ᨭ業 

（䝰ン䝂ル科学技術大学とඹྠ研究） 

半導体電ຊኚᅇ㊰を୰ᚰに研究を⾜っていま

すが、電ຊ工学、電子工学に䛴いて䜒ඹྠ研究を⾜

ってきており、ᖜᗈい䝛ット䝽ークを㏻してㄢ㢟のゎ

Ỵができるとᛮいます。 

提供可能な設備機器（名称・ᆺ␒䛂メー䜹ー名䛃） 

なし
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研究業績（著書・論文・その他の活動） 

・ⴭ᭩ 

1. ඹⴭ⪅䠖⏣㎶新୍㻘 金Ⅱඟ、学術≉㞟 ᘓ⠏工学ⓗど点䛛䜙見た་ᖌにᚲせな▱㆑、日本་新報、

No.4742㻘 3 ᭶ pp.29-35 （2015 ᖺ 3 ᭶） 

2．金Ⅱඟ、≉㞟 ハウス䝎スト୰ởᰁ物質のᗣリスク䛂䝎スト୰ởᰁ物質のᐇែと測定に関するㄢ㢟䛃、✵

気Ύί༠会、✵気Ύί༠会㻘 Vol.52㻘 No.3㻘 pp.17-22㻘(2014 ᖺ 9 ᭶) 

・ㄽᩥ 

①䝆䝱ーナル(査ㄞㄽᩥ) 

・✄坂 まりな，㉥ᯇ ዉ⨾，Ⳣ㔝 㣁㤿，ụෆ ᏹ⥔，高ᶫ 秀，⏣ᓮ ᮍ✵，金 Ⅱඟ，⏣㎶ 新୍、␗なるᮌ材

表面への䜰ルコールሬᕸが VOC ᨺᩓ㔞および▱ぬ✵気質にえるᙳ㡪、日本ᘓ⠏学会⎔ቃ⣔ㄽᩥ

㞟、Vol.87㻘 No.802 (2022 ᖺ 12 ᭶) 

・金 Ⅱඟ㻘 小金 ┿、㑊㞴所における㑊㞴⎔ቃのᐇែㄪ査及びᚋのㄢ㢟 䇷⇃本ᆅ㟈を୰ᚰに䇷、

日本ᘓ⠏学会⎔ቃ⣔ㄽᩥ㞟、Vol.87㻘 No.799、pp.550-558（2022 ᖺ 9 ᭶） 

・R㼥oic㼔i 㻷㼡㼣a㼔ara㻘 㻴㼥㼡n㼠ae 㻷im、S㼠㼡㼐㼥ing 㼠㼔e in㼐oor en㼢ironmen㼠 an㼐 com㼒or㼠 o㼒 a 㼡ni㼢er㼟i㼠㼥 la㼎ora㼠or㼥㻦 

㻭ir-con㼐i㼠ioning opera㼠ion an㼐 na㼠㼡ral 㼢en㼠ila㼠ion 㼡㼟e㼐 a㼟 a co㼡n㼠ermea㼟㼡re again㼟㼠 COVID-19 、

㼎㼡il㼐ing㼟、Vol.12(7)㻘 953.（2022 ᖺ 7 ᭶） 

・㻴㼥㼡n㼠ae 㻷im㻘 Tae㼣oo 㻷im㻘 S㼔in-ic㼔i Tana㼎e、T㼔e con㼠amina㼠ion o㼒 DE㻴P on 㼠㼔e 㼟㼡r㼒ace㼟 o㼒 PVC 㼟㼔ee㼠 

an㼐 ri㼟㼗 o㼒 in㼒an㼠㼟 、 㻶o㼡rnal o㼒 㻭㼟ian 㻭rc㼔i㼠ec㼠㼡re an㼐 㻮㼡il㼐ing Engineering(㻶㻭㻭㻮E) 、

DOI㼔㼠㼠p㼟㻦㻛㻛㼐oi.org㻛10.1080㻛134㻢 7581.2022.2032083、（2022.2 ᭶） 

䛭の、24 ⦅ 

②ᅜ㝿発表（査ㄞあり） 

・Tomo㼗i Mi㼥a㼗e㻘 Ma㼗o㼠o 㻷oganei an㼐 㻴㼥㼡n㼠ae 㻷IM、E㼢al㼡a㼠ion o㼒 㼢en㼠ila㼠ion me㼠㼔o㼐㼟 o㼒 㼡ni㼢er㼟i㼠㼥 lec㼠㼡re room㼟 㼐㼡ring 

COVID-19 cri㼟i㼟、IS㻭I㻭 2022㻘 㼃㼡㼔an㻘 C㼔ina㻘Online㻘 2022.11 

・㻷o㼗i Meic㼔in㻘 Ma㼗o㼠o 㻷oganei 㻘 㻴㼥㼡n㼠ae 㻷im㻘Te㼠㼟㼡o 㼅ama㼟㼔i㼠a㻘 㻷az㼡o Naga㼔a㼟㼔i㻘 I㼠㼟㼡㼗i T㼟㼡nemori、S㼠㼡㼐㼥 on 㼠㼔e 

Cooling E㼒㼒ec㼠 an㼐 Op㼠imal Opera㼠ion Me㼠㼔o㼐 o㼒 Tran㼟pira㼠ion Cooling 㻮㼡il㼐ing Ma㼠erial㼟、IS㻭I㻭 2022㻘 㼃㼡㼔an㻘 

C㼔ina㻘Online㻘 2022.11 

䛭の、59 ⦅ 

③ᅜෆ発表 

・ᮧᒸభ⣖、᱓ཎு୍、金Ⅱඟ、⏣ᐊᙬྡ、❆開け気によりὶධする外気ởᰁ物質がᐊෆにえるᙳ㡪

に関する研究、日本ᘓ⠏学会୰ᅜᨭ部研究報告㞟 ➨ 4㻢 巻，pp.383䇶383、2023.3 

・➉ᐋᶞ㻘 金Ⅱඟ㻘 小金┿㻘 ┈ᓮ人、PVC ᘓ材における SVOC 表面⃰ᗘ及び⓶╔に関する研究 

䠉ஙᗂඣのᡭのひ䜙を定した SVOC ╔⃰ᗘの測定᪉ἲの検討䠉、日本ᘓ⠏学会୰ᅜᨭ部研究報

告㞟、pp.395-398(2022 ᖺ 3 ᭶) 

䛭の、108 ⦅ 

・䛭のの活動 

①日本ᘓ⠏学会、✵気ㄪ⾨⏕工学会、ᐊෆ⎔ቃ学会 

②ISO ᅜෆᑂ査ጤဨ（ᐊෆ✵気質関連䠖ISO-1㻢000-9，10，11，28，30，33，3㻢 ᑂ㆟ᢸᙜ） 

③ISO ᅜ㝿ᑓ㛛ጤဨ（ISO㻛TC14㻢(大気質)㻛SC㻢(ᐊෆ✵気質)） 

・㼃㻳17䠖Sen㼟or㼥 㼠e㼟㼠ing o㼒 in㼐oor air（におい測定） 

・㼃㻳18 䠖㻲lame re㼠ar㼐an㼠㼟（㞴⇞の測定・ศᯒ᪉ἲ） 

・㼃㻳20 䠖De㼠ermina㼠ion o㼒 p㼔㼠㼔ala㼠e㼟（ྍረの測定・ศᯒ᪉ἲ） 

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

≉チ 

①ពⓏ㘓(➨ 170744㻢 ྕ)䠖㓟化Ⅳ⣲⃰ᗘ䝰䝙タ

ー(本体) 

②ᐇ用新Ⓩ㘓ド（Ⓩ㘓➨ 3232288 ྕ）䠖㓟化Ⅳ

⣲⃰ᗘ䝰䝙タ（新型コロナᑐ⟇用） 

ᘓ⠏⎔ቃ・タഛ関連のඹྠ研究がྍ能です。 

䛹䛖䛮ᐅしくお㢪い⏦しୖ䛢ます。 

Email㻦㼗im㻬㼗㼡r㼡me-i㼠.ac.㼖p 

電ヰ䠖0942-22-2345（代表） 

Re㼟earc㼔map㻦㼔㼠㼠p㼟㻦㻛㻛re㼟earc㼔map.㼖p㻛rea㼐0150985 

提供可能な設備機器（名称・ᆺ␒䛂メー䜹ー名䛃） 

①小型チ䝱ンバー（㻶IS 㻭 1901）୍式、②マイクロチ䝱ンバー（㻶IS 㻭 1904）୍式、③ハウス䝎ストᤕ㞟装置୍式

䐢䝟ーテ䜱クルカウンター、䐣┿⳦᥇㞟装置（䠎ྎ）、䐤㻭TP 測定装置（䠍ྎ） 

氏名： 金 Ⅱඟ （䜻ム 䝠䝵ンテ）

所属： ᘓ⠏・タഛ工学科

職名： 教授 

所属学会・協会： 日本ᘓ⠏学会，✵気ㄪ⾨⏕工学会， 

ᐊෆ⎔ቃ学会

研究分野

ᘓ⠏⎔ቃ工学、ᐊෆ✵気質、ᐊෆ ⇕⎔ቃ、ᘓ⠏⎔ቃデ䝄イン、シックハウスᑐ⟇、ᐊෆởᰁ物質、におい

ᐇ㦂、微⏕物 

キーワード

‽発性有機化合物、ྍረ、㞴⇞、ᗣリスク、ᐊෆởᰁ化学物質、ᨺᩓ速ᗘ、シックハウス、マイクロ

䝥ラスチック 

研究概要

ᘓ⠏⎔ቃタഛ工学䛿、 ⇕⎔ቃ、✵気⎔ቃ、光⎔ቃ、⾨⏕⎔ቃ、㡢⎔ቃな䛹、ᡃ䜙を取り巻く物⌮ⓗな⎔ቃ

を研究するศ㔝です。自ศの研究テーマ䛿シックハウスၥ㢟と䛭のᑐ⟇に関する研究です。ᐊෆのởᰁ物

質䛿外気⏤᮶とᐊෆ⏤᮶がありますが、≉にᐊෆで発⏕する化学物質のởᰁとᑐ⟇᪉ἲを研究しておりま

す。ᐊෆởᰁ化学物質䛿発性有機化合物（VOC）、‽発性有機化合（SVOC）、粒子≧物質（PM）な䛹

がありますが、これ䜙の物質䛿ởᰁ≉ᚩが␗なるた䜑、新たな測定・ศᯒ᪉ἲ、ᗣリスク評価の開発がᚲせ

です。⌧ᅾの研究に䛴いて䛿、௨ୗの研究シーズ、テーマのෆᐜをごぴください。 

研究シーズ、テーマの内容

①ᘓ材䛛䜙の有ᐖ化学物質のᨺᩓ㔞測定 

ᐊෆで䛿ᘓ材・ᐙ具のみで䛿なく、ᵝ䚻な⏕活用ရ䛛䜙有ᐖ化学物質がᨺᩓされ、ᐊෆ✵気質をᝏ化さ䛫

る。䛭のた䜑、有ᐖ化学物質のᨺᩓ※をㄪ䜉るᚲせがある。ཌ⏕ປാ┬䛿ᐊෆởᰁ化学物質として、13 物

質の䜺イ䝗ラインを定䜑たが、代᭰化学物質の用㔞がቑ加し、新たなシックハウスၥ㢟が発⏕している。䛭

のた䜑、௨ୗの装置を用いて、ᘓ材、ᐙ具、⏕活用ရ䛛䜙ᨺᩓする新たなởᰁ化学物質を測定している。 

┿ 1 に 㻶IS-㻭-1901（20L 小型チ䝱ンバー）を、┿䠎に 㻶IS-㻭-1904（マイクロチ䝱ンバー）を♧す。 

小型チ䝱ンバー䛿ᘓ材䛛䜙の VVOC、VOC のᨺᩓ速ᗘの測定がྍ能であるが、研究テーマによって測定ᑐ

㇟と測定᪉ἲ➼のኚ᭦がྍ能である。また、マイクロチ䝱ンバー䛿 SVOC 物質のᨺᩓ㔞測定がྍ能である。

SVOC の体表ⓗな物質䛿䝥

ラスチック〇ရにྵまれてい

るྍረ、㞴⇞な䛹であ

る。⌧ᅾ䛿、新ရのᘓ材の

みで䛿なく、⌧ሙ測定᪉ἲ

を開発し、ᐇ✵㛫のቨ・ᗋ

材䛛䜙の SVOC ᨺᩓ速ᗘを

測定している。 

②マイクロチ䝱ンバーを用いた⌧ሙ測定 

㻶IS-㻭-1904 のマイクロチ䝱ンバー䛿新ရのᘓ材䛛䜙の SVOC ᨺᩓ速ᗘが測定できる。し䛛し、⌧ሙでの

SVOC ᨺᩓ速ᗘの測定᪉ἲが定䜑䜙れてお䜙䛪、ᐊෆの SVOC ởᰁ⃰ᗘとᨺᩓ※䛛䜙のởᰁᐤᗘがᢕ

ᥱできな䛛った。䛭のた䜑、マイクロチ䝱ンバーを用いて⌧ሙ SVOC ᨺᩓ速ᗘの測定᪉ἲを開発し、ᐊෆに

おけるハウス䝎スト୰

SVOC ⃰ᗘとᗋ材䛛

䜙の SVOC ᨺᩓ㔞と

の相関性をㄪ査して

いる。᭦に、ᐙ具、ᐙ

電〇ရ、⏕活用ရ䛛

䜙の SVOC ᨺᩓ㔞を

測定し、測定᪉ἲの

⠊ᅖをᣑ大している。 

┿䠍 㻶IS-㻭-1901 ┿ 2 㻶IS-㻭-1904 

┿ 3 ⌧ሙ測定᪉ἲのイメー䝆（ᕥ）と⌧ሙ┿（ྑ） 
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研究業績（著書・論文・その他の活動） 

・ⴭ᭩ 

1. ඹⴭ⪅䠖⏣㎶新୍㻘 金Ⅱඟ、学術≉㞟 ᘓ⠏工学ⓗど点䛛䜙見た་ᖌにᚲせな▱㆑、日本་新報、

No.4742㻘 3 ᭶ pp.29-35 （2015 ᖺ 3 ᭶） 

2．金Ⅱඟ、≉㞟 ハウス䝎スト୰ởᰁ物質のᗣリスク䛂䝎スト୰ởᰁ物質のᐇែと測定に関するㄢ㢟䛃、✵

気Ύί༠会、✵気Ύί༠会㻘 Vol.52㻘 No.3㻘 pp.17-22㻘(2014 ᖺ 9 ᭶) 

・ㄽᩥ 

①䝆䝱ーナル(査ㄞㄽᩥ) 

・✄坂 まりな，㉥ᯇ ዉ⨾，Ⳣ㔝 㣁㤿，ụෆ ᏹ⥔，高ᶫ 秀，⏣ᓮ ᮍ✵，金 Ⅱඟ，⏣㎶ 新୍、␗なるᮌ材

表面への䜰ルコールሬᕸが VOC ᨺᩓ㔞および▱ぬ✵気質にえるᙳ㡪、日本ᘓ⠏学会⎔ቃ⣔ㄽᩥ

㞟、Vol.87㻘 No.802 (2022 ᖺ 12 ᭶) 

・金 Ⅱඟ㻘 小金 ┿、㑊㞴所における㑊㞴⎔ቃのᐇែㄪ査及びᚋのㄢ㢟 䇷⇃本ᆅ㟈を୰ᚰに䇷、

日本ᘓ⠏学会⎔ቃ⣔ㄽᩥ㞟、Vol.87㻘 No.799、pp.550-558（2022 ᖺ 9 ᭶） 

・R㼥oic㼔i 㻷㼡㼣a㼔ara㻘 㻴㼥㼡n㼠ae 㻷im、S㼠㼡㼐㼥ing 㼠㼔e in㼐oor en㼢ironmen㼠 an㼐 com㼒or㼠 o㼒 a 㼡ni㼢er㼟i㼠㼥 la㼎ora㼠or㼥㻦 

㻭ir-con㼐i㼠ioning opera㼠ion an㼐 na㼠㼡ral 㼢en㼠ila㼠ion 㼡㼟e㼐 a㼟 a co㼡n㼠ermea㼟㼡re again㼟㼠 COVID-19 、

㼎㼡il㼐ing㼟、Vol.12(7)㻘 953.（2022 ᖺ 7 ᭶） 

・㻴㼥㼡n㼠ae 㻷im㻘 Tae㼣oo 㻷im㻘 S㼔in-ic㼔i Tana㼎e、T㼔e con㼠amina㼠ion o㼒 DE㻴P on 㼠㼔e 㼟㼡r㼒ace㼟 o㼒 PVC 㼟㼔ee㼠 

an㼐 ri㼟㼗 o㼒 in㼒an㼠㼟 、 㻶o㼡rnal o㼒 㻭㼟ian 㻭rc㼔i㼠ec㼠㼡re an㼐 㻮㼡il㼐ing Engineering(㻶㻭㻭㻮E) 、

DOI㼔㼠㼠p㼟㻦㻛㻛㼐oi.org㻛10.1080㻛134㻢 7581.2022.2032083、（2022.2 ᭶） 

䛭の、24 ⦅ 

②ᅜ㝿発表（査ㄞあり） 

・Tomo㼗i Mi㼥a㼗e㻘 Ma㼗o㼠o 㻷oganei an㼐 㻴㼥㼡n㼠ae 㻷IM、E㼢al㼡a㼠ion o㼒 㼢en㼠ila㼠ion me㼠㼔o㼐㼟 o㼒 㼡ni㼢er㼟i㼠㼥 lec㼠㼡re room㼟 㼐㼡ring 

COVID-19 cri㼟i㼟、IS㻭I㻭 2022㻘 㼃㼡㼔an㻘 C㼔ina㻘Online㻘 2022.11 

・㻷o㼗i Meic㼔in㻘 Ma㼗o㼠o 㻷oganei 㻘 㻴㼥㼡n㼠ae 㻷im㻘Te㼠㼟㼡o 㼅ama㼟㼔i㼠a㻘 㻷az㼡o Naga㼔a㼟㼔i㻘 I㼠㼟㼡㼗i T㼟㼡nemori、S㼠㼡㼐㼥 on 㼠㼔e 

Cooling E㼒㼒ec㼠 an㼐 Op㼠imal Opera㼠ion Me㼠㼔o㼐 o㼒 Tran㼟pira㼠ion Cooling 㻮㼡il㼐ing Ma㼠erial㼟、IS㻭I㻭 2022㻘 㼃㼡㼔an㻘 

C㼔ina㻘Online㻘 2022.11 

䛭の、59 ⦅ 

③ᅜෆ発表 

・ᮧᒸభ⣖、᱓ཎு୍、金Ⅱඟ、⏣ᐊᙬྡ、❆開け気によりὶධする外気ởᰁ物質がᐊෆにえるᙳ㡪

に関する研究、日本ᘓ⠏学会୰ᅜᨭ部研究報告㞟 ➨ 4㻢 巻，pp.383䇶383、2023.3 

・➉ᐋᶞ㻘 金Ⅱඟ㻘 小金┿㻘 ┈ᓮ人、PVC ᘓ材における SVOC 表面⃰ᗘ及び⓶╔に関する研究 

䠉ஙᗂඣのᡭのひ䜙を定した SVOC ╔⃰ᗘの測定᪉ἲの検討䠉、日本ᘓ⠏学会୰ᅜᨭ部研究報

告㞟、pp.395-398(2022 ᖺ 3 ᭶) 

䛭の、108 ⦅ 

・䛭のの活動 

①日本ᘓ⠏学会、✵気ㄪ⾨⏕工学会、ᐊෆ⎔ቃ学会 

②ISO ᅜෆᑂ査ጤဨ（ᐊෆ✵気質関連䠖ISO-1㻢000-9，10，11，28，30，33，3㻢 ᑂ㆟ᢸᙜ） 

③ISO ᅜ㝿ᑓ㛛ጤဨ（ISO㻛TC14㻢(大気質)㻛SC㻢(ᐊෆ✵気質)） 

・㼃㻳17䠖Sen㼟or㼥 㼠e㼟㼠ing o㼒 in㼐oor air（におい測定） 

・㼃㻳18 䠖㻲lame re㼠ar㼐an㼠㼟（㞴⇞の測定・ศᯒ᪉ἲ） 

・㼃㻳20 䠖De㼠ermina㼠ion o㼒 p㼔㼠㼔ala㼠e㼟（ྍረの測定・ศᯒ᪉ἲ） 

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

≉チ 

①ពⓏ㘓(➨ 170744㻢 ྕ)䠖㓟化Ⅳ⣲⃰ᗘ䝰䝙タ

ー(本体) 

②ᐇ用新Ⓩ㘓ド（Ⓩ㘓➨ 3232288 ྕ）䠖㓟化Ⅳ

⣲⃰ᗘ䝰䝙タ（新型コロナᑐ⟇用） 

ᘓ⠏⎔ቃ・タഛ関連のඹྠ研究がྍ能です。 

䛹䛖䛮ᐅしくお㢪い⏦しୖ䛢ます。 

Email㻦㼗im㻬㼗㼡r㼡me-i㼠.ac.㼖p 

電ヰ䠖0942-22-2345（代表） 

Re㼟earc㼔map㻦㼔㼠㼠p㼟㻦㻛㻛re㼟earc㼔map.㼖p㻛rea㼐0150985 

提供可能な設備機器（名称・ᆺ␒䛂メー䜹ー名䛃） 

①小型チ䝱ンバー（㻶IS 㻭 1901）୍式、②マイクロチ䝱ンバー（㻶IS 㻭 1904）୍式、③ハウス䝎ストᤕ㞟装置୍式

䐢䝟ーテ䜱クルカウンター、䐣┿⳦᥇㞟装置（䠎ྎ）、䐤㻭TP 測定装置（䠍ྎ） 
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氏名： ⠊ ᠶ （䛿ん い）

所属： ᘓ⠏・設備学⛉

職名： ≉௵講ᖌ

所属学会・協会： 日本ᘓ⠏学会 

研究分野

ᘓ⠏タ計、ᘓ⠏計⏬ 

キーワード

学ᰯᘓ⠏、教⫱、㎰ᮧ部、ᆅᇦ連ᦠ、ඹ⏕ 

研究概要

これまで、୍㈏して教⫱タに関する研究活動を⾜っている。㻴24 ᖺ䡚㻴2㻢 ᖺで䛿、ᘓ⠏計⏬学のど点䛛䜙

୰ᅜにおける教⫱タ✵㛫のពᚿỴ定䝥ロ䝉スに関するศᯒ・評価を⾜った。㻴2㻢 ᖺ䛛䜙、㒔ᕷ部と㎰ᮧ部

における教⫱᱁ᕪのṇ、創㐀性を⫱䜐✵㛫、ᆅᇦ固有のᩥ化の⥅ᢎ、㟈⅏⯆な䛹、ከᵝなព味を䜒た

䜙す創㐀ⓗな人材を⫱成するた䜑の䜰䝆䜰ᆅᇦの次世代学ᰯᘓ⠏䝰デルの開発やᵓ⠏に䛴いての研究を

㐍䜑ている。⌧ᅾ、までの研究成ᯝを活䛛しなが䜙、研究ศᢸ⪅である䝗イ䝒の䝧ルリン工科大学の教⫱・

研究⪅及び୰ᅜの N㻳O メンバーと༠ാで、䛂ඹ⏕学ᰯ䛃（ᆅᇦ♫会と相౫Ꮡ、ᜨ利、ඹྠ成㛗の関

ಀ、䛴まり䛂ඹ⏕関ಀ䛃をᣢ䛴次世代の学ᰯをᣦす）をテーマとしたఫẸཧ加型の学ᰯ・ま䛱䛵くりに関する䝥

ロ䝆䜵クト型の⏘学ᐁ連ᦠ研究活動に取り組んでいる。 

研究シーズ、テーマの内容

䠍）ඣ❺の創㐀性や発ຊをಁ㐍できるಶ性ⓗな学⩦✵㛫をタえたりᆅᇦ♫会との連ᦠをᶆᴶする学ᰯを

研究ᑐ㇟にし、㒔ᕷ部と㎰ᮧ部における教⫱᱁ᕪのṇ、創㐀性を⫱䜐✵㛫、ᆅᇦ固有のᩥ化の⥅ᢎ、㟈

⅏⯆な䛹、ከᵝなព味を䜒た䜙す次世代の学ᰯᘓ⠏に䛴いて研究した。 

䠎）ᾏ外の大学・組織と連ᦠしてᐇ㊶ⓗなᅜ㝿䝥ロ䝆䜵クト型の⏘学ᐁ連ᦠ研究教⫱活動の㐠Ⴀとᐇを⾜

っている。具体ⓗに䛿、ඹྠ研究ศᢸ⪅である䝗イ䝒の䝧ルリン工科大学の教⫱・研究⪅及び୰ᅜの N㻳O メ

ンバーと༠ാで、䛂ඹ⏕学ᰯ䛃をテーマとしたఫẸཧ加型の学ᰯ䛵くり・ま䛱䛵くりに関するᐇ㊶ⓗ研究䝥ロ䝆

䜵クトを㐠Ⴀとᐇを㐍䜑ている。また、このඹྠ研究によるᅜ㝿教⫱連ᦠ活動䜒ᐇしている。 

研究業績（著書・論文・その他の活動） 

1. ⴭ᭩（༢ⴭ）䠖䛂自⏤で創㐀ⓗな学ᰯᘓ⠏Ɇ୰ᅜにおける⣲質教⫱のた䜑の学ᰯᘓ⠏計⏬䇷䛃、ᱻ᭩㝔、

2020 ᖺ䠒᭶

2. ⴭ᭩（༢ⴭ）䠖䛂୰ᅜ乡ᮧ创新ከ样化ⓗ新ᕼᮃ小学ᘓ⟃（日ヂ䠖୰ᅜ㎰ᮧ部におけるከᵝで創㐀ⓗな新

ᕼᮃ学ᰯのᘓ⠏）䛃、ኳὠ大学ฟ∧♫、2022 ᖺ䠐᭶ 

3. Ꮫ⾡ㄽᩥ㸸⠊ᠶࠊ⏣ୖ୍㸸୰ᅜ㎰ᮧ部にࡿࡅ࠾ᕼᮃᏛᰯのィ⏬࣭ᘓタࠊࠗࢫࢭࣟࣉ ᪥ᮏᘓ

⠏Ꮫィ⏬⣔ㄽᩥ㞟 ➨ࠊ᪥ᮏᘓ⠏Ꮫࠊ࠘ 82 ᕳ ➨ 736 2017ࠊpp. 1413㹼1423ࠊྕ ᖺ 6 ᭶

4. 䛭のの学術ㄽᩥ䠍３本（䛭の୰の査ㄞㄽᩥ䛿䠍䠍本） 

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

ඹྠ研究䠖䛂୰ᅜ㎰ᮧ部における༠ാⓗ䝥ロ䝉ス

による学ᰯ䛵くりがᆅᇦ♫会にᯝたすᙺ䛃、බ┈

㈈ᅋἲ人ト䝶タ㈈ᅋ 2018 ᖺᗘ研究ຓ成䝥ロ䜾ラ

ム、ඹྠ研究ຓ成（本人䠖௵研究⪅、研究代表

⪅）ඹྠ研究ศᢸ⪅䠖㼆㼡zana Ta㼎a㾘㼗o㼢㽬（䝗イ䝒䝧

ルリン工科大学の教⫱・研究⪅）、X㼁 Can（୰ᅜ

N㻳O のメンバー） 

䛂ඹ⏕学ᰯ䛃䝥ロ䝆䜵クトのᑓ用ウ䜵䝤䝃イト䜒タ❧さ

れました。ウ䜵䝤䝃イトの䜰䝗レス䠖 

㼔㼠㼠p㼟㻦㻛㻛㼟c㼔oolincomm㼡ni㼠㼥.㼣i㼤㼟i㼠e.com㻛㼟inc㻫lang㻩㼖a 

提供可能な設備機器（名称・ᆺ␒䛂メー䜹ー名䛃） 

なし
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技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

ඹྠ研究䠖䛂୰ᅜ㎰ᮧ部における༠ാⓗ䝥ロ䝉ス

による学ᰯ䛵くりがᆅᇦ♫会にᯝたすᙺ䛃、බ┈

㈈ᅋἲ人ト䝶タ㈈ᅋ 2018 ᖺᗘ研究ຓ成䝥ロ䜾ラ

ム、ඹྠ研究ຓ成（本人䠖௵研究⪅、研究代表

⪅）ඹྠ研究ศᢸ⪅䠖㼆㼡zana Ta㼎a㾘㼗o㼢㽬（䝗イ䝒䝧

ルリン工科大学の教⫱・研究⪅）、X㼁 Can（୰ᅜ

N㻳O のメンバー） 

䛂ඹ⏕学ᰯ䛃䝥ロ䝆䜵クトのᑓ用ウ䜵䝤䝃イト䜒タ❧さ

れました。ウ䜵䝤䝃イトの䜰䝗レス䠖 

㼔㼠㼠p㼟㻦㻛㻛㼟c㼔oolincomm㼡ni㼠㼥.㼣i㼤㼟i㼠e.com㻛㼟inc㻫lang㻩㼖a 

提供可能な設備機器（名称・ᆺ␒䛂メー䜹ー名䛃） 

なし
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氏名： Ἑ㔝 ኸ （こ䛖の ひ䜝し） 

所属： 報䝛ット䝽ーク工学科

職名： 教授

所属学会・協会： 㻭CM SI㻳㻳R㻭P㻴㻘 㻭D㻭D㻭 䜰䝆䜰デ䝆タル䜰

ート䜰ン䝗デ䝄イン学会㻘 㻶SSD 日本デ䝄イン学会

研究分野

コン䝢䝳ータ䜾ラフ䜱ックスを用いた表⌧ᑐ㇟のㄆ㆑のᣑᙇ 

キーワード

C㻳、VR、デ䝆タルコンテン䝒、㻭I 

研究概要

C㻳 コン䝢䝳ータ䜾ラフ䜱ックス䛿、コン䝢䝳ータのฎ⌮をして⏕成・表⌧される⏬ീです。新しい価್を⏕み

ฟすどぬ報を⏕みฟすた䜑に䛿工学ⓗ䜰䝥ローチだけで䛿なく芸術・デ䝄イン䜒ᚲせとなり、この㡿ᇦ䛿

」合科学であります。⌧ᐇ世⏺の⌧㇟を䝰デル化した C㻳 を利用して報コミ䝳䝙ケーシ䝵ンをデ䝄インする

ことや C㻳 でᵓ⠏された人工⌧ᐇ（VR）に取り組んでいます。≉に䝦ッ䝗マウントデ䜱ス䝥レイ 㻴MD が日ᖖⓗ

に利用できるよ䛖になった≧ἣや 㻴MD のἐධឤの高さがどぬⓗなឤぬだけで䛿なくのឤぬに䜒ᙳ㡪する

⌧㇟に╔┠して研究を㐍䜑ています。また、ᐇデータにᇶ䛵く῝ᒙ学⩦による⏬ീ⏕成䛿ᚑ᮶のᩘ⌮䝰デ

ルによる⏬ീ⏕成䜰䝥ローチと␗なるた䜑、このᡭἲによる⏬ീ⏕成に䛴いて䜒取り組んでいます。 

研究シーズ、テーマの内容

(䠍)VR と C㻳 を用いた䝴ー䝄ーの▱ぬのᣑᙇ 

 㻴ea㼐 Mo㼡n㼠e㼐 Di㼟pla㼥 を利用した高ἐධឤを有する VR コンテン䝒が及䜌すᙳ㡪を人㛫のᚰ⌮や㌟体ⓗ

ኚ化のഃ面䛛䜙᥈り、コンテン䝒開発に応用します。▱ぬのኚ化をㄏ発するとして、味ぬやᚰᢿᩘのኚ化

のᇶ♏研究があります。 

(䠎)㻳enera㼠i㼢e 㻭I を用いたコンテン䝒⏕成 

 ῝ᒙ学⩦を用いた⏬ീや㡢ኌの⏕成に䛴いて取り組んでいます。 

(3)メタバースにおけるコミ䝳䝙ケーシ䝵ンの研究 

メタバースୖで䜰バターをしたコミ䝳䝙ケーシ䝵ンが䜒た䜙す䝴ー䝄ーの⾜動ኚᐜに䛴いて取り組んでいま

す。

研究業績（著書・論文・その他の活動）

1.  㻴MD 型 VR がㄏ発するឤぬのኚ化と䛭のྍ能性(久留米工業大学研究報告 No.41㻘 pp.92-100) 

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

コン䝢䝳ータ䜾ラフ䜱ックスを᰾として人工⌧ᐇや⏬ീ

⏕成といったコンテン䝒表⌧や䝥ロトタイ䝥の開発を

ᥦ౪できます。 

提供可能な設備機器（名称・詳細） 

1．㠀᥋触３次ඖデ䝆タイ䝄ー （㻷ONIC㻭 MINOLT㻭 VIVID 910） 

2．㠀᥋触３次ඖデ䝆タイ䝄ー （㻭r㼠ec 㻭r㼠ec E㼢a Li㼠e）

氏名： Ụ⸨ ಙ୍ （えと䛖 しんい䛱）

所属： 報䝛ット䝽ーク工学科  

職名： 教授

所属学会・協会： 電子報㏻ಙ学会，日本味とໝ学会 

応用物⌮学会，日本ឤ性工学会

研究分野

㣗の報化、おいしさのどぬ化研究

キーワード

電子デバイス工学、䝉ン䝃工学、味ぬ䝉ン䝃 

研究概要

味ぬ䝉ン䝃を用いた味のᩘ್化による定㔞ⓗ・ᐈ観ⓗ評価と、観である䛆おいしさ䛇評価を組み合䜟䛫る䜰

ル䝂リズムをᥦし、䛆㣗ရのおいしさ䛇を定㔞ⓗ評価するᡭἲを研究しています。さ䜙に味ぬ䝉ン䝃による味

データだけでなく、どぬ報、㣗ឤ報、表⌧、ໝいな䛹ឤに䛛䛛䜟る報䜒取りධれています。 

研究シーズ、テーマの内容

おいしさをどぬ化するた䜑に⊂自の䜰ル䝂リズムをᵓ⠏しています。㖭をఅ䛫た⥳Ⲕ 5 ✀㢮を、PC ⏬面の

ᣦ♧にᚑって㣧みẚ䜉することで、自ศがዲみの⥳Ⲕの㡰と䛭れ䛛䜙導きฟされる⥳Ⲕを㑅ぶୖでุ᩿し

ている味質（᪨味、ⱞ味、㓟味な䛹）をฟຊできます。この䜰ル䝂リズムに䛿味ぬ䝉ン䝃によって測定された味

ᩘ್データが組み㎸まれています。  

研究業績（著書・論文・その他の活動）

1．Ụ⸨ ಙ୍䠖味Ⴔዲ性マッチン䜾システムのᐇドᐇ㦂 -ඵዪⲔをにして-、日本ឤ性工学会ㄽᩥ誌➨ 20

巻㻘➨ 2 ྕ㻘pp.1㻢3-1㻢9㻘2021. 

2. S. E㼠o㼔䠖De㼢elopmen㼠 o㼒 㼠a㼟㼠e pre㼒erence 㼢i㼟㼡aliza㼠ion 㼟㼥㼟㼠em 㼟pecialize㼐 㼒or green 㼠ea㻘 Impac㼠㻘 Vol㼡me 

2019㻘 N㼡m㼎er 10㻘 Decem㼎er 2019㻘 pp. 21-23(3)㻘 2019. 

3.ᖹ成 31 ᖺᗘ科学研究㈝ຓ成業（学術研究ຓ成ᇶ金ຓ成金） ᇶ┙研究（C）䛂⥳Ⲕに≉化した味Ⴔዲ性

どぬ化システムの開発䛃 

4.ᖹ成 2㻢 ᖺᗘ科学研究㈝ຓ成業（学術研究ຓ成ᇶ金ຓ成金） ⱝᡭ研究（㻮）䛂味ᩘ್データと㣗ရ㡰

化䜰ル䝂リズムを組み合䜟䛫た味の質どぬ化䜰ル䝂リズムの研究䛃

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

・（≉チ）化学ឤぬ能䝉ン䝃チッ䝥  

බ開␒ྕ䠖≉開 2007-057459 2007㻛03㻛08 

・ᖹ成 22 ᖺᗘỈ⏘物⏘ᆅ㈍ຊᙉ化業（ᥦ᭩

స成および㐠Ⴀ） 

ᑓ㛛䛿電子デバイス、䝉ン䝃工学ですが、応用とし

て㣗にま䛴䜟る研究を⾜っております。ఱ䛛ありまし

た䜙、ご相談ください。 

提供可能な設備機器（名称・詳細） 
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氏名： Ἑ㔝 ኸ （こ䛖の ひ䜝し） 

所属： 報䝛ット䝽ーク工学科

職名： 教授

所属学会・協会： 㻭CM SI㻳㻳R㻭P㻴㻘 㻭D㻭D㻭 䜰䝆䜰デ䝆タル䜰

ート䜰ン䝗デ䝄イン学会㻘 㻶SSD 日本デ䝄イン学会

研究分野

コン䝢䝳ータ䜾ラフ䜱ックスを用いた表⌧ᑐ㇟のㄆ㆑のᣑᙇ 

キーワード

C㻳、VR、デ䝆タルコンテン䝒、㻭I 

研究概要

C㻳 コン䝢䝳ータ䜾ラフ䜱ックス䛿、コン䝢䝳ータのฎ⌮をして⏕成・表⌧される⏬ീです。新しい価್を⏕み

ฟすどぬ報を⏕みฟすた䜑に䛿工学ⓗ䜰䝥ローチだけで䛿なく芸術・デ䝄イン䜒ᚲせとなり、この㡿ᇦ䛿

」合科学であります。⌧ᐇ世⏺の⌧㇟を䝰デル化した C㻳 を利用して報コミ䝳䝙ケーシ䝵ンをデ䝄インする

ことや C㻳 でᵓ⠏された人工⌧ᐇ（VR）に取り組んでいます。≉に䝦ッ䝗マウントデ䜱ス䝥レイ 㻴MD が日ᖖⓗ

に利用できるよ䛖になった≧ἣや 㻴MD のἐධឤの高さがどぬⓗなឤぬだけで䛿なくのឤぬに䜒ᙳ㡪する

⌧㇟に╔┠して研究を㐍䜑ています。また、ᐇデータにᇶ䛵く῝ᒙ学⩦による⏬ീ⏕成䛿ᚑ᮶のᩘ⌮䝰デ

ルによる⏬ീ⏕成䜰䝥ローチと␗なるた䜑、このᡭἲによる⏬ീ⏕成に䛴いて䜒取り組んでいます。 

研究シーズ、テーマの内容

(䠍)VR と C㻳 を用いた䝴ー䝄ーの▱ぬのᣑᙇ 

 㻴ea㼐 Mo㼡n㼠e㼐 Di㼟pla㼥 を利用した高ἐධឤを有する VR コンテン䝒が及䜌すᙳ㡪を人㛫のᚰ⌮や㌟体ⓗ

ኚ化のഃ面䛛䜙᥈り、コンテン䝒開発に応用します。▱ぬのኚ化をㄏ発するとして、味ぬやᚰᢿᩘのኚ化

のᇶ♏研究があります。 

(䠎)㻳enera㼠i㼢e 㻭I を用いたコンテン䝒⏕成 

 ῝ᒙ学⩦を用いた⏬ീや㡢ኌの⏕成に䛴いて取り組んでいます。 

(3)メタバースにおけるコミ䝳䝙ケーシ䝵ンの研究 

メタバースୖで䜰バターをしたコミ䝳䝙ケーシ䝵ンが䜒た䜙す䝴ー䝄ーの⾜動ኚᐜに䛴いて取り組んでいま

す。

研究業績（著書・論文・その他の活動）

1.  㻴MD 型 VR がㄏ発するឤぬのኚ化と䛭のྍ能性(久留米工業大学研究報告 No.41㻘 pp.92-100) 

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

コン䝢䝳ータ䜾ラフ䜱ックスを᰾として人工⌧ᐇや⏬ീ

⏕成といったコンテン䝒表⌧や䝥ロトタイ䝥の開発を

ᥦ౪できます。 

提供可能な設備機器（名称・詳細） 

1．㠀᥋触３次ඖデ䝆タイ䝄ー （㻷ONIC㻭 MINOLT㻭 VIVID 910） 

2．㠀᥋触３次ඖデ䝆タイ䝄ー （㻭r㼠ec 㻭r㼠ec E㼢a Li㼠e）
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氏名： ༓⏣ 㝧 (䛫んた よ䛖すけ)

所属： 報䝛ット䝽ーク工学科

職名： 教授

所属学会・協会： 日本機械学会，計測自動制御学会，な䛹

研究分野

組み㎸み、 IoT ハー䝗およびシステム 

キーワード

IoT、 䝉ン䝃➃ᮎ、組み㎸み、メカトロ䝙クス 

研究概要

1 マイコン (PIC) や電子ᅇ㊰を用いた機ჾの開発 

2 加速ᗘ䝉ン䝃、ゅ速ᗘ䝉ン䝃をಙྕによる動సゎᯒシステムの開発 

3 デ䜱ス䝥レイの᫂⁛㏻ಙを用いたึ➼୰➼教⫱ྥけ組み㎸み教材の開発とᐇ㊶ 

研究シーズ、テーマの内容

電子ᅇ㊰や機械をコン䝢䝳ータで制御する装置の研究を⾜っています。㐣ཤに䛿

業➼でṌ⾜ロ䝪ットや㌴᳔子ロ䝪ットを研究、大つᶍなウ䜱ン䝗ウズ䜰䝥リケーシ䝵

ンの開発、ᦠᖏ電ヰ用Ṍᩘ計 (䝉ンシン䜾) の開発な䛹にᦠ䜟っていました。ᦠᖏ

電ヰで動సする䝉ンシン䜾䛿計⟬機㈇Ⲵを小さくすることが㘽です。䛭のた䜑計測

⤖ᯝにᙳ㡪しない⠊ᅖで㏆ఝ➼をって༢純化したり、ᵝ䚻な䝥ロ䜾ラムテク䝙ック

を用いて計⟬㔞の小さなコー䝗をグ㏙したりすることに䛿㛗けています。 

大学で䛿≉に Microc㼔ip ♫の PIC マイコンを用いた

ᵝ䚻な電子ᅇ㊰を開発しています。ྑの┿䛿加

速ᗘ・ゅ速ᗘ䝉ン䝃の報を䝟䝋コンに無⥺で㏻ಙする装置で、動きに応䛨

たᐙ電制御や、ス䝫ー䝒のフォームチ䜵ックな䛹の活用を研究しています。୍

᪉ᕥの┿䛿ぶ子科学教ᐊな䛹で䜒䜟れている䝥ロ䜾ラミン䜾教材です。

PIC マイコンの୰にバーチ䝱ルマシンを組み㎸み、⡆༢な自సゝㄒでᵝ䚻な

Ⰽや䝟ターンでの᫂⁛を制御することができる䜒のです。制御௧を䝟䝋コン

デ䜱ス䝥レイの᫂⁛で教材に㌿㏦できることが≉ᚩで、自Ꮿの PC で䜒䝥ロ䜾

ラムのస成・㌿㏦ができること䛛䜙、䛭の学⩦ຠᯝに䛴いて研究しています。 

研究業績（著書・論文・その他の活動）

1.Con㼠in㼡o㼡㼟-㼠ime S㼥㼟㼠em I㼐en㼠i㼒ica㼠ion 㼒or Di㼟cre㼠e Da㼠a 㼎㼥 C㼡r㼢e 㻲i㼠㼠ing㻘 C㻭CS 2015 

2.≟用Ṍᩘ計の開発、 ᫎീ報メデ䜱䜰学会誌 㻢9 (5)㻘 207-212㻘 (2015) 

3.ロ䝪ット技術の䝉ンシン䜾デバイスへのᒎ開、日本ロ䝪ット学会誌 35(2)㻘 110-113 (2017)

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

（≉チ） 

業代にከᩘ（⏦ㄳ୰䜒ྵ䜑 30 ௳௨ୖ）取得。

ෆᐜ䛿 

・加速ᗘ、ゅ速ᗘ䝉ン䝃の活用に関する䜒の 

・高速なデータ㌿㏦に関する䜒の 

・୕次ඖ C㻭D データ活用に関する䜒の 

  ただし䛭のᶒ利䛿業にㆡΏ῭ 

なに䛛ありました䜙ご相談ください 

㼔㼠㼠p㻦㻛㻛㼟en㼠ala㼎.㼗㼡r㼡me-i㼠.ac.㼖p 

提供可能な設備機器

なし  

氏名： ྜྷ⏣ Ύ᫂ （よしだ きよあき）

所属： 報䝛ット䝽ーク工学科

職名： 教授

所属学会・協会： 電子報㏻ಙ学会，報ฎ⌮学会

研究分野
自ᕫデ᩿ྍ能システムのᵓ成および応用に関すること 

キーワード

自ᕫデ᩿ྍ能システム、自ᚊศᩓ⣔、䝉䜻䝳リテ䜱、බ開㘽ᬯྕ、形≧形成ၥ㢟、ᙅいロ䝪ット 

研究概要

①大つᶍ䝛ット䝽ークྥけの䜾ラフᵓ㐀をᣢ䛴システムの高ಙ㢗化 ②⩌れロ䝪ットシステムの高ಙ㢗化 

③බ開㘽ᬯྕシステムのㄆドᒁの高ಙ㢗化 䐢᭱小⿕そၥ㢟の㏆ఝゎἲの⪃ 

研究シーズ、テーマの内容

自ᕫデ᩿ྍ能システムの自ᚊศᩓシステムへの応用 

自ᕫデ᩿ྍ能システムの୍䛴として⊂❧䛛䛴ᒁ所ⓗにデ᩿ྍ能な 㼔ig㼔l㼥  㼟㼠r㼡c㼠㼡re㼐 自ᕫデ᩿ྍ能システ

ムが▱䜙れています。本研究ᐊで䛿相検査が無いሙ合やᖖに相検査を⾜䛖ሙ合に䛴いての 㼔ig㼔l㼥  

㼟㼠r㼡c㼠㼡re㼐 自ᕫデ᩿ྍ能システムの再ᖐⓗᵓ成ἲや䛭のึᮇシステムの᮲௳に䛴いて研究を⾜っていま

す。えば、ୗのᅗ(a)，(㼎) 䛿、᰾となるึᮇシステムに３䛴௨ୖの䝴䝙ットを㏣加して䜖くことがྍ能な相

検査が無いሙ合の᭱適（検査ᩘ᭱小）な 㼔ig㼔l㼥 㼟㼠r㼡c㼠㼡re㼐 自ᕫデ᩿ྍ能システムのᵓ成ἲを表しています。

        

研究業績（著書・論文・その他の活動） 

1．䇾㻴S 自ᕫデ᩿ྍ能システムのロバストなデ᩿ἲ㻘䇿 ಙ学ㄽ 㻭㻘 Vol.㻶101-㻭㻘 No.9㻘 pp.23㻢--245㻘 2018。 

2．䇾相検査形᭱適 㻴S 自ᕫデ᩿ྍ能システムの䝴䝙ットᩘと᭱大チᐜᨾ㞀ᩘを⊂❧䛛䛴㏲次ྍኚとする

ᵓ成ἲ㻘䇿 ಙ学ㄽ 㻭㻘 Vol.㻶100-㻭㻘 No.10㻘 pp.354-3㻢2㻘 2017。   

3．䇾᭱小⿕そၥ㢟の➼⾜ノルム⾜ิを用いるゎἲ㻘 䇿 電気報関ಀ学会ᕞᨭ部連合大会㻘 13-2P-02㻘 

2015。 

4．䇾相検査なし᭱適 㻴S 自ᕫデ᩿ྍ能システムの再ᖐⓗᵓ成ἲ㻘䇿 ಙ学ㄽ 㻭㻘 Vol.㻶98-㻭㻘 No.2㻘 

pp.247-254㻘 2015。

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

(技術応用ศ㔝) 

コン䝢䝳ーター䝛ット䝽ークシステムや⩌れロ䝪ットシ

ステムに代表される大つᶍ自ᚊศᩓシステムの高ಙ

㢗化。 

自ᕫデ᩿ྍ能システムのᐇ♫会での応用に⯆味が

あります。 

E-Mail䠖 㼟eimei㻬㼗㼡r㼡me-i㼠.ac.㼖p 

提供可能な設備機器

なし  
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氏名： ༓⏣ 㝧 (䛫んた よ䛖すけ)

所属： 報䝛ット䝽ーク工学科

職名： 教授

所属学会・協会： 日本機械学会，計測自動制御学会，な䛹

研究分野

組み㎸み、 IoT ハー䝗およびシステム 

キーワード

IoT、 䝉ン䝃➃ᮎ、組み㎸み、メカトロ䝙クス 

研究概要

1 マイコン (PIC) や電子ᅇ㊰を用いた機ჾの開発 

2 加速ᗘ䝉ン䝃、ゅ速ᗘ䝉ン䝃をಙྕによる動సゎᯒシステムの開発 

3 デ䜱ス䝥レイの᫂⁛㏻ಙを用いたึ➼୰➼教⫱ྥけ組み㎸み教材の開発とᐇ㊶ 

研究シーズ、テーマの内容

電子ᅇ㊰や機械をコン䝢䝳ータで制御する装置の研究を⾜っています。㐣ཤに䛿

業➼でṌ⾜ロ䝪ットや㌴᳔子ロ䝪ットを研究、大つᶍなウ䜱ン䝗ウズ䜰䝥リケーシ䝵

ンの開発、ᦠᖏ電ヰ用Ṍᩘ計 (䝉ンシン䜾) の開発な䛹にᦠ䜟っていました。ᦠᖏ

電ヰで動సする䝉ンシン䜾䛿計⟬機㈇Ⲵを小さくすることが㘽です。䛭のた䜑計測

⤖ᯝにᙳ㡪しない⠊ᅖで㏆ఝ➼をって༢純化したり、ᵝ䚻な䝥ロ䜾ラムテク䝙ック

を用いて計⟬㔞の小さなコー䝗をグ㏙したりすることに䛿㛗けています。 

大学で䛿≉に Microc㼔ip ♫の PIC マイコンを用いた

ᵝ䚻な電子ᅇ㊰を開発しています。ྑの┿䛿加

速ᗘ・ゅ速ᗘ䝉ン䝃の報を䝟䝋コンに無⥺で㏻ಙする装置で、動きに応䛨

たᐙ電制御や、ス䝫ー䝒のフォームチ䜵ックな䛹の活用を研究しています。୍

᪉ᕥの┿䛿ぶ子科学教ᐊな䛹で䜒䜟れている䝥ロ䜾ラミン䜾教材です。

PIC マイコンの୰にバーチ䝱ルマシンを組み㎸み、⡆༢な自సゝㄒでᵝ䚻な

Ⰽや䝟ターンでの᫂⁛を制御することができる䜒のです。制御௧を䝟䝋コン

デ䜱ス䝥レイの᫂⁛で教材に㌿㏦できることが≉ᚩで、自Ꮿの PC で䜒䝥ロ䜾

ラムのస成・㌿㏦ができること䛛䜙、䛭の学⩦ຠᯝに䛴いて研究しています。 

研究業績（著書・論文・その他の活動）

1.Con㼠in㼡o㼡㼟-㼠ime S㼥㼟㼠em I㼐en㼠i㼒ica㼠ion 㼒or Di㼟cre㼠e Da㼠a 㼎㼥 C㼡r㼢e 㻲i㼠㼠ing㻘 C㻭CS 2015 

2.≟用Ṍᩘ計の開発、 ᫎീ報メデ䜱䜰学会誌 㻢9 (5)㻘 207-212㻘 (2015) 

3.ロ䝪ット技術の䝉ンシン䜾デバイスへのᒎ開、日本ロ䝪ット学会誌 35(2)㻘 110-113 (2017)

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

（≉チ） 

業代にከᩘ（⏦ㄳ୰䜒ྵ䜑 30 ௳௨ୖ）取得。

ෆᐜ䛿 

・加速ᗘ、ゅ速ᗘ䝉ン䝃の活用に関する䜒の 

・高速なデータ㌿㏦に関する䜒の 

・୕次ඖ C㻭D データ活用に関する䜒の 

  ただし䛭のᶒ利䛿業にㆡΏ῭ 

なに䛛ありました䜙ご相談ください 

㼔㼠㼠p㻦㻛㻛㼟en㼠ala㼎.㼗㼡r㼡me-i㼠.ac.㼖p 

提供可能な設備機器

なし  
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氏名： బሯ 秀人 （さ䛵䛛 ひでと）

所属： 報䝛ット䝽ーク工学科

職名： 教授

所属学会・協会： 報ฎ⌮学会

研究分野

インター䝛ット⎔ቃ・クラウ䝗⎔ቃにおける䝥ロ䜾ラミン䜾技術と䛭の活用と学⩦に䛴いての研究 

䝛ット䝽ークおける電子ㄆド技術の活用と応用に䛴いて研究

キーワード

䝥ロ䜾ラミン䜾ゝㄒ、䜾ラフ䜱カル䝥ロ䜾ラミン䜾、䝛ット䝽ーク䝥ロ䜾ラミン䜾、クラウ䝗コン䝢䝳ーテ䜱ン䜾 

研究概要

インター䝛ットୖにศᩓするい䜟䜖るクラウ䝗コン䝢䝳ーテ䜱ン䜾⎔ቃのデータ䝃イエンスへの活用に䛴いて研

究やㄪ査を⾜なっています。また、クラウ䝗⎔ቃを活用したコン䝢䝳ータ活用や䝥ロ䜾ラミン䜾の学⩦と䛭の⎔

ቃの研究を⾜なっています。 

研究シーズ、テーマの内容

クラウ䝗⎔ቃをᚑ᮶ಶ人のコン䝢䝳ータ（䝟ー䝋ナルコン䝢䝳ータ）を利用した⎔ቃに置きえていく代であ

るとᢕᥱしています。⌧ᅾ業な䛹の組織の䝃ー䝡ス䛿クラウ䝗⎔ቃを✚ᴟⓗに利用する⎔ቃにኚ化してき

ており、インター䝛ットୖにᏑᅾする䝃ー䝡スや㈨※（リ䝋ース）を有ຠ活用していくことがᛴົとなってきてい

ます。 

ᚑ᮶エン䝗䝴ー䝄䛿䜰䝥リケーシ䝵ン䝋フトや䝛ット䝽ーク䜰䝥リケーシ䝵ンを利用して、報ฎ⌮・活用を⾜䛖と

い䛖ᩥ化が୍⯡ⓗであるが、小学⏕䛛䜙䝥ロ䜾ラムを学ぶこれ䛛䜙の代、エン䝗䝴ー䝄レ䝧ルで✚ᴟⓗにク

ラウ䝗⎔ቃを活用して䝥ロ䜾ラミン䜾を⾜䛖とい䛖≧ἣ䛿㠀⌧ᐇⓗで䛿なくなってきています。 

具体ⓗに䛿、᪤に䝃ー䝡スが開ጞされているクラウ䝗コン䝢䝳ーテ䜱ン䜾䝃䝡ースを活用するエン䝗䝴ー䝄コン

䝢䝳ーテ䜱ン䜾⎔ቃ・䝰デルのᥦ、さ䜙に䛿䛭の⎔ቃと≉性を利用した学⩦・教⫱⎔ቃに䛴いて検討を⾜な

っています。 

クラウ䝗⎔ቃの活用に䛴いて௨ୗに♧すよ䛖なせ௳に䛴いて研究活動を計⏬しております。 

1.エン䝗䝴ー䝄レ䝧ルの䝥ロ䜾ラミン䜾によるデータ活用（䜸ー䝥ンデータ活用） 

2.クラウ䝗ୖでᥦ౪する䝥ロ䜾ラミン䜾⎔ቃ（䜾ラフ䜱カル䝥ロ䜾ラン䜾ゝㄒな䛹） 

3.小学⏕䛛䜙学䜉る䝥ロ䜾ラミン䜾学⩦⎔ቃ 

4.電子ㄆド技術の応用

研究業績

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

(技術応用ศ㔝) 

・㼃E㻮 䜰䝥リケーシ䝵ン開発 

・スケーラ䝤ルな 㼃E㻮 䝃ー䝡スのᥦ౪ 

(ඹྠ研究・業⦼な䛹) 

・電子ㄆドᒁᕷẸ䝛ット䝽ーク⚟ᒸ⌮ 

・久留米䜸ー䝥ンデータ活用᥎㐍研究会ጤဨ 

NPO ἲ人電子ㄆドᒁᕷẸ䝛ット䝽ーク⚟ᒸの活動に

ཧ加し、電子ㄆドの応用の活動を㐍䜑ています。 

提供可能な設備機器

なし

氏名： 小⏣ まり子 （おだ まりこ） 

所属： 報䝛ット䝽ーク工学科・㻭I 応用研究所

職名： 教授 

所属学会・協会： 人工▱能学会，電子報㏻ಙ学会， 

教⫱工学会，教⫱システム報学会， 

䝠䝳ーマンインタフ䜵ース学会，な䛹

研究分野 教⫱工学

㻭I 技術の㞀☀ඣ教⫱・⚟♴への応用、ᆅᇦㄢ㢟ゎỴのた䜑の 㻭I 活用・P㻮L のᐇ㊶、㻭I・ᩘ⌮データ䝃イエ

ンス教⫱ᐇ㊶・教⫱ຠᯝの検ド 

キーワード

㻭I（人工▱能）、㦵᱁ㄆ㆑、ឤㄆ㆑、表ㄆ㆑、㡢ኌㄆ㆑、▱ⓗ㞀☀ඣ教⫱、ᑐヰฎ⌮、㻭R(ᣑᙇ⌧ᐇ) 

研究概要  工学⣔大学⏕の䝃ー䝡スラー䝙ン䜾として▱ⓗ㞀☀ඣのた䜑のᵝ䚻な教材䝋フトウエ䜰を開発

してきました。⌧ᅾ䛿 㻭I の応用技術や 㻭R（ᣑᙇ⌧ᐇ）技術を取りධれた㞀☀ඣᑐ㇟学⩦教材の開発な䛹教

⫱ศ㔝への 㻭I 技術の応用をテーマに研究をおこなっています。୍᪉、௧ 2 ᖺᗘ䛛䜙䛿学ⓗ 㻭I 教⫱とし

て、ᆅᇦ業や自体と連ᦠしたㄢ㢟ゎỴ型教⫱をᐇ㊶し、教⫱ຠᯝの検ドを⾜っています。

研究シーズ、テーマの内容

（䠍）㻭I による学⩦㐣⛬における学⩦⪅のᚰⓗ≧ែの測定（㦵᱁ㄆ㆑、表ㄆ㆑技術の応用） 

・㻭I による㦵᱁ㄆ㆑、表ㄆ㆑技術を用いて学⩦⪅の学⩦のᵝ子をリ䜰ルタイムにゎᯒ 

・学⩦㐣⛬における学⩦⪅のᚰⓗ≧ែを᥎測し、㞟୰ᗘ、‶㊊ᗘ、⌮ゎᗘの関ಀ䛛䜙教⫱ຠᯝを検ド 

（2）㻭I や 㻭R（ᣑᙇ⌧ᐇ）技術を取りධれた e ラー䝙ン䜾教材システムの開発 

・㞀☀ඣをᑐ㇟にしたシン䝪ル・ᩥᏐ学⩦ 㻭R カー䝗教材の開発と 㻭I によるಶู᭱適化 

・㻭I によるಶ人ㄆドを応用した㣗⫱ 㻭R カー䝗教材の開発と教⫱ᨭ 

ᆅᇦㄢ㢟ゎỴᆺࠕ（3） $, ᩍ⫱࣒ࠖࣛࢢࣟࣉのᐇ㊶にࡿࡼᴗ࣭⮬యと㐃ᦠࡓࡋᆅᇦㄢ㢟ゎỴᨭ

研究業績（著書・論文・その他の活動） 

䠘科学研究㈝䠚  

䛂▱ⓗ㞀☀ඣの e ラー䝙ン䜾による⊂学をᨭするឤㄆ㆑ 㻭I メンタリン䜾䛃（��.�����䠖代表）(2021-)

䠘ㄽᩥ䠚 

1.䇾Emo㼠ion E㼟㼠ima㼠ion Me㼠㼔o㼐 㼣i㼠㼔 Mel-㼒re㼝㼡enc㼥 Spec㼠r㼡m㻘 Voice Po㼣er Le㼢el an㼐 Pi㼠c㼔 㻲re㼝㼡enc㼥 o㼒  

    㻴㼡man Voice㼟 㼠㼔ro㼡g㼔 CNN Learning Proce㼟㼟e㼟䇿㻘  Taiga 㻴ar㼡㼠a㻘 Mari㼗o O㼐a㻘 㻷o㼔ei 㻭rai 

    In㼠erna㼠ional 㻶o㼡rnal o㼒 㻭㼐㼢ance㼐 Comp㼡㼠er Science an㼐 㻭pplica㼠ion㼟 13(11) 㻘pp.215-220㻘 2022 ᖺ 

2.䇾Me㼠㼔o㼐 㼒or 1㻛㼒 㻲l㼡c㼠㼡a㼠ion Componen㼠 E㼤㼠rac㼠ion 㼒rom Image㼟 an㼐 I㼠㼟 㻭pplica㼠ion 㼠o Impro㼢e 㻷㼡r㼡me   

    㻷a㼟㼡ri 㻽㼡ali㼠㼥 E㼟㼠ima㼠ion䇿㻘 㻶in S㼔imazoe㻘 㻷o㼔ei 㻭rai㻘 Mari㼗o O㼐a㻘 㻶e㼣on O㼔㻘 

    In㼠erna㼠ional 㻶o㼡rnal o㼒 㻭㼐㼢ance㼐 Comp㼡㼠er Science an㼐 㻭pplica㼠ion㼟 13(11) pp.4㻢5-471㻘 2022 ᖺ 

3.䇾㦵᱁検ฟ技術を用いた▱ⓗ㞀☀ඣ学⩦ᨭのた䜑の㞟୰ᗘ᥎定ἲ 䇿㻘

  ⏣大Ἑ、小⏣まり子、石ᇉ大Ἑ、新ᗣᖹ、久留米工業大学研究報告 (45) pp.78-8㻢㻘  2023 ᖺ

4.䇾ᆅᇦと連ᦠしたㄢ㢟ゎỴ型 㻭I 教⫱䝥ロ䜾ラム-䛂㻭I 活用演⩦䛃㑅ᢤクラスでの P㻮L のᐇ㊶ⓗ取組-  

  小⏣まり子、 O㻴 㻶e㼣on、新ᗣᖹ、ඵ坂ு♸、 Ἑ㔝ኸ、ᕴ㟹、LEE Ric㼔ar㼐、 

  久留米工業大学研究報告 (44) 2022 ᖺ   

5．䇾久留米工業大学における学ඹ㏻ 㻭I リテラシー教⫱のᴫせ䇿、小⏣まり子、ඵ坂ு♸、ཎ㎿、༓⏣㝧、 

  久留米工業大学研究報告➨ 43 ྕ、pp.148-158、2021 ᖺ 

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

・≉ูᨭ学ᰯとの༠ാによる教材䝋フトウエ䜰開発

と教⫱ᨭ 

・ᗈᕝ⏫の小学⏕ᑐ㇟䝥ロ䜾ラミン䜾学⩦会のᐇ 

・ᯇᑿᘓタᰴ式会♫とのඹྠ研究䛂㻭I による༴㝤ண

▱に関する研究䛃 

本学の 㻭I 教⫱䝥ロ䜾ラム䛿、ᩥ部科学┬の 2021 ᖺ

ᗘ MD㻭S㻴 リテラシー䝥ラス、2022 ᖺᗘ MD㻭S㻴 応

用ᇶ♏䝥ラスに㑅定され、㻭I ᐇ㊶ຊのある学⏕を⫱

成しています。㻭I を用いて、御♫のㄢ㢟をゎỴした

いとお⪃えの業のⓙᵝ䛿、お気軽にご相談くださ

い。 

提供可能な設備機器

なし 
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氏名： బሯ 秀人 （さ䛵䛛 ひでと）

所属： 報䝛ット䝽ーク工学科

職名： 教授

所属学会・協会： 報ฎ⌮学会

研究分野

インター䝛ット⎔ቃ・クラウ䝗⎔ቃにおける䝥ロ䜾ラミン䜾技術と䛭の活用と学⩦に䛴いての研究 

䝛ット䝽ークおける電子ㄆド技術の活用と応用に䛴いて研究

キーワード

䝥ロ䜾ラミン䜾ゝㄒ、䜾ラフ䜱カル䝥ロ䜾ラミン䜾、䝛ット䝽ーク䝥ロ䜾ラミン䜾、クラウ䝗コン䝢䝳ーテ䜱ン䜾 

研究概要

インター䝛ットୖにศᩓするい䜟䜖るクラウ䝗コン䝢䝳ーテ䜱ン䜾⎔ቃのデータ䝃イエンスへの活用に䛴いて研

究やㄪ査を⾜なっています。また、クラウ䝗⎔ቃを活用したコン䝢䝳ータ活用や䝥ロ䜾ラミン䜾の学⩦と䛭の⎔

ቃの研究を⾜なっています。 

研究シーズ、テーマの内容

クラウ䝗⎔ቃをᚑ᮶ಶ人のコン䝢䝳ータ（䝟ー䝋ナルコン䝢䝳ータ）を利用した⎔ቃに置きえていく代であ

るとᢕᥱしています。⌧ᅾ業な䛹の組織の䝃ー䝡ス䛿クラウ䝗⎔ቃを✚ᴟⓗに利用する⎔ቃにኚ化してき

ており、インター䝛ットୖにᏑᅾする䝃ー䝡スや㈨※（リ䝋ース）を有ຠ活用していくことがᛴົとなってきてい

ます。 

ᚑ᮶エン䝗䝴ー䝄䛿䜰䝥リケーシ䝵ン䝋フトや䝛ット䝽ーク䜰䝥リケーシ䝵ンを利用して、報ฎ⌮・活用を⾜䛖と

い䛖ᩥ化が୍⯡ⓗであるが、小学⏕䛛䜙䝥ロ䜾ラムを学ぶこれ䛛䜙の代、エン䝗䝴ー䝄レ䝧ルで✚ᴟⓗにク

ラウ䝗⎔ቃを活用して䝥ロ䜾ラミン䜾を⾜䛖とい䛖≧ἣ䛿㠀⌧ᐇⓗで䛿なくなってきています。 

具体ⓗに䛿、᪤に䝃ー䝡スが開ጞされているクラウ䝗コン䝢䝳ーテ䜱ン䜾䝃䝡ースを活用するエン䝗䝴ー䝄コン

䝢䝳ーテ䜱ン䜾⎔ቃ・䝰デルのᥦ、さ䜙に䛿䛭の⎔ቃと≉性を利用した学⩦・教⫱⎔ቃに䛴いて検討を⾜な

っています。 

クラウ䝗⎔ቃの活用に䛴いて௨ୗに♧すよ䛖なせ௳に䛴いて研究活動を計⏬しております。 

1.エン䝗䝴ー䝄レ䝧ルの䝥ロ䜾ラミン䜾によるデータ活用（䜸ー䝥ンデータ活用） 

2.クラウ䝗ୖでᥦ౪する䝥ロ䜾ラミン䜾⎔ቃ（䜾ラフ䜱カル䝥ロ䜾ラン䜾ゝㄒな䛹） 

3.小学⏕䛛䜙学䜉る䝥ロ䜾ラミン䜾学⩦⎔ቃ 

4.電子ㄆド技術の応用

研究業績

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

(技術応用ศ㔝) 

・㼃E㻮 䜰䝥リケーシ䝵ン開発 

・スケーラ䝤ルな 㼃E㻮 䝃ー䝡スのᥦ౪ 

(ඹྠ研究・業⦼な䛹) 

・電子ㄆドᒁᕷẸ䝛ット䝽ーク⚟ᒸ⌮ 

・久留米䜸ー䝥ンデータ活用᥎㐍研究会ጤဨ 

NPO ἲ人電子ㄆドᒁᕷẸ䝛ット䝽ーク⚟ᒸの活動に

ཧ加し、電子ㄆドの応用の活動を㐍䜑ています。 

提供可能な設備機器

なし
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氏名： ᒣ⏣ ㈗⿱ （やまだ た䛛ひ䜝）

所属： 報䝛ット䝽ーク工学科

職名： 教授

所属学会・協会： 電子報㏻ಙ学会

研究分野

䝰バイル䜰䝥リケーシ䝵ン、ウ䜵䝤䜰䝥リケーシ䝵ン 

ウ䜵䝤䝧ーストレー䝙ン䜾 

キーワード

㻭n㼐roi㼐 䜰䝥リ、ウ䜵䝤䜰䝥リ、㻴TML5 

研究概要

①スマート䝩ンやタ䝤レット➼の䝰バイル➃ᮎで用する䜰䝥リケーシ䝵ンの開発に取り組んでいます。 

②㻴TML5 の技術を㥑することで、䝛イテ䜱䝤䜰䝥リケーシ䝵ンに༉ᩛするよ䛖なウ䜵䝤䜰䝥リケーシ䝵ンの開

発を┠ᣦしています。

研究シーズ、テーマの内容

本研究シーズの適用として䛿久留米ᕷᆅ⏘ᆅᾘ᥎㐍ᗑ䜰䝥リがあります。これ䛿久留米ᕷᆅ⏘ᆅᾘ᥎

㐍ᗑⓏ㘓制ᗘの୍ᒙのᐇをᅗるた䜑に、䛂久留米ᕷᆅ⏘ᆅᾘ᥎㐍ᗑ䛃䝟ンフレットの䜰䝥リ化を⾜った䜒の

です。この䜰䝥リで䛿䛂久留米ᕷᆅ⏘ᆅᾘ᥎㐍ᗑ䛃の報を検⣴・㜀ぴできます。 

スマ䝩用䜰䝥リとして䛿 㻭n㼐roi㼐 用䜰䝥リをᥦ౪していますが、㻴TML5 関連技術によって開発されています

ので、PC や iP㼔one のウ䜵䝤䝤ラウ䝄で䜒利用できるウ䜵䝤䝨ー䝆として䜒ᥦ౪しています。 

   

研究業績（著書・論文・その他の活動）

久留米ᕷᆅ⏘ᆅᾘ᥎㐍ᗑ䜰䝥リ 

（㼔㼠㼠p㼟㻦㻛㻛pla㼥.google.com㻛㼟㼠ore㻛app㼟㻛㼐e㼠ail㼟㻫i㼐㻩㼖p.㼒㼡㼗㼡o㼗a.㼗㼡r㼡me.ci㼠㼥.c㼔i㼟anc㼔i㼟㼔o） 

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

(技術応用ศ㔝) 

䛂久留米ᕷと久留米工業大学との業༠ຊに関する

༠定䛃における、ᆅᇦの高ᗘ報化にྥけた連ᦠの

୍⎔にᇶ䛵き、䛂久留米ᕷᆅ⏘ᆅᾘ᥎㐍ᗑ䜰䝥リ䛃の

開発を⾜っています。 

お気軽におၥい合䜟䛫ください。 

提供可能な設備機器

なし 

氏名： 小㊰ཱྀ ᚰ （こ䛨䛠䛱 しん䛨）

所属： 報䝛ット䝽ーク工学科

職名： 教授

所属学会・協会： 電子報㏻ಙ学会

研究分野

（䠍） 䜸ー䝥ンデータの活用 

（䠎） データ䝧ース䛛䜙の▱㆑⋓得 

キーワード

䜸ー䝥ンデータ、▱㆑⋓得、データマイ䝙ン䜾、関ಀデータ䝧ース 

研究概要

（䠍）  䜸ー䝥ンデータを活用することによって、日䚻のᬽ䜙しや⏕活におけるᵝ䚻なၥ㢟をゎỴすることを┠ 

ᶆとし、䜸ー䝥ンデータを利用した䜰䝥リ開発や▱㆑⋓得に関する研究を⾜っています。 

（䠎）  関ಀデータ䝧ース୰の௵ពの属性に╔┠し、䛭の⤖ᯝにᙳ㡪を及䜌しているの属性を発見し▱㆑ 

を⋓得することをᨭするシステムのᵓ⠏を┠ᣦします。 

研究シーズ、テーマの内容

(1) 䜸ー䝥ンデータの活用 

䜸ー䝥ンデータを䜟䛛りやすくព味ある報としてᥦ♧することでຠ⋡ⓗに活用して䜒䜙䛖ことを┠ᣦし

ています。 

具体として䛿、久留米ᕷに≉化したṇしい䝂ミのᤞて᪉のෆ䜰䝥リをస成しました。 

久留米ᕷで䛿ᕷ⏫ᮧ合ేがあり、䠑䛴のᆅ༊で䝂ミ㞟の✀㢮に㐪いがあります。 

これ䜙䠑䛴のᆅ༊で䝂ミのฎ⌮᪉ἲ䜒㐪䛖た䜑、ᆅ༊ごとに䝂ミ㞟の✀㢮と䝂ミごとのヲ細な༊ศを表♧

する䜰䝥リとしました。 

(2) データ䝧ース䛛䜙の▱㆑⋓得 

   関ಀデータ䝧ース୰の」ᩘの属性を用いてグྕฎ⌮や統計ⓗᡭἲや機械学⩦な䛹を用し、属性に

関する▱㆑（ルール）を⋓得する䜒のです。 

㌟㏆なですと、㈙い物に᮶ているᐈやᗑ⯒⎔ቃのデータ䝧ースを䜒とに、䛹のよ䛖な組み合䜟䛫やഴྥ

でᐈがၟရを㉎ධする䛛な䛹の自᫂でない有用な報を得ることを┠ⓗとします。

研究業績（著書・論文・その他の活動） 

5374 䜰䝥リ KWWp���NXUXPH.�374.Mp�  （ᕥグ䜰䝗レスでබ開されています。） 

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

（技術応用ศ㔝） 

 久留米ᕷ∧䛂5374（ごみなし）䜰䝥リ䛃開発 

（ඹྠ研究ᐇ⦼） 

 久留米䜸ー䝥ンデータ活用᥎㐍研究会ጤဨ 

 研究テーマに㝈䜙䛪、関連ศ㔝に関するおၥい合

䜟䛫をおᚅ䛱しております。 

提供可能な設備機器（名称・ᆺ␒䛂メー䜹ー名䛃） 

なし
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氏名： ᒣ⏣ ㈗⿱ （やまだ た䛛ひ䜝）

所属： 報䝛ット䝽ーク工学科

職名： 教授

所属学会・協会： 電子報㏻ಙ学会

研究分野

䝰バイル䜰䝥リケーシ䝵ン、ウ䜵䝤䜰䝥リケーシ䝵ン 

ウ䜵䝤䝧ーストレー䝙ン䜾 

キーワード

㻭n㼐roi㼐 䜰䝥リ、ウ䜵䝤䜰䝥リ、㻴TML5 

研究概要

①スマート䝩ンやタ䝤レット➼の䝰バイル➃ᮎで用する䜰䝥リケーシ䝵ンの開発に取り組んでいます。 

②㻴TML5 の技術を㥑することで、䝛イテ䜱䝤䜰䝥リケーシ䝵ンに༉ᩛするよ䛖なウ䜵䝤䜰䝥リケーシ䝵ンの開

発を┠ᣦしています。

研究シーズ、テーマの内容

本研究シーズの適用として䛿久留米ᕷᆅ⏘ᆅᾘ᥎㐍ᗑ䜰䝥リがあります。これ䛿久留米ᕷᆅ⏘ᆅᾘ᥎

㐍ᗑⓏ㘓制ᗘの୍ᒙのᐇをᅗるた䜑に、䛂久留米ᕷᆅ⏘ᆅᾘ᥎㐍ᗑ䛃䝟ンフレットの䜰䝥リ化を⾜った䜒の

です。この䜰䝥リで䛿䛂久留米ᕷᆅ⏘ᆅᾘ᥎㐍ᗑ䛃の報を検⣴・㜀ぴできます。 

スマ䝩用䜰䝥リとして䛿 㻭n㼐roi㼐 用䜰䝥リをᥦ౪していますが、㻴TML5 関連技術によって開発されています

ので、PC や iP㼔one のウ䜵䝤䝤ラウ䝄で䜒利用できるウ䜵䝤䝨ー䝆として䜒ᥦ౪しています。 

   

研究業績（著書・論文・その他の活動）

久留米ᕷᆅ⏘ᆅᾘ᥎㐍ᗑ䜰䝥リ 

（㼔㼠㼠p㼟㻦㻛㻛pla㼥.google.com㻛㼟㼠ore㻛app㼟㻛㼐e㼠ail㼟㻫i㼐㻩㼖p.㼒㼡㼗㼡o㼗a.㼗㼡r㼡me.ci㼠㼥.c㼔i㼟anc㼔i㼟㼔o） 

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

(技術応用ศ㔝) 

䛂久留米ᕷと久留米工業大学との業༠ຊに関する

༠定䛃における、ᆅᇦの高ᗘ報化にྥけた連ᦠの

୍⎔にᇶ䛵き、䛂久留米ᕷᆅ⏘ᆅᾘ᥎㐍ᗑ䜰䝥リ䛃の

開発を⾜っています。 

お気軽におၥい合䜟䛫ください。 

提供可能な設備機器

なし 
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氏名： ㊊❧ ᗣᚿ （あだ䛱 やすし）

所属： 報䝛ット䝽ーク工学科

職名： 教授

所属学会・協会： 報ฎ⌮学会，日本ロ䝪ット学会， 

計測制御学会

研究分野

ロ䝪ットや⛣動体における、自ᚊ動స、自動動సᡭ㡰⏕成、㐲㝸᧯సに関する研究 

3 次ඖデータのグ㏙とᐇ装ᡭἲに䛴いて 

キーワード

ロ䝪テ䜱クス、▱㆑工学、計⟬ᗄఱ学、䝪ク䝉ル 㻲EM、３D 䝥リンタ 

研究概要

部ရ属性を利用した組み❧てᡭ㡰の自動⏕成、C㻭D 部ရの⾪✺ุ定による組❧ྍ能性と組❧⤒㊰のゎ

ᯒ、3㻢0 ᗘ動⏬を用いた学⩦教材のᐇ装と試స、３D 䝥リンタによるイン䝗䜰䝥レーン用䝥ロ䝨ラの試సと計測 

研究シーズ、テーマの内容

(1)C㻭D 部ရの⾪✺ุ定による組❧ྍ能性と組❧⤒㊰のゎᯒ

組み❧て〇ရのྛ部ရ䛿 C㻭D な䛹でタ計されますが、ロ䝪ットや自動組み❧て機械による組❧ᡭ㡰や組❧

⤒㊰䛿タ計⪅やライン技術⪅の⤒㦂によってゎỴされています。この部ศを䝰デル化することでタ計ẁ㝵䛛

䜙ᡭ㡰の評価検ドをྍ能にし、自動化やຠ⋡化をྍ能にします。 

(2)3㻢0 ᗘ動⏬を用いた学⩦教材のᐇ装と試స（㼁ni㼠㼥 と 㻴TC Vi㼢e でのᐇ装）

 ኳ⌫動⏬とい䜟れる 3㻢0 ᗘ動⏬のᙳにおいてᡭ軽なデ䝆タルカメラ形式の 3㻢0 ᗘカメラが」ᩘのメー

カー䛛䜙発されるよ䛖になりました。⌧ᅾ、ឤᰁၥ㢟な䛹で講⩏を㐲㝸で⾜䛖ことをవなくされており、

VR 技術、3㻢0 ᗘ動⏬な䛹がὀ┠を㞟䜑ています。ᖹ教⫱のᇶ♏㈨料の Naga㼟a㼗i 㻭rc㼔i㼢e にᑐして 㻭R イ

ンタフ䜵ースをᐇ装し、⌧ᅾの 3㻢0 ᗘ動⏬とグ㘓にṧる㐣ཤのᫎീを㔜␚さ䛫たがあり、観評価におい

て䛿自ศで᧯సできること、ἐධឤ、⮫ሙឤの評価が高くなっていました。௨ୖのこと䛛䜙 VR、3㻢0 ᗘ動⏬、

㻭R がᣢ䛴ἐධឤ、⮫ሙឤに加えて動きᅇれるインター䜰クテ䜱䝤のຠᯝにᑐする研究を⾜っています。 

(3)３D 䝥リンタによるイン䝗䜰䝥レーン用䝥ロ䝨ラの試సと計測

本学科でᐇしている高ᰯ⏕ྥきのイン䝗䜰䝥レーンコンテスト䛿電気ᅇ㊰、電子ᅇ㊰、䝋フトウエ䜰、機体

タ計とᖜᗈい学⩦ຠᯝをᮇᚅできるテーマですが、㔜せなせ⣲の䝥ロ䝨ラに䛴いて䛿あまりタ計〇సのవ

ᆅがありま䛫んでした。䛭こで発ᒎし、Ᏻ価でᡭがᒆくよ䛖になってきた３D 䝥リンタによる䝥ロ䝨ラ試సを

⾜い、大きさや形≧、速ᗘな䛹の計測と、制స学⩦の教⫱ຠᯝをㄪ䜉ています。

研究業績（著書・論文・その他の活動）

1.C㻭D 部ရの⾪✺ุ定による組❧ྍ能性と組❧⤒㊰のゎᯒ 

2.⾪✺検ฟによる組❧⤒㊰⏕成とྍど化䝋フトウ䜵䜰の試స 

3.光㐀形᪉式（MLS㻭）３D 䝥リンタによるイン䝗䜰䝥レーン用䝥ロ䝨ラの試సと計測

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

なし ≉Ṧなデータ䝰デルや、自動化のた䜑の⾜動䝰デ

ルのస成と、䛭れ䜙を用いた計⟬機による᥈⣴ၥ㢟

のฎ⌮に関連する研究をとしています。 

提供可能な設備機器

なし 

氏名： 工⸨ 㐩㑻 （く䛹䛖 た䛴䜝䛖）

所属： 報䝛ット䝽ーク工学科

職名： 教授

所属学会・協会： 㻭CM SI㻳㻳R㻭P㻴，報ฎ⌮学会㻘 䜰䝆䜰 

デ䝆タル䜰ート㻒デ䝄イン学会㻘 芸術工学会

研究分野

㼤R（VR㻛㻭R㻛MR）技術を用した、⌧ᐇと௬を融合さ䛫た報ᥦ♧ἲの研究、また䛭の応用表⌧ 

動ⓗ䝥ロ䝆䜵クシ䝵ンマッ䝢ン䜾技術の応用

キーワード

㼤R（VR㻛㻭R㻛MR）、動ⓗ䝥ロ䝆䜵クシ䝵ンマッ䝢ン䜾、メデ䜱䜰䜰ート 

研究概要

VR、㻭R、MR な䛹の 㼤R 技術を用いて、௬⎔ቃと⌧ᐇ⎔ቃを融合さ䛫た報ᥦ♧ἲの検ドと開発を⾜いま

す。また䛭れ䜙の䡔R 技術を用いた応用表⌧や、ᐇ用ⓗなコンテン䝒の制సを⾜います。さ䜙に、動ⓗ䝥ロ䝆

䜵クシ䝵ンマッ䝢ン䜾䛿 㻭R の୍✀であり、動く物体にᑐして㏣ᚑしてᫎീをᢞᙳする䜒のです。⌧ᐇにᢞᙳし

〄║で体㦂できること䛛䜙大きな⌧ᐇឤやイン䝟クトを⏕みฟ䛫ます。この技術の応用䜒ྍ能です。

研究シーズ、テーマの内容

㻔㻝㻕ᕤ業〇ရ➼の 㼂㻾 ᒎ♧会シ䝇テ䝮のᵓ⠏ 

㔜く、ᣢ䛱㐠びが㞴しい工業〇ရ➼を、䝴ー䝄が VR ✵㛫ୖで㜀ぴ・体㦂ྍ能なコンテン䝒の制సを⾜いま

す。䛭れにక䛖、௬⎔ቃ㻛〇ရとの新つ性のあるインタラクシ䝵ンや有用性の検ド、䝴ー䝄の㌟体を䛹䛖ᥦ♧

する䛛といった部ศが研究㡿ᇦになります。ᕥの⏬ീ䛿、工業〇ရを VR ୖで㜀ぴするシステムのです。 

㻔㻞㻕㼤㻾 技術、動ⓗ䝥䝻ジ䜵䜽シ䝵䞁マッ䝢䞁䜾䛻䜘䜛䝀ー䝮➼の䜶䞁䝍ーテ䜲メ䞁䝖応用 

ୖグ技術を用いた、୍⯡へྥけた新つ性のあるエンターテイメントコンテン䝒を制సします。これまでにない

表⌧技術の検ドと開発をྵみます。ྑの⏬ീ䛿、ⲡส䠇㡢䝀ーとい䛖テーマで制సした VR 䝀ームです。 

ᕤ⸨研究ᐊ 㻴㻼        㼂㻾 ᒎ♧会シ䝇テ䝮           㼂㻾 ⲡส䝀ー䝮䛂ⲡสのล䛃 

研究業績（著書・論文・その他の活動）

1. 䇿IN-NO-CENCE䇿 㻘 2022 L㼡men Prize Longli㼟㼠㻘 2021 䜰䝆䜰デ䝆タル䜰ート大㈹ᒎ ඃ秀㈹ 

2. 䇿㻲IRE-ne㼠-㼃OR㻷S䇿 㻘 報ฎ⌮学会 2022 ᒣୗグᛕ研究㈹㻘 報ฎ⌮学会 ➨ 30 ᅇ DCC ඃ秀㈹ 

3. 䇿T㼔e Simple 㻲orm㼡la䇿 㻘 201㻢 䜰䝆䜰デ䝆タル䜰ート大㈹ᒎ 㻲㼁㻷㼁O㻷㻭 

   インタラクテ䜱䝤䜰ート部㛛大㈹䠋⥲ົ大⮧㈹ 

4. ➨ 23 ᅇ⚟ᒸ┴ᩥ化㈹、 ዡບ部㛛ཷ㈹

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へ

（≉チ） 

・䇿ᢞᙳ⏬ീ⏕成装置、ᢞᙳ⏬ീ⏕成᪉ἲおよびᢞ

ᙳ⏬ീ⏕成䝥ロ䜾ラム䇿（2018㻛4㻛13 Ⓩ㘓） 

・䇿形≧検ฟ装置、形≧検ฟ᪉ἲ、及び䝥ロ䜾ラ

ム䇿(2018㻛11㻛9 Ⓩ㘓) 

㻖ୖグ䠎䛴の≉チ䛿 NTT 䝃ー䝡スエ䝪リ䝳ーシ䝵ン研

究所とのඹྠ研究の成ᯝ物です 

・ᰴ式会♫⟃Ỉ C㻭N㼅COM 䛛䜙 VR コンテン䝒制స

のཷク研究(2019-2020)              ➼ 

VR や動ⓗ䝥ロ䝆䜵クシ䝵ンマッ䝢ン䜾だけでなく、リ䜰

ルタイムな 3DC㻳 を用いたコンテン䝒㡿ᇦであれば、

ᖜᗈくᑐ応できる䛛とᛮいます。 

提供可能な設備機器

VR 㻴MD(㻴TC Vi㼢e 㻲oc㼡㼟3)、高精ᗘ䝰ーシ䝵ン䜻䝱䝥チ䝱装置(㻷e㼟㼠rel-4200)、な䛹。ご相談ୗさい  
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氏名： ㊊❧ ᗣᚿ （あだ䛱 やすし）

所属： 報䝛ット䝽ーク工学科

職名： 教授

所属学会・協会： 報ฎ⌮学会，日本ロ䝪ット学会， 

計測制御学会

研究分野

ロ䝪ットや⛣動体における、自ᚊ動స、自動動సᡭ㡰⏕成、㐲㝸᧯సに関する研究 

3 次ඖデータのグ㏙とᐇ装ᡭἲに䛴いて 

キーワード

ロ䝪テ䜱クス、▱㆑工学、計⟬ᗄఱ学、䝪ク䝉ル 㻲EM、３D 䝥リンタ 

研究概要

部ရ属性を利用した組み❧てᡭ㡰の自動⏕成、C㻭D 部ရの⾪✺ุ定による組❧ྍ能性と組❧⤒㊰のゎ

ᯒ、3㻢0 ᗘ動⏬を用いた学⩦教材のᐇ装と試స、３D 䝥リンタによるイン䝗䜰䝥レーン用䝥ロ䝨ラの試సと計測 

研究シーズ、テーマの内容

(1)C㻭D 部ရの⾪✺ุ定による組❧ྍ能性と組❧⤒㊰のゎᯒ

組み❧て〇ရのྛ部ရ䛿 C㻭D な䛹でタ計されますが、ロ䝪ットや自動組み❧て機械による組❧ᡭ㡰や組❧

⤒㊰䛿タ計⪅やライン技術⪅の⤒㦂によってゎỴされています。この部ศを䝰デル化することでタ計ẁ㝵䛛

䜙ᡭ㡰の評価検ドをྍ能にし、自動化やຠ⋡化をྍ能にします。 

(2)3㻢0 ᗘ動⏬を用いた学⩦教材のᐇ装と試స（㼁ni㼠㼥 と 㻴TC Vi㼢e でのᐇ装）

 ኳ⌫動⏬とい䜟れる 3㻢0 ᗘ動⏬のᙳにおいてᡭ軽なデ䝆タルカメラ形式の 3㻢0 ᗘカメラが」ᩘのメー

カー䛛䜙発されるよ䛖になりました。⌧ᅾ、ឤᰁၥ㢟な䛹で講⩏を㐲㝸で⾜䛖ことをవなくされており、

VR 技術、3㻢0 ᗘ動⏬な䛹がὀ┠を㞟䜑ています。ᖹ教⫱のᇶ♏㈨料の Naga㼟a㼗i 㻭rc㼔i㼢e にᑐして 㻭R イ

ンタフ䜵ースをᐇ装し、⌧ᅾの 3㻢0 ᗘ動⏬とグ㘓にṧる㐣ཤのᫎീを㔜␚さ䛫たがあり、観評価におい

て䛿自ศで᧯సできること、ἐධឤ、⮫ሙឤの評価が高くなっていました。௨ୖのこと䛛䜙 VR、3㻢0 ᗘ動⏬、

㻭R がᣢ䛴ἐධឤ、⮫ሙឤに加えて動きᅇれるインター䜰クテ䜱䝤のຠᯝにᑐする研究を⾜っています。 

(3)３D 䝥リンタによるイン䝗䜰䝥レーン用䝥ロ䝨ラの試సと計測

本学科でᐇしている高ᰯ⏕ྥきのイン䝗䜰䝥レーンコンテスト䛿電気ᅇ㊰、電子ᅇ㊰、䝋フトウエ䜰、機体

タ計とᖜᗈい学⩦ຠᯝをᮇᚅできるテーマですが、㔜せなせ⣲の䝥ロ䝨ラに䛴いて䛿あまりタ計〇సのవ

ᆅがありま䛫んでした。䛭こで発ᒎし、Ᏻ価でᡭがᒆくよ䛖になってきた３D 䝥リンタによる䝥ロ䝨ラ試సを

⾜い、大きさや形≧、速ᗘな䛹の計測と、制స学⩦の教⫱ຠᯝをㄪ䜉ています。

研究業績（著書・論文・その他の活動）

1.C㻭D 部ရの⾪✺ุ定による組❧ྍ能性と組❧⤒㊰のゎᯒ 

2.⾪✺検ฟによる組❧⤒㊰⏕成とྍど化䝋フトウ䜵䜰の試స 

3.光㐀形᪉式（MLS㻭）３D 䝥リンタによるイン䝗䜰䝥レーン用䝥ロ䝨ラの試సと計測

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

なし ≉Ṧなデータ䝰デルや、自動化のた䜑の⾜動䝰デ

ルのస成と、䛭れ䜙を用いた計⟬機による᥈⣴ၥ㢟

のฎ⌮に関連する研究をとしています。 

提供可能な設備機器

なし 
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氏名： ụ⏣ 雄୍㑻 （いけだ 䜖䛖い䛱䜝䛖）

所属： 報䝛ット䝽ーク工学科

職名： ≉௵ຓ教

所属学会・協会：

研究分野

デ䝆タルコンテン䝒 

キーワード

デ䝆タルコンテン䝒、䝀ーム、C㻳 

研究概要

⌧ᐇで䛿ྍ能であるが、䠟㻳 ✵㛫ୖであればᐇ⌧できること䛿ከくᏑᅾします。  

えば、䇿㛫を᧯りたい䇿 䇾✵を㣕びたい䇿な䛹の体㦂䛿⌧ᐇで䛿ྍ能です。 

し䛛し、䠟䠣✵㛫ୖで䛿体㦂することができます。 

⚾の研究で䛿䛭䛖いった䛂⌧ᐇで䛿ྍ能な体㦂䛃といったテーマの䜒と研究・開発を⾜っております。 

研究シーズ、テーマの内容

・ 㛫᧯సయ㦂の䝕ジ䝍䝹䜰ー䝖సရの㛤Ⓨ 

⌧実䛷䛿可能な㛫᧯స䜢ఝⓗ䛻య㦂䛷䛝䜛䝕ジ䝍䝹సရ䛷䛩䚹 

⌧実✵㛫ୖ䛻Ꮡᅾ䛩䜛ィᆺの䝕䝞䜲䝇䜢᧯స䛩䜛䛣䛸䛷 㻯㻳 ✵㛫ୖの㛫䜢㐍䜑䛯䜚、ᕳ䛝ᡠ䛧䛯䜚 

䛩䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜎䛩䚹 㻿㻲 సရなど䛷䛿㛫䜢᧯స䛩䜛䜘䛖なసရ䛿ከ䛟Ꮡᅾ䛧䜎䛩䛜、㻝㻜㻜 ᖺ௨ୖ๓䛛䜙 

㛫᧯స䛻㛵䛩䜛సရ䛜☜ㄆ䛥䜜䛶䛔䜎䛩䚹 そ䛖䛔䛳䛯ព䛷䛿、ே䛿㛫᧯స䛻ᑐ䛧䛶୍ᐃの䜜䜢  

䜒䛳䛶䛔䜛䛸⪃䛘䜙䜜䜎䛩䚹 

ᮏ研究䛿そ䛖䛔䛳䛯䛂ே㛫の㛫᧯స䛻ᑐ䛩䜛⯆䛃䜢䛛䛝䛯䛶䜛䝕ジ䝍䝹䜰ー䝖సရ䛸な䜚䜎䛩䚹 

研究業績（著書・論文・その他の活動） 

2020 ᖺᗘ 久留米工業大学研究報告 No43  p127䡚13㻢 

➨ 㻢 ᅇ 㻭㼐a㼐a 㻶apan 学術大会 学⏕ዡບ㈹  

Ⲉᇛデ䝆タルコンテン䝒䝋フトウ䜵䜰大㈹ 2019 ዡບ㈹  

ᕞデ䝆タルクリエイターコンテスト 2020 ධ㑅  

あ䛭䜉る㻍㻍デ䝆タル䜰ートᒎ㻍㻍 2019 

SPIR㻭L INDEPENDENT CRE㻭TORS 㻲ESTIV㻭L 20  

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

研究の䜋䛛に学⏕の制స活動のᣦ導な䛹を⾜って

おります。㏆ᖺ䛿ᆅᇦㄢ㢟ゎỴを┠ⓗとしたコンテン

䝒開発な䛹のᣦ導を⾜っております。報䝛ット䝽ー

ク工学科の学⏕の制సや開発に⯆味がある㝿䛿⚾

までご連⤡ください。 

提供可能な設備機器（名称・ᆺ␒䛂メー䜹ー名䛃） 

氏名： 㤿ሙ 㝯ᐶ （ばば た䛛ひ䜝）

所属： 報䝛ット䝽ーク工学科

職名： 教授

所属学会・協会： （報ฎ⌮学会）

研究分野

メンタル䝦ルス␗ᖖ検▱ 

キーワード

テ䜻ストศ㢮、䝟ターンㄆ㆑、機械学⩦、データ䝃イエンス 

研究概要

機械学⩦を用いて、ᵝ䚻なデータ䛛䜙表面ⓗに䛿䜟䛛䜙ない報をᢳฟする研究を⾜ってきました。≉にຊ

をධれているのが、メンタル䝦ルス␗ᖖ検▱であり、SNS のコメントを用してメンタルに␗ᖖがある䛛䛹䛖䛛

ุ定する組みを開発しました。 

研究シーズ、テーマの内容

(1) ▷いテ䜻スト䛛䜙のメンタル䝦ルス␗ᖖの᥎定 

T㼣i㼠㼠er な䛹の▷いテ䜻スト䛛䜙のメンタル䝦ルス␗ᖖの᥎定を⾜っています。メンタル䝦ルス␗ᖖが

あるሙ合、ពᅗ䛫䛪と䜒᭩き᪉に≉ᚩが⌧れることが䜟䛛っており、䛭の≉ᚩを用いることで᥎定を

⾜います。 

(2) ライフロ䜾を活用したメンタル䝦ルス␗ᖖの᥎定 

㻭pple 㼣a㼠c㼔 な䛹のウ䜵䜰ラ䝤ルデバイスで䛿、日ᖖのᵝ䚻な⾜動データを取得することがྍ能で

す。䛭のデータにᑐして、機械学⩦を適用することで、日ᖖの⏕活のኚ化䛛䜙メンタル䝦ルス␗ᖖが

᥎定できるよ䛖になり、᪩ᮇ発見に䛴ながると⪃えています。

研究業績（著書・論文・その他の活動）

㼇1㼉 Ta㼗a㼔iro 㻮a㼎a㻘 㻷en㼟㼡㼗e 㻮a㼎a㻘 Dai㼟㼡㼗e I㼗e㼐a㻘 䇾Pre㼐ic㼠ing 㻭㼡㼠㼔or䇻㼟 Na㼠i㼢e Lang㼡age 㼁㼟ing 㻭㼎㼟㼠rac㼠㼟 o㼒 

Sc㼔olarl㼥 Paper㼟㻘䇿 㻲o㼡n㼐a㼠ion㼟 o㼒 In㼠elligen㼠 S㼥㼟㼠em㼟㻘 Vol. 11177㻘 pp. 448 - 453㻘 2018.  

㼇2㼉 Ta㼗a㼔iro 㻮a㼎a㻘 㻷en㼟㼡㼗e 㻮a㼎a㻘 䇾Ci㼠a㼠ion Co㼡n㼠 Pre㼐ic㼠ion 㼁㼟ing Non-㼠ec㼔nical Term㼟 in 㻭㼎㼟㼠rac㼠㼟㻘䇿 

Comp㼡㼠a㼠ional Science an㼐 I㼠㼟 㻭pplica㼠ion㼟 䇵 ICCS㻭 2018㻘 Vol. 109㻢0㻘 pp. 3㻢㻢 - 375㻘 2018.  

㼇3㼉 Ta㼗a㼔iro 㻮a㼎a㻘 㻷en㼟㼡㼗e 㻮a㼎a㻘 Dai㼟㼡㼗e I㼗e㼐a㻘 䇾Ci㼠a㼠ion Co㼡n㼠 Pre㼐ic㼠ion 㼡㼟ing 㻭㼎㼟㼠rac㼠㼟㻘䇿 㻶o㼡rnal o㼒 

㼃e㼎 Engineering Vol. 18 (1)㻘 pp. 207 - 228㻘 2019. 

㼇4㼉 Ta㼗a㼔iro 㻮a㼎a㻘 㻷en㼟㼡㼗e 㻮a㼎a㻘 Dai㼟㼡㼗e I㼗e㼐a㻘 䇾De㼠ec㼠ing Men㼠al 㻴eal㼠㼔 Illne㼟㼟 㼁㼟ing S㼔or㼠 Commen㼠㼟㻘䇿 

㻭㼐㼢ance㼐 In㼒orma㼠ion Ne㼠㼣or㼗ing an㼐 㻭pplica㼠ion㼟㻘 Vol. 92㻢㻘 pp. 2㻢5 - 281㻘 2020. 

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

ᰴ式会♫ココ䜸ルとඹྠで、メンタル䝦ルス␗ᖖ検

▱を⾜䛖組みの開発を⾜った。 

ᵝ䚻なデータを機械学⩦に応用した研究を⾜ってい

ます。データ䝃イエンス、機械学⩦をᑓ㛛としており

ます。 

提供可能な設備機器（名称・ᆺ␒䛂メー䜹ー名䛃） 
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氏名： ụ⏣ 雄୍㑻 （いけだ 䜖䛖い䛱䜝䛖）

所属： 報䝛ット䝽ーク工学科

職名： ≉௵ຓ教

所属学会・協会：

研究分野

デ䝆タルコンテン䝒 

キーワード

デ䝆タルコンテン䝒、䝀ーム、C㻳 

研究概要

⌧ᐇで䛿ྍ能であるが、䠟㻳 ✵㛫ୖであればᐇ⌧できること䛿ከくᏑᅾします。  

えば、䇿㛫を᧯りたい䇿 䇾✵を㣕びたい䇿な䛹の体㦂䛿⌧ᐇで䛿ྍ能です。 

し䛛し、䠟䠣✵㛫ୖで䛿体㦂することができます。 

⚾の研究で䛿䛭䛖いった䛂⌧ᐇで䛿ྍ能な体㦂䛃といったテーマの䜒と研究・開発を⾜っております。 

研究シーズ、テーマの内容

・ 㛫᧯సయ㦂の䝕ジ䝍䝹䜰ー䝖సရの㛤Ⓨ 

⌧実䛷䛿可能な㛫᧯స䜢ఝⓗ䛻య㦂䛷䛝䜛䝕ジ䝍䝹సရ䛷䛩䚹 

⌧実✵㛫ୖ䛻Ꮡᅾ䛩䜛ィᆺの䝕䝞䜲䝇䜢᧯స䛩䜛䛣䛸䛷 㻯㻳 ✵㛫ୖの㛫䜢㐍䜑䛯䜚、ᕳ䛝ᡠ䛧䛯䜚 

䛩䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜎䛩䚹 㻿㻲 సရなど䛷䛿㛫䜢᧯స䛩䜛䜘䛖なసရ䛿ከ䛟Ꮡᅾ䛧䜎䛩䛜、㻝㻜㻜 ᖺ௨ୖ๓䛛䜙 

㛫᧯స䛻㛵䛩䜛సရ䛜☜ㄆ䛥䜜䛶䛔䜎䛩䚹 そ䛖䛔䛳䛯ព䛷䛿、ே䛿㛫᧯స䛻ᑐ䛧䛶୍ᐃの䜜䜢  

䜒䛳䛶䛔䜛䛸⪃䛘䜙䜜䜎䛩䚹 

ᮏ研究䛿そ䛖䛔䛳䛯䛂ே㛫の㛫᧯స䛻ᑐ䛩䜛⯆䛃䜢䛛䛝䛯䛶䜛䝕ジ䝍䝹䜰ー䝖సရ䛸な䜚䜎䛩䚹 

研究業績（著書・論文・その他の活動） 

2020 ᖺᗘ 久留米工業大学研究報告 No43  p127䡚13㻢 

➨ 㻢 ᅇ 㻭㼐a㼐a 㻶apan 学術大会 学⏕ዡບ㈹  

Ⲉᇛデ䝆タルコンテン䝒䝋フトウ䜵䜰大㈹ 2019 ዡບ㈹  

ᕞデ䝆タルクリエイターコンテスト 2020 ධ㑅  

あ䛭䜉る㻍㻍デ䝆タル䜰ートᒎ㻍㻍 2019 

SPIR㻭L INDEPENDENT CRE㻭TORS 㻲ESTIV㻭L 20  

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

研究の䜋䛛に学⏕の制స活動のᣦ導な䛹を⾜って

おります。㏆ᖺ䛿ᆅᇦㄢ㢟ゎỴを┠ⓗとしたコンテン

䝒開発な䛹のᣦ導を⾜っております。報䝛ット䝽ー

ク工学科の学⏕の制సや開発に⯆味がある㝿䛿⚾

までご連⤡ください。 

提供可能な設備機器（名称・ᆺ␒䛂メー䜹ー名䛃） 
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氏名： ୰ᮧ ᩥᙪ （な䛛䜐䜙 䜅みひこ）

所属： 教⫱創㐀工学科

職名： 教授

所属学会・協会： 日本物⌮学会

研究分野

①物性物⌮学（ᙉ相関電子⣔物質） 

②⌮科教⫱（ICT、䜰クテ䜱䝤ラー䝙ン䜾教⫱をྵ䜐）

キーワード

①ᙉ相関電子⣔㓟化物、㠀⥺形ຠᯝ、⇕測定、電気測定、低 、②物⌮教⫱、物⌮ᐇ㦂、 ICT 

研究概要

①ᙉ相関電子⣔㓟化物にᅽຊ、☢ሙ、 ᗘ、電ሙを加えたときに⌧れる新ወ㔞子相㌿⛣⌧㇟（超伝導、☢

性、金属㌿⛣な䛹）の᥈⣴と䛭のᐇ用化の研究 ②小・୰・高ᰯ⏕をᑐ㇟としたឤをった⌮科授業（低 

の䜅し䛞）と䛭のຠᯝの研究

研究シーズ、テーマの内容

(1)䝰ット⤯⦕体の金属化に関する研究䠖 

㏻ᖖ、⤯⦕体を金属化するに䛿ᩘ༓䝪ルトの電ሙを加えるᚲせがあります。これにᑐし、䝰ット⤯⦕体のルテ

䝙ウム㓟化物䛿、ᐊ で電ụ䠍ಶの半ศ⛬ᗘの電ᅽを加えるだけで、大きく⤖ᬗが⦰み（ᵓ㐀㌿⛣）をక

って金属化します。この⌧㇟䛿、ᅜ㝿半導体技術ロー䝗マッ䝥 2013 ᖺ∧に新しいメ䝰リ・デバイス䇾䝰ットメ䝰

リ䇿のひと䛴として⤂されました。ᚋ、䛭のメカ䝙ズムゎ᫂とと䜒に┬エ䝛メ䝰リや䝉ン䝃、㡢Ἴ発ಙჾな䛹

の電子⣲子へ応用されることがᮇᚅされています。 

(2)⌮科教⫱ἲの研究と学ᰯ教⫱のᨭ䠖 

䇾䜅し䛞䇿をឤで体㦂できるᐇ㦂授業を小学ᰯ（高学ᖺ）䡚高ᰯでᐇ。䛭のた䜑にᚲせな、䜅し䛞をឤ

で体㦂できるᐇ㦂⌮科の教材を開発しています。また、報機ჾ（ICT）を利用した授業と、ឤをった体

㦂型ᐇ㦂を融合した授業の教材開発を⾜っています。

研究業績（著書・論文・その他の活動）

1.Elec㼠ric-㼒iel㼐-in㼐㼡ce㼐 me㼠al main㼠aine㼐 㼎㼥 c㼡rren㼠 o㼒 㼠㼔e Mo㼠㼠 in㼟㼡la㼠or Ca2R㼡O4

㻲. Na㼗am㼡ra㻘 M. Sa㼗a㼗i㻘 㼅. 㼅amana㼗a㻘 S. Tamar㼡㻘 T. S㼡z㼡㼗i an㼐 㼅. Maeno㻘 Scien㼠i㼒ic Repor㼠㼟 (Na㼠㼡re 

P㼡㼎li㼟㼔ing 㻳ro㼡p) 3㻘 253㻢㻧 DOI㻦10.1038㻛㼟rep0253㻢 (2013). 

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

（≉チ）➨䠑䠑䠒䠕䠔３䠒ྕ 

䝨ロ䝤スカイト型㓟化物の相㌿⛣ㄏ㉳᪉ἲ、電子機

能⣲子材料として用い䜙れる䝨ロ䝤スカイト型㓟化物

及び䝨ロ䝤スカイト型㓟化物を用いた電子機能⣲子

及び電子装置 

ᛮ㆟をᐇ体㦂する授業を学ᰯ（小学ᰯ䡚高ᰯ）➼

で⾜っています。⌮科（物⌮⣔）授業や教ဨへのᨭ

を⾜っています。 

提供可能な設備機器

なし

氏名： 金 ᨻᏹ （䛛ない まさひ䜝）

所属： 教⫱創㐀工学科

職名： 教授

所属学会・協会： 日本ᩘ学会

研究分野

ᩘ⌮物⌮ 

キーワード

㏻ὶ、㠀ᖹ⾮⣔の物⌮、ྍ✚ศ⣔

研究概要

えば㌴のよ䛖に、自ᕫ㥑動する粒子のከ体⣔である㏻ὶをᩘ⌮ⓗに研究しています。微ศ᪉⛬式、☜

⋡㐣⛬、䝉ル䜸ートマトンな䛹による䝰デル化とシミ䝳レーシ䝵ンがな研究ᡭἲで、㏻ὶ୍⯡にᗈくみ䜙

れる発⏕のヲ細なメカ䝙ズムのゎ᫂に取り組んでいます。 

研究シーズ、テーマの内容

㏻ὶのᩘ⌮ⓗ研究のศ㔝でᇶ本䝰デルとしてᗈく研究されている、䛂᭱適速ᗘ䝰デル䛃 
𝑑𝑑𝑑𝑑�
𝑑𝑑𝑑𝑑 � 𝑎𝑎���ℎ�� � 𝑑𝑑��

に䛴いてᩘ⌮ⓗな研究を⾜っています。ここで、𝑑𝑑䛿㛫、𝑑𝑑�䛿速ᗘ、𝑎𝑎䛿反応の速さを表す䝟ラメータ、䛭し

て、��ℎ�䛿㌴㛫㊥㞳 䉨 にᑐして᭱適な速ᗘを㏉す関ᩘで、᭱適速ᗘ関ᩘとばれる。したがって、この微ศ

᪉⛬式䛿 

加速ᗘ 㻩 反応ᗘ䝟ラメータ ( ᭱適な速ᗘ 䇵 ⌧ᅾの速ᗘ ) 

とい䛖形になっていて、ண䜑Ỵ䜑䜙れた᭱適速ᗘと⌧ᅾの速ᗘをẚ䜉て、速ければῶ速を、㐜ければ加速を

⾜䛖とい䛖䝰デルを表⌧しています。これ䛿、ᴟ䜑てᙜ↛な௬定をシン䝥ルな式で表した䜒のでありますが、

㏻ὶの本質を✺いた䝰デルと⪃え䜙れています。⚾䛿、この䝰デルをฟ発点として、㏻ὶ体の䝰デル化

を㐍䜑、 

(1)☜⋡䝰デルにᣑᙇした☜⋡᭱適速ᗘ䝰デルの開発 

(2)䝉ル䜸ートマトン∧にあたる、超㞳ᩓ᭱適速ᗘ䝰デルの開発 

(3)やや≉ูなሙ合で䛿あるが、ཝ密ゎのᵓ成 

な䛹を⾜ってきました。ᚋ䛿、௨ୖの研究で得䜙れた⤒㦂と▱見を活䛛しての⦆に㈉⊩したいと⪃

えています。 

研究業績（著書・論文・その他の活動）

1.M. 㻷anai㻘 Realiza㼠ion o㼒 㼠㼔e Open-㻮o㼡n㼐ar㼥 To㼠all㼥 㻭㼟㼥mme㼠ric Simple E㼤cl㼡㼟ion Proce㼟㼟 on a Ring㻘 㻶. 

S㼠a㼠. P㼔㼥㼟. 157 (2014) 282-294. 

2.ᯇᐙᩗ、金ᨻᏹ、䛂㛫㐜れを䜒䛴㏻ὶ䝰デルの㞳ᩓ化及び超㞳ᩓ化䛃、➨ 20 ᅇ㏻ὶのシミ䝳

レーシ䝵ンシン䝫䝆ウムㄽᩥ㞟，2014，pp. 55--58. 

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

なし ㌴とい䛖ミクロなシステムの制御と、とい䛖マクロな

⌧㇟のメカ䝙ズムの㛫の関ಀに⯆味をᣢっていま

す。 

提供可能な設備機器

なし
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氏名： ୰ᮧ ᩥᙪ （な䛛䜐䜙 䜅みひこ）

所属： 教⫱創㐀工学科

職名： 教授

所属学会・協会： 日本物⌮学会

研究分野

①物性物⌮学（ᙉ相関電子⣔物質） 

②⌮科教⫱（ICT、䜰クテ䜱䝤ラー䝙ン䜾教⫱をྵ䜐）

キーワード

①ᙉ相関電子⣔㓟化物、㠀⥺形ຠᯝ、⇕測定、電気測定、低 、②物⌮教⫱、物⌮ᐇ㦂、 ICT 

研究概要

①ᙉ相関電子⣔㓟化物にᅽຊ、☢ሙ、 ᗘ、電ሙを加えたときに⌧れる新ወ㔞子相㌿⛣⌧㇟（超伝導、☢

性、金属㌿⛣な䛹）の᥈⣴と䛭のᐇ用化の研究 ②小・୰・高ᰯ⏕をᑐ㇟としたឤをった⌮科授業（低 

の䜅し䛞）と䛭のຠᯝの研究

研究シーズ、テーマの内容

(1)䝰ット⤯⦕体の金属化に関する研究䠖 

㏻ᖖ、⤯⦕体を金属化するに䛿ᩘ༓䝪ルトの電ሙを加えるᚲせがあります。これにᑐし、䝰ット⤯⦕体のルテ

䝙ウム㓟化物䛿、ᐊ で電ụ䠍ಶの半ศ⛬ᗘの電ᅽを加えるだけで、大きく⤖ᬗが⦰み（ᵓ㐀㌿⛣）をక

って金属化します。この⌧㇟䛿、ᅜ㝿半導体技術ロー䝗マッ䝥 2013 ᖺ∧に新しいメ䝰リ・デバイス䇾䝰ットメ䝰

リ䇿のひと䛴として⤂されました。ᚋ、䛭のメカ䝙ズムゎ᫂とと䜒に┬エ䝛メ䝰リや䝉ン䝃、㡢Ἴ発ಙჾな䛹

の電子⣲子へ応用されることがᮇᚅされています。 

(2)⌮科教⫱ἲの研究と学ᰯ教⫱のᨭ䠖 

䇾䜅し䛞䇿をឤで体㦂できるᐇ㦂授業を小学ᰯ（高学ᖺ）䡚高ᰯでᐇ。䛭のた䜑にᚲせな、䜅し䛞をឤ

で体㦂できるᐇ㦂⌮科の教材を開発しています。また、報機ჾ（ICT）を利用した授業と、ឤをった体

㦂型ᐇ㦂を融合した授業の教材開発を⾜っています。

研究業績（著書・論文・その他の活動）

1.Elec㼠ric-㼒iel㼐-in㼐㼡ce㼐 me㼠al main㼠aine㼐 㼎㼥 c㼡rren㼠 o㼒 㼠㼔e Mo㼠㼠 in㼟㼡la㼠or Ca2R㼡O4

㻲. Na㼗am㼡ra㻘 M. Sa㼗a㼗i㻘 㼅. 㼅amana㼗a㻘 S. Tamar㼡㻘 T. S㼡z㼡㼗i an㼐 㼅. Maeno㻘 Scien㼠i㼒ic Repor㼠㼟 (Na㼠㼡re 

P㼡㼎li㼟㼔ing 㻳ro㼡p) 3㻘 253㻢㻧 DOI㻦10.1038㻛㼟rep0253㻢 (2013). 

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

（≉チ）➨䠑䠑䠒䠕䠔３䠒ྕ 

䝨ロ䝤スカイト型㓟化物の相㌿⛣ㄏ㉳᪉ἲ、電子機

能⣲子材料として用い䜙れる䝨ロ䝤スカイト型㓟化物

及び䝨ロ䝤スカイト型㓟化物を用いた電子機能⣲子

及び電子装置 

ᛮ㆟をᐇ体㦂する授業を学ᰯ（小学ᰯ䡚高ᰯ）➼

で⾜っています。⌮科（物⌮⣔）授業や教ဨへのᨭ

を⾜っています。 

提供可能な設備機器

なし
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氏名： 㔝 ᫂ὒ （いの あきひ䜝）

所属： 教⫱創㐀工学科

職名： 教授

所属学会・協会： 日本物⌮学会，日本ᨺᑕ光学会， 

高 超伝導フォーラム

研究分野

物性物⌮学、固体光電子ศ光 

キーワード

ᙉ相関物質、 超伝導物質、 固体の電子ᵓ㐀、 シンクロトロンᨺᑕ光、 ⣸外⥺レー䝄ー 

研究概要

シンクロトロンᨺᑕ光や⣸外⥺レー䝄ーを用いた高ศゎ能光電子ศ光ἲにより、ᙉ相関物質や超伝導物質

の電子ᵓ㐀を┤᥋ⓗに観測し、≉␗な物性が発⌧するしくみのゎ᫂に取り組んでいます。

研究シーズ、テーマの内容

物性物⌮学䛿、電気、☢気、光、⇕な䛹にᑐして物体が䛹のよ䛖な性質を♧す䛛をゎき᫂䛛し、䛭の制御の᪉

ἲを᥈ることで、♫会の発ᒎに㈉⊩してきました。 えば、電気ᢠによるエ䝛ル䜼ーᦆኻが䝊ロになる超

伝導⌧㇟䛿、ᇶ♏䛛䜙ᐇ用化におよぶከくの研究⪅の⯆味をᘬき䛴けています。 これ䜙の物性䛿に電子

がᢸっていますが、ᐇ㝿に関しているの䛿≉定のエ䝛ル䜼ーと㐠動㔞を䜒䛴電子だけに㝈䜙れていて、䛭

の合䛿価電子体の䜟䛪䛛䠍䠂⛬ᗘです。  

物性の㘽をᥱる電子の≧ែをゎ᫂するた䜑に、ゅᗘศゎ光電子ศ光ἲを用いて、物質୰の電子のエ䝛ル䜼

ーと㐠動㔞をศゎして、┤᥋ⓗに観測します。 ບ㉳光光※として高㍤ᗘシンクロトロンᨺᑕ光や⣸外⥺レー

䝄ーを利用することで、より高いศゎ能で電子ᵓ㐀を観測し、ᙉ相関物質や超伝導物質物質で≉␗な物性

が発⌧するしくみのゎ᫂に取り組んでいます。

研究業績（著書・論文・その他の活動）

1.  㻭. Ino e㼠 al.㻘 䇾Direc㼠 o㼎㼟er㼢a㼠ion o㼒 㼠㼔e elec㼠ronic 㼟㼠r㼡c㼠㼡re o㼒 㼠㼔e la㼥ere㼐 p㼔o㼟p㼔i㼐e 㼟㼡percon㼐㼡c㼠or 

㼆rP2-㼤Se㼤䇿㻘  P㼔㼥㼟ical Re㼢ie㼣 㻮 105㻘 195111 (2022). 

2.  㻭. Ino e㼠 al.㻘 䇾Doping 㼐epen㼐ence o㼒 lo㼣-energ㼥 㼝㼡a㼟ipar㼠icle e㼤ci㼠a㼠ion㼟 in 㼟㼡percon㼐㼡c㼠ing 㻮i2212䇿㻘 

Nano㼟cale Re㼟earc㼔 Le㼠㼠er㼟 8㻘 515 (2013).

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

なし 物質୰の電子の速ᗘ、有ຠ質㔞、ᑑ、半導体の䜼

䝱ッ䝥や超伝導䜼䝱ッ䝥な䛹を、ᐇ㦂ⓗにỴ定しま

す。

提供可能な設備機器

なし

氏名： ฟ 純ဢ （いで 䛨䜕んや）

所属： 教⫱創㐀工学科

職名： 教授

所属学会・協会： 日本⌮科教⫱学会，日本⏕ែ学会

研究分野

⌮科教材開発、⏕ែ学、⎔ቃ学

キーワード

⏕物学教⫱、⎔ቃ教⫱、᪻、᳃ᯘ⏕ែ⣔、ⲡᆅ⏕ែ⣔ 

研究概要

小学ᰯ・୰学ᰯ・高➼学ᰯでえる⌮科教材の開発を⾜っています。≉に⏕物学や⎔ቃ教⫱ศ㔝をᑐ㇟に

しています。また、ᇶ♏研究として᪻と᳜物の㛫の相స用⣔のゎᯒや᪻の体 と⾜動の関ಀの研究

を㐍䜑ています。 

研究シーズ、テーマの内容

(1)」㞧で⌮ゎが㞴しい⏕ែ⌧㇟をどぬⓗに表⌧する教材を開発していま

す。୍として、㠀ᖖに㛗い㛫の䛛䛛る᳜⏕㑄⛣を、✵୰┿を用いて

ᐇឤをకって⌮ゎできる教材を開発しました。 

(2)ඣ❺⏕ᚐの科学や自↛への⯆味・関ᚰを高䜑るた䜑、子䛹䜒ྥけබ開講

ᗙやฟ๓授業を⾜っています（ྑᅗ䠖䝡䜸トー䝥での自↛観ᐹ会）。 

(3)ᇶ♏研究として⾜っている᪻の体 の研究や᪻の㣗ⲡ㑅ᢥの研究

䛿高ᰯ⌮ᩘ科やスー䝟ー䝃イエンスハイスクール（SS㻴）のㄢ㢟研究として活用できます。

研究業績（著書・論文・その他の活動）

1. ฟ純ဢ（2023）㐲㝸会㆟システムを利用したᶍᨃ授業での学⏕の授業観ᐹど点䠖テ䜻ストマイ䝙ン䜾に

よる䛂授業評価⚊䛃のศᯒ. 久留米工業大学研究報告 45㻦 101-107.  

2. I㼐e㻘 㻶.-㼅. (2022) 㼃㼔㼥 㼐o re㼐㻛p㼡rple 㼥o㼡ng lea㼢e㼟 㼟㼡㼒㼒er le㼟㼟 in㼟ec㼠 㼔er㼎i㼢or㼥㻦 㼠e㼟㼠㼟 o㼒 㼠㼔e 㼣arning 㼟ignal 

㼔㼥po㼠㼔e㼟i㼟 an㼐 㼠㼔e 㼡n㼐ermining o㼒 in㼟ec㼠 camo㼡㼒lage 㼔㼥po㼠㼔e㼟i㼟. 㻭r㼠㼔ropo㼐-Plan㼠 In㼠erac㼠ion㼟 1㻢㻦 5㻢7-

581. 

3. ฟ純ဢ（2022）チ䝵ウの⾜動⏕ែ学．㝯㤋． 

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

（ฟ๓授業） 

ごみၥ㢟に䛴いて୰学ᰯでฟ๓授業（2019） 

（බ開講ᗙ） 

䛂おやこ科学教ᐊ ⴥっ䜁の⛎密を᥈䜝䛖䛃（2021） 

䛂⏕き物すごい䛬䟿᳜物のしくみ教ᐊ䛃（2022） 

䛂おやこ科学教ᐊ ᳜物のᛮ㆟を᥈䜝䛖䛃（2022） 

なし 

提供可能な設備機器

なし 
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氏名： 㔝 ᫂ὒ （いの あきひ䜝）

所属： 教⫱創㐀工学科

職名： 教授

所属学会・協会： 日本物⌮学会，日本ᨺᑕ光学会， 

高 超伝導フォーラム

研究分野

物性物⌮学、固体光電子ศ光 

キーワード

ᙉ相関物質、 超伝導物質、 固体の電子ᵓ㐀、 シンクロトロンᨺᑕ光、 ⣸外⥺レー䝄ー 

研究概要

シンクロトロンᨺᑕ光や⣸外⥺レー䝄ーを用いた高ศゎ能光電子ศ光ἲにより、ᙉ相関物質や超伝導物質

の電子ᵓ㐀を┤᥋ⓗに観測し、≉␗な物性が発⌧するしくみのゎ᫂に取り組んでいます。

研究シーズ、テーマの内容

物性物⌮学䛿、電気、☢気、光、⇕な䛹にᑐして物体が䛹のよ䛖な性質を♧す䛛をゎき᫂䛛し、䛭の制御の᪉

ἲを᥈ることで、♫会の発ᒎに㈉⊩してきました。 えば、電気ᢠによるエ䝛ル䜼ーᦆኻが䝊ロになる超

伝導⌧㇟䛿、ᇶ♏䛛䜙ᐇ用化におよぶከくの研究⪅の⯆味をᘬき䛴けています。 これ䜙の物性䛿に電子

がᢸっていますが、ᐇ㝿に関しているの䛿≉定のエ䝛ル䜼ーと㐠動㔞を䜒䛴電子だけに㝈䜙れていて、䛭

の合䛿価電子体の䜟䛪䛛䠍䠂⛬ᗘです。  

物性の㘽をᥱる電子の≧ែをゎ᫂するた䜑に、ゅᗘศゎ光電子ศ光ἲを用いて、物質୰の電子のエ䝛ル䜼

ーと㐠動㔞をศゎして、┤᥋ⓗに観測します。 ບ㉳光光※として高㍤ᗘシンクロトロンᨺᑕ光や⣸外⥺レー

䝄ーを利用することで、より高いศゎ能で電子ᵓ㐀を観測し、ᙉ相関物質や超伝導物質物質で≉␗な物性

が発⌧するしくみのゎ᫂に取り組んでいます。

研究業績（著書・論文・その他の活動）

1.  㻭. Ino e㼠 al.㻘 䇾Direc㼠 o㼎㼟er㼢a㼠ion o㼒 㼠㼔e elec㼠ronic 㼟㼠r㼡c㼠㼡re o㼒 㼠㼔e la㼥ere㼐 p㼔o㼟p㼔i㼐e 㼟㼡percon㼐㼡c㼠or 

㼆rP2-㼤Se㼤䇿㻘  P㼔㼥㼟ical Re㼢ie㼣 㻮 105㻘 195111 (2022). 

2.  㻭. Ino e㼠 al.㻘 䇾Doping 㼐epen㼐ence o㼒 lo㼣-energ㼥 㼝㼡a㼟ipar㼠icle e㼤ci㼠a㼠ion㼟 in 㼟㼡percon㼐㼡c㼠ing 㻮i2212䇿㻘 

Nano㼟cale Re㼟earc㼔 Le㼠㼠er㼟 8㻘 515 (2013).

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

なし 物質୰の電子の速ᗘ、有ຠ質㔞、ᑑ、半導体の䜼

䝱ッ䝥や超伝導䜼䝱ッ䝥な䛹を、ᐇ㦂ⓗにỴ定しま

す。

提供可能な設備機器

なし
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氏名： ὠ⏣ ♸㍜ （䛴だ 䜖䛖すけ） 

所属： 教⫱創㐀工学科 

職名： ≉ู教授

所属学会・協会： 高ศ子学会，日本化学会

研究分野

・デ䜱ス䝥レイな䛹の有機電子材料への応用を┠ⓗとした機能性䝫リイミ䝗の合成と応用 

・ᐇົ⤒㦂を活䛛した化学ศ㔝における教⫱活動 

・ᐇົ⤒㦂・教⫱⤒㦂を活䛛した化学・䝫リマー工学ศ㔝における⏘学連ᦠ活動 

キーワード

有機電子材料、䝫リマー工学、化学教⫱、⏘学連ᦠ（化学、䝫リマー工学） 

研究概要

電子材料のศ㔝で用い䜙れる䝫リイミ䝗の機能化に╔┠し、䛂光↷ᑕで濡れ性制御がྍ能な䝫リイミ䝗の創成

とエレクトロ䝙クス・バイ䜸ศ㔝への応用䛃な䛹の研究を⾜っている。Ẹ㛫業（13ᖺ）、工業高➼ᑓ㛛学ᰯ（27

ᖺ）の⤒㦂を活䛛し、化学ศ㔝での教⫱活動、䝫リマー材料での⏘学連ᦠ活動を⾜っている。

研究シーズ、テーマの内容

䛆機能性䝫リイミ䝗の合成と応用䛇

୍として、学術・⏘業の୧面で㔜せな研究ㄢ㢟となっている䝥リンテッ䝗エレクトロ䝙クスな䛹に応用ྍ能

な、䛂光↷ᑕにより表面濡れ性を制御ྍ能な䝫リイミ䝗䛃がᣲ䛢䜙れる。本研究䛿①Ỉ性䋻ぶỈ性へのྍ

㏫ኚ化の高ឤᗘ化を㐩成し、᭦に②光↷ᑕによりỈ性䋽ぶỈ性をྍ㏫ⓗにスイッチン䜾ྍ能な䝫リイミ䝗

を新たに開発する䜒のである。また、応用ศ㔝として䝥リンテッ䝗エレクトロ䝙クスに加えて、表面の濡れ性制御

が㔜せなព⩏をᣢ䛴③バイ䜸メデ䜱カルศ㔝に本研究を適用する検討䜒ター䝀ットの୍䛴である。

䛆学分野䛻䛚䛡䜛ᩍ⫱活動䛇

䛂化学䛃のศ㔝䛿教⫱ศ㔝で䛿ᇶ♏科学に置け䜙れ、ᇶ♏㡯を教えることがከいと⪃え䜙れる。୍᪉、

日ᖖ⏕活でᏑᅾする物質䛿て䛂ඖ⣲䛃䛛䜙成り❧っており、化学でㄝ᫂できることがከい。㏆ᖺ、学ᰯ教⫱

䜒ᐇ用面・応用性を⪃៖した化学教⫱が⾜䜟れているが、物質開発䛿日㐍᭶Ṍの発ᒎを㐙䛢ており、まだ、

教⫱と⏘業との㛫に䛿ᗄศの䜼䝱ッ䝥があると⪃え䜙れる。➹⪅䛿業及び工業高ᑓでの⤒㦂を活䛛し、⏘

業での応用性を伝授する䛂化学䛃の教⫱に取り組んでいる。

䛆⏘学㐃ᦠ活動䛇

䝥ラスチック、合成䝂ム、機能性高ศ子の研究開発にᚑした業ົの⤒㦂を活䛛し、䝫リマー、有機電

子材料を୰ᚰとした⏘学連ᦠ活動を㛗く⾜っている（27 ᖺ㛫）。≉にᅜෆ、䝂ム工業の発⚈のᆅである久留

米とゝ䛖ᅵᆅ䜒あり、䝂ム関ಀの技術相談に䜒応䛨ている。また、講演会講ᖌ䜒ົ䜑ている。

研究業績（著書・論文・その他の活動） 

ⴭ᭩䠖䛂䝫リイミ䝗の高機能化と応用技術䛃（ศᢸ❶）な䛹 5 ௳ 

ㄽᩥ䠖䛂⣸外⥺↷ᑕ濡れ性制御䝫リイミ䝗䛃な䛹 5㻢 ௳ 

学会発表䠖約 200 ௳、講演会講ᖌ（䝫リマー、䝂ム関ಀ）20 ௳ 

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

技術応用ศ㔝䠖䝫リマー、有機材料（䝥ラスチック、

合成䝂ム、機能有機材料な䛹） 

≉チ䠖ᅜෆ 54 ௳、外ᅜ 19 ௳ 

ඹྠ研究ᐇ⦼䠖䞞リコー・୰ኸ研究所、➨୍ẟ織（㡑

ᅜ・䝃ムスン䜾ルー䝥）、（㈈）ᕞ⏘業技術䝉ンタ

ー、久留米・㫽ᰨᆅᇦ技術⯆䝉ンター、な䛹。

科研㈝䠖研究代表⪅ 1 ௳、ศᢸ⪅ 2 ௳ 

䝫リマー材料、有機材料に関して、お困りのことがあ

れば、お気軽にご相談ください᭱ࠋ㏆䛿䛂表面濡れ

性䛃に関する研究を⾜っており、⏘業ୖ、ၥ㢟になる

ことがከいศ㔝とᛮ䜟れますࠋまた、⪏⇕性、ᦶ⪖

性、光ຎ化な䛹䜒研究しているศ㔝ですࠋ 

提供可能な設備機器（名称・ᆺ␒䛂メー䜹ー名䛃） 

なし 

氏名： ᯇᾆᮃ （ま䛴䛖䜙の䛮䜐）

所属： 教⫱創㐀工学科

職名： 教授

所属学会・協会： 日本応用ᩘ⌮学会，日本ᩘ学会

研究分野

㞳ᩓ微ศᗄఱ 

キーワード

᭤⥺、᭤面、微ศ᪉⛬式、ྍ✚ศ⣔、㞳ᩓ᭤⥺、㞳ᩓ᭤面、ᕪศ᪉⛬式、㞳ᩓྍ✚ศ⣔ 

研究概要

᭤⥺や᭤面の適切な㞳ᩓ化の᪉を研究しています。微ศや✚ศのテク䝙ックを用いて᭤⥺や᭤面の性

質をㄪ䜉る学ၥศ㔝䛿ྂく䛛䜙微ศᗄఱ学とばれていますが、これにᑐ応して、ᕪศやศのテク䝙ック

を用いて㞳ᩓ᭤⥺や㞳ᩓ᭤面のことをㄪ䜉たり、䛭のよ䛖な㞳ᩓⓗᅗ形のᵓ成᪉ἲを研究したりするศ㔝が

あります。䛭れが㞳ᩓ微ศᗄఱ (Di㼟cre㼠e Di㼒㼒eren㼠ial 㻳eome㼠r㼥) です。 

研究シーズ、テーマの内容

なに䛛物をసるሙ合、䛭の形≧を表⌧するた䜑に䛿᭤⥺や᭤面がᚲせになります。し䛛しᐇ㝿に工సする

ẁになってみると、䛭のよ䛖な᭤⥺形≧あるい䛿᭤面形≧をసりฟすことに䛿、高ᗘな加工技術がせồされま

す。䛭れ䜙の᭤⥺形≧や᭤面形≧が、䜒し䜒┤⥺ⓗな⥺やᖹ面ⓗな面を組み合䜟䛫ることによって㏆ఝⓗに

ᐇ⌧できるのな䜙、工సがᐜ᫆になりコスト䜒削ῶできることがᮇᚅできます。㞳ᩓ微ศᗄఱ䛿デ䝄インୖある

い䛿ᙉᗘタ計ୖの大切な䝫イントをቯすことなく、䜙䛛なᅗ形を㞳ᩓⓗなᅗ形で㏆ఝすることをྍ能にして

くれる䝒ールです。世⏺に┠をྥけると、㞳ᩓ微ศᗄఱと⏘業⏺との連ᦠ䛿これまでとしてᘓ⠏のศ㔝で

⾜䜟れてきました。ཧ⪃㈨料として䛿䝫ットマン䜙のⴭ᭩䛂㻭rc㼔i㼠ec㼠㼡ral 㻳eome㼠r㼥䛃 (IS㻮N㻦 9781934493045) 

があります。またⴭ⪅のウ䜵䝤䝨ー䝆 㼔㼠㼠p㻦㻛㻛㼣㼣㼣.geome㼠rie.㼠㼡㼣ien.ac.a㼠㻛po㼠㼠mann㻛 䛛䜙㎺れるᩥ⊩䜒ཧ⪃

になります。᭱㏆で䛿ᘓ⠏௨外に䜒、ᅜෆの研究䜾ルー䝥によってពタ計への応用が㐍んでおり、᭤⥺の

ኚ形⌮ㄽを利用することによって⨾ⓗ᭤⥺を᥈す試みがなされています。 

㞳ᩓ微ศᗄఱのᩘ学ⓗഃ面に䛴いて䜒䛖すこし㏙䜉ます。䜙䛛な᭤⥺や᭤面のᗄఱ学ⓗな報䛿す䜉

て᭤⋡とばれる関ᩘがᥱっており、᭤⋡を適切にコントロールすることで所ᮃのᅗ形がᵓ成できます。ᅗ形

と᭤⋡の୍ᑐ୍の関ಀをಖドしているの䛿微ศ✚ศ学です。とこ䜝が㞳ᩓⓗなᅗ形䛿、ᴟ㝈᧯సと相性が

ᝏいた䜑、微ศ✚ศ学のୖに⌮ㄽがᵓ⠏されているᚑ᮶の微ศᗄఱ学において䛿ㄽ外のᢅいでした。ᑐ↷

ⓗに㞳ᩓ微ศᗄఱ䛿、䛿䛨䜑䛛䜙✚ᴟⓗに㞳ᩓⓗᅗ形を研究ᑐ㇟としており、たとえば᭤⋡にᑐ応するよ䛖

な㞳ᩓⓗᴫᛕを見ฟすことを㏻して、㞳ᩓᅗ形をコントロールします。㞳ᩓ微ศᗄఱの⪃え᪉で⏕成される

ᅗ形䛿、㞳ᩓⓗなᗄఱ学の⌮ㄽにᡴ䛱されており、ただ㜌㞼にỗ用ⓗな㞳ᩓ化䜰ル䝂リズムを適用して⏕

成されるよ䛖な、༢純に㏆ఝのみを┠ⓗとした㞳ᩓᅗ形と䛿、≉性が䛿っきりと␗なります。

研究業績（著書・論文・その他の活動） 

1. E㼤㼠en㼟ion an㼐 appro㼤ima㼠ion o㼒 c㼡r㼢a㼠㼡re 㼟㼡r㼒ace㼟 in generic con㼒ormall㼥 㼒la㼠 㼔㼥per㼟㼡r㼒ace㼟㻘 㼣i㼠㼔 

㼅o㼟㼔i㼔i㼗o S㼡㼥ama㻘 preprin㼠. 

2. E㼤plici㼠 㼒orm㼡la 㼒or planar 㼐i㼟cre㼠e ela㼟㼠icae㻘 preprin㼠. 

3. Di㼟cre㼠e pen㼐㼡l㼡m e㼝㼡a㼠ion㻘 㼣i㼠㼔 㻷ana㼠o 㻴i㼟ano㻘 preprin㼠. 

4. 㞳ᩓ 㻷irc㼔㼔o㼒㼒 ᙎ性Წの᫂♧බ式㻘 ᕝ久ಖဴとのඹⴭ㻘 ி㒔大学ᩘ⌮ゎᯒ研究所講究㘓ู 㻮91 

(2023)㻘 pp. 13䇶35.

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

なし ᭤⥺や᭤面を㞳ᩓ化する研究を㐙⾜しています。㞳

ᩓ微ศᗄఱ䛿、ୖ㏙したよ䛖に、ᐇ㝿の⏘業䝙ーズ

に㈉⊩し䛖る学ၥศ㔝です。関ᚰをおᣢ䛱の᪉䛛䜙

のご連⤡をおᚅ䛱しています。 

提供可能な設備機器

なし 
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氏名： ὠ⏣ ♸㍜ （䛴だ 䜖䛖すけ） 

所属： 教⫱創㐀工学科 

職名： ≉ู教授

所属学会・協会： 高ศ子学会，日本化学会

研究分野

・デ䜱ス䝥レイな䛹の有機電子材料への応用を┠ⓗとした機能性䝫リイミ䝗の合成と応用 

・ᐇົ⤒㦂を活䛛した化学ศ㔝における教⫱活動 

・ᐇົ⤒㦂・教⫱⤒㦂を活䛛した化学・䝫リマー工学ศ㔝における⏘学連ᦠ活動 

キーワード

有機電子材料、䝫リマー工学、化学教⫱、⏘学連ᦠ（化学、䝫リマー工学） 

研究概要

電子材料のศ㔝で用い䜙れる䝫リイミ䝗の機能化に╔┠し、䛂光↷ᑕで濡れ性制御がྍ能な䝫リイミ䝗の創成

とエレクトロ䝙クス・バイ䜸ศ㔝への応用䛃な䛹の研究を⾜っている。Ẹ㛫業（13ᖺ）、工業高➼ᑓ㛛学ᰯ（27

ᖺ）の⤒㦂を活䛛し、化学ศ㔝での教⫱活動、䝫リマー材料での⏘学連ᦠ活動を⾜っている。

研究シーズ、テーマの内容

䛆機能性䝫リイミ䝗の合成と応用䛇

୍として、学術・⏘業の୧面で㔜せな研究ㄢ㢟となっている䝥リンテッ䝗エレクトロ䝙クスな䛹に応用ྍ能

な、䛂光↷ᑕにより表面濡れ性を制御ྍ能な䝫リイミ䝗䛃がᣲ䛢䜙れる。本研究䛿①Ỉ性䋻ぶỈ性へのྍ

㏫ኚ化の高ឤᗘ化を㐩成し、᭦に②光↷ᑕによりỈ性䋽ぶỈ性をྍ㏫ⓗにスイッチン䜾ྍ能な䝫リイミ䝗

を新たに開発する䜒のである。また、応用ศ㔝として䝥リンテッ䝗エレクトロ䝙クスに加えて、表面の濡れ性制御

が㔜せなព⩏をᣢ䛴③バイ䜸メデ䜱カルศ㔝に本研究を適用する検討䜒ター䝀ットの୍䛴である。

䛆学分野䛻䛚䛡䜛ᩍ⫱活動䛇

䛂化学䛃のศ㔝䛿教⫱ศ㔝で䛿ᇶ♏科学に置け䜙れ、ᇶ♏㡯を教えることがከいと⪃え䜙れる。୍᪉、

日ᖖ⏕活でᏑᅾする物質䛿て䛂ඖ⣲䛃䛛䜙成り❧っており、化学でㄝ᫂できることがከい。㏆ᖺ、学ᰯ教⫱

䜒ᐇ用面・応用性を⪃៖した化学教⫱が⾜䜟れているが、物質開発䛿日㐍᭶Ṍの発ᒎを㐙䛢ており、まだ、

教⫱と⏘業との㛫に䛿ᗄศの䜼䝱ッ䝥があると⪃え䜙れる。➹⪅䛿業及び工業高ᑓでの⤒㦂を活䛛し、⏘

業での応用性を伝授する䛂化学䛃の教⫱に取り組んでいる。

䛆⏘学㐃ᦠ活動䛇

䝥ラスチック、合成䝂ム、機能性高ศ子の研究開発にᚑした業ົの⤒㦂を活䛛し、䝫リマー、有機電

子材料を୰ᚰとした⏘学連ᦠ活動を㛗く⾜っている（27 ᖺ㛫）。≉にᅜෆ、䝂ム工業の発⚈のᆅである久留

米とゝ䛖ᅵᆅ䜒あり、䝂ム関ಀの技術相談に䜒応䛨ている。また、講演会講ᖌ䜒ົ䜑ている。

研究業績（著書・論文・その他の活動） 

ⴭ᭩䠖䛂䝫リイミ䝗の高機能化と応用技術䛃（ศᢸ❶）な䛹 5 ௳ 

ㄽᩥ䠖䛂⣸外⥺↷ᑕ濡れ性制御䝫リイミ䝗䛃な䛹 5㻢 ௳ 

学会発表䠖約 200 ௳、講演会講ᖌ（䝫リマー、䝂ム関ಀ）20 ௳ 

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

技術応用ศ㔝䠖䝫リマー、有機材料（䝥ラスチック、

合成䝂ム、機能有機材料な䛹） 

≉チ䠖ᅜෆ 54 ௳、外ᅜ 19 ௳ 

ඹྠ研究ᐇ⦼䠖䞞リコー・୰ኸ研究所、➨୍ẟ織（㡑

ᅜ・䝃ムスン䜾ルー䝥）、（㈈）ᕞ⏘業技術䝉ンタ

ー、久留米・㫽ᰨᆅᇦ技術⯆䝉ンター、な䛹。

科研㈝䠖研究代表⪅ 1 ௳、ศᢸ⪅ 2 ௳ 

䝫リマー材料、有機材料に関して、お困りのことがあ

れば、お気軽にご相談ください᭱ࠋ㏆䛿䛂表面濡れ

性䛃に関する研究を⾜っており、⏘業ୖ、ၥ㢟になる

ことがከいศ㔝とᛮ䜟れますࠋまた、⪏⇕性、ᦶ⪖

性、光ຎ化な䛹䜒研究しているศ㔝ですࠋ 

提供可能な設備機器（名称・ᆺ␒䛂メー䜹ー名䛃） 

なし 
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氏名： ୰ᔱ ᗣ༤ （な䛛しま やすひ䜝）

所属： 教⫱創㐀工学科

職名： 教授

所属学会・協会： 日本ᩘ学会，日本◁ୣ学会 

日本リメデ䜱䜰ル教⫱学会

研究分野

統計ฎ⌮

キーワード

R ゝㄒ、データマイ䝙ン䜾 

研究概要

表計⟬䝋フトにධຊされたከኚ㔞データにᑐして、計⟬機を利用したᵝ䚻なゎᯒᡭἲがᥦされています。

」ᩘのゎᯒᡭἲを利用して、データのẚ㍑、⪃ᐹ、評価を┠ᣦします。 

研究シーズ、テーマの内容

䝟スゎᯒおよび SOM に関するどぬⓗなデータのです。たとえばኚᩘ㛫の関ಀ性の᥎測や、ᶆ本の≉性

によるクラスศけを⾜います。計⟬ฎ⌮に䛿統計䝋フト䛄R䛅を利用します。R 䛿フリー䝋フトであり、᭩⡠や 㼃e㼎

䝨ー䝆䜒ᐇしており、䝥ロ䜾ラミン䜾ゝㄒとしての性質に័れればデータฎ⌮に䜒౽利です。 

研究業績（著書・論文・その他の活動）

1. 㜿⸽ᆅ᪉における⾜㣗・㒓ᅵ料⌮のᖺ㱋ูႚ㣗≧ἣのᢕᥱ（ඹⴭ）、日本ㄪ⌮科学会誌，2014 ᖺ 7 ᭶ 

2. ⇃本ᕷと㜿⸽ᆅᇦにおけるᖺ୰⾜のㄆ▱・⤒㦂とႚ㣗≧ἣに䛴いて（ඹⴭ）、日本ㄪ⌮科学会誌，

2014 ᖺ 7 ᭶ 

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

なし なし 

提供可能な設備機器

なし 

ᅗ 㻝 㻦 䝟䝇ゎᯒ ᅗ 㻞 㻦 㻿㻻㻹（⮬ᕫ⤌⧊マッ䝥）

氏名： ୰ᮧ ⨾⣪ （な䛛䜐䜙 みさ）

所属： 教⫱創㐀工学科 

職名： 教授 

所属学会・協会： 日本化学会，日本⌮科教⫱学会

研究分野

化学ศ㔝における⌮科教⫱および教材開発 

キーワード

化学㽢䜒の䛵くり、化学ⓗ䝢タ䝂ラ装置 

研究概要

化学ᐇ㦂と䜒の䛵くりの技術を合䜟䛫た䛂化学ⓗ䝢タ䝂ラ装置䛃を〇సしました。化学反応を連㙐さ䛫る䛛䜙く

り装置のよ䛖な組みを⪃え、Ᏻ䛛䛴☜ᐇにస動するよ䛖ྛせ⣲を組み合䜟䛫て装置を〇సしました。装

置の動⏬をస成し、インター䝛ットୖでබ開しています。 

研究シーズ、テーマの内容

௨ୗのὶれで研究を㐍䜑ています。 

1.⌮科教ဨをᚿす学⏕による䝥ロ䝆䜵クトチームをྊ㞟する 

2.༳㇟にṧりやす䛭䛖な化学反応の㑅定およびணഛᐇ㦂を⾜䛖 

3.ணഛᐇ㦂を装置として組み㎸䜐た䜑、試⸆・᪉ἲ・ჾ具の工ኵを⾜䛖 

4.化学反応せ⣲を自動で㉳こすた䜑の䛴な䛞およびのຊ学ⓗせ⣲を䛴くる 

5.装置のスタート䛛䜙䝂ールまで୍連の動సを☜ㄆし、ᙳする 

㻢.ᙳ動⏬また䛿ᐇ演により装置をබ開する 

7.小୰学⏕に観ᐹして䜒䜙い、䜰ンケートㄪ査を⾜䛖 

8.⌮科教ဨをᚿす学⏕にᑐして䜰ンケートㄪ査を⾜䛖 

9.䜰ンケート⤖ᯝを䜒とに、教材としての改ၿと教⫱ຠᯝを検ドする 

ᅗ 㻞㻜㻝㻢 学ⓗ䝢䝍䝂䝷⨨の概ᛕ 

研究業績（著書・論文・その他の活動） 

1.教ဨᚿᮃ学⏕䛛䜙見た教材としての䛂化学ⓗ䝢タ䝂ラ装置䛃、久留米工業大学研究報告（2017）85-90。 

2.⌮科㽢䜒の䛵くり教材開発䠖化学ⓗ䝢タ䝂ラ装置の〇సと教⫱ຠᯝの検ド、日本⌮科教⫱学会➨ 㻢7 ᅇ 

ᅜ大会，2017。

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

なし 久留米工業大学䝩ーム䝨ー䝆にて 201㻢 〇స䝢タ䝂

ラ装置の動⏬をබ開しています。 

提供可能な設備機器

なし 
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氏名： ୰ᔱ ᗣ༤ （な䛛しま やすひ䜝）

所属： 教⫱創㐀工学科

職名： 教授

所属学会・協会： 日本ᩘ学会，日本◁ୣ学会 

日本リメデ䜱䜰ル教⫱学会

研究分野

統計ฎ⌮

キーワード

R ゝㄒ、データマイ䝙ン䜾 

研究概要

表計⟬䝋フトにධຊされたከኚ㔞データにᑐして、計⟬機を利用したᵝ䚻なゎᯒᡭἲがᥦされています。

」ᩘのゎᯒᡭἲを利用して、データのẚ㍑、⪃ᐹ、評価を┠ᣦします。 

研究シーズ、テーマの内容

䝟スゎᯒおよび SOM に関するどぬⓗなデータのです。たとえばኚᩘ㛫の関ಀ性の᥎測や、ᶆ本の≉性

によるクラスศけを⾜います。計⟬ฎ⌮に䛿統計䝋フト䛄R䛅を利用します。R 䛿フリー䝋フトであり、᭩⡠や 㼃e㼎

䝨ー䝆䜒ᐇしており、䝥ロ䜾ラミン䜾ゝㄒとしての性質に័れればデータฎ⌮に䜒౽利です。 

研究業績（著書・論文・その他の活動）

1. 㜿⸽ᆅ᪉における⾜㣗・㒓ᅵ料⌮のᖺ㱋ูႚ㣗≧ἣのᢕᥱ（ඹⴭ）、日本ㄪ⌮科学会誌，2014 ᖺ 7 ᭶ 

2. ⇃本ᕷと㜿⸽ᆅᇦにおけるᖺ୰⾜のㄆ▱・⤒㦂とႚ㣗≧ἣに䛴いて（ඹⴭ）、日本ㄪ⌮科学会誌，

2014 ᖺ 7 ᭶ 

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

なし なし 

提供可能な設備機器

なし 

ᅗ 㻝 㻦 䝟䝇ゎᯒ ᅗ 㻞 㻦 㻿㻻㻹（⮬ᕫ⤌⧊マッ䝥）
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氏名： Ụ⸨ ᚭ㑻 （えと䛖 て䛴䛨䜝䛖） 

所属： ඹ㏻教⫱科

職名： 教授

所属学会・協会： 日本物⌮学会，日本物⌮教⫱学会，日本金

属学会

研究分野

☢性金属㛫化合物の物性研究、 

低 ・高ᅽな䛹のᴟ㝈⎔ቃୗにおける X ⥺ᵓ㐀ゎᯒ、➼  

キーワード

X ⥺ᵓ㐀ゎᯒ、高ᅽ技術、固体物⌮ 

研究概要

ᑓ㛛䛿、高ᅽୗでの X ⥺⤖ᬗᵓ㐀ゎᯒですが、電気伝導⋡や☢性➼のᇶ♏物性に関する測定䜒⾜ってい

ます。᭱㏆䛿ᙉ☢性䝩イスラー合金 Ni2㼅㼆（㼅㻦㑄⛣金属、㼆䠖p 電子⣔）のマルテン䝃イトኚែな䛹の相㌿⛣の

機ᵓに関する研究を⾜っています。 

研究シーズ、テーマの内容

(1)X ⥺ᵓ㐀ゎᯒ 

䠴⥺ᅇᢡ⌧㇟䛿㐠動学ⓗ⌮ㄽと動ຊ学ⓗ⌮ㄽにᇶ䛵いてゎᯒされます。半導体⤖ᬗのᵝな性の高い

⤖ᬗで䛿、動ຊ学ⓗᅇᢡ⌧㇟により X ⥺ᙉᗘが動し、䛭の࿘ᮇ䛛䜙⤖ᬗᵓ㐀ᅉ子を精密に測定すること

ができます。ᅇᢡ点データがᑡなくて䜒、測定精ᗘが高ければ、⤖合電子ศᕸや⤖ᬗෆ部応ຊ、➼のヲ細

まで▱ることができます。 

また、学ෆに䛿⢊ᮎ X ⥺ᅇᢡ装置があるので、ẚ㍑ⓗ⡆౽にᑐ㇟物質のᵓ㐀をྠ定することがྍ能です。 

(2)≉Ṧ⎔ቃୗでの物性研究 

䝢ストンシリン䝎ーや䜰ン䝡ルを利用してᩘ༑䜼䜺䝟スカルの高ᅽຊを発⏕さ䛫、䛭の㝿の半導体や☢性体

の⤖ᬗᵓ㐀や電気伝導、および☢性のኚ化に䛴いて研究しています。 

研究業績（著書・論文・その他の活動） 

1.䛂Mar㼠en㼟i㼠ic an㼐 magne㼠ic 㼠ran㼟i㼠ion㼟 in Ni2㻗㼤Mn㻳a1-㼤 㼒erromagne㼠ic 㼟㼔ape memor㼥 allo㼥㼟䛃，㻶o㼡rnal o㼒 

㻭llo㼥㼟 an㼐 Compo㼡n㼐㼟 871(2021)159480-1䡚10. 

2.䛂㻭nomalo㼡㼟 pre㼟㼟㼡re e㼒㼒ec㼠 on 㼠㼔e N㽳el 㼠empera㼠㼡re an㼐 㼢ol㼡me o㼒 D㼥㻮㻢䛃，㻭IP 㻭㼐㼢ance㼟 8 (2018) 01320-

1䡚5. 

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

固体物性に関するᇶ♏研究を⾜っていますが、⌧ᅾ

ᑐ㇟としている☢性金属㛫化合物の形≧グ᠈合金、

超☢ṍ・☢気෭材料、➼へのᐇ用化に䛴いて䜒、

ᚋ検討したいと⪃えています。 

材料評価関連で相談がありました䜙ご連⤡ください。

⢊ᮎ X ⥺ᅇᢡによるᵓ㐀ゎᯒ䜒ྍ能です。 

提供可能な設備機器（名称・詳細）

1．⢊ᮎ X ⥺ᅇᢡ装置 （Riga㼗㼡 RINT 2000） 

氏名： 㔝⏣ ᖖ雄 (のだ 䛴䛽お)

所属： 教⫱創㐀工学科

職名： 教授

所属学会・協会： 日本ኳᩥ学会，日本物⌮学会 

研究分野

(1) Ᏹᐂ物⌮学(ኳ体物⌮学) (2) 物⌮教⫱ 

キーワード

(1) ୰性子ᫍ、䝙䝳ートリノᨺᑕ、クォーク物質、᰾子超ὶ動、カラー超伝導、 (2) 物⌮教⫱、VR 

研究概要

(1) ୰性子ᫍの⇕ⓗ㐍化の研究、クォーク物質をྵ䜐ᫍのᵓ㐀の研究、シミ䝳レーシ䝵ンᡭἲ開発 

(2) VR 物⌮教材

研究シーズ、テーマの内容

(1) 

Ᏹᐂで᭱䜒高密ᗘのኳ体である୰性子ᫍ及び㢮ఝの高密ᗘኳ体のᵓ㐀及び⇕ⓗ㐍化の研究を⾜ってい

る。୰性子ᫍ䛿、ኴ㝧䜋䛹の質㔞をᣢ䛴が半ᚄが 10 㼗m ๓ᚋの㠀ᖖに高密ᗘなኳ体であり、୍䛴のᕧ大な

ཎ子᰾と䜒いえる。19㻢7 ᖺのึ観測௨㝆、⌧点でᩘ༓ಶ䜋䛹ᐇ㝿に観測されているኳ体である。୰性子

ᫍで䛿、ཎ子᰾レ䝧ルの反応がᫍの観測ྍ能な㔞に大きなᙳ㡪を及䜌す⯆味῝いኳ体である。し䛛し、䛭

のෆ部≧ែの再⌧䛿ᆅ⌫ୖでのᐇ㦂で䛿ྍ能であり、⌮ㄽⓗなシミ䝳レーシ䝵ン⤖ᯝと、Ᏹᐂᮃ㐲鏡によ

る観測⤖ᯝを✺合䛫るᡭἲで研究を⾜䛖。さ䜙に、୰性子ᫍの᰾物質୰で䛿、୰性子の超ὶ動を䛿䛨䜑ྛ✀

の超伝導・超ὶ動⌧㇟が⌧れることが▱䜙れており、ᆅୖであればᴟ低 でおこる⌧㇟が、᱆㐪いの⎔ቃ(密

ᗘで 10 ᱆、 ᗘで 㻢 ᱆)でฟ⌧すること䜒あり、物性物⌮の研究との関連䜒大きい。 

⚾䛿、クォーク物質が୰性子ᫍの୰ᚰにᏑᅾする䝰デルの⇕ⓗ㐍化計⟬を⾜っており、䛭のよ䛖な䛂エ䜻䝌

チック䛃な≧ែが୰性子ᫍෆ部でᏑᅾし䛖ることを♧した。また、超ὶ動⌧㇟が観測್をㄝ᫂するた䜑にᚲせ

ྍḞであることを♧した。 

(2) 

物⌮教⫱における VR(バーチ䝱ルリ䜰リテ䜱)の活用に䛴いて、研究を⾜っている。学⏕のㄗᴫᛕをゎᾘする

た䜑に、䛂ㄗᴫᛕの世⏺䛃を体㦂さ䛫ることで、䛭の世⏺がお䛛しいとい䛖ㄆ㆑をᣢた䛫るよ䛖な VR 教材の制

సを⾜った。

研究業績（著書・論文・その他の活動）

1. No㼐a e㼠 al.㻘 㻶PS Con㼒erence Procee㼐ing㼟 31 (2020) 011072. 

2. 㔝⏣ᖖ雄、 ⣲粒子ㄽ研究㻘 30 (2019) 1㻘 81. 

3. Ma㼠㼟㼡o e㼠 al.㻘 In㼠. 㻶. Mo㼐. P㼔㼥㼟. E㻘 27 (2018) 18500㻢7. 

4. No㼐a e㼠 al. 㻭㼟㼠rop㼔㼥㼟. 㻶.㻘 7㻢5㻘 1 (2013). 

5. ᕧᾏ⋞㐨・㔝⏣ᖖ雄・ୖᗋ⨾ஓ・㓇・୰す๛ྖ・୰ᮧ⌮ኸ、䛂人のᇶ♏物⌮学䛃(学術ᅗ᭩) (2015)

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

なし なし 

提供可能な設備機器

なし 
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氏名： Ụ⸨ ᚭ㑻 （えと䛖 て䛴䛨䜝䛖） 

所属： ඹ㏻教⫱科

職名： 教授

所属学会・協会： 日本物⌮学会，日本物⌮教⫱学会，日本金

属学会

研究分野

☢性金属㛫化合物の物性研究、 

低 ・高ᅽな䛹のᴟ㝈⎔ቃୗにおける X ⥺ᵓ㐀ゎᯒ、➼  

キーワード

X ⥺ᵓ㐀ゎᯒ、高ᅽ技術、固体物⌮ 

研究概要

ᑓ㛛䛿、高ᅽୗでの X ⥺⤖ᬗᵓ㐀ゎᯒですが、電気伝導⋡や☢性➼のᇶ♏物性に関する測定䜒⾜ってい

ます。᭱㏆䛿ᙉ☢性䝩イスラー合金 Ni2㼅㼆（㼅㻦㑄⛣金属、㼆䠖p 電子⣔）のマルテン䝃イトኚែな䛹の相㌿⛣の

機ᵓに関する研究を⾜っています。 

研究シーズ、テーマの内容

(1)X ⥺ᵓ㐀ゎᯒ 

䠴⥺ᅇᢡ⌧㇟䛿㐠動学ⓗ⌮ㄽと動ຊ学ⓗ⌮ㄽにᇶ䛵いてゎᯒされます。半導体⤖ᬗのᵝな性の高い

⤖ᬗで䛿、動ຊ学ⓗᅇᢡ⌧㇟により X ⥺ᙉᗘが動し、䛭の࿘ᮇ䛛䜙⤖ᬗᵓ㐀ᅉ子を精密に測定すること

ができます。ᅇᢡ点データがᑡなくて䜒、測定精ᗘが高ければ、⤖合電子ศᕸや⤖ᬗෆ部応ຊ、➼のヲ細

まで▱ることができます。 

また、学ෆに䛿⢊ᮎ X ⥺ᅇᢡ装置があるので、ẚ㍑ⓗ⡆౽にᑐ㇟物質のᵓ㐀をྠ定することがྍ能です。 

(2)≉Ṧ⎔ቃୗでの物性研究 

䝢ストンシリン䝎ーや䜰ン䝡ルを利用してᩘ༑䜼䜺䝟スカルの高ᅽຊを発⏕さ䛫、䛭の㝿の半導体や☢性体

の⤖ᬗᵓ㐀や電気伝導、および☢性のኚ化に䛴いて研究しています。 

研究業績（著書・論文・その他の活動） 

1.䛂Mar㼠en㼟i㼠ic an㼐 magne㼠ic 㼠ran㼟i㼠ion㼟 in Ni2㻗㼤Mn㻳a1-㼤 㼒erromagne㼠ic 㼟㼔ape memor㼥 allo㼥㼟䛃，㻶o㼡rnal o㼒 

㻭llo㼥㼟 an㼐 Compo㼡n㼐㼟 871(2021)159480-1䡚10. 

2.䛂㻭nomalo㼡㼟 pre㼟㼟㼡re e㼒㼒ec㼠 on 㼠㼔e N㽳el 㼠empera㼠㼡re an㼐 㼢ol㼡me o㼒 D㼥㻮㻢䛃，㻭IP 㻭㼐㼢ance㼟 8 (2018) 01320-

1䡚5. 

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

固体物性に関するᇶ♏研究を⾜っていますが、⌧ᅾ

ᑐ㇟としている☢性金属㛫化合物の形≧グ᠈合金、

超☢ṍ・☢気෭材料、➼へのᐇ用化に䛴いて䜒、

ᚋ検討したいと⪃えています。 

材料評価関連で相談がありました䜙ご連⤡ください。

⢊ᮎ X ⥺ᅇᢡによるᵓ㐀ゎᯒ䜒ྍ能です。 

提供可能な設備機器（名称・詳細）

1．⢊ᮎ X ⥺ᅇᢡ装置 （Riga㼗㼡 RINT 2000） 
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氏名： ྜྷ谷 ಟ （よしたに おさ䜐） 

所属： ඹ㏻教⫱科

職名： 教授

所属学会・協会： 日本Ṋ㐨学会（評㆟ဨ），㌟体㐠動ᩥ化学

会（⌮），日本学⏕㐨連┕（⌮）

研究分野

Ṋ㐨を୰ᚰとしたス䝫ー䝒のṔྐⓗศ㔝、㐨 

キーワード

精ຊၿ用・自ඹᰤ 

研究概要

⌧ᅾ、⣡㑻の䛂精ຊၿ用・自ඹᰤ䛃ㄽを୰᰾にして、⣡とྠᮇのフランスの教⫱改革や䜸リン

䝢ックムー䞂メントと⣡の教⫱ㄽとの相関連性に䛴いて研究を㐍䜑ています。 

研究シーズ、テーマの内容

 研究とい䛖より、䛹䛱䜙䛛といえば㐨がዲきで、自ศなりに㡹ᙇっています。⌧ᅾẁで、ඵẁに䜒ᣮᡓし

ています。 

自㌟の㐨ಟ⾜やᣦ導の⣊となるよ䛖に、Ṋ㐨を୰ᚰにス䝫ー䝒のṔྐⓗなศ㔝やス䝫ー䝒教⫱ㄽに䛴

いて研究しています。 

⌧ᅾ取り組んでいる研究テーマ䛿、㏆代䜸リン䝢ックが開ദされるよ䛖になったᮇに、㏆代䜸リン䝢ック開

ദの❧ᙺ⪅となった䝢エール・䝗・クー䝧ルタンのẕᅜであるフランスの教⫱⏺で、ス䝫ー䝒による教⫱が䛹の

よ䛖な䜒のとして⌮ゎされ、䛭れが日本のス䝫ー䝒⏺やṊ㐨⏺に䛹のよ䛖なᙳ㡪をえた䛛に䛴いて研究して

いるとこ䜝です。 

フランスㄒのᩥ⊩の⩻ヂがᛮ䛖よ䛖に㐍ま䛪にⱞປしていますが、ఱと䛛୍㏻りの⤖ㄽがฟ䛫るよ䛖に㡹ᙇ

りたいとᛮっています。 

研究業績（著書・論文・その他の活動） 

ⴭ᭩䠖㐨を▱る㎡（ඹⴭ）ᖹ成 21 ᖺ 5 ᭶ᮾிᇽฟ∧ 

学会発表䠖久留米ᕷにおける䝋ーレ௳とす㒓ᅄ㑻の動ྥ（ᖹ成 29 ᖺ 12 ᭶㌟体㐠動ᩥ化学会➨ 22 ᅇ大

会） 

䛭のの活動䠖日本学⏕㐨連┕⌮වᑂุጤဨ（ᖹ成 21 ᖺ 12 ᭶䡚） 

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

㐨䠖教ኈ・ẁ 体⫱関連科┠や部活動（㐨）を㏻して、ඖ気䛿䛴

䜙䛴とした㟷ᖺの⫱成にᐤできればとᛮっていま

す。学⏕ඹ䚻、よ䜝しくお㢪い⏦しୖ䛢ます。 

提供可能な設備機器

なし 

氏名： ᇼ ᠇୍㑻 （䜋り けんい䛱䜝䛖）

所属： ඹ㏻教⫱科（教職ㄢ⛬）

職名： 教授

所属学会・協会： 日本教⫱ᚰ⌮学会，日本䜻䝱リ䜰教⫱学会

研究分野

教⫱ᚰ⌮学 

キーワード

 大学⏕の職業観、デ䜱スカッシ䝵ンを㏻した学⩦㐣⛬、㐨ᚨ教⫱を㏻した㞀がい⌮ゎ 

研究概要

 ①大学⏕のデ䜱スカッシ䝵ンス䜻ルの検討。②小・୰・高でのデ䜱スカッシ䝵ンを用いた授業ᐇ㊶に関するㄪ

査。 ③大学⏕の職業観の発㐩。䐢㐨ᚨ教⫱を㏻した㞀がい⌮ゎ   

研究シーズ、テーマの内容

 ㏆ᖺ、ⱝ⪅の㞠用ໃを䜑䛠り、ミスマッチによる᪩ᮇ㞳職や㠀ṇつ㞠用や䝙ート➼のቑ加といったၥ㢟が

ከくᣦされています。またྠに、新༞୍括ྠ᥇用、㛗ᮇ㞠用、ᖺຌᗎิといったᚑ᮶の日本♫会固

有のメンバーシッ䝥型㞠用の形ែ䜒大きくኚ化し䛴䛴あります。୍᪉、㻭I・人工▱能の発㐩➼により、ᚋ 10

ᖺ䛛䜙 20 ᖺで人㛫が⾜䛖の約半ศが機械にዣ䜟れるとい䛖ண測䜒あります。このよ䛖な♫会ໃのኚ化

をཷけ、䜻䝱リ䜰教⫱の㔜せ性が高まっています。 

本学で䜒、学⏕のᑵ業ຊ⫱成に関する授業科┠を 1 ᖺ次より⣔統ⓗにタけ、䜻䝱リ䜰教⫱に取り組んでい

ますが、䛭の୰で䜻䝱リ䜰形成にᑐする䛹のよ䛖なែᗘを⫱䜐教⫱を⾜っていく䜉きなの䛛といったことが研

究の大きな⫼ᬒ・ၥ㢟ព㆑となります。 

 研究ㄢ㢟として䛿、大学⏕の職業にᑐするព㆑や、䛭こでồ䜑䜙れる能ຊ・ス䜻ルに䛴いてのㄆ㆑が䛹のよ

䛖な䜒のであるの䛛、また䛭のᐇែと♫会が大学⏕にồ䜑る能ຊ・ス䜻ルとの㛫にある䜼䝱ッ䝥を䛹のよ䛖にし

て⦰䜑ることができるの䛛に䛴いて研究を㐍䜑ています。これ䛛䜙の♫会で䛿、ᑗ᮶の☜ᐇさをཷけධれる

ᰂ軟性、すな䜟䛱ᑗ᮶を☜ᐇな䜒のにするດຊに䜒関䜟䜙䛪、☜ᐇがᖖにきまと䛖ことをཷけධれるែᗘ

こ䛭が、ᚋの♫会で⏕きていくୖで㔜せなせ⣲となるとゝえます。ゝいえるな䜙、物（ṇゎ）があ䜙䛛䛨

䜑Ỵまっていない（䠙☜ᐇである）こと䛿、自ศ自㌟の⊂自なやり᪉やಶ性を⏕䛛すవᆅがあるとい䛖ことだ

と⫯定ⓗにᤊえるែᗘが㔜せだとい䛖ことです。䛭のよ䛖なែᗘをᇵ䛖た䜑の䜻䝱リ䜰教⫱のᅾり᪉に䛴いて、

ᚋさ䜙に検討を㐍䜑ていきたいと⪃えています。

研究業績（著書・論文・その他の活動）

（䠍）䛂ᚋの学ᰯにおける䜻䝱リ䜰教⫱・職業教⫱のᅾり᪉に䛴いて䛃（୰教ᑂ⟅⏦）䛛䜙みる䜻䝱リ䜰教⫱の

ㄢ㢟とᒎᮃ・久留米工業大学研究報告・No.37 

（䠎）工学部大学⏕の職業観と䜻䝱リ䜰成⇍との関連性䠉職業観に関する自⏤グ㏙データの᥈⣴ⓗ検討を㏻

して䠉、日本教⫱ᚰ⌮学会➨ 5㻢 ᅇ⥲会発表ㄽᩥ㞟

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

これ䛛䜙の☜ᐇの高い♫会で䜒活㌍できる人材の

⫱成にດ䜑たいと⪃えています。 

提供可能な設備機器

なし 
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氏名： ྜྷ谷 ಟ （よしたに おさ䜐） 

所属： ඹ㏻教⫱科

職名： 教授

所属学会・協会： 日本Ṋ㐨学会（評㆟ဨ），㌟体㐠動ᩥ化学

会（⌮），日本学⏕㐨連┕（⌮）

研究分野

Ṋ㐨を୰ᚰとしたス䝫ー䝒のṔྐⓗศ㔝、㐨 

キーワード

精ຊၿ用・自ඹᰤ 

研究概要

⌧ᅾ、⣡㑻の䛂精ຊၿ用・自ඹᰤ䛃ㄽを୰᰾にして、⣡とྠᮇのフランスの教⫱改革や䜸リン

䝢ックムー䞂メントと⣡の教⫱ㄽとの相関連性に䛴いて研究を㐍䜑ています。 

研究シーズ、テーマの内容

 研究とい䛖より、䛹䛱䜙䛛といえば㐨がዲきで、自ศなりに㡹ᙇっています。⌧ᅾẁで、ඵẁに䜒ᣮᡓし

ています。 

自㌟の㐨ಟ⾜やᣦ導の⣊となるよ䛖に、Ṋ㐨を୰ᚰにス䝫ー䝒のṔྐⓗなศ㔝やス䝫ー䝒教⫱ㄽに䛴

いて研究しています。 

⌧ᅾ取り組んでいる研究テーマ䛿、㏆代䜸リン䝢ックが開ദされるよ䛖になったᮇに、㏆代䜸リン䝢ック開

ദの❧ᙺ⪅となった䝢エール・䝗・クー䝧ルタンのẕᅜであるフランスの教⫱⏺で、ス䝫ー䝒による教⫱が䛹の

よ䛖な䜒のとして⌮ゎされ、䛭れが日本のス䝫ー䝒⏺やṊ㐨⏺に䛹のよ䛖なᙳ㡪をえた䛛に䛴いて研究して

いるとこ䜝です。 

フランスㄒのᩥ⊩の⩻ヂがᛮ䛖よ䛖に㐍ま䛪にⱞປしていますが、ఱと䛛୍㏻りの⤖ㄽがฟ䛫るよ䛖に㡹ᙇ

りたいとᛮっています。 

研究業績（著書・論文・その他の活動） 

ⴭ᭩䠖㐨を▱る㎡（ඹⴭ）ᖹ成 21 ᖺ 5 ᭶ᮾிᇽฟ∧ 

学会発表䠖久留米ᕷにおける䝋ーレ௳とす㒓ᅄ㑻の動ྥ（ᖹ成 29 ᖺ 12 ᭶㌟体㐠動ᩥ化学会➨ 22 ᅇ大

会） 

䛭のの活動䠖日本学⏕㐨連┕⌮වᑂุጤဨ（ᖹ成 21 ᖺ 12 ᭶䡚） 

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

㐨䠖教ኈ・ẁ 体⫱関連科┠や部活動（㐨）を㏻して、ඖ気䛿䛴

䜙䛴とした㟷ᖺの⫱成にᐤできればとᛮっていま

す。学⏕ඹ䚻、よ䜝しくお㢪い⏦しୖ䛢ます。 

提供可能な設備機器

なし 
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氏名： ᒣ⏣ ᘯ （やまだ 䛛䛪ひ䜝）

所属： ඹ㏻教⫱科 （教職ㄢ⛬）

職名： ≉ู教授

所属学会・協会： 日本化学会（教⫱会ဨ）

研究分野

教ᖌにồ䜑䜙れる㈨質能ຊに関する研究、学ᰯを取り巻く教⫱ㄢ㢟のㄆ㆑及び教⫱ᐇ⩦におけるㄢ㢟に関

する研究、また、化学教⫱のᅾり᪉に関する研究 

キーワード

教ᖌの㈨質能ຊ、教⫱ㄢ㢟、 教⫱ᐇ⩦に取り組䜐ᚰᵓえ、化学教⫱ 

研究概要

教⫱ᐇ⩦をຠᯝⓗにᐇするた䜑にᚲせな取組み᪉や䛭のㄢ㢟ゎỴを᥈ります。また、教ᖌにồ䜑䜙れる

㈨質能ຊにᑐするព㆑を᥈ります。᭦に、教材のᢅい、学⩦ෆᐜの⪃え᪉、授業୰の㓄៖㡯に䛴いて研

究。 

研究シーズ、テーマの内容

䛆教⫱ᐇ⩦のㄢ㢟䛇 

教⫱ᐇ⩦を体㦂してきた学⏕の䛂⏕のኌ䜰ンケート䛃を㏻して⌧ሙで困ったこと、䛖まくゎỴできたこと、ᚋ研

究したいことな䛹を㞟約・ศ㢮します。䛭れ䛮れのゎỴ⟇を᥈り、教⫱ᐇ⩦にྥ䛛䛖学⏕のཧ⪃にします。 

䛆教ᖌにồ䜑䜙れる㈨質に䛴いて䛇 

教ဨを┠ᣦす学⏕が䛂学ᰯ⌧ሙにおける教ᖌの㈨質能ຊ䛃のព⩏を⌮ゎし、ྛ自のಶ性や㨩ຊを活䛛す᪉

ἲをㄆ㆑さ䛫ることを┠ᣦします。  

䛆化学教⫱のᅾり᪉䛇 

観ᐹ・ᐇ㦂教材の工ኵや改ၿを㏻し、⏕ᚐが科学ⓗに᥈ồするຊを㣴䛖授業のᅾり᪉を研究します。

研究業績（著書・論文・その他の活動）

䠍 学ᰯຊのᙉ化を┠ᣦして（䝟ート䊩）䡚䜾ローバル人材の⫱成に䛴いて䡚  

䠎 ᥎⸀・䠝䠫ධ試にみる高ᰯ教⫱と大学教⫱のな᥋⥆のᅾり᪉䡚ᅜබ❧大学を୰ᚰとして䡚 

３ 教材としての䝢リ䝆䝙ウム䝤ロミ䝗䝨ル䝤ロミ䝗によるἜ⬡の㣬ᗘの測定 

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

なし なし 

提供可能な設備機器

なし 

氏名： ᒣ⏣ 久⨾ （やまだ くみ）

所属： ඹ㏻教⫱科

職名： 教授

所属学会・協会：日本䜰メリカᩥ学会，日本䝋ロー学会（⌮），

大ⱥᩥ学会

研究分野

米ᩥ学（䜰メリカン・ル䝛ッ䝃ンスᮇ）、 ᐇົⱥㄒ、 ⱥᩥἲ、 科学技術ⱥㄒ

キーワード

米ᩥ学、TOEIC、䝋ロー、䜰メリカン・ル䝛ッ䝃ンス、ᇶ♏ⱥㄒ、ⱥㄒ、ᾏ外研究

研究概要

①䝦ンリー・䝋ロー研究②ᇶ♏ⱥㄒᩥἲᣦ導ἲ研究③ⱥㄒを用いたコミ䝳䝙ケーシ䝵ン能ຊ開発䐢科学技

術・ⱥㄒ研究䐣TOEIC ᐇ㊶ᣦ導

研究シーズ、テーマの内容

䠍 大学ⱥㄒにけるᐇ用㐠用能ຊの㣴成

ᇶ♏ⱥᩥἲ䛛䜙ྛ✀検定に有用な大学ⱥᩥἲへと⮳るᩥἲᣦ導ἲの研究（教科᭩をస成）。また、世⏺の

᭱新の科学・工学技術の開発に䛴いて、ⱥㄒの᭱新ㄽᩥやᩥ⊩を⤂し、学⏕に⊂自の䜰イデ䜱䜰を加味

さ䛫る講⩏をᐇしています。

䠎 ⱥㄒ㐠用能ຊの⫱成

TOEIC に≉化したテ䜻ストを用いた䛂えるⱥㄒ䛃のᣦ導ἲの研究とᐇ㊶。具体ⓗに䛿䛂ᐇ用༢ㄒ䛃、䛂日ᖖ会

ヰ表⌧䛃、䛂（䝛イテ䜱䝤による）会ヰ・䝙䝳ース・ラ䝆䜸␒組の⪺き取り䛃といったᵝ䚻な≧ἣูテーマをタ定

し、䝡䝆䝛スのሙに䜒応用ྍ能なᐇ用ⱥㄒ能ຊを㣴䛖メ䝋ッ䝗を活用しています。

３ 米ᩥ学およびከᩥ化研究

ᑓ㛛䛿米ᩥ学、に䜰メリカンル䝛ッ䝃ンスᮇ（㻴enr㼥 Da㼢i㼐 T㼔orea㼡 及び䠡䡉䡁䡎䡏䡋䡊➼）に䛴いて研究。世⏺

ྛᅜのᩥ化やṔྐを学ぶ講⩏を開講୰。

研究業績（著書・論文・その他の活動）

（ⴭ᭩・ㄽᩥ）1. S㼠orie㼟 o㼒 Pioneer㼟 ( ᯇ᯽♫、༢ⴭ。௧ 5 ᖺ 3 ᭶) 2. 㻭 㻴㼥㻲le㼤 㼠eac㼔ing me㼠㼔o㼐 in 㻭ca㼐emic 

Engli㼟㼔 E㼐㼡ca㼠ion㻦 Prac㼠ice an㼐 propo㼟al o㼒 inno㼢a㼠i㼢e lec㼠㼡re 㼒orma㼠 in 㼠㼔e COVID-19 era （ᕞ大学ᇶᖿ

教⫱⣖せ 8 ྕ䠖௧ 4 ᖺ 3 ᭶） 3. 㼇コロナ代にける᪉ྥⓗリ䜰ルタイム講⩏のᑗ᮶性㼉 (ᕞ大学ᇶᖿ

教⫱⣖せ 7 ྕ䠖௧３ᖺ 3 ᭶) 4. 䛄䝋ローと䜰メリカ精⚄䇷䇷米ᩥ学の※ὶをồ䜑て䛅（金ᫍᇽ、ඹⴭ。ᖹ成

24 ᖺ 10 ᭶）5. 䛄のἨをồ䜑て䠖日本䝋ロー学会 50 ᖺのṌみ䛅（䝋ロー学会、ඹⴭ。ᖹ成 27 ᖺ 10 ᭶）

（学会発表）1.䛂Pan㼐emic の代に䇷䇷T㼔orea㼡 ⓗᡓ㜚のᅾり᪉に関する୍⪃ᐹ䛃（R4 ᖺ 10 ᭶。2022 ᖺᗘ

ᅜ䝋ロー学会応⩏ሿ大学） 2.䛂Le㼟㼟on㼟 㼒or T㼟㼡nami㻦 S㼠a㼗ing O㼡r Li㼢e㼟 on 㻲㼡㼠㼡re Di㼟a㼟㼠er Pre㼢en㼠ion䛃

（R1 ᖺ 9 ᭶。䝟リᅜ㝿学会）3.䛂S㼡r㼢i㼢ing T㼟㼡nami㻦 㼃㼔a㼠 a 㻶apane㼟e 䇾Li㼢ing 㻳o㼐䇿 Di㼐 in 1854 an㼐 Le㼟㼟on㼟 

㼒or Di㼟a㼟㼠er Pre㼢en㼠ion䛃（R1 ᖺ 3 ᭶。ୖᾏᅜ㝿学会）4.䛂㻴ENR㼅 D. T㻴ORE㻭㼁䇻S 㻴㼁T 㻭ND 㻭NCIENT 

㻶㻭P㻭NESE S㼁ST㻭IN㻭㻮LE 㼃ISDOM䛃㻴30 ᖺ 5 ᭶。ク䜰ラルン䝥ールᅜ㝿学会）

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

ⱥᩥἲに関する᭩⡠ S㼠orie㼟 o㼒 Pioneer㼟 ᮾ

ி䠖ᯇ᯽♫（༢ⴭ）、S㼠ar㼠ing 㻳a㼠e ᮾி䠖༡

㞼ᇽ（ඹⴭ）

世⏺の᭱新科学・工学を用した新〇ရやエコロ䝆ーにᇶ䛵

く技術開発に⯆味をᣢっています。ⱥㄒに関するご質ၥやご

相談➼お気軽におᐤ䛫ください。

提供可能な設備機器

≉に無し
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氏名： ᒣ⏣ ᘯ （やまだ 䛛䛪ひ䜝）

所属： ඹ㏻教⫱科 （教職ㄢ⛬）

職名： ≉ู教授

所属学会・協会： 日本化学会（教⫱会ဨ）

研究分野

教ᖌにồ䜑䜙れる㈨質能ຊに関する研究、学ᰯを取り巻く教⫱ㄢ㢟のㄆ㆑及び教⫱ᐇ⩦におけるㄢ㢟に関

する研究、また、化学教⫱のᅾり᪉に関する研究 

キーワード

教ᖌの㈨質能ຊ、教⫱ㄢ㢟、 教⫱ᐇ⩦に取り組䜐ᚰᵓえ、化学教⫱ 

研究概要

教⫱ᐇ⩦をຠᯝⓗにᐇするた䜑にᚲせな取組み᪉や䛭のㄢ㢟ゎỴを᥈ります。また、教ᖌにồ䜑䜙れる

㈨質能ຊにᑐするព㆑を᥈ります。᭦に、教材のᢅい、学⩦ෆᐜの⪃え᪉、授業୰の㓄៖㡯に䛴いて研

究。 

研究シーズ、テーマの内容

䛆教⫱ᐇ⩦のㄢ㢟䛇 

教⫱ᐇ⩦を体㦂してきた学⏕の䛂⏕のኌ䜰ンケート䛃を㏻して⌧ሙで困ったこと、䛖まくゎỴできたこと、ᚋ研

究したいことな䛹を㞟約・ศ㢮します。䛭れ䛮れのゎỴ⟇を᥈り、教⫱ᐇ⩦にྥ䛛䛖学⏕のཧ⪃にします。 

䛆教ᖌにồ䜑䜙れる㈨質に䛴いて䛇 

教ဨを┠ᣦす学⏕が䛂学ᰯ⌧ሙにおける教ᖌの㈨質能ຊ䛃のព⩏を⌮ゎし、ྛ自のಶ性や㨩ຊを活䛛す᪉

ἲをㄆ㆑さ䛫ることを┠ᣦします。  

䛆化学教⫱のᅾり᪉䛇 

観ᐹ・ᐇ㦂教材の工ኵや改ၿを㏻し、⏕ᚐが科学ⓗに᥈ồするຊを㣴䛖授業のᅾり᪉を研究します。

研究業績（著書・論文・その他の活動）

䠍 学ᰯຊのᙉ化を┠ᣦして（䝟ート䊩）䡚䜾ローバル人材の⫱成に䛴いて䡚  

䠎 ᥎⸀・䠝䠫ධ試にみる高ᰯ教⫱と大学教⫱のな᥋⥆のᅾり᪉䡚ᅜබ❧大学を୰ᚰとして䡚 

３ 教材としての䝢リ䝆䝙ウム䝤ロミ䝗䝨ル䝤ロミ䝗によるἜ⬡の㣬ᗘの測定 

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

なし なし 

提供可能な設備機器

なし 
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氏名： ᯇ୰  （ま䛴な䛛 䛛ん䛨）

所属： ඹ㏻教⫱科

職名： 教授

所属学会・協会：日本ㄆ▱ゝㄒ学会 

ᫎീメデ䜱䜰ⱥㄒ教⫱学会，日本マン䜺学会

研究分野

䝋シ䝳ールゝㄒ学、ㄆ▱ព味ㄽ、ⱥㄒ学、日本ㄒ学、␗ᩥ化コミ䝳䝙ケーシ䝵ンㄽ、⩻ヂ研究な䛹。 

キーワード

日ⱥㄒのከ⩏研究、日ⱥㄒព味ᑐ↷研究、ᫎ⏬を用いたⱥㄒ教⫱、␗ᩥ化コミ䝳䝙ケーシ䝵ン 

研究概要

日ⱥㄒのከ⩏ㄒをᇶに、ゝⴥのព味の⏕成とඹ有、⌮ゎのཎ⌮とメカ䝙ズムのゎ᫂をᑓ㛛としています。䛭

の応用発ᒎとして⩻ヂにおけるព味の創⏕、㎡᭩のព味グ㏙のあり᪉、ⱥㄒ教⫱におけるᇶ本ㄒᙡの⩦得

と用、ᇶ♏ⱥㄒຊ㣴成に取り組んでいます。 

研究シーズ、テーマの内容

1)日ⱥㄒのព味研究䠖日ⱥㄒのከ⩏ㄒをᇶに、ゝⴥのព味の⏕成とඹ有、⌮ゎのཎ⌮とメカ䝙ズムのゎ᫂

をᑓ㛛としています。༤ኈㄽᩥでᒎ開した自㌟のព味研究の⌮ㄽをᇶに、ᐩኈ㏻の 㻲M タウンズにᦚ㍕され

ていた䜰トラスエン䝆ンとい䛖自動⩻ヂ䝋フトの開発にᦠ䜟りました。⌧ᅾ䛿 20 ᩘᖺ᮶取り組んできた䝋シ䝳ー

ルゝㄒ⌮ㄽの▩┪点がゎỴし、ㄆ▱ゝㄒ学のど点をᇶに、ከ⩏のព味⏕成と⌮ゎとい䛖人㛫の創㐀ຊの

ᛮ㆟をゎ᫂する᪉ἲを᥈っています。 

2)大学⏕のᇶ♏ⱥㄒຊ㣴成䠖ὒ⏬で用い䜙れたᫎ⏬のྎモを㢟材に、ព味研究の用だけでなく教ᐊでの

ⱥㄒ表⌧、ⱥᩥἲの学⩦に活䛛しています。また䛭れ䜙をᇶにⱥㄒを⪺き取るⱥㄒ⪥のカ⦎、ⱥㄒの表⌧

ἲのカ⦎に取りධれてⱥㄒのᇶ♏ຊྥୖとྠに TOEIC のスコ䜰䜰ッ䝥、ⱥ検な䛹の㈨᱁試㦂✺◚䜒┠ᣦ

しています。 

研究業績

1)䛄フ䜵ラーリとラン䝪ル䜼ー䝙䇷䛂スー䝟ーカー䛃のṇ体䇷䛅(୕┬ᇽ᭩ᗑ䠋創ⱥ♫) 

2)䛂ከ⩏のཎ⌮に䛴いてのㄆ▱ព味ㄽⓗ⪃ᐹ䇷ព味ᣑᙇの有ዎ性に䛴いて䇷䛃䛃䛄ㄆ▱ゝㄒ学ㄽ⪃ No.1㻢䛅

(ひ䛴䛨᭩ᡣ) 

3)䛂䛂久留米工業大学工学部 ඹ㏻教⫱科┠䛂科学技術ⱥㄒ(2 ᖺ⏕)䛃授業ᐇ㊶報告䛃䛃・䛂久留米工業大学工

学部ඹ㏻教⫱科┠䛂ⱥㄒコミ䝳䝙ケーシ䝵ンス䜻ル(2 ᖺ⏕)䛃授業ᐇ㊶報告䛃䛄コロナと䜰カデミ䜰䛅(㞾㡢学術

ฟ∧) 

4）䛄䝋シ䝳ールゝㄒ学のព味ㄽⓗ再検討䛅(ひ䛴䛨᭩ᡣ) 

5）䛂䛂ひく䛃のព味ㄽ䇷ከ⩏とㄆ▱の᥋点䇷䛃䛄日本㏆代ㄒ研究 5䛅(ひ䛴䛨᭩ᡣ) 

㻢）䛄⌧代ⱥㄒㄒᙡのከ⩏ᵓ㐀䠉ㄆ▱ㄽⓗど点䛛䜙䠉䛆ᐇド⦅䛇䛅(ⓑ᱈᭩ᡣ) 

7）䛄⌧代ⱥㄒㄒᙡのከ⩏ᵓ㐀䠉ㄆ▱ㄽⓗど点䛛䜙䠉䛆⌮ㄽ⦅䛇䛅(ⓑ᱈᭩ᡣ) 

8）䛂ㄒのከ⩏ⓗព味ᣑᙇに䛴いてのㄆ▱ⓗ⪃ᐹ䛃䛄日本ㄒ教⫱学のど点䛅(ᮾிᇽ) 

9）䛂⌧代のከ⩏ㄒのᵓ㐀䛃䛄⌧代日本ㄒ講ᗙ ➨ 4 巻 ㄒᙡ䛅(᫂᭩㝔) 

10)䛄米ㄒṇㄗチ䜵ック㎡䛅(マクミラン・ラン䝀ー䝆ハウス) 

11)䛄㻮㻭㻮EL ⩻ヂ表⌧㎡䛅(バ䝧ル・䝥レス) 

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

ᐩኈ㏻ 㻲M タウンズの䜰トラスエン䝆ン自動⩻ヂ䝋フ

トの開発。㎡᭩の⦅㞟、ฟ∧な䛹。

ᫎ⏬の䝉リフ䛛䜙㞟䜑たㄒのከ⩏ⓗ用をᇶにし

た⩻ヂ表⌧㎡や教科᭩のฟ∧に⯆味をᣢってお

り、䛭れをᚋのライフ䝽ークとして⪃えております。 

提供可能な設備機器

なし 
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研究業績

1)䛄フ䜵ラーリとラン䝪ル䜼ー䝙䇷䛂スー䝟ーカー䛃のṇ体䇷䛅(୕┬ᇽ᭩ᗑ䠋創ⱥ♫) 

2)䛂ከ⩏のཎ⌮に䛴いてのㄆ▱ព味ㄽⓗ⪃ᐹ䇷ព味ᣑᙇの有ዎ性に䛴いて䇷䛃䛃䛄ㄆ▱ゝㄒ学ㄽ⪃ No.1㻢䛅

(ひ䛴䛨᭩ᡣ) 

3)䛂䛂久留米工業大学工学部 ඹ㏻教⫱科┠䛂科学技術ⱥㄒ(2 ᖺ⏕)䛃授業ᐇ㊶報告䛃䛃・䛂久留米工業大学工

学部ඹ㏻教⫱科┠䛂ⱥㄒコミ䝳䝙ケーシ䝵ンス䜻ル(2 ᖺ⏕)䛃授業ᐇ㊶報告䛃䛄コロナと䜰カデミ䜰䛅(㞾㡢学術

ฟ∧) 

4）䛄䝋シ䝳ールゝㄒ学のព味ㄽⓗ再検討䛅(ひ䛴䛨᭩ᡣ) 

5）䛂䛂ひく䛃のព味ㄽ䇷ከ⩏とㄆ▱の᥋点䇷䛃䛄日本㏆代ㄒ研究 5䛅(ひ䛴䛨᭩ᡣ) 

㻢）䛄⌧代ⱥㄒㄒᙡのከ⩏ᵓ㐀䠉ㄆ▱ㄽⓗど点䛛䜙䠉䛆ᐇド⦅䛇䛅(ⓑ᱈᭩ᡣ) 

7）䛄⌧代ⱥㄒㄒᙡのከ⩏ᵓ㐀䠉ㄆ▱ㄽⓗど点䛛䜙䠉䛆⌮ㄽ⦅䛇䛅(ⓑ᱈᭩ᡣ) 

8）䛂ㄒのከ⩏ⓗព味ᣑᙇに䛴いてのㄆ▱ⓗ⪃ᐹ䛃䛄日本ㄒ教⫱学のど点䛅(ᮾிᇽ) 

9）䛂⌧代のከ⩏ㄒのᵓ㐀䛃䛄⌧代日本ㄒ講ᗙ ➨ 4 巻 ㄒᙡ䛅(᫂᭩㝔) 

10)䛄米ㄒṇㄗチ䜵ック㎡䛅(マクミラン・ラン䝀ー䝆ハウス) 

11)䛄㻮㻭㻮EL ⩻ヂ表⌧㎡䛅(バ䝧ル・䝥レス) 

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

ᐩኈ㏻ 㻲M タウンズの䜰トラスエン䝆ン自動⩻ヂ䝋フ

トの開発。㎡᭩の⦅㞟、ฟ∧な䛹。

ᫎ⏬の䝉リフ䛛䜙㞟䜑たㄒのከ⩏ⓗ用をᇶにし

た⩻ヂ表⌧㎡や教科᭩のฟ∧に⯆味をᣢってお

り、䛭れをᚋのライフ䝽ークとして⪃えております。 

提供可能な設備機器

なし 
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氏名： ⸨ཎ Ꮥ㐀 （䜅䛨䜟䜙 こ䛖䛮䛖） 

所属： ඹ㏻教⫱科

職名： 教授

所属学会・協会：

研究分野

ᑵ業ຊ⫱成、䜻䝱リ䜰デ䝄イン 

キーワード

人㛫ຊ、、人⏕、⏕き᪉、๓に㋃みฟすຊ 

研究概要

䜻䝱リ䜰デ䝄インに関して 

研究シーズ、テーマの内容

䊠，学⏕自㌟が䛂䛃䠙䛂ᚿ䛃のᛮ⪃を㌟にけるた䜑に、ಶู面談やデ䜱スカッシ䝵ンをᐇ。 

䊡，新つ業開ᣅにおいて、業が大学や学⏕にồ䜑ている（カリ䜻䝳ラム、㈨᱁、人㛫性➼）を  

   䝠䜰リン䜾し、学科や学⏕へのフ䜱ー䝗バックをᐇ。 

研究業績（著書・論文・その他の活動） 

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

本学で䛿䜻䝱リ䜰䝃䝫ート䝉ンターが୰ᚰとなり、

業と学⏕のマッチン䜾にὀຊしております。䛂䜒の䛵く

り䛃を㏻して♫会に㈉⊩したいとい䛖高いᚿをᣢった

学⏕が㞟䛖久留米工業大学をᐅしくお㢪い⮴しま

す。 

提供可能な設備機器

氏名： ᕴ 㟹 （た䛴み やすあき） 

所属： ඹ㏻教⫱科

職名： 教授

所属学会・協会： 日本リメデ䜱䜰ル教⫱学会 

研究分野

1. ᆅᇦと連ᦠした教⫱活動のᐇ㊶とຠᯝ測定 

2. ᩥ❶表⌧ᣦ導に関する研究 

3. ⤒῭学教⫱ἲの開発・ຠᯝ測定(ྵ ICT 利用教⫱) 

4. ⌮ㄽ⤒῭学（♫会㑅ᢥ⌮ㄽ） 

キーワード

ᆅᇦ連ᦠ、ᑵ業用ᩥ❶ᣦ導、⤒῭学教⫱、e ラー䝙ン䜾、♫会㑅ᢥ⌮ㄽ  

研究概要

ඖ䚻のᑓ㛛䛿⌮ㄽ⤒῭学ですが㏆ᖺ䛿、ᆅᇦと連ᦠした教⫱活動をタ計・ᐇし、䛭のຠᯝ測定を⾜なっ

ています。また講⩏で䛂ᩥ❶表⌧ἲ䛃をᢸᙜし、にᑵ業用ᩥ❶⏘ฟにおける困㞴ឤのศᯒや、学⏕チ䝳ー

ターのᣦ導における談ヰศᯒ➼を⾜っています。 

研究シーズ、テーマの内容

● ᆅᇦと連ᦠした教⫱活動のᐇ㊶と䛭のຠᯝ測定 

㏆㞄ᆅᇦ（⟃ᚋᆅ༊）にᐇ㝿にᏑᅾするᆅᇦㄢ㢟をテーマとし、䛭の⌮ゎやㄢ㢟ゎỴを┠ⓗとしたṇ

つ科┠のタ計及び教⫱ᐇ㊶。ᆅᇦ業やᅋ体と連ᦠし、P㻮L(Pro㼖ec㼠 㻮a㼟e㼐 Learning)をᐇすること

で学⏕のᑵ業ព㆑や♫会人ᇶ♏ຊに䛹のᵝなຠᯝがある䛛をศᯒ 

● ᒚṔ᭩ᩥ❶ḍを利用したᩥ❶表⌧ᣦ導 

ᒚṔ᭩ᩥ❶・エントリーシートのᩥ❶ḍ（䛂自ᕫ PR䛃・䛂学⏕代にຊをධれたこと䛃➼）を利用したỗ用ᩥ

❶技術のᾰ㣴の試みと䛭のຠᯝ測定 

● ධ学๓教⫱の教⫱ຠᯝのຠᯝ測定 

᥎⸀ධ学⏕をᑐ㇟とし、e ラー䝙ン䜾を利用したධ学๓教⫱に䛴いて、䝥レースメントテストやᮇᮎ試㦂

（⤒῭学）の成⦼との関ಀをศᯒ 

研究業績（著書・論文・その他の活動） 

1. ᕴ㟹・ᇼ᠇୍㑻䛂ᆅᇦ⌮ゎをテーマとした㐲㝸授業によるデ䜱䝧ート学⩦のᐇ㊶研究䇷ICT 䝒ールを活

用した༠ാ・༠ㄪ学⩦に╔┠して䇷䛃䛄リメデ䜱䜰ル教⫱研究䛅 1㻢 巻 pp. 㻢5-78㻘 2022. 

2. ᕴ㟹䛂工学⣔༢科大学におけるᆅᇦ連ᦠコー䜸䝥教⫱のタ計とᐇ䛃䠘久留米工業大学研究報告㻘 

No.44㻘 pp170-177㻘 2022 

3. ᕴ㟹、ᇼ᠇୍㑻、䛂学部⏕チ䝳ーターによるᑵ業用ᩥ❶ライテ䜱ン䜾ᣦ導におけるᩥ❶⏘ฟ㐣⛬の談

ヰศᯒ䛃䛄久留米工業大研究報告䛅Vol41㻘pp17㻢-184㻘 2020 

4. ᕴ㟹、ᇼ᠇୍㑻、䛂ᑵ業用ᩥ❶⏘ฟにおける᭩きᡭの困㞴ឤのศᯒ䛃䛄久留米工業大研究報告䛅

Vol41㻘pp129-13㻢㻘 2019 

5. ᕴ、ミクロ・マクロ⤒῭学演⩦科┠の教⫱ຠᯝに関するᐇド研究、䛄ி㒔大学高➼教⫱研究䛅➨ 18 ྕ㻘 

pp11-23㻘 2012 

㻢. 䛭の活動 

(1) 201㻢 ᖺᗘ CIEC 学会㈹ㄽᩥ㈹ ྲཱྀ ㈹䠖ཷ㈹ㄽᩥ䛂バック䜾ラウン䝗✌ാクリッカー(㼎gClic㼗er)の開発䛃

(䛄コン䝢䝳ータ㻒エデ䝳ケーシ䝵ン䛅Vol.38(2015) 

(2) 日本ムー䝗ル༠会 2013 ᖺᗘ䝧スト・ムー䝗ル・䜸ー䝥ン・コースウ䜵䜰㈹ ᭱ඃ秀㈹ཷ㈹సရ䛂マクロ

⤒῭学演⩦䛃 

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

  

提供可能な設備機器
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氏名： ᕴ 㟹 （た䛴み やすあき） 

所属： ඹ㏻教⫱科

職名： 教授

所属学会・協会： 日本リメデ䜱䜰ル教⫱学会 

研究分野

1. ᆅᇦと連ᦠした教⫱活動のᐇ㊶とຠᯝ測定 

2. ᩥ❶表⌧ᣦ導に関する研究 

3. ⤒῭学教⫱ἲの開発・ຠᯝ測定(ྵ ICT 利用教⫱) 

4. ⌮ㄽ⤒῭学（♫会㑅ᢥ⌮ㄽ） 

キーワード

ᆅᇦ連ᦠ、ᑵ業用ᩥ❶ᣦ導、⤒῭学教⫱、e ラー䝙ン䜾、♫会㑅ᢥ⌮ㄽ  

研究概要

ඖ䚻のᑓ㛛䛿⌮ㄽ⤒῭学ですが㏆ᖺ䛿、ᆅᇦと連ᦠした教⫱活動をタ計・ᐇし、䛭のຠᯝ測定を⾜なっ

ています。また講⩏で䛂ᩥ❶表⌧ἲ䛃をᢸᙜし、にᑵ業用ᩥ❶⏘ฟにおける困㞴ឤのศᯒや、学⏕チ䝳ー

ターのᣦ導における談ヰศᯒ➼を⾜っています。 

研究シーズ、テーマの内容

● ᆅᇦと連ᦠした教⫱活動のᐇ㊶と䛭のຠᯝ測定 

㏆㞄ᆅᇦ（⟃ᚋᆅ༊）にᐇ㝿にᏑᅾするᆅᇦㄢ㢟をテーマとし、䛭の⌮ゎやㄢ㢟ゎỴを┠ⓗとしたṇ

つ科┠のタ計及び教⫱ᐇ㊶。ᆅᇦ業やᅋ体と連ᦠし、P㻮L(Pro㼖ec㼠 㻮a㼟e㼐 Learning)をᐇすること

で学⏕のᑵ業ព㆑や♫会人ᇶ♏ຊに䛹のᵝなຠᯝがある䛛をศᯒ 

● ᒚṔ᭩ᩥ❶ḍを利用したᩥ❶表⌧ᣦ導 

ᒚṔ᭩ᩥ❶・エントリーシートのᩥ❶ḍ（䛂自ᕫ PR䛃・䛂学⏕代にຊをධれたこと䛃➼）を利用したỗ用ᩥ

❶技術のᾰ㣴の試みと䛭のຠᯝ測定 

● ධ学๓教⫱の教⫱ຠᯝのຠᯝ測定 

᥎⸀ධ学⏕をᑐ㇟とし、e ラー䝙ン䜾を利用したධ学๓教⫱に䛴いて、䝥レースメントテストやᮇᮎ試㦂

（⤒῭学）の成⦼との関ಀをศᯒ 

研究業績（著書・論文・その他の活動） 

1. ᕴ㟹・ᇼ᠇୍㑻䛂ᆅᇦ⌮ゎをテーマとした㐲㝸授業によるデ䜱䝧ート学⩦のᐇ㊶研究䇷ICT 䝒ールを活

用した༠ാ・༠ㄪ学⩦に╔┠して䇷䛃䛄リメデ䜱䜰ル教⫱研究䛅 1㻢 巻 pp. 㻢5-78㻘 2022. 

2. ᕴ㟹䛂工学⣔༢科大学におけるᆅᇦ連ᦠコー䜸䝥教⫱のタ計とᐇ䛃䠘久留米工業大学研究報告㻘 

No.44㻘 pp170-177㻘 2022 

3. ᕴ㟹、ᇼ᠇୍㑻、䛂学部⏕チ䝳ーターによるᑵ業用ᩥ❶ライテ䜱ン䜾ᣦ導におけるᩥ❶⏘ฟ㐣⛬の談

ヰศᯒ䛃䛄久留米工業大研究報告䛅Vol41㻘pp17㻢-184㻘 2020 

4. ᕴ㟹、ᇼ᠇୍㑻、䛂ᑵ業用ᩥ❶⏘ฟにおける᭩きᡭの困㞴ឤのศᯒ䛃䛄久留米工業大研究報告䛅

Vol41㻘pp129-13㻢㻘 2019 

5. ᕴ、ミクロ・マクロ⤒῭学演⩦科┠の教⫱ຠᯝに関するᐇド研究、䛄ி㒔大学高➼教⫱研究䛅➨ 18 ྕ㻘 

pp11-23㻘 2012 

㻢. 䛭の活動 

(1) 201㻢 ᖺᗘ CIEC 学会㈹ㄽᩥ㈹ ྲཱྀ ㈹䠖ཷ㈹ㄽᩥ䛂バック䜾ラウン䝗✌ാクリッカー(㼎gClic㼗er)の開発䛃

(䛄コン䝢䝳ータ㻒エデ䝳ケーシ䝵ン䛅Vol.38(2015) 

(2) 日本ムー䝗ル༠会 2013 ᖺᗘ䝧スト・ムー䝗ル・䜸ー䝥ン・コースウ䜵䜰㈹ ᭱ඃ秀㈹ཷ㈹సရ䛂マクロ

⤒῭学演⩦䛃 

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

  

提供可能な設備機器
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氏名： ᭹部 雄⣖ （䛿っとり 䜖䛖き） 

所属： インテリ䝆䜵ント䡡䝰䝡リテ䜱研究所

職名： ≉௵ຓ教

所属学会・協会： 日本デ䝄イン学会，日本⯟✵Ᏹᐂ学 

自動㌴技術会

研究分野

䡡人工▱能をᦚ㍕した自動㐠㌿システムの開発 

䡡人工▱能を用いたデ䝄イン開発ᨭシステム 

キーワード

人工▱能、自動㐠㌿ 

研究概要

IoT䡡人工▱能を用いた自動㐠㌿システムの研究䡡開発(䝟ートナー䝰䝡リテ䜱) 

人工▱能を活用してデ䝄インᥦを⾜䛖システムの研究 

研究シーズ、テーマの内容

自動㐠㌿システム 

䡡 ῝ᗘ䝉ン䝃、カメラ、LiD㻭R を用いた自動㐠㌿㌴いすの開発 

㼔㼠㼠p㼟㻦㻛㻛㼣㼣㼣.㼒ace㼎oo㼗.com㻛㼗i㼠.㼎ran㼐ing㻛 

䡡 自動ᦙ㏦㌴୧の研究 

人工▱能 

䡡 ⏬ീㄆ㆑を活用した人䡡物の検ฟ 

䡡 CNN を用いた自動㌴䡡⯟✵機のデ䝄イン開発ᨭ 

研究業績（著書・論文・その他の活動） 

࠙ᏛⓎ⾲ࠚ  ⮬ື㌴ �'   ຊ性⬟ண✵ࡓ࠸⏝ࢆ⬟▱ேᕤࡿᥦにᑐすࣥࢨࢹ

᪥ᮏࣥࢨࢹᏛࠊᏘ◊✲Ⓨ⾲ ���� 

࠙ᏛⓎ⾲ࡓ࠸⏝ࢆࢢࣥࢽ࣮ࣛࣉ࣮ࢹ  ࠚ⩼ᆺの✵ຊ性⬟᥎ᐃ

᪥ᮏ⯟✵ᏱᐂᏛࠊ➨ �� ᅇ㣕⾜機࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ ���� 

㛤Ⓨ࣒ࢸࢫࢩ ᴗࢢࣥࢹࣥࣛࣈ✲◊Ꮫ❧⚾ࠚࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ࠙

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

࠙ඹྠ研究ࠚ⮬ື㌴ �' ேࡿᥦにᑐすࣥࢨࢹ

ᕤ▱⬟ࡓ࠸⏝ࢆ✵ຊ性⬟ண  

࠙ඹྠ◊✲ࡓ࠸⏝ࢆࢢࣥࢽ࣮ࣛࣉ࣮ࢹࠚ⩼ᆺ

の✵ຊ性⬟᥎ᐃ 

これまでに業で䝥ロ䜾ラミン䜾教⫱や組㎸みシ

ステムの開発、評価にᚑしてきました。ୖグ௨外の

テーマに䛴いて䜒ご相談ください。 

提供可能な設備機器（名称・ᆺ␒䛂メー䜹ー名䛃）

1．人工▱能用 㻳P㻳P㼁 䝃ーバ （NVIDI㻭 㻽㼁㻭DRO RTX 8000） 

氏名： Lee㻘 Ric㼔ar㼐 （リー リチ䝱ー䝗） 

所属： ඹ㏻教⫱科

職名： 教授

所属学会・協会： 㻶㻭LT，㻷OTESOL

研究分野

Engli㼟㼔 Lang㼡age Spea㼗ing㻘 Li㼟㼠ening㻘 Lang㼡age Te㼟㼠ing an㼐 Pragma㼠ic㼟  

キーワード

Pragma㼠ic㼟 ・ Lang㼡age Te㼟㼠ing ・ Te㼟㼠 㼃a㼟㼔㼎ac㼗 ・ S㼠㼡㼐㼥 㻭㼎roa㼐  

研究概要

Some o㼎㼟㼠acle㼟 㼒ace㼐 㼎㼥 㻶apane㼟e learner㼟 o㼒 Engli㼟㼔 i㼟 㼠㼔e 㼔omogenei㼠㼥 o㼒 㼠㼔e 㼠㼥pical 㼡ni㼢er㼟i㼠㼥 Engli㼟㼔 

cla㼟㼟room an㼐 㼠㼔e lac㼗 o㼒 a㼢aila㼎ili㼠㼥 o㼒 pro㼒icien㼠 Engli㼟㼔 㼟pea㼗er㼟 㼣i㼠㼔 㼣㼔om 㼠㼔e㼥 can 䇾㼡㼟e䇿 㼠㼔e lang㼡age 

on a reg㼡lar 㼎a㼟i㼟. M㼥 c㼡rren㼠 re㼟earc㼔 in㼠ere㼟㼠㼟 are connec㼠e㼐 㼠o 㼠e㼟㼠ing me㼠㼔o㼐㼟 an㼐 cla㼟㼟room ma㼠erial㼟 

㼠㼔a㼠 㼣ill 㼒o㼟㼠er 㼟㼠㼡㼐en㼠-㼠o-㼟㼠㼡㼐en㼠 an㼐 㼟㼠㼡㼐en㼠-㼠o-㼠eac㼔er Engli㼟㼔 comm㼡nica㼠ion in 㼔ig㼔l㼥 㼔omogeno㼡㼟 

lang㼡age learning en㼢ironmen㼠㼟㻘 㼟㼡c㼔 a㼟 㼠㼔o㼟e 㼒o㼡n㼐 in 㻶apane㼟e 㼡ni㼢er㼟i㼠㼥 cla㼟㼟room㼟. 

研究シーズ、テーマの内容

Po㼟i㼠i㼢e Te㼟㼠 㼃a㼟㼔㼎ac㼗 

I am c㼡rren㼠l㼥 in㼢e㼟㼠iga㼠ing 㼠㼔e e㼒㼒icac㼥 o㼒 lo㼣-㼟㼠a㼗e㼟 oral-pro㼒icienc㼥 㼠e㼟㼠㼟 㼣i㼠㼔 㼠eac㼔er 㼒ee㼐㼎ac㼗 a㼟 an 

e㼤㼠ernal mo㼠i㼢a㼠or 㼠o enco㼡rage lang㼡age prac㼠ice an㼐 㼐e㼢elopmen㼠 in a lo㼣-pro㼒icienc㼥 E㻲L cla㼟㼟room. I 

am in㼠ere㼟㼠e㼐 in learning 㼠o 㼣㼔a㼠 e㼤㼠en㼠 in㼠ermi㼠㼠en㼠 㼠eac㼔er 㼒ee㼐㼎ac㼗 gi㼢en 㼎e㼒ore an㼐 a㼒㼠er lo㼣-㼟㼠a㼗e㼟 in-

cla㼟㼟 㼟pea㼗ing 㼠e㼟㼠㼟 can enco㼡rage E㻲L 㼟㼠㼡㼐en㼠㼟 㼠o increa㼟e 㼠㼔eir prac㼠ice o㼒 㼟pea㼗ing 㼟㼗ill㼟 an㼐 impro㼢e 

㼠㼔eir 㼟pea㼗ing 㼒l㼡enc㼥. 

      

研究業績（著書・論文・その他の活動） 

Lee㻘 R. 㻭.㻘 D㼡c㼗er㻘 N. T.㻘 㻒 E㼐lin㻘 C. 㻶. (2013). Pre- an㼐 po㼟㼠㼠e㼟㼠 㼣a㼟㼔㼎ac㼗 in paire㼐 oral cla㼟㼟room 

a㼟㼟e㼟㼟men㼠㼟. In N. Son㼐a 㻒 㻭. 㻷ra㼡㼟e (E㼐㼟.)㻘 㻶㻭LT2012 Con㼒erence Procee㼐ing㼟. To㼗㼥o㻦 㻶㻭LT 

㻲ee㼐㼎ac㼗 on Spea㼗ing㻦 㻭re 㼃e Ma㼗ing a Di㼒㼒erence ඹⴭ ᖹ成 24 ᖺ 10 ᭶ 㻎㻶㻭LT2012 

ᅜㄒ学教⫱学会ᖺ次ᅜ㝿大会 教材ᒎ 㟼ᒸ┴ ᯇᕷ 䜰クトシテ䜱ᯇにて㻎 Ric㼔ar㼐 Lee㻘 C㼡r㼠i㼟 E㼐lin

㻒 Na㼠㼔an D㼡c㼗er 

䇾Enco㼡raging Oral Par㼠icipa㼠ion 㼣i㼠㼔 Sel㼒-Repor㼠ing䇿 ༢ⴭ ᖹ成 28 ᖺ 10 ᭶ 㻎㻷OTESOL ᅜ

㝿学会 ᖺ次ᅜ㝿大会(㡑ᅜ䝋ウル ῄ᫂（スンミ䝵ン)ዪ子大学ᰯ)㻎 

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

  

提供可能な設備機器
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氏名： ᭹部 雄⣖ （䛿っとり 䜖䛖き） 

所属： インテリ䝆䜵ント䡡䝰䝡リテ䜱研究所

職名： ≉௵ຓ教

所属学会・協会： 日本デ䝄イン学会，日本⯟✵Ᏹᐂ学 

自動㌴技術会

研究分野

䡡人工▱能をᦚ㍕した自動㐠㌿システムの開発 

䡡人工▱能を用いたデ䝄イン開発ᨭシステム 

キーワード

人工▱能、自動㐠㌿ 

研究概要

IoT䡡人工▱能を用いた自動㐠㌿システムの研究䡡開発(䝟ートナー䝰䝡リテ䜱) 

人工▱能を活用してデ䝄インᥦを⾜䛖システムの研究 

研究シーズ、テーマの内容

自動㐠㌿システム 

䡡 ῝ᗘ䝉ン䝃、カメラ、LiD㻭R を用いた自動㐠㌿㌴いすの開発 

㼔㼠㼠p㼟㻦㻛㻛㼣㼣㼣.㼒ace㼎oo㼗.com㻛㼗i㼠.㼎ran㼐ing㻛 

䡡 自動ᦙ㏦㌴୧の研究 

人工▱能 

䡡 ⏬ീㄆ㆑を活用した人䡡物の検ฟ 

䡡 CNN を用いた自動㌴䡡⯟✵機のデ䝄イン開発ᨭ 

研究業績（著書・論文・その他の活動） 

࠙ᏛⓎ⾲ࠚ  ⮬ື㌴ �'   ຊ性⬟ண✵ࡓ࠸⏝ࢆ⬟▱ேᕤࡿᥦにᑐすࣥࢨࢹ

᪥ᮏࣥࢨࢹᏛࠊᏘ◊✲Ⓨ⾲ ���� 

࠙ᏛⓎ⾲ࡓ࠸⏝ࢆࢢࣥࢽ࣮ࣛࣉ࣮ࢹ  ࠚ⩼ᆺの✵ຊ性⬟᥎ᐃ

᪥ᮏ⯟✵ᏱᐂᏛࠊ➨ �� ᅇ㣕⾜機࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ ���� 

㛤Ⓨ࣒ࢸࢫࢩ ᴗࢢࣥࢹࣥࣛࣈ✲◊Ꮫ❧⚾ࠚࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ࠙

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

࠙ඹྠ研究ࠚ⮬ື㌴ �' ேࡿᥦにᑐすࣥࢨࢹ

ᕤ▱⬟ࡓ࠸⏝ࢆ✵ຊ性⬟ண  

࠙ඹྠ◊✲ࡓ࠸⏝ࢆࢢࣥࢽ࣮ࣛࣉ࣮ࢹࠚ⩼ᆺ

の✵ຊ性⬟᥎ᐃ 

これまでに業で䝥ロ䜾ラミン䜾教⫱や組㎸みシ

ステムの開発、評価にᚑしてきました。ୖグ௨外の

テーマに䛴いて䜒ご相談ください。 

提供可能な設備機器（名称・ᆺ␒䛂メー䜹ー名䛃）

1．人工▱能用 㻳P㻳P㼁 䝃ーバ （NVIDI㻭 㻽㼁㻭DRO RTX 8000） 
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氏名： ࿋ ඖ （お 䛨䛗䛖䛙ん）

所属： 㻭I 応用研究所

職名： ≉௵講ᖌ

所属学会・協会： 日本ᘓ⠏学会，✵気ㄪ・⾨⏕工学会

研究分野

ᘓ⠏⎔ቃ、ᘓ⠏タഛ、✵ㄪ・⇕※システムのシミ䝳レーシ䝵ン 

キーワード

ᘓ⠏⎔ቃ工学、✵ㄪ・⇕※システム、᭱適な㐠㌿制御、┬エ䝛㐠㌿、再⏕ྍ能エ䝛ル䜼ー導ධຠᯝ 

研究概要

ᘓ物に導ධされている 㻮EMS（㻮㼡il㼐ing an㼐 Energ㼥 Managemen㼠 S㼥㼟㼠em）のデータを用いてᘓ物に導ධした

⇕※機ჾや✵ㄪシステムの㐠㌿᥎⛣をศᯒし、␗ᖖ㐠㌿に䛴いて検▱する䝒ールの開発を⾜っています。

✵ㄪ・⇕※システムのシミ䝳レーシ䝵ン䝰デルをᵓ⠏して、ケーススタデ䜱による᭱適な㐠㌿᪉ἲをᥦしてい

ます。また、再⏕ྍ能エ䝛ル䜼ーを導ධしたຠᯝや┬エ䝛㐠㌿᪉ἲに䛴いて研究をおこなっています。 

研究シーズ、テーマの内容

（䠍）✵ㄪ・⇕※システムの機能性能試㦂 

・✵ㄪ・⇕※機ჾの性能≉性と機能性能ᐇ㦂データẚ㍑ 

・機能性能ᐇ㦂䝒ール開発 

・✵ㄪ・⇕※システムの性能検ドと␗ᖖ検▱ 

（2）✵ㄪ・⇕※システムの᭱適な㐠㌿᪉ἲᥦ 

・ᘓ物に導ධされている 㻮EMS データを用いて㐠㌿᥎⛣ศᯒ 

・シミ䝳レーシ䝵ン䝰デルᵓ⠏と䝟ラメータྠ定 

・ケーススタデ䜱による᭱適な㐠㌿᪉ἲ検討とᥦ 

（3）再⏕ྍ能エ䝛ル䜼ーの導ධຠᯝ 

・ኴ㝧光発電や㢼ຊ発電な䛹発電᥎⛣ศᯒ 

・電・⇕システムの㐠㌿ຠ⋡ศᯒ 

・ຠ⋡ⓗな㐠㌿制御ᥦ 

・再⏕ྍ能エ䝛ル䜼ーの導ධຠᯝศᯒ

研究業績（著書・論文・その他の活動） 

1. 」合⇕システムの㐠㌿᪉⟇の研究䠉ị⇕システムのシミ䝳レーシ䝵ンᵓ⠏及び㐠㌿᪉ἲの検討䠉、

㒔ᕷ・ᘓ⠏学研究 ᕞ大学大学㝔人㛫⎔ቃ学研究㝔⣖せ，➨ 35 ྕ，pp.31-39，2019.01 

2. Ỉ⇕システムとᖏỈᒙ⇕システムの㐠㌿性能ẚ㍑、㒔ᕷ・ᘓ⠏学研究 ᕞ大学大学㝔人㛫⎔ቃ

学研究㝔⣖せ，➨ 38 ྕ，pp.27-35，2020.01 

3. ᖏỈᒙ⇕システムのຠ⋡ⓗな㐠㌿᪉ἲの検討䠉ᖏỈᒙの⇕ᢠとண෭㐠㌿᪉ἲによる㐠㌿ຠ⋡の

ศᯒ䠉、✵気ㄪ・⾨⏕工学会ㄽᩥ㞟，No.287，pp.1-12，2021.02 

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

䛆ඹྠ研究䛇 

1． 䝎イ䜻ン工業ᰴ式会♫䠖機能性能ᐇ㦂䝒ールの

開発 

2． ᅄᅜ電ຊ䠖」合⇕システムの㐠㌿᭱適化 

3． 関す電ຊ䠖デマン䝗レス䝫ンスに関する研究 

௧ 3 ᖺ 4 ᭶に 㻭I 応用研究所に╔௵⮴しました。 

ᘓ⠏ศ㔝だけでなくᵝ䚻なデータ䛛䜙▱見や 㻭I 教

⫱の䝃䝫ート、㻭I によるᆅᇦのㄢ㢟ゎỴに取り組ん

でいきたいと⪃えております。䛹䛖䛮よ䜝しくお㢪い⮴

します。 

提供可能な設備機器

なし

氏名： ቃ ඃ୍ （さ䛛い 䜖䛖い䛱）

所属： ᇶᖿ教⫱䝉ンター

職名： ௵ᮇຓ教

所属学会・協会：日本ᩘ学会㻘日本リメデ䜱䜰ル教⫱学会

研究分野

ᩚᩘㄽ、㡬点స用⣲代ᩘ 

キーワード

䝰䝆䝳ラー形式・‽䝰䝆䝳ラー形式、䝰䝆䝳ラー⥺型微ศ᪉⛬式、䝲コ䝡形式、㡬点స用⣲代ᩘ、ඹ形ሙ⌮

ㄽ、ᣦᶆ関ᩘ 

研究概要

ゎ✵㛫にಖ型性とい䛖ある✀のᑐ⛠性をえたᖖ⥺形微ศ᪉⛬式である䛂䝰䝆䝳ラー⥺形微ศ᪉⛬式䛃に䛴

いて研究しています。≉にゎとして⌧れる関ᩘに䛴いて、(‽)䝰䝆䝳ラー形式と㡬点స用⣲代ᩘのᣦᶆ関ᩘ

とのᑐ応関ಀに䛴いて研究を⾜っています。  

研究シーズ、テーマの内容

㻲㼡c㼔㼟 や Poincar㽴 な䛹、ྂく䛛䜙ᴃ関ᩘと微ศ᪉⛬式との関ಀに䛴いてᵝ䚻な研究が⾜䜟れてきていま

すが、㏆ᖺにおいて䛿、㻷ane㼗o-㼆agier ᪉⛬式  

におけるゎの報な䛹䛛䜙、超≉␗ᴃ᭤⥺の 㼖-ኚ㔞に関するከ㡯式の導ฟや、Ma㼠㼔㼡r-M㼡㼗㼔i-Sen に

よる䠎次ඖඹ形ሙ⌮ㄽのศ㢮へのᑐ応が得䜙れるな䛹、ಖ型⥺形微ศ᪉⛬式をしたᩚᩘㄽや㡬点స用⣲

代ᩘとの関ಀがᚎ䚻に᫂䜙䛛になってきています。⚾䛿ಖ型⥺形微ศ᪉⛬式に╔┠し、ᩚᩘㄽの観点䛛䜙

௨ୗの研究を⾜っています䠖

1. ಖ型⥺形微ศ᪉⛬式のゎとしての䝰䝆䝳ラー形式・‽䝰䝆䝳ラー形式の性質のゎᯒ 

2. ᴃ᭤⥺やᚿᮧ᭤⥺に関連する䝰䝆䝳ラー型式とಖ型⥺形微ศ᪉⛬式のゎᯒ 

3. ಖ型⥺形微ศ᪉⛬式に関するある᮲௳ୗにおける㡬点స用⣲代ᩘのᣦᶆ関ᩘのศ㢮 

4. 䝰䝆䝳ラー形式・‽䝰䝆䝳ラー形式とᣦᶆ関ᩘとのᑐ応関ಀのグ㏙ 

また、ᩚᩘㄽの研究ᑐ㇟であるಖ型⥺形微ศ᪉⛬式の研究䛿、㡬点స用⣲代ᩘの研究への応用ができて

おり、大ᇦⓗに䛿ྠ䛨代ᩘ学で䛿ありますが、␗ศ㔝の研究⪅とのඹྠ研究を⾜っています。 

研究業績（著書・論文・その他の活動）

1. 㻷. Naga㼠omo㻘 㼅. Sa㼗ai㻘 an㼐 D. 㼆agier㻘 Mo㼐㼡lar linear 㼐i㼒㼒eren㼠ial e㼝㼡a㼠ion㼟 an㼐 generalize㼐 Ran㼗in-

Co㼔en 㼎rac㼗e㼠㼟㻘 MPIM Preprin㼠㼟 (2022-㻢7). 

2. X. 㻶iao㻘 㻷. Naga㼠omo㻘 㼅. Sa㼗ai㻘 an㼐 㻴. S㼔ima㼗㼡ra㻘 Ver㼠e㼤 opera㼠or alge㼎ra㼟 㼣i㼠㼔 po㼟i㼠i㼢e cen㼠ral c㼔arge㼟 

㼣㼔o㼟e 㼐imen㼟ion㼟 o㼒 㼣eig㼔㼠 one 㼟pace㼟 are 8 an㼐 1㻢㻘 㻶o㼡rnal o㼒 㻭lge㼎ra 㻢14 pp.330-3㻢1 (2023). 

3. 㻳. Ma㼟on㻘 㻷. Naga㼠omo㻘 㼅. Sa㼗ai㻘 Ver㼠e㼤 opera㼠or alge㼎ra㼟 o㼒 ran㼗2-㼠㼔e Ma㼠㼔㼡r-M㼡㼗㼔i-Sen 㼠㼔eorem 

re㼢i㼟i㼠e㼐㻘 Comm㼡nica㼠ion㼟 in n㼡m㼎er 㼠㼔eor㼥 an㼐 p㼔㼥㼟ic㼟 15(1) pp.59-90 (2021). 

4. 㻷. Naga㼠omo㻘 㼅. 㻷㼡ro㼗a㼣a㻘㼅. Sa㼗ai㻘 P㼟e㼡㼐o-c㼔arac㼠er㼟 o㼒 㼠㼔e 㼟㼥mplec㼠ic 㼒ermion㼟 an㼐 mo㼐㼡lar linear 

㼐i㼒㼒eren㼠ial e㼝㼡a㼠ion㼟㻘 Ver㼠e㼤 Opera㼠or 㻭lge㼎ra㼟㻘 N㼡m㼎er T㼔eor㼥 an㼐 Rela㼠e㼐 Topic㼟㻘 753㻘 pp.187-211 

(2020) 

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

なし ㏆ᖺで䛿、ྂⓗなᩚᩘㄽの⤖ᯝが⤖ᬗᵓ㐀のグ

㏙に用い䜙れるな䛹の応用が⾜䜟れており、⚾自㌟

䜒このよ䛖な応用のྍ能性に⯆味をᣢっています。 

提供可能な設備機器（名称・ᆺ␒䛂メー䜹ー名䛃） 

なし
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氏名： ቃ ඃ୍ （さ䛛い 䜖䛖い䛱）

所属： ᇶᖿ教⫱䝉ンター

職名： ௵ᮇຓ教

所属学会・協会：日本ᩘ学会㻘日本リメデ䜱䜰ル教⫱学会

研究分野

ᩚᩘㄽ、㡬点స用⣲代ᩘ 

キーワード

䝰䝆䝳ラー形式・‽䝰䝆䝳ラー形式、䝰䝆䝳ラー⥺型微ศ᪉⛬式、䝲コ䝡形式、㡬点స用⣲代ᩘ、ඹ形ሙ⌮

ㄽ、ᣦᶆ関ᩘ 

研究概要

ゎ✵㛫にಖ型性とい䛖ある✀のᑐ⛠性をえたᖖ⥺形微ศ᪉⛬式である䛂䝰䝆䝳ラー⥺形微ศ᪉⛬式䛃に䛴

いて研究しています。≉にゎとして⌧れる関ᩘに䛴いて、(‽)䝰䝆䝳ラー形式と㡬点స用⣲代ᩘのᣦᶆ関ᩘ

とのᑐ応関ಀに䛴いて研究を⾜っています。  

研究シーズ、テーマの内容

㻲㼡c㼔㼟 や Poincar㽴 な䛹、ྂく䛛䜙ᴃ関ᩘと微ศ᪉⛬式との関ಀに䛴いてᵝ䚻な研究が⾜䜟れてきていま

すが、㏆ᖺにおいて䛿、㻷ane㼗o-㼆agier ᪉⛬式  

におけるゎの報な䛹䛛䜙、超≉␗ᴃ᭤⥺の 㼖-ኚ㔞に関するከ㡯式の導ฟや、Ma㼠㼔㼡r-M㼡㼗㼔i-Sen に

よる䠎次ඖඹ形ሙ⌮ㄽのศ㢮へのᑐ応が得䜙れるな䛹、ಖ型⥺形微ศ᪉⛬式をしたᩚᩘㄽや㡬点స用⣲

代ᩘとの関ಀがᚎ䚻に᫂䜙䛛になってきています。⚾䛿ಖ型⥺形微ศ᪉⛬式に╔┠し、ᩚᩘㄽの観点䛛䜙

௨ୗの研究を⾜っています䠖

1. ಖ型⥺形微ศ᪉⛬式のゎとしての䝰䝆䝳ラー形式・‽䝰䝆䝳ラー形式の性質のゎᯒ 

2. ᴃ᭤⥺やᚿᮧ᭤⥺に関連する䝰䝆䝳ラー型式とಖ型⥺形微ศ᪉⛬式のゎᯒ 

3. ಖ型⥺形微ศ᪉⛬式に関するある᮲௳ୗにおける㡬点స用⣲代ᩘのᣦᶆ関ᩘのศ㢮 

4. 䝰䝆䝳ラー形式・‽䝰䝆䝳ラー形式とᣦᶆ関ᩘとのᑐ応関ಀのグ㏙ 

また、ᩚᩘㄽの研究ᑐ㇟であるಖ型⥺形微ศ᪉⛬式の研究䛿、㡬点స用⣲代ᩘの研究への応用ができて

おり、大ᇦⓗに䛿ྠ䛨代ᩘ学で䛿ありますが、␗ศ㔝の研究⪅とのඹྠ研究を⾜っています。 

研究業績（著書・論文・その他の活動）

1. 㻷. Naga㼠omo㻘 㼅. Sa㼗ai㻘 an㼐 D. 㼆agier㻘 Mo㼐㼡lar linear 㼐i㼒㼒eren㼠ial e㼝㼡a㼠ion㼟 an㼐 generalize㼐 Ran㼗in-

Co㼔en 㼎rac㼗e㼠㼟㻘 MPIM Preprin㼠㼟 (2022-㻢7). 

2. X. 㻶iao㻘 㻷. Naga㼠omo㻘 㼅. Sa㼗ai㻘 an㼐 㻴. S㼔ima㼗㼡ra㻘 Ver㼠e㼤 opera㼠or alge㼎ra㼟 㼣i㼠㼔 po㼟i㼠i㼢e cen㼠ral c㼔arge㼟 

㼣㼔o㼟e 㼐imen㼟ion㼟 o㼒 㼣eig㼔㼠 one 㼟pace㼟 are 8 an㼐 1㻢㻘 㻶o㼡rnal o㼒 㻭lge㼎ra 㻢14 pp.330-3㻢1 (2023). 

3. 㻳. Ma㼟on㻘 㻷. Naga㼠omo㻘 㼅. Sa㼗ai㻘 Ver㼠e㼤 opera㼠or alge㼎ra㼟 o㼒 ran㼗2-㼠㼔e Ma㼠㼔㼡r-M㼡㼗㼔i-Sen 㼠㼔eorem 

re㼢i㼟i㼠e㼐㻘 Comm㼡nica㼠ion㼟 in n㼡m㼎er 㼠㼔eor㼥 an㼐 p㼔㼥㼟ic㼟 15(1) pp.59-90 (2021). 

4. 㻷. Naga㼠omo㻘 㼅. 㻷㼡ro㼗a㼣a㻘㼅. Sa㼗ai㻘 P㼟e㼡㼐o-c㼔arac㼠er㼟 o㼒 㼠㼔e 㼟㼥mplec㼠ic 㼒ermion㼟 an㼐 mo㼐㼡lar linear 

㼐i㼒㼒eren㼠ial e㼝㼡a㼠ion㼟㻘 Ver㼠e㼤 Opera㼠or 㻭lge㼎ra㼟㻘 N㼡m㼎er T㼔eor㼥 an㼐 Rela㼠e㼐 Topic㼟㻘 753㻘 pp.187-211 

(2020) 

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

なし ㏆ᖺで䛿、ྂⓗなᩚᩘㄽの⤖ᯝが⤖ᬗᵓ㐀のグ

㏙に用い䜙れるな䛹の応用が⾜䜟れており、⚾自㌟

䜒このよ䛖な応用のྍ能性に⯆味をᣢっています。 

提供可能な設備機器（名称・ᆺ␒䛂メー䜹ー名䛃） 

なし
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紹介します。
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䠘研究䝍䜲䝖䝹䠚 

័ᛶセ䞁䝃䜢用䛔䛯㐠動ゎᯒἲのᵓ⠏䛻㛵䛩䜛研究 
  

機Ეシ䝇テ䝮ᕤ学⛉  ㅮᖌ  ㏆⸨ ளᕼᏊ 

所属学会： ᪥ᮏ機Ე学会、᪥ᮏ䝇キー学会 

キーワード： 䜴䜵䜰䝷䝤䝹セ䞁䝃、័ᛶセ䞁䝃、ຍ㏿ᗘセ䞁䝃、 

ジ䝱䜲䝻セ䞁䝃、ຊセ䞁䝃、㐠動ゎᯒ

㻝㻚 研究の⫼ᬒ

័性ࢧࣥࢭ㸦ຍ㏿ᗘࢧࣥࢭࣟࣕࢪࠊࢧࣥࢭ㸧ࠊࡣᑠᆺ࡛Ᏻ౯࡛ࡇࡿ࠶とࠊࡽ㌟యࡸ㐨ලにྲྀࡾࡓࡅィ ࡀ⾜

〇ရの࡞ࠎᵝࡣ㏆ᖺ࡛ࠋࡿ࠸れ࡚ࢃ ,R7 ࡸぢᏲࢬࢵࢢࡾの㛤Ⓨࡀ㐍ࡇࡿ࠸࡛ࢇと័ࠊࡽ性ࢧࣥࢭにᑐすࡿ㟂せࡀ

高ࠋࡿ࠸࡚ࡗࡲ㌟యࢆィ すࡿ᪉ἲとࠊ࡚ࡋᫎീࡓ࠸⏝ࢆ᪉ἲࡶᗈࡽ࠸⏝ࡃれ࡚ࡀࢺࢫࢥࠊࡀࡿ࠸ࡇ࠸ࡁとࣉࠊࡸ

࠶࡛ࡘཎᅉの୍ࡿ࠸࡚ࡗࡲ高ࡀ㟂せࡶとࡇࡿ࠶ࡀἣ≦࠸࡞ࡁ࡛ࡀとࡇࡿ࠸⏝ࢆ࣓ࣛ࢝の㓄៖のၥ㢟࡛࣮ࢩࣂࣛ

ィ ࠊࡽとࡇ࠸࡞ࡣࡃከࡣとࡇࡿれྲྀࡳㄞࡽゅ㏿ᗘ㸧ࠊのሗ㸦ຍ㏿ᗘ⏕ࡿィ すࡀࢧࣥࢭ性័ࠊ᪉୍࡛ࠋࡿ

ሗࢆの࠺ࡼにྲྀ࠺ᢅࡾのࡀ㞴࠸ࡋㄢ㢟と័ࠊࡾ࠾࡚ࡗ࡞性ࡓ࠸⏝ࢆࢧࣥࢭゎᯒἲࡀồࡽࡵれ࡚ࠋࡿ࠸  

㻞㻚 研究のㄢ㢟

័性ࡿ࠶࡛ࢧࣥࢭຍ㏿ᗘࡑࠊࡣࢧࣥࢭࣟࣕࢪࠊࢧࣥࢭれࡒれຍ㏿ᗘࠊゅ㏿ᗘࢆィ すࡇࡿとࠊࡽ㌟య㐠ືィ 

に࡚࠸࠾㔜せ࡞ᣦᶆとࡿ࡞ጼໃሗࢆ┤᥋ᚓࡇࡿとࡽࢧࣥࢭࣟࣕࢪࠋ࠸࡞ࡁ࡛ࡣᚓࡽれࡿゅ㏿ᗘࢆ✚ศ࣭ኚࡋ

࡚ � ḟඖጼໃሗ㸦࣮࣭࣮࣭ࣟࣝࣚࢳࢵࣆゅ㸧ࢆᚓࡿ᪉ἲࡽࢧࣥࢭࣟࣕࢪࠊࡀࡿ࠶ࡀᚓࡽれࡿゅ㏿ᗘにࣇࣜࢻࡣ

ࡋ✚ࡀㄗᕪ࠸間の⤒㐣にకࠊࡽとࡇ࠺⾜ࢆ⟭㝿に✚ศ₇ࡿኚすጼໃሗࢆゅ㏿ᗘࠊࡋᏑᅾࡀㄗᕪࡿࡼにࢺ

࡚ቑすࡿၥ㢟ࠋࡿ࠶ࡀጼໃሗ㸦ഴࡁ㸸࣮ࣟࣝゅࢳࢵࣆࠊゅ㸧ࢆ⟬ฟすࡿ᪉ἲとࠊ࡚ࡋຍ㏿ᗘ࡚࠸⏝ࢆࢧࣥࢭィ 

ࢭࠊࡽとࡇࡿⓎ⏕すࢆさ㸦�>㹅@㸧ࡁᖖに㖄┤᪉ྥに୍ᐃのࡣ㔜ຊຍ㏿ᗘࠋࡿ࠶ࡀ᪉ἲࡿ࠸⏝ࢆ㔜ຊຍ㏿ᗘࡓࡋ

㏿㔜ຊຍࡣຍ㏿ᗘࡿィ すࡀࢧࣥࢭຍ㏿ᗘࠊࡋࡋࠋࡿ࡞ᣦᶆにࡿ▱ࢆࡿ࠸࡚࠸ఱᗘഴ࡚ࡋ㔜ຊຍ㏿ᗘにᑐࡀࢧࣥ

ᗘのࠊࡃ࡞ࡣ࡛ࡳ୪㐍㐠ືに࡚ࡗࡼⓎ⏕すࡿ୪㐍ຍ㏿ᗘࠊᅇ㌿㐠ືに࡚ࡗࡼⓎ⏕すࡿ㐲ᚰ࣭᥋⥺ຍ㏿ᗘࣜ࢜ࣜࢥࠊの

ຍ㏿ᗘࠊ⾪ᧁຊのせ⣲ࡀ㊊ࡋ合ࢃされࡓ≧ែ࡛ � にᚲࡵࡓࡿᚓࢆጼໃሗࠊࡵࡓのࡑࠋࡿฟຊされ࡚ࡋの≀⌮㔞とࡘ

せ࡞㔜ຊຍ㏿ᗘᡂศ௨እののᡂศࡀㄗᕪのཎᅉとࠊࡾ࡞ጼໃ᥎ᐃ⢭ᗘࡀ低ୗすࡿཎᅉとࠋ࠺ࡲࡋ࡚ࡗ࡞ጼໃሗ

㸦᪉㸸࣮ࣚゅ㸧ࢆ⟬ฟすࡿ᪉ἲとࠊ࡚ࡋᆅ☢Ẽࡽࢧࣥࢭᚓࡽれࡿᆅ⌫☢ሙࢆ⏝すࡿ᪉ἲࠊࡀࡿ࠶ࡶのᆅሙⓎ

ࢆࢧࣥࢭのࠊに࠺ࡼのࡇࠋ࠺ࡲࡋ࡚ࡋ⏕ⓎࡀㄗᕪࠊとࡿᏑᅾすࡀሙእ☢ࡿࡼとにࡇࡿࡅཷࢆ性యの影響☢ࡸ※⏕

᪉ἲࡿゎỴすࢆのၥ㢟ࡽれࡇࠋࡿ࠶ᅔ㞴࡛ࡣとࡇࡿṇ☜にᚓࢆጼໃሗࠊࡵࡓࡿᏑᅾすࡀㄗᕪࡶ࡚࠸࠾ሙ合にࡓ࠸⏝

とࠊ࡚ࡋ」ᩘの࡚࠸⏝ࢆࢧࣥࢭ┦にㄗᕪࢆ⿵ṇすࡀࣥࣙࢪ࣮ࣗࣇ࣭ࢧࣥࢭࡿᥦされ࡚ࠊࡾ࠾ጼໃሗࢆ᥎ᐃすࡿ

᪉ἲにࠊࡣ࡚࠸࠾⌧௦ไᚚ࡛ࡽ࠸⏝ࡶれࢱࣝࣇ࣐ࣥࣝ࢝ࡿのࡓ࠸⏝ࢆ࣒ࢬࣜࢦࣝ᪉ἲࡽ࠸⏝ࡀれ࡚ࣥࢭࠋࡿ࠸

㐠ࡿ࡞ᑐ㇟とࠊࡵࡓ࠸࡞ࡋᏑᅾࡣ᪉ἲ࡞⬟ࡓࡋの㐠ືにᑐᛂ࡚すࠊࡀࡿ࠶ᡭἲ࡛࡞ኚ᭷ຠࡣࣥࣙࢪ࣮ࣗࣇ࣭ࢧ

ືẖに≉ࢆ࣒ࢬࣜࢦࣝࡓࡋᵓ⠏すࡿᚲせࠊࡾ࠶ࡀᖜᗈ࠸ᑓ㛛▱㆑ࢆせすࠋࡿ 

㻟㻚 䛣䜜䜎䛷のᡂᯝ

ࣗࣇ࣭ࢧࣥࢭࡿṇす⿵ࢆにㄗᕪ┦ࠊ࡚࠸⏝ࢆࢧࣥࢭのᩘ「ࠊ࡛ࡲれࡇ

ጼໃࡓࡋṇ⿵ࢆㄗᕪࡿࡼにࢺࣇࣜࢻࠊࡾ࠾࡚ࡗ⾜ࢆ✲◊ࡓ࠸⏝ࢆࣥࣙࢪ࣮

ሗࢆ᥎ᐃすࡵࡓࡿの᪉ἲࠊࡸ㐠ືの㌟యࢱ࣮࣓ࣛࣃ᥎ᐃ࣐ࣝ࢝ࠊ࡞

㐠ືࡓࡋᵓ⠏ࠊࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࡳヨࢆែ᥎ᐃἲ≦࡞ࠎᵝࡓ࠸⏝ࢆࢱࣝࣇࣥ

ゎᯒἲࠊ࡚࠸⏝ࢆᐇ㝿にࡸࢶ࣮࣏ࢫ㐠ືࢺࣄ࠺⾜ࢆの㌟య部にࢆࢧࣥࢭ

ゎᯒࠊࡋᐃ㔞ࢆのࡓれࢃ⾜ࡀ㐠ື࡞࠺ࡼのࠊ࠸⾜ࢆᐇ㦂࡚ࡅࡾྲྀ

࣮࣮࣎ࣀࢫࠊ࣮࣮ࣖ࢟ࢫࡿ㉮すࢆにᐇ㝿の㞷㠃࡛ࡲれࡇࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ

ᅇ㌿༙ᚄ᥎ᐃ㸦ྑࠊ᥎ᐃࢡࣝࢺ㛵⠇ࠊ㛵⠇ゅᗘ᥎ᐃ࡚ࡋの㐠ືゎᯒと࣮ࢲ

ᅗ㸧➼ࠊࡾ࠾࡚ࡗ⾜ࢆにࢺ࣮ࢣࢫࣗࢠࣇࡶの � ᅇ㌿ࣉࣥࣕࢪに㛵す

 ࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ࡞✲◊ࡿ

㻠㻚 ᚋの方ྥᛶ

័性ࡓ࠸⏝ࢆࢧࣥࢭゎᯒࢺࣄࠊࡣの㐠ື㸦᪥ᖖ⏕άࢶ࣮࣏ࢫࠊ㸧ࡸ㐨ලࠊ機Ე࡞ᵝ࡞ࠎศ㔝࡛ᛂ⏝すࡇࡿとྍࡀ

36*ࠊࢧࣥࢭᆅ☢Ẽࠊࡃ࡞࡛ࡅࡔࢧࣥࢭ性័ࠊࡓࡲࠋࡿ࠶࡛⬟ ィ にࡓ࠸⏝ࢆࢧࣥࢭ✀のྛ࡞ࢧࣥࢭຊࠊࣂ࣮ࢩࣞ

ࠊࡽとࡇࡿࡁᵓ⠏࡛ࢆゎᯒ᪉ἲ࠸ࡋ᪂࠸࡞࠸㛤Ⓨされ࡚ࡔࡲࡣᅾ⌧ࠊࡾࡼとにࡇࡿ㐺⏝すࢆࣥࣙࢪ࣮ࣗࣇ࣭ࢧࣥࢭ

ᵝྍ࡞ࠎ⬟性ࡿ࠶ࡀと⪃ࡽ࠼れࠋࡿ 

 ࠋࡿ࠸࡛ࢇ⤌ࡾにྲྀ✲◊ࡿ᥎ᐃ⢭ᗘのྥୖに㛵すࡸの㐠ືゎᯒ࣮ࢾ࢝ࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࡽᖺᗘࠊࡣ࡛≦⌧

スキー・ターンの回転半径推定

䠘研究䝍䜲䝖䝹䠚 

ᑠᆺ㟁動䜹ー䛷の㌴㍈䛻స用䛩䜛ຊのゎᯒ 

機Ეシ䝇テ䝮ᕤ学⛉ ᩍᤵ  ᯘ ెᙪ 

所属学会：  ᪥ᮏ機Ე学会 

キーワード： 応ຊ・䜂䛪䜏ゎᯒ、ᑠᆺ䠡䠲䜹ー、㍈ຊのゎᯒ、 

䠒㍈ぬセ䞁䝃ー

㻝㻚 研究の⫼ᬒ

ᑠᆺࡶに࡛ࡲれࡇ (9 ࣮ࣜࢡࢆれのㄢ㢟ࡒれࡑࠊࡋにཧຍ➼ࢺࢫࢸࣥࢥࢸࣜࣅᑠᆺࣔ࠸⾜ࢆの㛤Ⓨ࣭〇స࣮࢝

ࡽのຊのఏ㐩≧ἣのᢕᥱさࡑ㥑ື㍯のືຊとࠊࡣのᨵⰋにࡑࠋࡓࡗ࠶ࡀれの〇స㌴୧ඹに性⬟㊊ࡎ࠸ࠊࡀࡓࡁ࡚ࡋ

に㉮⾜の㊰㠃ࡽのཷࡿࡅຊࡇࡿ▱ࢆとࡀᚲせ࡛ࡇࠋࡿ࠶のゎỴἲࠊࡣᐇ㉮⾜୰にస⏝すࡿ㍈ຊのᐇ ࡀᚲせ࡛࠶

ࢆຊのヲ⣽ࡿࡅཷࡽ㉮⾜୰に㊰㠃ࡶ࡚࠸࠾ᕷ㈍㌴にࠊにࡽさࠋ࠸࡞࠸ᥦされ࡚ࡣのの ᐃἲࡇࠊࡋࡋࠋࡿ

᫂ࡽに࡛ࡿࡁ ᐃἲࡣ⭾に⤒㈝とタഛࡀᚲせとされࡑࠊの⤖ᯝࡶ‶㊊࡛ࡿࡁ⤖ᯝࡀᚓࡽれ࡚ࠋࡿ࠶࡛࠺ࡼ࠸࡞࠸

᳨ウࡿ࠸࡚ࡋ ᐃἲࡀ☜❧すれࡑࡤの᪉ἲࢆᛂ⏝すࡇࡿと࡛ᐇ㌴のᐇ㉮⾜の㊰㠃ࡿࡅཷࡽຊのゎᯒに㐺⏝࡛ࡿࡁ

の࡛࠸࡞ࡣと⪃ࡽ࠼れࠋࡿ  

㻞㻚 研究のㄢ㢟

ᑠᆺ (9 れࡑࠊࡋࡋࠋࡓࡁ࡚ࡗ⾜ࢆ➼の๐ῶࢫのఏ㐩ࣟࢱ࣮ࣔࠊ㥑ື㍯の᥋ゐᢠの๐ῶࠊࡣ࡛ୖྥ⬟の性࣮࢝

れࡁ࡛ࡀຊのᐇ ᐃࡿࡅཷࡽᐇ㉮⾜の㊰㠃ࠊࡃ࡞࡛ࡽ㥑ືഃࠊ࡛ࡇࡑࠋ࠸࡞࠸࡚ࡗ⮳ࡣ性⬟ྥୖに࡞ࡁ

ࡿ㍈にస⏝すࠊࡣにࡵࡓのࡑࠋࡿࡁ㍍ῶ࡛ࡀຊ㊊ឤࡁṇ☜に☜ᐃ࡛ࡀ⬟性ࢱ࣮ࣔࠊ᪉࠼ఏࢆຊ࡞のືຊにᚲせࡑࡤ

㍈᪉ྥຊとྛ㍈の࣮࣓ࣔࣥࢺの ᐃすࡿ㸴㍈ぬ࡛࣮ࢧࣥࢭの ᐃࡀᚲせ࡛ࡣ࣮ࢧࣥࢭࠋࡿ࠶ᅇ㌿とඹにᅇ㌿すࡿᚲせ

᳨ࢆのᅇ㌿⨨☜ㄆ᪉࣮ࢧࣥࢭࡧࡼ࠾ಙ᪉ἲཷࢱ࣮ࢹのࡽ࣮ࢧࣥࢭࡿ部の᳨ウとᅇ㌿すࡅのྲྀ࣮ࢧࣥࢭࠊࡾ࠶ࡀ

ウすࡿᚲせࠋࡿ࠶ࡀ 

ᮏ◊✲࡛ࡇࠊࡣれࡽのၥ㢟ゎỴἲと࡚ࡋ㸴㍈ຊぬࡽ࣮ࢧࣥࢭのࢱ࣮ࢹ㏦ಙࡣ↓⥺⨨࡛ࢱ࣮ࢹ㏦ཷಙすࡿ᪉ἲࢆ

ᐇ࣮ࢧࣥࢭࠊࡋの⨨☜ㄆࡣᘅ℩Ặの◊✲࡛⏝ࡽ࠸れ࡚័ࡿ࠸性࣮ࢧࣥࢭにࡿࡼᅇ㌿ゅ⨨のỴᐃἲࡇࡿ࠸⏝ࢆと

にࠋࡓࡋさࡽに࣮ࢧࣥࢭࠊのྲྀࡅ᪉ἲのᥦࡾྲྀࠊࡋࢢࢪࡅのసᡂࠊ࠸⾜ࢆᕷ㈍の (9 と࣮ࢧࣥࢭに㸴㍈ぬ࣮࢝

័性ࢆ࣮ࢧࣥࢭ ᐃ㍈にྲྀࡾࡅᐇ㉮⾜୰の㊰㠃ࡽのຊࢆ ᐃ࡛ྍࡿࡁ⬟性に᳨࡚࠸ࡘウすࠋࡿ 

㻟㻚 䛣䜜䜎䛷のᡂᯝ

ࢠࣂのࡇࠋࡓ࠸⏝࣮࣮࢝ࢠࣂᕷ㈍のᑠᆺ㟁ືࡓࡋ᭷ࢆ⬟ᑠ㝈の機࡚᭱ࡋ㌴୧ᙧ≧とࠊࡣ㌴୧ࡿࡅࡾྲྀࢆ࣮ࢧࣥࢭ

ࢻࢵࣞࢺ㌴୧୰ᚰ点のᕥྑのࡿࡼとにࡇࡓࡅྲྀ࡛ࢢࢪࡅྲྀ࣮ࢧࣥࢭとࢢࢪࡿࡅࡾྲྀࢆ࣮ࢧࣥࢭの๓ᚋ㍯࣮࣮࢝

の࣮ࢧࣥࢭࠊࡣ࣮ࢧࣥࢭ㸴㍈ぬࠋࡓࡋ⪄ࢆ࣮ࢧ࣮࣌ࢫのࡵࡓࡿࡏࢃ合ࢆᖜࡣ

ෆ部とእ部ၥࡅ⨨に㌴యഃࣖࢱࡣ࠸ࡿ࠶ഃの㍈にྲྀࡾࡿࡅᚲせ࠶ࡀ

ࢧࣥࢭ᥋┤ࡾࡼの㛵ಀࡌࡡࡅのྲྀ࣮ࢧࣥࢭࡣ⨨ࡅ᪉のྲ୍ྀࠊにࡽさࠋࡿ

࣮に᥋⥆すࡇࡿとࡓࡗ࡞ࡁ࡛ࡀの࡛࣮ࢧࣥࢭᅛᐃࡇࡿ࠸⏝ࢆࢢࢪとにࠋࡓࡋ

ᚑྲྀ࣮ࢧࣥࢭࠊ࡚ࡗࡅ部ࡣ㸱ศのࡀࢢࢪᚲせとࡑࠋࡓࡗ࡞れࡒれのࢢࢪᙧ

ࡅࡾの๓ᚋ㍯にྲྀ࣮࣮࢝ࢠࣂࡋ〇స࠸⾜ࢆタィ࡚ࡏࢃຊに合ືࢱ࣮ࣔࢆ≦

ᖜࢻࢵࣞࢺࡣᑐഃの㍈にࠊにࡽさࠋᅗ㸯に♧すࢆ┿ࡓࡅࡾ๓㍯にྲྀࠋࡓ

ྲྀ࣮ࢧࣥࢭࡣの㔜㔞࣮ࢧ࣮࣌ࢫのࡇࠋࡓࡋస〇ࢆ࣮ࢧ࣮࣌ࢫのࡵࡓࡿࡏࢃ合ࢆ

ࡅ部のࢢࢪの㔜さと୍⮴さࡏ┤㐍㉮⾜性ࢆಖᣢࠋࡓࡋさࡽに័ࠊ性࣮ࢧࣥࢭ

ࡿᅇ㌿す࡚ࡋᅇ㌿㍈にᅛᐃࡶ㏦ಙ⏝のჾᮦࢱ࣮ࢹࠊࡅ㍈ඛ➃にྲྀ࣮ࢧࣥࢭࡣ

㏦ಙ⥺↓ࢆࢱ࣮ࢹの࣮ࢧࣥࢭと័性࣮ࢧࣥࢭ㸴㍈ຊぬࡾࡼれにࡇࠋࡓࡋに࠺ࡼ

 ࠋࡓࡋㄆ☜ࢆとࡇࡿ࠸࡚ࡁṇᖖにཷಙ࡛ࡣಙཷࢱ࣮ࢹṆ࡛のࠋࡓࡗ࡞と⬟ྍࡀ

㸴㍈ຊぬ࣮ࢧࣥࢭと័性ࢆ࣮ࢧࣥࢭ╔ࡓࡋ㌴୧࡛┤㐍㉮⾜ࡑࠋࡓࡗ⾜ࢆのの㸴㍈ຊぬ࣮ࢧࣥࢭと㍈ඛにྲྀࡅ

のࡇࠋࡓࡁㄆ࡛☜ࡀとࡇࡿ࠸࡚ࡋデཷࡀࢱ࣮ࢹ࡚のࡃࡋとにṇࡈタᐃ間ࠊࡣ㏦ཷಙ≧ែࢱ࣮ࢹの࣮ࢧࣥࢭ性័ࡓ

⤖ᯝࢱ࣮ࢹࡾࡼの㏦ಙࡇࡿ࠶࡛⬟ྍࡣとゎࠋࡓࡗ 

ḟにཷࠊಙ࡛ࡾࡼࢱ࣮ࢹࡓࡁ㉮⾜㛤ጞ┤๓の័性࣮ࢧࣥࢭの⨨ึࢆᮇ⨨とࡑࠊࡋの点ࡽのᅇ㌿⨨័ࢆ性ࢭ

のࡑࠋࡓࡋฟ⟭ࢆຊࡿ㍈᪉ྥにస⏝すྛࡾࡼࢱ࣮ࢹのࡽ࣮ࢧࣥࢭの点の㸴㍈ຊぬࡑࠊࡵồࡾࡼࢱ࣮ࢹのࡽ࣮ࢧࣥ

⤖ᯝ័ࠊࡣ性࡛ࢱ࣮ࢹの㍈ᅇ㌿⨨と㍈᪉ྥຊ್ࢆ☜ㄆすࡇࡿとࡇࠋࡓࡁ࡛ࡀれࡽの⤖ᯝࡾࡼᮏᐇ㦂࡛స〇ࢢࢪࡓࡋ

ࡇ㍈᪉ྥのຊ࡛⾲すྛࢆのຊࡑࠊࡁ࡛ࡀとࡇࡿᐃす ࡚ࡋ㍈᪉ྥの㍈ຊとࢆのຊࡽと࡛㊰㠃ࡇࡿࡅ㌴୧㍈にྲྀࢆ

とࡇࡿࡁ࡛ࡀとࢆ☜ㄆࠋࡓࡋ 

㻠㻚 ᚋの方ྥᛶ

ᅇࠊࡣᥦࡓࡋᐇ㦂᪉ἲ࡛࠶れࡤ㉮⾜୰の㊰㠃ࡽのຊࡀ㍈にྲྀࡓࡅ㸴㍈ຊぬ࡛࣮ࢧࣥࢭ ᐃ࡛ࡇࡿࡁとࡀ☜

ㄆ࡛ࠊࡋࡋࠋࡓࡁ㉮⾜᮲௳ࡀ低㏿の┤㐍㉮⾜࡛ࠋࡓࡗ࠶㊰ୖ࡛の㉮⾜࡛ࠊࡣ㏿ᗘのኚࠊᕥྑの᪕ᅇ㉮⾜ࣟࣛࢫࠊ

 の㉮⾜᮲௳࡛のࡽれࡇࠋࡿ᭷ࡀ௳にከᩘの㉮⾜᮲࠺ࡼẁᕪの㉮⾜のࡧࡼ࠾ࠊ㊰㠃のพ凸ࠊᆏࡾୗࠊⓏᆏࠊ⾜㉮࣒࣮

ᐃࡿࡁ࡛ࡀの㐺⏝⠊ᅖの☜ㄆࡀᚲせとࠋࡿ࡞さࡽにࠊᅇ⏝ࡣ࡛࣮࣮࢝ࢠࣂࡓࡋ᪕ᅇにᚲせ࡞ᕪື⨨ࡀ╔

され࡚࠸࡞࠸╔されࡓ㌴୧࡛の☜ㄆࡀᚲせとࡇࠋࡿ࡞れのに࡚࠸ࡘの㐺合性に☜ㄆすࡇࡿと࡛ᐇ⏝性の⠊ᅖの

ᣑにດࠋ࠸ࡓࡁ࠸࡚ࡵ 

車両側

固定具 

センサー

固定具 

車輪側

固定具 
センサー 

図１ 前輪に取付けたジグ写真 
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័ᛶセ䞁䝃䜢用䛔䛯㐠動ゎᯒἲのᵓ⠏䛻㛵䛩䜛研究 
  

機Ეシ䝇テ䝮ᕤ学⛉  ㅮᖌ  ㏆⸨ ளᕼᏊ 

所属学会： ᪥ᮏ機Ე学会、᪥ᮏ䝇キー学会 

キーワード： 䜴䜵䜰䝷䝤䝹セ䞁䝃、័ᛶセ䞁䝃、ຍ㏿ᗘセ䞁䝃、 

ジ䝱䜲䝻セ䞁䝃、ຊセ䞁䝃、㐠動ゎᯒ

㻝㻚 研究の⫼ᬒ

័性ࢧࣥࢭ㸦ຍ㏿ᗘࢧࣥࢭࣟࣕࢪࠊࢧࣥࢭ㸧ࠊࡣᑠᆺ࡛Ᏻ౯࡛ࡇࡿ࠶とࠊࡽ㌟యࡸ㐨ලにྲྀࡾࡓࡅィ ࡀ⾜

〇ရの࡞ࠎᵝࡣ㏆ᖺ࡛ࠋࡿ࠸れ࡚ࢃ ,R7 ࡸぢᏲࢬࢵࢢࡾの㛤Ⓨࡀ㐍ࡇࡿ࠸࡛ࢇと័ࠊࡽ性ࢧࣥࢭにᑐすࡿ㟂せࡀ

高ࠋࡿ࠸࡚ࡗࡲ㌟యࢆィ すࡿ᪉ἲとࠊ࡚ࡋᫎീࡓ࠸⏝ࢆ᪉ἲࡶᗈࡽ࠸⏝ࡃれ࡚ࡀࢺࢫࢥࠊࡀࡿ࠸ࡇ࠸ࡁとࣉࠊࡸ

࠶࡛ࡘཎᅉの୍ࡿ࠸࡚ࡗࡲ高ࡀ㟂せࡶとࡇࡿ࠶ࡀἣ≦࠸࡞ࡁ࡛ࡀとࡇࡿ࠸⏝ࢆ࣓ࣛ࢝の㓄៖のၥ㢟࡛࣮ࢩࣂࣛ

ィ ࠊࡽとࡇ࠸࡞ࡣࡃከࡣとࡇࡿれྲྀࡳㄞࡽゅ㏿ᗘ㸧ࠊのሗ㸦ຍ㏿ᗘ⏕ࡿィ すࡀࢧࣥࢭ性័ࠊ᪉୍࡛ࠋࡿ

ሗࢆの࠺ࡼにྲྀ࠺ᢅࡾのࡀ㞴࠸ࡋㄢ㢟と័ࠊࡾ࠾࡚ࡗ࡞性ࡓ࠸⏝ࢆࢧࣥࢭゎᯒἲࡀồࡽࡵれ࡚ࠋࡿ࠸  

㻞㻚 研究のㄢ㢟

័性ࡿ࠶࡛ࢧࣥࢭຍ㏿ᗘࡑࠊࡣࢧࣥࢭࣟࣕࢪࠊࢧࣥࢭれࡒれຍ㏿ᗘࠊゅ㏿ᗘࢆィ すࡇࡿとࠊࡽ㌟య㐠ືィ 

に࡚࠸࠾㔜せ࡞ᣦᶆとࡿ࡞ጼໃሗࢆ┤᥋ᚓࡇࡿとࡽࢧࣥࢭࣟࣕࢪࠋ࠸࡞ࡁ࡛ࡣᚓࡽれࡿゅ㏿ᗘࢆ✚ศ࣭ኚࡋ

࡚ � ḟඖጼໃሗ㸦࣮࣭࣮࣭ࣟࣝࣚࢳࢵࣆゅ㸧ࢆᚓࡿ᪉ἲࡽࢧࣥࢭࣟࣕࢪࠊࡀࡿ࠶ࡀᚓࡽれࡿゅ㏿ᗘにࣇࣜࢻࡣ

ࡋ✚ࡀㄗᕪ࠸間の⤒㐣にకࠊࡽとࡇ࠺⾜ࢆ⟭㝿に✚ศ₇ࡿኚすጼໃሗࢆゅ㏿ᗘࠊࡋᏑᅾࡀㄗᕪࡿࡼにࢺ

࡚ቑすࡿၥ㢟ࠋࡿ࠶ࡀጼໃሗ㸦ഴࡁ㸸࣮ࣟࣝゅࢳࢵࣆࠊゅ㸧ࢆ⟬ฟすࡿ᪉ἲとࠊ࡚ࡋຍ㏿ᗘ࡚࠸⏝ࢆࢧࣥࢭィ 

ࢭࠊࡽとࡇࡿⓎ⏕すࢆさ㸦�>㹅@㸧ࡁᖖに㖄┤᪉ྥに୍ᐃのࡣ㔜ຊຍ㏿ᗘࠋࡿ࠶ࡀ᪉ἲࡿ࠸⏝ࢆ㔜ຊຍ㏿ᗘࡓࡋ

㏿㔜ຊຍࡣຍ㏿ᗘࡿィ すࡀࢧࣥࢭຍ㏿ᗘࠊࡋࡋࠋࡿ࡞ᣦᶆにࡿ▱ࢆࡿ࠸࡚࠸ఱᗘഴ࡚ࡋ㔜ຊຍ㏿ᗘにᑐࡀࢧࣥ

ᗘのࠊࡃ࡞ࡣ࡛ࡳ୪㐍㐠ືに࡚ࡗࡼⓎ⏕すࡿ୪㐍ຍ㏿ᗘࠊᅇ㌿㐠ືに࡚ࡗࡼⓎ⏕すࡿ㐲ᚰ࣭᥋⥺ຍ㏿ᗘࣜ࢜ࣜࢥࠊの

ຍ㏿ᗘࠊ⾪ᧁຊのせ⣲ࡀ㊊ࡋ合ࢃされࡓ≧ែ࡛ � にᚲࡵࡓࡿᚓࢆጼໃሗࠊࡵࡓのࡑࠋࡿฟຊされ࡚ࡋの≀⌮㔞とࡘ

せ࡞㔜ຊຍ㏿ᗘᡂศ௨እののᡂศࡀㄗᕪのཎᅉとࠊࡾ࡞ጼໃ᥎ᐃ⢭ᗘࡀ低ୗすࡿཎᅉとࠋ࠺ࡲࡋ࡚ࡗ࡞ጼໃሗ

㸦᪉㸸࣮ࣚゅ㸧ࢆ⟬ฟすࡿ᪉ἲとࠊ࡚ࡋᆅ☢Ẽࡽࢧࣥࢭᚓࡽれࡿᆅ⌫☢ሙࢆ⏝すࡿ᪉ἲࠊࡀࡿ࠶ࡶのᆅሙⓎ

ࢆࢧࣥࢭのࠊに࠺ࡼのࡇࠋ࠺ࡲࡋ࡚ࡋ⏕ⓎࡀㄗᕪࠊとࡿᏑᅾすࡀሙእ☢ࡿࡼとにࡇࡿࡅཷࢆ性యの影響☢ࡸ※⏕

᪉ἲࡿゎỴすࢆのၥ㢟ࡽれࡇࠋࡿ࠶ᅔ㞴࡛ࡣとࡇࡿṇ☜にᚓࢆጼໃሗࠊࡵࡓࡿᏑᅾすࡀㄗᕪࡶ࡚࠸࠾ሙ合にࡓ࠸⏝

とࠊ࡚ࡋ」ᩘの࡚࠸⏝ࢆࢧࣥࢭ┦にㄗᕪࢆ⿵ṇすࡀࣥࣙࢪ࣮ࣗࣇ࣭ࢧࣥࢭࡿᥦされ࡚ࠊࡾ࠾ጼໃሗࢆ᥎ᐃすࡿ

᪉ἲにࠊࡣ࡚࠸࠾⌧௦ไᚚ࡛ࡽ࠸⏝ࡶれࢱࣝࣇ࣐ࣥࣝ࢝ࡿのࡓ࠸⏝ࢆ࣒ࢬࣜࢦࣝ᪉ἲࡽ࠸⏝ࡀれ࡚ࣥࢭࠋࡿ࠸

㐠ࡿ࡞ᑐ㇟とࠊࡵࡓ࠸࡞ࡋᏑᅾࡣ᪉ἲ࡞⬟ࡓࡋの㐠ືにᑐᛂ࡚すࠊࡀࡿ࠶ᡭἲ࡛࡞ኚ᭷ຠࡣࣥࣙࢪ࣮ࣗࣇ࣭ࢧ

ືẖに≉ࢆ࣒ࢬࣜࢦࣝࡓࡋᵓ⠏すࡿᚲせࠊࡾ࠶ࡀᖜᗈ࠸ᑓ㛛▱㆑ࢆせすࠋࡿ 

㻟㻚 䛣䜜䜎䛷のᡂᯝ

ࣗࣇ࣭ࢧࣥࢭࡿṇす⿵ࢆにㄗᕪ┦ࠊ࡚࠸⏝ࢆࢧࣥࢭのᩘ「ࠊ࡛ࡲれࡇ

ጼໃࡓࡋṇ⿵ࢆㄗᕪࡿࡼにࢺࣇࣜࢻࠊࡾ࠾࡚ࡗ⾜ࢆ✲◊ࡓ࠸⏝ࢆࣥࣙࢪ࣮

ሗࢆ᥎ᐃすࡵࡓࡿの᪉ἲࠊࡸ㐠ືの㌟యࢱ࣮࣓ࣛࣃ᥎ᐃ࣐ࣝ࢝ࠊ࡞

㐠ືࡓࡋᵓ⠏ࠊࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࡳヨࢆែ᥎ᐃἲ≦࡞ࠎᵝࡓ࠸⏝ࢆࢱࣝࣇࣥ

ゎᯒἲࠊ࡚࠸⏝ࢆᐇ㝿にࡸࢶ࣮࣏ࢫ㐠ືࢺࣄ࠺⾜ࢆの㌟య部にࢆࢧࣥࢭ

ゎᯒࠊࡋᐃ㔞ࢆのࡓれࢃ⾜ࡀ㐠ື࡞࠺ࡼのࠊ࠸⾜ࢆᐇ㦂࡚ࡅࡾྲྀ

࣮࣮࣎ࣀࢫࠊ࣮࣮ࣖ࢟ࢫࡿ㉮すࢆにᐇ㝿の㞷㠃࡛ࡲれࡇࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ

ᅇ㌿༙ᚄ᥎ᐃ㸦ྑࠊ᥎ᐃࢡࣝࢺ㛵⠇ࠊ㛵⠇ゅᗘ᥎ᐃ࡚ࡋの㐠ືゎᯒと࣮ࢲ

ᅗ㸧➼ࠊࡾ࠾࡚ࡗ⾜ࢆにࢺ࣮ࢣࢫࣗࢠࣇࡶの � ᅇ㌿ࣉࣥࣕࢪに㛵す

 ࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ࡞✲◊ࡿ

㻠㻚 ᚋの方ྥᛶ

័性ࡓ࠸⏝ࢆࢧࣥࢭゎᯒࢺࣄࠊࡣの㐠ື㸦᪥ᖖ⏕άࢶ࣮࣏ࢫࠊ㸧ࡸ㐨ලࠊ機Ე࡞ᵝ࡞ࠎศ㔝࡛ᛂ⏝すࡇࡿとྍࡀ

36*ࠊࢧࣥࢭᆅ☢Ẽࠊࡃ࡞࡛ࡅࡔࢧࣥࢭ性័ࠊࡓࡲࠋࡿ࠶࡛⬟ ィ にࡓ࠸⏝ࢆࢧࣥࢭ✀のྛ࡞ࢧࣥࢭຊࠊࣂ࣮ࢩࣞ

ࠊࡽとࡇࡿࡁᵓ⠏࡛ࢆゎᯒ᪉ἲ࠸ࡋ᪂࠸࡞࠸㛤Ⓨされ࡚ࡔࡲࡣᅾ⌧ࠊࡾࡼとにࡇࡿ㐺⏝すࢆࣥࣙࢪ࣮ࣗࣇ࣭ࢧࣥࢭ

ᵝྍ࡞ࠎ⬟性ࡿ࠶ࡀと⪃ࡽ࠼れࠋࡿ 

 ࠋࡿ࠸࡛ࢇ⤌ࡾにྲྀ✲◊ࡿ᥎ᐃ⢭ᗘのྥୖに㛵すࡸの㐠ືゎᯒ࣮ࢾ࢝ࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࡽᖺᗘࠊࡣ࡛≦⌧

スキー・ターンの回転半径推定
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↓⥺ᘧ 㻮㻿㻻 ⾲♧⨨の〇స 

㏻機Ეᕤ学⛉  ᩍᤵ  Ώ㑔 ┤ᖾ 

所属学会： 㟁Ẽ学会、᪥ᮏ☢Ẽ学会、⮬動㌴技術会 

キーワード： セ䞁䝃、⮬動ไᚚ

㻝㻚 研究の⫼ᬒ

㔝⌫࣮ࣝ࣎ࢺࣇࢯࡸのヨ合࡛ࢺ࢘ࠊࢡࣛࢺࢫࠊ࣮ࣝ࣎ࠊのࢆࢺࣥ࢘࢝⾲♧すࡿ⨨ࡀ %62 ⾲♧⨨࡛ࡇࠋࡿ࠶

の⾲♧⨨にࠊࡾࡼヨ合にཧຍࡿ࠸࡚ࡋ㑅ᡭࡸ┘╩のࠊࡎࡽ࡞ࡳほᡓࡿ࠸࡚ࡋほᐈに≧ἣ࣒ࢱࣝࣜࢆに▱ࡿࡏࡽ

ሙタ⨨に⌫ࠊࡣሙに⌫ࡓࡗタഛのᩚࡸሙ⌫࡞つᶍࠋࡿࡁ࡛ࡀとࡇࡿࡆୖࡾ┒ࢆヨ合ࡾࡼࠊと࡛ࡇ %62 ⾲♧⨨ࡀ

ഛ࠼ࡽࡅれࡇࡿとࡀከࠊࡀ࠸㐠ືሙ࡞のᑠつᶍ࡞タ࡛ࡣ %62 ⾲♧⨨のタ⨨ࡣ㞴ࠊ࡛ࡇࡑࠋ࠸ࡋᏳ౯࡛ẚ㍑ⓗ

ᑟධࡀᐜ᫆࡞ %62 ⾲♧⨨ࢆ㛤ⓎࠊࡋᮏᏛ㔝⌫ሙのタ⨨ࢆヨࠊࡽࡀ࡞ࡳ↓⥺ᘧ %62 ⾲♧⨨の〇సࠋ࠺⾜ࢆ 

㻞㻚 研究のㄢ㢟

%62 ⾲♧⨨にࡣḟにᣲࡇ࡞࠺ࡼࡿࡆとࡀᮃࡲれ߇ࠋࡿどㄆ性ࡀⰋࡇ࠸と߈ࠊタ⨨ࡀᐜ࡛᫆ࡇࡿ࠶とࠊճ㛗間

㸦ᑡࡃ࡞とࡶ � ヨ合 � 間⛬ᗘ㸧⏝࡛ࡇࡿࡁとߊࠊᒇእ࡛ࡶ⏝࡛ࡇࡿࡁとߋࠊ᧯సࡀ⡆༢࡛ࡇࡿ࠶とߌࠊᏳ౯࡛

ࡿ〇సすࠊ࠼ࡲ㋃ࢆとࡇ௨ୖのࠋのࡑߍࠊとࡇࡿ࠶ %62 ⾲♧⨨ࠕࡣ↓⥺ᘧの /(' ࡋととࡇࡿとすࠖࣉࢱ♧⾲

 ࠋࡿれࡽࡆᣲ࡚ࡋㄢ㢟とࡀとࡇ௨ୗのࠊࡾࡓ࠶にࡿ〇సすࠋࡓ

�� /('  ࢬࢧయのࡧࡼ࠾ࢬࢧのࣉࣥࣛ♧⾲

�� ⏝すࡿ↓⥺᪉ᘧ 

�� 㟁※の౪⤥᪉ἲ 

 すさࡸࡋのࢫࣥࢼࢸ࣓ࣥ ��

 のࡑ ��

ࡘࣝࣉࣥࢩ࠸ᡭのⰋ࠸ࠊࡽࡀ࡞ࡡ㔜ࢆ➼ᨵⰋࠊにಟṇ࠺ࡼࡿࡁゎỴ࡛ࢆグㄢ㢟ୖࠊࡋ〇సࢆヨస機ࠊࡣࡎࡲ

࡞ࣝࣈࢼࢬ࣮ࣜ %62 ⾲♧⨨のᡂࢆ┠ᣦすࡇととすࠋࡿ 

㻟㻚 䛣䜜䜎䛷のᡂᯝ

とにࡶࢆどㄆ性の☜ㄆᐇ㦂ࠊࡎࡲࠋࡿ࠸࡚ࡵ㐍ࢆ〇స࡚ࡋᤵᴗの୍部とࡾࡃの࡙ࡶᏛ⏕のࠊࡣ✲◊のࡇ /(' ⾲♧ࣛ

ᅗࠊࡋỴᐃࢆࢺ࢘ࣞࡧࡼ࠾ࢬࢧのࣉࣥ � に♧す /(' ⨨㸦ヨస機♧⾲ࣉࣥࣛ � ྕ㸧ࢆ〇సࠋࡓࡋᐇ㝿に㔝⌫ሙ

グୖࠊࡀࡿ࠶ᚲせ࡛ࡀどㄆ性の᭱⤊☜ㄆࡋ⨨タ ��のㄢ㢟ࡣゎỴࡋ

グୖࠋࡓ ��のㄢ㢟࡛ࡿ࠶↓⥺᪉ᘧ࡛ࠊࡀࡿ࠶���0+] ᖏ↓⥺ࢆ⏝す

L�)L:ࠊࡣ⥺↓のࡇࠋࡓࡋととࡇࡿ ࡸ %OXHWRRWK ࡛ࢃれ࡚ࡿ࠸

���*+]ᖏ↓⥺にẚ߇ࠊ㛗㊥㞳㸦᭱�NP㸧㏻ಙࡸࡾࡀ⧄߈ࠊ⬟ྍࡀ

す࠸㸦ᅇᢡ性ࡀ高ࡃᖸ΅ࡀᑡ࠸࡞㸧ࠊճࡇࡑࡇࡑのࢱ࣮ࢹ㔞

㸦��NESV㸧の㏻ಙߊࠊ⬟ྍࡀᾘ㈝㟁ຊࡀᑠさࠊ࠸➼の点ࡀከࠊࡃ

↓⥺චチࡸチྍࡶせ࡛ࠋࡿ࠶ᅇࠊࡣẚ㍑ⓗᏳ౯にධᡭྍ⬟࡛࠶

ࡓࡗ ���0+] �0, ࣮ࣝࣗࢪࣔ⥺↓��㸦ࣥࣛࣉ࣮ࢱࣥ♫〇㸧࠸⏝ࢆ

㏦ࠊࡀࡿ࡞ᚲせとࡀ࣮ࣝࣗࢪࣔ⥺↓れࡒれࡑಙഃにཷࠊ㏦ಙഃࠋࡓ

ಙഃのࢳࢵࢫ≧ἣࡀぼࣜཷ࡛࣒ࢱࣝಙഃにఏ㏦されࡑࠊれ

とにࡶࢆ /(' %62ࠊと࡛ࡇࡿไᚚすࢆ♧⾲ࣉࣥࣛ ⾲♧⨨の㏦ཷಙࡀ

ᐇ⌧࡛ࠊࡁヨస機�ྕにᑟධࠋࡓࡋᆅୖ࡛のືస☜ㄆ࡛ࡣⰋዲ࡞⤖ᯝ

ணࢆస☜ㄆのᐇືࡿࡼのタ⨨にᐇ㝿に㔝⌫ሙࠊࡾ࠾れ࡚ࡽᚓࡀ

ᐃࠋࡿ࠸࡚ࡋ 

㻠㻚 ᚋの方ྥᛶ

ᮏᏛ㔝⌫ሙの %62 ⾲♧⨨タ⨨ࢆ┠ⓗとࠊ࡚ࡋ↓⥺ᘧ %62 ⾲♧⨨の㛤Ⓨと〇సࡔࡲࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆᐇ⏝࡛ࡲに

ࡸಟṇࡧࡼ࠾㝿の⏝ឤの☜ㄆࡿᐇ㝿に⏝すࠊࡣᚋࠋࡿ࠸࡛ࢇ㐍࡛ࡲࢁࡇと࠸ᐇ⏝に㏆ࠊののࡶ࠸࡞࠸࡚ࡗ⮳ࡣ

⏝にࡿࡅ࠾ල合点➼のᑐᛂࡀᚲせ࡛ࠊࡓࡲࠋࡿ࠶Ᏻ౯࡛࠸ᡭのⰋ࠸⨨ࡀᡂすࡇࡿとにࠊࡾࡼ㔝⌫ࡸ

 ࠋࡿれࢃとᛮࡿࡁ࡛ࡀ⫣㈉ࡎࡽ࡞ᑡ⪅㛵ಀࡸ⪅の➇ᢏ࣮ࣝ࣎ࢺࣇࢯ

のࡇ ���0+] ᖏ↓⥺ࠊࡣᅇの %62 ⾲♧⨨ࠊࡃ࡞࡛ࡅࡔᵝ࡞ࠎሙᡤ࡛のά⏝ࡀぢ㎸ࡲれࠋࡿࢧࣥࢭࠊࡤ࠼と⤌

ճධࠊࢢࣥࢩࣥࢭ⏘␆࠺⾜ࢆ⌮⟶␆ᨺ∾ᐙ߈ࠊࢢࣥࢩࣥࢭ㎰ᴗ࠺⾜ࢆ㞟ࢱ࣮ࢹ㎰ᴗ㛵㐃の߇ࠊと࡛ࡇࡿࡏࢃ合ࡳ

 ࠋࡃ࠸࡚ࡋウ᳨ࡶのྍ⬟性にࡑࠊࡾ࠶࡛⬟ྍ⏝ࡶに➼࣒ࢸࢫࢩࢸࣜࣗ࢟ࢭ࣒࣮࣍ࡿᧁ㏥すࢆ⪅

ᅗ � %62 ⾲♧⨨㸦ヨస機 �ྕ㸧 

䠘研究䝍䜲䝖䝹䠚 

ḟୡ௦㟁動䝰䝡䝸テ䜱のᕷሙ動ྥ䛸        

᪥ᮏ䛻䛚䛡䜛䝡ジ䝛䝇䝰䝕䝹の研究 

㏻機Ეᕤ学⛉  特ูᩍᤵ  ᑠᯘ ဴஓ 

所属学会： ᪥ᮏ⯟✵Ᏹᐂ学会 

キーワード： ✵の⛣動㠉、ᆅ方✵ 活ᛶ、㟁動⯟✵機、

㻝㻚 研究の⫼ᬒ

᪥ᮏにࡣ �� の✵ ࡀᏑᅾࠊࡀࡿ࠸࡚ࡋ᪤Ꮡ⯟✵♫ࡀ⏝ࡑࠊࡣ ✵ࡿ࠸࡚ࡋの༙ᩘ⛬ᗘ࡛ࡀࢫࢭࢡࠊࡾ࠶

ࡿά性すࢆ ✵のࡽれࡑࠋࡿ࠸࡚ࡋከᩘᏑᅾࡀ ✵࠸࡞࠸され࡚࡞ࡀ⏝ά࡞༑ศࠊ➼ ✵㞳ᓥࠊࡸ ✵ᆅ᪉࡞౽

᪉⟇の୍ࡘとࠊ࡚ࡋH972/�㟁ືᆶ┤㞳╔㝣�機➼のᑠᆺ㟁ື⯟✵機ࢆࢻ࣐ࣥࢹࣥ࢜ࡓࡗ⯟✵᪑ᐈ㍺㏦㸦ࢡࢱ࣮࢚

ࡣᕞἈ⦖ᆅᇦ࡛ࠊに≉ࠋࡿ࠸࡚࠼⪄とࡿ࠶と࡛ࡇࡿᵓ⠏すࢆࣝࢹࣔࢫࢿࢪࣅ࡞ࡓ㈌≀㍺㏦➼࡛᪂✵⯟ࠊࡸ㸧➼࣮ࢩ

㞳ᓥࡀከࠊࡃᓥᕋ間のேࣀࣔࡸの⛣ືᡭẁとࡀ⯪ࡣ࡚ࡋὶとࠊࡋࡶࠊࡀࡿ࠸࡚ࡗ࡞H972/�㟁ືᆶ┤㞳╔㝣�機➼の

ᑠᆺ㟁ື⯟✵機ࡀᅜ⏘されࠊ㞳Ⓨ╔ሙࠊࡸ⯟✵⟶ไ࡞࣒ࢸࢫࢩのᩚࡀࣛࣇࣥഛされࠊࡤࡽ࡞ࡓ⯪に௦ࠊ࡚ࡗࢃ

ᓥᕋ間のேࣀࣔࡸの⛣ືࡾࡼࠊࡀᛌ㐺࡛㎿㏿に⾜ࡇ࠺とྍࡀ⬟とࠋࡿ࡞ 

㻞㻚 研究のㄢ㢟

H972/�㟁ືᆶ┤㞳╔㝣�機➼のᑠᆺ㟁ື⯟✵機ࢆ㛤Ⓨࡿ࠸࡚ࡋ᪥ᮏのᴗ6ࠕࠊࡣN\'ULYHࠖ➼࣮ࣕࢳࣥ࣋ᴗ࡛࠶

᪥ᮏの⯟✵ᒁのᆺᘧドࠊࡣにࡵࡓすࡤᐇ㝿に㣕ࠊࡓࡲࠋ࠸高ࡶࢺࢫࢥ〇㐀ࠊࡃࡋ㈨金ຊにஈにẚ࣮࢝ᾏእ࣓࣮ࠊࡾ

᫂ྲྀࢆᚓすࡿᚲせࠊࡾ࠶ࡀ᪤Ꮡ⯟✵機との㏻⟶ไࡀᏳに⾜ࠊࡿ࠼᪂࡞ࡓ⮬ື⯟✵⟶ไ࣒ࢸࢫࢩの㛤Ⓨࠊࡸ㞳Ⓨ╔

ሙのᩚഛࡶᚲせ࡛ࠊࡾ࠶H972/�㟁ືᆶ┤㞳╔㝣�機➼のᑠᆺ㟁ື⯟✵機ࢆࢻ࣐ࣥࢹࣥ࢜ࡓࡗ⯟✵᪑ᐈ㍺㏦㸦࣮࢚

ࡔᮍࡣ㈌≀㍺㏦のᐇ⌧に✵⯟ࠊࡸ㸧➼࣮ࢩࢡࢱ � ᖺ௨ୖ間ࡀࡿとணされ࡚ࠋࡿ࠸᭦にࠊ᪂࡞ࡓᑠᆺ㟁ື⯟✵

機のⅭの⯟✵ἲのᩚഛࡶᚲせとࠊࡾ࡞⌧ᅾᐁẸ༠㆟࡛㆟ㄽ࡞ࡀされ࡚ࡿ࠸とࠋࡿ࠶࡛ࢁࡇ 

㻟㻚 䛣䜜䜎䛷のᡂᯝ

��ࠊ࡚࠸࠾᪤に米ᅜにࠊࡣ࡚ࡋᴗと࣮ࢩࢡࢱ࢚��ᖺ௦にࢼࢫࢭࠊ機ࢫ࣮ࣛࢩࡸ機➼の᪤Ꮡᑠᆺ⯟✵機ࢆ࡚ࡗ

����ࠊࡀࡓࡁれ࡚ࢃ⾜ᖺの࣮ࣜࢡࢵࣙࢩ࣐ࣥにࡿࡼ⤒῭ἣにぢ⯙ࢃれࠊ㐠⯟ࡀࢺࢫࢥ高ࠊࡃ㐠㈤ࡶ高Ṇ࠸࡚ࡋࡾࡲ

㟁ືᆶ┤㞳�H972/ࠊ࠸Ᏻࡀࢺࢫࢥ⯟㐠ࠊ࡚ࡗ࡞㏆に᭱ࠊࡀࡓれࡲ㎸࠸ᗫᴗに㏣ࡣᴗ♫のṤ࣮ࢩࢡࢱ࢚ࡵࡓࡓ

╔㝣�機➼のᑠᆺ㟁ື⯟✵機ࡀ㛤Ⓨされࠊ᪂ࡓに࣮ࢩࢡࢱ࢚ᴗ♫ࡲ⏕ࡀれࡇࠋࡿ࠶ࡘࡘれ࡛ࡲの◊✲࡛ࠊ

H972/�㟁ືᆶ┤㞳╔㝣�機➼のᑠᆺ㟁ື⯟✵機の⯟⥆㊥㞳ࡣ ��� ᾏ㔛⛬ᗘと▷ࠊࡀ࠸ᕞᇦෆのᓥᕋ間㍺㏦ࢆᢸ࠺に

✵�のᆅᇦࡘኍᒱᓥ㸪ኳⲡの㸲ࠊᓥୖࠊᑐ㤿ࡿ᭷すࢆ※ほග㈨ࡀࡿ࠶࡛౽ࡀࢫࢭࢡࠊࡾ࠶㊥㞳࡛⥆⯟࡞༑ศࡣ

 �とబ㈡✵ ࡪ⤖ࢆ㊰⥺ࢆᐃ࣮ࢩࢡࢱ࢚ࠊࡋᴗの㟂せࠊࢆ㸲ࡘのᆅᇦのほගᐈධᐈᩘのᐇ⦼್ࡽண ࠊࡋ

㐠㈤ࢆ᪤Ꮡ㏻機㛵࡛⛣ືࡓࡋሙ合の㐠㈤のྠ㢠ࡽ ��� ⛬ᗘにタᐃࠊ࡚ࡋᴗ性᳨ウࡓࡗ⾜ࢆ⤖ᯝࠊᴗ性ࡾ࠶と

の⤖ㄽࡀฟ࡚ࠋࡿ࠸ 

㻠㻚 ᚋの方ྥᛶ

ᅇᐃࡓࡋ H972/�㟁ືᆶ┤㞳╔㝣�機➼のᑠᆺ㟁ື⯟✵機の機య౯᱁ࠊࡣᚑ᮶࣮ࢩࢡࢱ࢚機と࡚ࡋ⏝され࡚

࠼⪄機とྠ➼と����65�ࢫ࣮ࣛࢩࡓ࠸ ����とᐃࠊࡀࡓࡋᆺᘧド᫂ྲྀࢆᚓࡋᐇ㝿⏝࡛ࡿࡁ H972/�㟁ືᆶ┤㞳╔

㝣�機➼のᑠᆺ㟁ື⯟✵機の機య౯᱁ࡿ࡞࠺ࡀのࠊཪࠊ༑ศ࡞⯟⥆㊥㞳ࢆᚓࡵࡓࡿにࠊࡣ㟁※と࣮ࣜࢸࢵࣂࡿ࡞

の㔜㔞ᙜࡾࡓの㟁Ẽᐜ㔞ࢆ⌧ᅾࡾࡼ � ಸ௨ୖ☜ಖすࡿᚲせࠋࡿ࠶ࡀᚑࠊ࡚ࡗᚋ᪥ᮏのᆺᘧド᫂ྲྀࢆᚓࢡࢱ࢚ࠊࡋ

࡞⬟ྍ⏝ᴗに࣮ࢩ H972/�㟁ືᆶ┤㞳╔㝣�機➼のᑠᆺ㟁ື⯟✵機の機య౯᱁及ࡧ⯟⥆㊥㞳ࠊࡽᨵࠊ࡚ࡵᐃ㊰

 ࠋࡿ࠸࡚࠼⪄と࠸ࡓ࠸⾜ࢆᴗ性の᳨ウࠊ࠸⾜ࢆ 㟂せணࠊࡋタᐃࢆ⥺

                                                   6N\'ULYH 㛤Ⓨ୰のࡀ♫ H972/ 機 
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䠘研究䝍䜲䝖䝹䠚 

↓⥺ᘧ 㻮㻿㻻 ⾲♧⨨の〇స 

㏻機Ეᕤ学⛉  ᩍᤵ  Ώ㑔 ┤ᖾ 

所属学会： 㟁Ẽ学会、᪥ᮏ☢Ẽ学会、⮬動㌴技術会 

キーワード： セ䞁䝃、⮬動ไᚚ

㻝㻚 研究の⫼ᬒ

㔝⌫࣮ࣝ࣎ࢺࣇࢯࡸのヨ合࡛ࢺ࢘ࠊࢡࣛࢺࢫࠊ࣮ࣝ࣎ࠊのࢆࢺࣥ࢘࢝⾲♧すࡿ⨨ࡀ %62 ⾲♧⨨࡛ࡇࠋࡿ࠶

の⾲♧⨨にࠊࡾࡼヨ合にཧຍࡿ࠸࡚ࡋ㑅ᡭࡸ┘╩のࠊࡎࡽ࡞ࡳほᡓࡿ࠸࡚ࡋほᐈに≧ἣ࣒ࢱࣝࣜࢆに▱ࡿࡏࡽ

ሙタ⨨に⌫ࠊࡣሙに⌫ࡓࡗタഛのᩚࡸሙ⌫࡞つᶍࠋࡿࡁ࡛ࡀとࡇࡿࡆୖࡾ┒ࢆヨ合ࡾࡼࠊと࡛ࡇ %62 ⾲♧⨨ࡀ

ഛ࠼ࡽࡅれࡇࡿとࡀከࠊࡀ࠸㐠ືሙ࡞のᑠつᶍ࡞タ࡛ࡣ %62 ⾲♧⨨のタ⨨ࡣ㞴ࠊ࡛ࡇࡑࠋ࠸ࡋᏳ౯࡛ẚ㍑ⓗ

ᑟධࡀᐜ᫆࡞ %62 ⾲♧⨨ࢆ㛤ⓎࠊࡋᮏᏛ㔝⌫ሙのタ⨨ࢆヨࠊࡽࡀ࡞ࡳ↓⥺ᘧ %62 ⾲♧⨨の〇సࠋ࠺⾜ࢆ 

㻞㻚 研究のㄢ㢟

%62 ⾲♧⨨にࡣḟにᣲࡇ࡞࠺ࡼࡿࡆとࡀᮃࡲれ߇ࠋࡿどㄆ性ࡀⰋࡇ࠸と߈ࠊタ⨨ࡀᐜ࡛᫆ࡇࡿ࠶とࠊճ㛗間

㸦ᑡࡃ࡞とࡶ � ヨ合 � 間⛬ᗘ㸧⏝࡛ࡇࡿࡁとߊࠊᒇእ࡛ࡶ⏝࡛ࡇࡿࡁとߋࠊ᧯సࡀ⡆༢࡛ࡇࡿ࠶とߌࠊᏳ౯࡛

ࡿ〇సすࠊ࠼ࡲ㋃ࢆとࡇ௨ୖのࠋのࡑߍࠊとࡇࡿ࠶ %62 ⾲♧⨨ࠕࡣ↓⥺ᘧの /(' ࡋととࡇࡿとすࠖࣉࢱ♧⾲

 ࠋࡿれࡽࡆᣲ࡚ࡋㄢ㢟とࡀとࡇ௨ୗのࠊࡾࡓ࠶にࡿ〇సすࠋࡓ

�� /('  ࢬࢧయのࡧࡼ࠾ࢬࢧのࣉࣥࣛ♧⾲

�� ⏝すࡿ↓⥺᪉ᘧ 

�� 㟁※の౪⤥᪉ἲ 

 すさࡸࡋのࢫࣥࢼࢸ࣓ࣥ ��

 のࡑ ��

ࡘࣝࣉࣥࢩ࠸ᡭのⰋ࠸ࠊࡽࡀ࡞ࡡ㔜ࢆ➼ᨵⰋࠊにಟṇ࠺ࡼࡿࡁゎỴ࡛ࢆグㄢ㢟ୖࠊࡋ〇సࢆヨస機ࠊࡣࡎࡲ

࡞ࣝࣈࢼࢬ࣮ࣜ %62 ⾲♧⨨のᡂࢆ┠ᣦすࡇととすࠋࡿ 

㻟㻚 䛣䜜䜎䛷のᡂᯝ

とにࡶࢆどㄆ性の☜ㄆᐇ㦂ࠊࡎࡲࠋࡿ࠸࡚ࡵ㐍ࢆ〇స࡚ࡋᤵᴗの୍部とࡾࡃの࡙ࡶᏛ⏕のࠊࡣ✲◊のࡇ /(' ⾲♧ࣛ

ᅗࠊࡋỴᐃࢆࢺ࢘ࣞࡧࡼ࠾ࢬࢧのࣉࣥ � に♧す /(' ⨨㸦ヨస機♧⾲ࣉࣥࣛ � ྕ㸧ࢆ〇సࠋࡓࡋᐇ㝿に㔝⌫ሙ

グୖࠊࡀࡿ࠶ᚲせ࡛ࡀどㄆ性の᭱⤊☜ㄆࡋ⨨タ ��のㄢ㢟ࡣゎỴࡋ

グୖࠋࡓ ��のㄢ㢟࡛ࡿ࠶↓⥺᪉ᘧ࡛ࠊࡀࡿ࠶���0+] ᖏ↓⥺ࢆ⏝す

L�)L:ࠊࡣ⥺↓のࡇࠋࡓࡋととࡇࡿ ࡸ %OXHWRRWK ࡛ࢃれ࡚ࡿ࠸

���*+]ᖏ↓⥺にẚ߇ࠊ㛗㊥㞳㸦᭱�NP㸧㏻ಙࡸࡾࡀ⧄߈ࠊ⬟ྍࡀ

す࠸㸦ᅇᢡ性ࡀ高ࡃᖸ΅ࡀᑡ࠸࡞㸧ࠊճࡇࡑࡇࡑのࢱ࣮ࢹ㔞

㸦��NESV㸧の㏻ಙߊࠊ⬟ྍࡀᾘ㈝㟁ຊࡀᑠさࠊ࠸➼の点ࡀከࠊࡃ

↓⥺චチࡸチྍࡶせ࡛ࠋࡿ࠶ᅇࠊࡣẚ㍑ⓗᏳ౯にධᡭྍ⬟࡛࠶

ࡓࡗ ���0+] �0, ࣮ࣝࣗࢪࣔ⥺↓��㸦ࣥࣛࣉ࣮ࢱࣥ♫〇㸧࠸⏝ࢆ

㏦ࠊࡀࡿ࡞ᚲせとࡀ࣮ࣝࣗࢪࣔ⥺↓れࡒれࡑಙഃにཷࠊ㏦ಙഃࠋࡓ

ಙഃのࢳࢵࢫ≧ἣࡀぼࣜཷ࡛࣒ࢱࣝಙഃにఏ㏦されࡑࠊれ

とにࡶࢆ /(' %62ࠊと࡛ࡇࡿไᚚすࢆ♧⾲ࣉࣥࣛ ⾲♧⨨の㏦ཷಙࡀ

ᐇ⌧࡛ࠊࡁヨస機�ྕにᑟධࠋࡓࡋᆅୖ࡛のືస☜ㄆ࡛ࡣⰋዲ࡞⤖ᯝ

ணࢆస☜ㄆのᐇືࡿࡼのタ⨨にᐇ㝿に㔝⌫ሙࠊࡾ࠾れ࡚ࡽᚓࡀ

ᐃࠋࡿ࠸࡚ࡋ 

㻠㻚 ᚋの方ྥᛶ

ᮏᏛ㔝⌫ሙの %62 ⾲♧⨨タ⨨ࢆ┠ⓗとࠊ࡚ࡋ↓⥺ᘧ %62 ⾲♧⨨の㛤Ⓨと〇సࡔࡲࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆᐇ⏝࡛ࡲに

ࡸಟṇࡧࡼ࠾㝿の⏝ឤの☜ㄆࡿᐇ㝿に⏝すࠊࡣᚋࠋࡿ࠸࡛ࢇ㐍࡛ࡲࢁࡇと࠸ᐇ⏝に㏆ࠊののࡶ࠸࡞࠸࡚ࡗ⮳ࡣ

⏝にࡿࡅ࠾ල合点➼のᑐᛂࡀᚲせ࡛ࠊࡓࡲࠋࡿ࠶Ᏻ౯࡛࠸ᡭのⰋ࠸⨨ࡀᡂすࡇࡿとにࠊࡾࡼ㔝⌫ࡸ

 ࠋࡿれࢃとᛮࡿࡁ࡛ࡀ⫣㈉ࡎࡽ࡞ᑡ⪅㛵ಀࡸ⪅の➇ᢏ࣮ࣝ࣎ࢺࣇࢯ

のࡇ ���0+] ᖏ↓⥺ࠊࡣᅇの %62 ⾲♧⨨ࠊࡃ࡞࡛ࡅࡔᵝ࡞ࠎሙᡤ࡛のά⏝ࡀぢ㎸ࡲれࠋࡿࢧࣥࢭࠊࡤ࠼と⤌

ճධࠊࢢࣥࢩࣥࢭ⏘␆࠺⾜ࢆ⌮⟶␆ᨺ∾ᐙ߈ࠊࢢࣥࢩࣥࢭ㎰ᴗ࠺⾜ࢆ㞟ࢱ࣮ࢹ㎰ᴗ㛵㐃の߇ࠊと࡛ࡇࡿࡏࢃ合ࡳ

 ࠋࡃ࠸࡚ࡋウ᳨ࡶのྍ⬟性にࡑࠊࡾ࠶࡛⬟ྍ⏝ࡶに➼࣒ࢸࢫࢩࢸࣜࣗ࢟ࢭ࣒࣮࣍ࡿᧁ㏥すࢆ⪅

ᅗ � %62 ⾲♧⨨㸦ヨస機 �ྕ㸧 
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䠘研究䝍䜲䝖䝹䠚 

ᣦᐃ㑊㞴所䛻䛚䛡䜛㑊㞴⎔ቃ䛻㛵䛩䜛研究 

ᘓ⠏・設備ᕤ学⛉  ᩍᤵ  㔠 Ⅱඟ 

所属学会：᪥ᮏᘓ⠏学会、ᐊ内⎔ቃ学会 

キーワード：ᐊ内⎔ቃ、㑊㞴⎔ቃ、㑊㞴所、㜵⅏、⾨⏕⎔ቃ

㻝㻚 研究の⫼ᬒ

 日本で䛿自↛⅏ᐖが相次いで発⏕している。䛂い䛴、䛹こで発⏕する䛛ศ䛛䜙ない自↛⅏ᐖ䛃にྍ能な㝈りഛえておくことが

ồ䜑䜙れる。㏆ᖺ、50 ᖺあるい䛿 100 ᖺに୍ᗘ発⏕するとゝ䜟れているᕧ大ᆅ㟈が、▷ᮇ㛫で連⥆ⓗに発⏕している。1995

ᖺの㜰⚄・ῐ㊰大㟈⅏、2011 ᖺのᮾ日本大㟈⅏、201㻢 ᖺの⇃本ᆅ㟈、2021 ᖺの⚟ᓥ┴Ἀᆅ㟈で䛿、⏒大な人ⓗ・物ⓗ⿕ᐖ

が発⏕した。で䜒、自↛⅏ᐖ䛿発⏕している。 

㻞㻚 研究のㄢ㢟

 本研究で䛿、自↛⅏ᐖに㑊㞴所として用する体⫱㤋における㑊㞴⎔ቃの測定及び䜰ンケートㄪ査・⪺き㎸みㄪ査を⾜

い、㑊㞴所のᐊෆ⎔ቃᢕᥱ及び⎔ቃ改ၿを┠ⓗとする。 

㻟㻚 䛣䜜䜎䛷のᡂᯝ

201㻢 ᖺの⇃本ᆅ㟈の、ある㑊㞴所における㑊㞴⎔ቃの測定及び㑊㞴⎔ቃにᑐする䜰ンケートㄪ査を⾜い、௨ୗの成ᯝが

ᣲ䛢䜙れた。 

                       ᅗ 㻝 ⿕⅏ᆅᇦ䛸㑊㞴所内㒊┿ 

 㑊㞴所の ‵ᗘ、㓟化Ⅳ⣲⃰ᗘ䛿チᐜされるレ䝧ルでኚ動がᑡなくᏳ定していた。また、 ⇕⎔ቃ、光⎔ቃ、⾨⏕⎔ቃ、

✵気⎔ቃのཷᐜᗘ及び‶㊊ᗘに䛴いて䛿ᴫ䛽高く評価された。し䛛し、㑊㞴䛛䜙 2 䞄᭶が⤒㐣し、㑊㞴所の⏕活⎔ቃがᏳ定

している≧ἣでのㄪ査⤖ᯝであることに留ពするᚲせがある。 

 ᆅᇦにおける⅏ᐖのෆᐜ・⛬ᗘが㑊㞴⎔ቃに大きなᙳ㡪をえる。≉にᆅᇦの᩿Ỉ䛿㑊㞴所の⾨⏕⎔ቃに大きなᙳ㡪を

える。㑊㞴所の㑊㞴⎔ቃの改ၿ㡰として⾨⏕⎔ቃが 1 にᣲ䛢䜙れていたの䛿このᆅᇦの᩿Ỉのᙳ㡪による䜒のと⪃え䜙れ

る。ᆅ᪉㎰ᮧ部のሙ合䛿ᪧまでに㛫が䛛ることが定されるた䜑、⿕⅏┤ᚋに䝥ール用Ỉをトイレ用Ỉとして利用するこ

とが有ຠであると⪃え䜙れる。また、㑊㞴所の✵気⎔ቃと㑊㞴⪅の⾨⏕⎔ቃとの相関が♧၀された。 ⇕⎔ቃに䛴いて䛿気ὶ

とᗋ表面 ᗘの改ၿがồ䜑䜙れる⤖ᯝとなった。╧╀⎔ቃの改ၿのた䜑に䛿、㊊㡢な䛹の㡢⎔ቃの改ၿ䜒ᚲせであることが䜟

䛛った。 

 ᅜෆで䛿小・୰学ᰯの体⫱㤋がᣦ定㑊㞴所として利用されることがከいが、ᘓ物の᩿⇕性やタഛ機能な䛹䛿㑊㞴に䛿

༑ศである。᭱㏆で䛿、㑊㞴⪅がᏳᚰ・Ᏻな㑊㞴⏕活を㐣ご䛫るよ䛖に㑊㞴⎔ቃの改ၿをồ䜑るኌが♫会ⓗに大きくなって

いる。し䛛し、㑊㞴所㐠Ⴀマ䝙䝳䜰ルに䛿⎔ቃ⟶⌮のた䜑の具体ⓗなᣦᶆがないた䜑、㑊㞴所⎔ቃをᖖに測定できる装置をண

䜑ഛえておくことがᮃましい。 

㻠㻚 ᚋの方ྥᛶ

 ᚋのㄢ㢟として䛿、①㑊㞴所の⾨⏕⎔ቃを改ၿするた䜑の⏕活用Ỉの☜ಖ、②㑊㞴所ෆの ⇕⎔ቃを改ၿするた䜑の気

ὶ(気ᑐ⟇)とᗋ表面 ᗘの改ၿ、③╧╀⎔ቃにᙳ㡪をえる㊊㡢とᗋ面の動のᑐ⟇➼がᣲ䛢䜙れる。 

䠘研究䝍䜲䝖䝹䠚 

ྛ✀▷⧄⥔䜢用䛔䛯⧄⥔⿵ᙉ䝁䞁䜽䝸ー䝖の 

ຊ学特ᛶ䛚䜘䜃⪏ஂᛶ䛻㛵䛩䜛研究 

ᘓ⠏・設備ᕤ学⛉  ᩍᤵ  ᾆ野 Ⓩᚿ㞝 

所属学会： ᪥ᮏᘓ⠏学会、᪥ᮏ䝁䞁䜽䝸ー䝖ᕤ学会 

キーワード： ⧄⥔⿵ᙉ䝁䞁䜽䝸ー䝖、ᘬᙇ㠌ᛶ、⪏ஂᛶ、⑂ປ特ᛶ

㻝㻚 研究の⫼ᬒ

➽㕲ࠊᙉ⿵ࡅᙇࢺ࣮ࢩ⥔⧅⥆㐃ࠊの▷⧄⥔のΰධࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥࠊⓗに┠ࢆ久性⪏ࡸᵓ㐀≀の㠌性ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ

௦᭰と࡚ࡋの㐃⥆⧄⥔ࣟࠊ࡞ࢻࢵ⣙ �� ᖺ๓ࡽ⧄⥔⿵ᙉࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥの◊✲ࢃ⾜ࡀれ࡚ࠋࡿ࠸᭷機⣔⧄⥔の௦⾲

᱁࡛ࡿ࠶Ⅳ⣲⧄⥔にࠊࡣ࡚࠸ࡘ⯟✵࣭Ᏹᐂの⏘ᴗ࡛ࡣከࡃの⏝ᐇ⦼ࡇࡿ࠶ࡀとࡣ⮬࡛᫂ࠊࡀࡿ࠶ᘓタศ㔝に࡚࠸࠾

㸦ᅗ⥔⧅ࣥࣟࢽࣅࠊのࡑࠋ࠸ከࡀ⦼ⓗに⏝ᐇ┠ࢆ久性ྥୖ⪏ࡸᵓ㐀≀の⪏㟈⿵ᙉࡶ �㸧ࠊ⥔⧅ࣥࣞࣆࣟࣉ࣏ࣜࠊ

㗰⧄⥔ࡀ⥔⧅✀ྛ࡞⏝され࡚ࠊࡣ⪅➹ࠋࡿ࠸㗰⧄⥔⿵ᙉ㕲➽ 

 ⧅ࠊẚࢺࢡ࣌ࢫ㗰⧄⥔のࠊⓗに┠ࢆの部ᮦタィࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ

⥔ΰධ⋡ࢫࢡࢵࣜࢺ࣐ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥࠊᙉᗘ࡞のㄪ合ᅉᏊの┦ 

స⏝のᐃ㔞ࡧࡽ࡞に᭤࣭ࡆᘬᙇ㠌性に及ぼすᑍἲຠᯝの影 

響ࢆ◚ቯຊᏛᴫᛕにࡾࡼᐃ㔞ࣥࣟࢽࣅࠊࡓࡲࠋࡓࡗ⾜ࢆ⧄⥔ 

 ᙉྛࠊⓗに┠ࢆ〇ရの㛤Ⓨࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥࢺࢫࣕ࢟ࣞࣉࡓ࠸⏝ࢆ

ᗘヨ㦂のࠊ᭤ࡆ㠌性ヨ㦂ࠊ⾪ᧁヨ㦂ࠊ᭤ࡆ⑂ປヨ㦂㸦ᅗ �㸧 

ᅗ            ࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࡶᐇ㦂ࡿ久性に㛵す⪏࡞ ᅗ   ⥔⧅ࣥࣟࢽࣅ � � ᭤ࡆ⑂ປヨ㦂   

㻞㻚 研究のㄢ㢟

⧄⥔⿵ᙉࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥࠊࡣࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥのᙅ点࡛ࡿ࠶ᘬᙇ≉性ࢆᨵၿすࡇࡿとࡀ┠ⓗ࡛ࠊࡀࡿ࠶ᘬᙇ≉性に及ぼ

すᑍἲຠᯝࡀ↓ど࡛ࡇ࠸࡞ࡁとࡀ᫂ࡽと࡛ࡇࡇࠋࡓࡗ࡞ᑍἲຠᯝとࠊࡣ᭤࣭ࡆᘬᙇ㠌性ࡀヨ㦂యのᙧ≧ᑍἲに౫Ꮡ

すࡇࡿとࢆ♧すࡶの࡛ࠊࡓࡲࠋࡿ࠶᪤ の◊✲࡛ࠊࡣ㟼ⓗ㍕Ⲵヨ㦂にࡿࡼᐇ㦂ࡣࢱ࣮ࢹከࡶ࠸ののࠊ⪏⾪ᧁ性ࡸ⑂ປ

≉性に㛵すࡣ✲◊ࡿᑡ࠸࡞のࠊ࡛ࡇࡑࠋࡿ࠶࡛≦⌧ࡀᮏ◊✲࡛ࢆ⥔⧅▷✀ྛࡣΰධࡓࡋᖹᯈの㔜㗽ⴠୗにࡿࡼ⾪ᧁヨ

㦂ࡾ⧞ࡧࡼ࠾㏉ࡋ᭤ࡆ㍕Ⲵにࡿࡼ᭤ࡆ⑂ປヨ㦂ࢆᐇࠊࡋ⪏⾪ᧁ性ࡧࡼ࠾⑂ປ≉性に࡚࠸ࡘㄪࠋࡿ࠸࡚ 

㻟㻚 䛣䜜䜎䛷のᡂᯝ

᭤࣭ࡆᘬᙇ≉性に及ぼすᑍἲຠᯝにྛࠊࡣ࡚࠸ࡘ✀ᙧ≧ᑍἲの᭤ࡆヨ 

㦂యࠊᘬᙇᙉᗘヨ㦂య࡚࠸⏝ࢆᙉᗘヨ㦂ࠊ࠸⾜ࢆ᭤ࡆᙉᗘࡧࡼ࠾ᘬ 

ᙇᙉᗘと高ᛂຊᇦయ✚㸦ヨ㦂య୰࡛᭱ᘬᙇᛂຊᗘの ��㸣௨ୖのᛂຊࡀ 

స⏝すࡿ㡿ᇦのయ✚㸧との間に高࠸┦㛵ࡇࡿ࠶ࡀとࠊࡓࡲࠋࡓࡋ♧ࢆ㗰 

⧄⥔⿵ᙉ㕲➽ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥᱱの᭤ࡆゎᯒࠊ࠸⾜ࢆᇶ‽ヨ㦂య㸦-,6 つ᱁ 

の᭤ࡆᙉᗘヨ㦂య㸧ࡽ㏫ゎᯒἲにࡾࡼ᥎ᐃされࡓᘬᙇᛂຊࡳࡎࡦ㛵ಀ 

 ࡞と࡛ᐇ㦂್とゎᯒ್の間にጇᙜࡇࡿఝ⦰ᑠす┦ࡾࡼቯຊᏛᴫᛕに◚ࢆ

 ࠋࡓࡋ♧ࢆとࡇࡿれࡽぢࡀ⮴୍

⧄⥔⿵ᙉࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥの⾪ᧁヨ㦂ࣥࣟࢽࣅࠊࡣ�39$�⧄⥔の࣏ࣜࠊ 

 㗰ࢫࣞࣥࢸࢫࠊ⥔⧅ࢺ࣮ࣞࢱࣇࣞࢸࣥࣞࢳ࢚࣏ࣜࠊ⥔⧅�33�ࣥࣞࣆࣟࣉ

 ᧁヨ㦂᪉ἲ㸧⾪ࡧ及ࡆ㢮の᭤ࢻ࣮࣎⏝����㸦ᘓ⠏ $ 6,-ࠊ࡚࠸⏝ࢆ⥔⧅

に‽ᣐࠋࡓࡗ⾜࡚ࡋ⾪ᧁヨ㦂の⤖ᯝ39$ࠊ  ࢡࢵࣜࢺ࣐ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ࡛⥔⧅

 ᭱ࡀの㸧ࡶ࠸⣽ࡀᚄ⥔⧅࡚ࡋの㸦⧄⥔㛗にẚࡶ࠸ከࡀ୰の⧄⥔ᮏᩘࢫ

ᅗ    ࡞␗ࡣ㠌性ヨ㦂とࡆ᭤ࡿ࠶㟼ⓗ㍕Ⲵ࡛ࠊࡾ࡞ᯝと⤖ࡓᧁ性にඃれ⾪⪏ࡶ � ᛂຊẚと⑂ປ◚ቯᅇᩘ  

 ࠋࡓࡋ♧ࢆᯝ⤖ࡿ

᭤ࡆ⑂ປヨ㦂にࠊࡣ࡚࠸ࡘ⧄⥔↓ΰධのヨ㦂యとẚ㍑39$ࠊ࡚ࡋ  ࠊ⥔⧅

33 ⣙ࡀቯᅇᩘ◚ࡣヨ㦂య࡛ࡓࡋΰධࢆ⥔⧅ ��㹼���� ಸとࡓࡗ࡞㸦ᅗ �㸧ࠋ 

ྠᵝࢺࢡ࣌ࢫ࡞ẚの᭷機⣔▷⧄⥔にࠊ࡚࠸࠾ᛂຊᖜࡀ࠸ࡁሙ合࡛ 

 ࣏とࡿ࡞ࡃᑠさࡀᛂຊᖜࠊࡀࡿ࠸ඃれ࡚ࡀの⑂ປᑑ⥔⧅ࣥࣟࢽࣅࡣ

㸦ᅗࡓࡗ࡞ࡃᑠさࡀとのᕪ⥔⧅ࣥࣞࣆࣟࣉࣜ �㸧ࠊࡓࡲࠋ⑂ປ◚ቯࡓࡋ 

᩿㠃のほᐹࠊࡽᛂຊẚࡀ࠸ࡁሙ合ࠊࡣ⧄⥔のᘬࡁᢤࡀࡅከࠊࡃᛂຊ 

ẚࡀᑠさࡿ࡞ࡃにࡘれ࡚◚᩿すࡿ⧄⥔の合ࡀቑຍすࡇࡿとࡀ♧されࠋࡓ 

㻠㻚 ᚋの方ྥᛶ

⑂ປヨ㦂ࠊࡣ㗰ᮦの⁐᥋部に㛵すࡿ◊✲ሗ࿌ࡀከࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥࠊࡃに 

㛵すࡣ✲◊ࡿᴟ࡚ࡵᑡࠋ࠸࡞ᚋࡾ⧞ࠊ㏉ࡋⲴ㔜ࡀస⏝す࣮ࣜࢡࣥࢥࡿ 

 のᙧ≧ᑍἲに⥔⧅ࠊ影響ࡿࡼに⥔⧅✀ྛࠊⓗに┠ࢆᵓ㐀≀の㛗ᑑࢺ

 ⓗにㄪ⥆⥅࡚࠸ࡘ⢒㦵ᮦの影響にࡿのศᩓ性に影響す⥔⧅ࠊ影響ࡿࡼ

ᅗ                    ࠋࡿ࠸࡚࠼⪄とࡿ࠶ᚲせ࡛ࡀとࡇࡿ � ⑂ປヨ㦂⤖ᯝ㸦6�1 ᭤⥺㸧  
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ᣦᐃ㑊㞴所䛻䛚䛡䜛㑊㞴⎔ቃ䛻㛵䛩䜛研究 

ᘓ⠏・設備ᕤ学⛉  ᩍᤵ  㔠 Ⅱඟ 

所属学会：᪥ᮏᘓ⠏学会、ᐊ内⎔ቃ学会 

キーワード：ᐊ内⎔ቃ、㑊㞴⎔ቃ、㑊㞴所、㜵⅏、⾨⏕⎔ቃ

㻝㻚 研究の⫼ᬒ

 日本で䛿自↛⅏ᐖが相次いで発⏕している。䛂い䛴、䛹こで発⏕する䛛ศ䛛䜙ない自↛⅏ᐖ䛃にྍ能な㝈りഛえておくことが

ồ䜑䜙れる。㏆ᖺ、50 ᖺあるい䛿 100 ᖺに୍ᗘ発⏕するとゝ䜟れているᕧ大ᆅ㟈が、▷ᮇ㛫で連⥆ⓗに発⏕している。1995

ᖺの㜰⚄・ῐ㊰大㟈⅏、2011 ᖺのᮾ日本大㟈⅏、201㻢 ᖺの⇃本ᆅ㟈、2021 ᖺの⚟ᓥ┴Ἀᆅ㟈で䛿、⏒大な人ⓗ・物ⓗ⿕ᐖ

が発⏕した。で䜒、自↛⅏ᐖ䛿発⏕している。 

㻞㻚 研究のㄢ㢟

 本研究で䛿、自↛⅏ᐖに㑊㞴所として用する体⫱㤋における㑊㞴⎔ቃの測定及び䜰ンケートㄪ査・⪺き㎸みㄪ査を⾜

い、㑊㞴所のᐊෆ⎔ቃᢕᥱ及び⎔ቃ改ၿを┠ⓗとする。 

㻟㻚 䛣䜜䜎䛷のᡂᯝ

201㻢 ᖺの⇃本ᆅ㟈の、ある㑊㞴所における㑊㞴⎔ቃの測定及び㑊㞴⎔ቃにᑐする䜰ンケートㄪ査を⾜い、௨ୗの成ᯝが

ᣲ䛢䜙れた。 

                       ᅗ 㻝 ⿕⅏ᆅᇦ䛸㑊㞴所内㒊┿ 

 㑊㞴所の ‵ᗘ、㓟化Ⅳ⣲⃰ᗘ䛿チᐜされるレ䝧ルでኚ動がᑡなくᏳ定していた。また、 ⇕⎔ቃ、光⎔ቃ、⾨⏕⎔ቃ、

✵気⎔ቃのཷᐜᗘ及び‶㊊ᗘに䛴いて䛿ᴫ䛽高く評価された。し䛛し、㑊㞴䛛䜙 2 䞄᭶が⤒㐣し、㑊㞴所の⏕活⎔ቃがᏳ定

している≧ἣでのㄪ査⤖ᯝであることに留ពするᚲせがある。 

 ᆅᇦにおける⅏ᐖのෆᐜ・⛬ᗘが㑊㞴⎔ቃに大きなᙳ㡪をえる。≉にᆅᇦの᩿Ỉ䛿㑊㞴所の⾨⏕⎔ቃに大きなᙳ㡪を

える。㑊㞴所の㑊㞴⎔ቃの改ၿ㡰として⾨⏕⎔ቃが 1 にᣲ䛢䜙れていたの䛿このᆅᇦの᩿Ỉのᙳ㡪による䜒のと⪃え䜙れ

る。ᆅ᪉㎰ᮧ部のሙ合䛿ᪧまでに㛫が䛛ることが定されるた䜑、⿕⅏┤ᚋに䝥ール用Ỉをトイレ用Ỉとして利用するこ

とが有ຠであると⪃え䜙れる。また、㑊㞴所の✵気⎔ቃと㑊㞴⪅の⾨⏕⎔ቃとの相関が♧၀された。 ⇕⎔ቃに䛴いて䛿気ὶ

とᗋ表面 ᗘの改ၿがồ䜑䜙れる⤖ᯝとなった。╧╀⎔ቃの改ၿのた䜑に䛿、㊊㡢な䛹の㡢⎔ቃの改ၿ䜒ᚲせであることが䜟

䛛った。 

 ᅜෆで䛿小・୰学ᰯの体⫱㤋がᣦ定㑊㞴所として利用されることがከいが、ᘓ物の᩿⇕性やタഛ機能な䛹䛿㑊㞴に䛿

༑ศである。᭱㏆で䛿、㑊㞴⪅がᏳᚰ・Ᏻな㑊㞴⏕活を㐣ご䛫るよ䛖に㑊㞴⎔ቃの改ၿをồ䜑るኌが♫会ⓗに大きくなって

いる。し䛛し、㑊㞴所㐠Ⴀマ䝙䝳䜰ルに䛿⎔ቃ⟶⌮のた䜑の具体ⓗなᣦᶆがないた䜑、㑊㞴所⎔ቃをᖖに測定できる装置をண

䜑ഛえておくことがᮃましい。 

㻠㻚 ᚋの方ྥᛶ

 ᚋのㄢ㢟として䛿、①㑊㞴所の⾨⏕⎔ቃを改ၿするた䜑の⏕活用Ỉの☜ಖ、②㑊㞴所ෆの ⇕⎔ቃを改ၿするた䜑の気

ὶ(気ᑐ⟇)とᗋ表面 ᗘの改ၿ、③╧╀⎔ቃにᙳ㡪をえる㊊㡢とᗋ面の動のᑐ⟇➼がᣲ䛢䜙れる。 
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▱ⓗ㞀☀ඣの 㼑 䝷ー䝙䞁䜾䛻䜘䜛⊂学䜢ᨭ䛩䜛   

㻭㻵 メ䞁䝍䝸䞁䜾シ䝇テ䝮の㛤Ⓨ 

        

所属名 ሗ䝛ッ䝖ワー䜽ᕤ学⛉ ᩍᤵ 氏名ᑠ⏣ 䜎䜚Ꮚ 
所属学会： ேᕤ▱能学会䠈㟁Ꮚሗ㏻ಙ学会、᪥ᮏᩍ⫱ᕤ学会、 

ᩍ⫱シ䝇テ䝮ሗ学会、䝠䝳ーマ䞁䜲䞁䝍䝣䜵ー䝇学会、など

キーワード： 㻭㻵（ேᕤ▱能）、㦵᱁᳨ฟ、ឤㄆ㆑、⾲ㄆ㆑、㡢ኌ

ㄆ㆑、▱ⓗ㞀☀ඣᩍ⫱、ᑐヰฎ⌮、㼑 䝷ー䝙䞁䜾 

㻝㻚 研究の⫼ᬒ

ᩥ部⛉Ꮫ┬ࡀᥦၐすࡿ *,*$ ࡀඣ❺⏕ᚐ୍ே୍ྎ➃ᮎの⎔ቃࡶ࡚࠸࠾ᨭᏛᰯにู≉ࠊࡾࡼᵓのᐇ⌧に࣮ࣝࢡࢫ

ࡓᑟධされࠋࡿ࠶ࡘࡘ࠸ᩚ ,&7 機ჾࢆ᭷ຠά⏝ࠊࡋඣ❺⏕ᚐ୍ேࡦとࡾに㐺ࡓࡋ≉ูᨭᩍ⫱ࡇ࠺⾜ࢆとにࠊࡾࡼ㞀

☀ඣ⊂⮬のࡸࣉࢵࣕ࢟ࢹࣥࣁពᛮ㏻のᅔ㞴さࢆඞ᭹࡛ྍࡿࡁ⬟性ࠊࡾ࠶ࡶ࡞ࡁᏛ⩦ຠᯝࡀᚓࡽれࡿの࡛࠸࡞ࡣ

7&,ࠊࡋࡋ㸬ࡿ࠸࡚ࡋとᮇᚅ 機ჾࡓ࠸⏝ࢆ H 高ࢆࣥࣙࢩ࣮࣋ࢳᖖにࣔࡀ⪅⩦Ꮫࠊࡣ࡛⩦ಶูᏛࡿࡼにࢢࣥࢽ࣮ࣛ

ᚑ᮶のࠊࡕࢃ࡞すࠋࡿ࠶ࡀᚲせࡿ㐩ᡂすࢆᏛ⩦┠ᶆࡓࡵỴࡀࡽ⮬ࠊࡋ⥆⥅ࢆ⩦Ꮫࡽࡀ࡞ࡋᣢ⥔ࡃ H ⩦Ꮫ࡛ࢢࣥࢽ࣮ࣛ

ᡂᯝࡿࡆୖࢆにࠊࡣᚸ⪏ຊࠊពᚿࠊ㞟୰ຊࡀྍḞ࡛ࠊࡾ࠶ㄡにとࠊࡶ࡚ࡗH ࠋ࠸࡞ᐜ࡛᫆ࡣ⩦Ꮫࡿࡼにࢢࣥࢽ࣮ࣛ

≉にࠊ▱ⓗ㞀☀ࢆᣢࡘඣ❺⏕ᚐࡀ H ࡸᏛ⩦ෆᐜࠊሙ合࠺⾜ࢆࢢࣥࢽ࣮ࣛ ,&7 ᧯సに㛵すࡿᨭにຍࠊ࠼Ꮫ⩦⪅のព

㠃ࢆᨭࡵࡓࡿ࠼のࠊ⥅⥆ⓗ࡛᪉ྥのࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ㸦ኌࡸࡅບࡋࡲ㸧にࡿࡼᨭࡀ㔜せにࠋࡿ࡞ 

㻞㻚 研究のㄢ㢟

ᮏ◊✲の┠ⓗࠊࡣ$,㸦$UWLILFLDO ,QWHOOLJHQFH�ேᕤ▱⬟㸧のᛂ⏝ᢏ⾡࡛ࡿ࠶ឤㄆ㆑ࡸ㦵᱁᳨ฟにࡾࡼᚓࡽれࡓ

ࡿ᭷すࢆ⬟機ࢢࣥࣜࢱ࣓࣭࣒ࣥࢱࣝࣜࡃにᇶ࡙ࢱ࣮ࢹ H ❺ඣࡘᣢࢆ☀ⓗ㞀▱ࠊࡋ㛤Ⓨࢆ࣒ࢸࢫࢩᨭࢢࣥࢽ࣮ࣛ

⏕ᚐの⮬ᚊⓗᏛ⩦ࢆᨭすࡇࡿと࡛ࠋࡿ࠶ᮏ◊✲࡛ࠊࡣᚑ᮶のᏛ⩦ᒚṔにᇶ࡙࣒ࢸࢫࢩࢢࣥࣜࢱ࣓ࣥࡃとࠊࡾ࡞␗ࡣ

㢦ㄆドࠊ⾲ㄆ㆑ࠊ㦵᱁᳨▱࡞の $, ᛂ⏝ᢏ⾡ࡳ⤌ࢆ合ࠊࡏࢃ▱ⓗ㞀☀のࡿ࠶Ꮫ⩦⪅のឤ≧ែࠊ㞟୰ᗘࠊ⌮ゎᗘ

㸦&RPSXWHU*&ࠊ࡚ࡋࡑࠋࡿ᥎ᐃすࡽ㠀ゝㄒሗࢆ *UDSKLFV㸧࡛ᐇ⌧࣮ࢱࢡࣛࣕ࢟ࡓࡋ㸦$, ⩦ḟのᏛࡀ㸧࣮ࢱ࣓ࣥ

ࣂࢻ࣮ࣇの࡞ࡅのኌ࡛ࢢ࣑ࣥࢱࡓ㏵ษれࡀ㞟୰ຊࠊࡋࡲບࡸຓゝ࡞の㐺ษ⪅⩦Ꮫࠊとྠにࡿᣦ♧すࢆ

ࡓ࠸⏝ࢆ,$ࠊᅾ⌧ࠋ࠺⾜ࢆࢡࢵ H࣮ࣛࢢࣥࢽᨭとࠊࡣ࡚ࡋ⌮ゎᗘに合ࡓࡏࢃຠ⋡のⰋ࠸Ꮫ⩦ࢆᨭすࡵࡓࡿのࢲ

,$ࠊࡣ࡛✲◊ᮏࠊࡀࡿ࠶ὶ࡛ࡀ✲◊㸦$GDSWLYH /HDUQLQJ㸸㐺ᛂᏛ⩦㸧ࢢࣥࢽ࣮ࣛࣈࢸࣉ Ꮫ⩦⪅の㞟ࡓࡋุ᩿ࡀ

୰ᗘࡸឤ≧ែの᥎ᐃ⤖ᯝにᇶ࡙᭱ࠊࡁ㐺࡞ኌࠊ࠸⾜ࢆࡅᏛ⩦⪅のࣔࢆࣥࣙࢩ࣮࣋ࢳ高ࠊࡾࡓࡵᏛ⩦㞴᫆ᗘࢆㄪᩚ

ࡿࡼにࢳ࣮ࣟࣉࡿ࡞␗ࡃࡣとࢢࣥࢽ࣮ࣛࣈࢸࣉࢲࠊࡕࢃ࡞すࠋࡿすࡾࡓࡋ H ࠊࡾ࠶࡛✲◊ᨭのࢢࣥࢽ࣮ࣛ

㠀ゝㄒሗࡽᏛ⩦⪅のឤࠊ㞟୰ᗘࠊ⌮ゎᗘࢆ᥎ᐃすࡿとࢁࡇにᮏ◊✲の᪂つ性ࠋࡿ࠶ࡀᮏ◊✲にࠊࡾࡼᡂ⦼ࡸゎ

⟅間ࠊᏛ⩦฿㐩ᗘࠊ࠸࡞ࡁุ࡛᩿ࡣ࡛ࡅࡔᏛ⩦⪅の㞟୰ᗘࡸឤࠊᏛ⩦にᑐすࡳ⤌ࡾྲྀࡿጼໃࢆ࡞Ꮫ⩦ᒚṔとࡋ

࡚ṧすࠊࡵࡓ㔜ᗘの㔜」㞀☀ඣࡸ㡢ኌゝㄒにࡿࡼ⾲ฟࡀᅔ㞴࡞ඣ❺⏕ᚐのᏛ⩦ホ౯ࠊᡂ㛗グ㘓とࡶ࡚ࡋά⏝࡛ࠋࡿࡁ 

㻟㻚 䛣䜜䜎䛷のᡂᯝ

ᮏ◊✲ࠊࡣ௧ � ᖺᗘ⛉Ꮫ◊✲㈝ᇶ┙◊✲㸦&㸧�1R���.������の⿵ຓࢆ✲◊ࠊ࡚ࡅཷࢆ㐍ࠋࡿ࠸࡚ࡵ⌧ᅾ࡛ࡲにࠊ

H ࢆᏛ⩦⪅のᵝᏊࡿࡅ࠾Ꮫ⩦にࡓ࠸⏝ࢆࢢࣥࢽ࣮ࣛ :HE 㦵࡚ࡋのື⏬ീにᑐࡑࠊࡾྲྀࡳㄞ࡛࣒ࢱࣝࣜࡽ࣓ࣛ࢝

᱁᳨ฟࠊ࠸⾜ࢆᏛ⩦⪅のᏛ⩦㞟୰ᗘࢆ᥎ᐃࡑࠊࡋの㞟୰ᗘにᛂ࡚ࡌ $, ᅗࠊ࠺⾜ࢆࡅኌ࡞㐺ษࡀ࣮ࢱ࣓ࣥ � の࠺ࡼ

࡞ H࣮ࣛࢢࣥࢽᨭࡀ࣒ࢸࢫࢩヨస࡛ࠋࡿ࠸࡚ࡁ 

    
�D� Ꮫ⩦≧ែ        �E�㠀Ꮫ⩦≧ែ㸦ࡏࡪࡘ࠺㸧 �F�㠀Ꮫ⩦≧ែ㸦❧ࡿࡀୖࡕ㸧�G� 㠀Ꮫ⩦≧ែ㸦ᶓྥࡁ㸧 

ᅗ �㸸㦵᱁᳨ฟにࡿࡼ㞟୰ᗘの᥎ᐃと $, \㸦8QLW࣮ࢱ࣓ࣥ  㸧ࣥࣙࢩと࣮ࣔࡅኌࡿ࡞␗㸦ࢢࣥࣜࢱ㸧の࣓ࣥࢇࡷࡕ

㸺⛉◊㈝㸼ࠕ▱ⓗ㞀☀ඣのH࣮ࣛࢢࣥࢽにࡿࡼ⊂Ꮫࢆᨭすࡿឤㄆ㆑$,࣓ࣥࠖࢢࣥࣜࢱ㸦��.�����㸸௦⾲ ᑠ⏣㸧 

㸺ㄽᩥ㸼 

��͆(PRWLRQ (VWLPDWLRQ 0HWKRG ZLWK 0HO�IUHTXHQF\ 6SHFWUXP� 9RLFH 3RZHU /HYHO DQG 3LWFK )UHTXHQF\ RI  +XPDQ 

9RLFHV WKURXJK &11 /HDUQLQJ 3URFHVVHV͇  7DLJD +DUXWD� 0DULNR 2GD� .RKHL $UDL 

,QWHUQDWLRQDO -RXUQDO RI $GYDQFHG &RPSXWHU 6FLHQFH DQG $SSOLFDWLRQV ������ � SS��������� ���� ᖺ 

��͆㦵᱁᳨ฟᢏ⾡ࡓ࠸⏝ࢆ▱ⓗ㞀☀ඣᏛ⩦ᨭのࡵࡓの㞟୰ᗘ᥎ᐃἲ ͇ 

⏣Ἑࠊᑠ⏣ࡾࡲᏊࠊ▼ᇉἙࠊ᪂ᗣᖹࠊ久留米ᕤᴗᏛ◊✲ሗ࿌ ���� SS�������  ���� ᖺ 

㻠㻚 ᚋの方ྥᛶ

ᚋࠊࡣ≉ูᨭᏛᰯのᤵᴗのᮏ᱁ⓗᑟධࢆᨭすࡿととࡶにࠊᐇ㝿の⌧ሙ࡛のᩍ⫱ᐇ㊶ࢆ㔜ࠊࡽࡀ࡞ࡡᮏࢫࢩ

ࡿࡅ࠾にࢢࣥࢽH࣮ࣛࠊࡓࡲࠋࡃ࠸࡚ࡗ⾜ࢆのᨵⰋ࣒ࢸ $,   ࠋࡿ࠸࡚࠼⪄と࠸ࡓࡋド᳨ࢆの᭷ຠ性ࢢࣥࣜࢱ࣓ࣥ

ͱʄͮ࠴ ͮͱΖ� ً͘ͱ͚ͫ͠͏ʄئ Ν͏ͱʄ

䠘研究䝍䜲䝖䝹䠚 

メ䞁䝍䝹䝦䝹䝇␗ᖖ᳨▱䛻㛵䛩䜛研究 

ሗ䝛ッ䝖ワー䜽ᕤ学⛉ ᩍᤵ 㤿ሙ 㝯ᐶ 

所属学会： ሗฎ⌮学会 

キーワード： メ䞁䝍䝹䝦䝹䝇、機Ე学⩦

㻝㻚 研究の⫼ᬒ

㏆ᖺࢫࣝ࣊ࣝࢱ࣓ࣥࠊ␗ᖖ࡞้῝ࡣ♫ၥ㢟と2+:ࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞ にࡼれࠊࡤୡ⏺のࡘ࠺ᝈ⪅ࡣ � ൨ � ༓௨ୖ

とࢃ࠸れ࡚ࡘ࠺ࠊࡾ࠾にࡿࡼ⮬ẅ⪅ࡶከࡘ࠺ࠊࡓࡲࠋ࠸࡞の࣓ࣥࢫࣝ࣊ࣝࢱ␗ᖖࡣ⮬ぬすࡿのࡀ㞴࠸ࡋẼ࡛

࠺ࡼࡿせすࡶ⒪にఱᖺࠊࡾࡀ࡞ࡘⓎぢの㐜れにࠊࡵࡓのࡑࠋࡿ࠸࡚ࡗࢃࡀとࡇ࠸低ࡣ⋠のཷデ་⒪機㛵ࠊࡾ࠶

ࠋࡿࡁ࡛ࡀとࡇࡿẚ㍑ⓗᐜ᫆に⒪すࠊࡤれࡁ࡛ࡀとࡇ࠺⾜ࢆ᪩ᮇⓎぢ࣭᪩ᮇ⒪ࠊࡋࡋࠋ࠺ࡲࡋ࡚ࡗែに㝗≦࡞

す▱᳨ࢆᖖ␗ࢫࣝ࣊ࣝࢱ࣓ࣥࡽື⾜᪥ᖖのࠊࡵࡓのࡑࠋࡿ࠶࡛⬟ྍࡶとࡇ࠺⾜ࢆ⟇にᑐ࠺ࡼ࠸࡞ࡽ࡞㔜にࠊࡓࡲ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ✲◊ࡿ

㻞㻚 研究のㄢ㢟

ࡀᩘࢱ࣮ࢹࡣにࡿண す࡚࠸⏝ࢆ⩦機ᲔᏛࠊࡀࡓࡁれ࡚ࢃ⾜ࡣ✲◊ࡿᖖ᳨▱に㛵す␗ࢫࣝ࣊ࣝࢱ࣓ࣥࡶに࡛ࡲれࡇ

ᑡ࠸࡞と࠺࠸Ḟ点ࠋࡓࡗ࠶ࡀࠊࡤ࠼⸆のྡ๓ࡶࢆとに 616 のࢆࢱ࣮ࢹ㞟すࡿと࠺࠸᪉ἲࡸᐇ㝿のᝈ⪅に༠ຊ࡚ࡋ

ࣉ࣮ࣝࢢࠊ࡛ࡇࡑࠋࡿ࠸࡚ࡗࡲⓒ௳⛬ᗘにとᩘࡣᩘࢱ࣮ࢹࠊࡀࡿ࠸れ࡚ࡽとࡀ᪉ἲ࠺࠸とࡿ㞟すࢆࢱ࣮ࢹ࠸ࡽࡶ

RFRRUX&ࠋࡓࡋとにࡇࡿ⏝すࢆࢱ࣮ࢹのࢸࢽ࣑ࣗࢥのࢢࣥࣜࢭࣥ࢘࢝ とࢺࢧࢢࣥࣜࢭࣥ࢘࢝ࣉ࣮ࣝࢢ࠺࠸に

7ZLWWHUࠊࡣ の࡞࠺ࡼ 616 ࡣᩘࢱ࣮ࢹࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞に࠺ࡼࡿれྲྀࡀࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥᝈ⪅間のࠊࡾ࠾ᦚ㍕され࡚ࡀ

ᩘ༑௳とࡇれ࡛ࡲの◊✲ࡿࡣࡶࡾࡼにከྲྀࢆᩘ࠸ᚓ࡛ࠋࡓࡁ 

㻟㻚 䛣䜜䜎䛷のᡂᯝ

7ZLWWHU のࢫࣝ࣊ࣝࢱ࣓ࣥࢆࢺ࣓ࣥࢥ␗ᖖ࠸࡞ࡀேのࠊࢱ࣮ࢹ&RFRRUX のࢫࣝ࣊ࣝࢱ࣓ࣥࢆࢺ࣓ࣥࢥ␗ᖖࡿ࠶ࡀே

のࢱ࣮ࢹとࠊ࡚ࡋ機ᲔᏛ⩦࡚࠸⏝ࢆศ㢮ᐇ㦂࠸⾜ࢆศ㢮⢭ᗘ ����� と㠀ᖖに高࠸性⬟ࢆฟすࡇとࡇࠋࡓࡁ࡛ࡀれにࡼ

616ࠊࡾ  ࠋࡿ࠶࡛⬟ྍࡀとࡇࡿす▱᳨ࢆ࠺ࡿ࠶ࡀᖖ␗ࢫࣝ࣊ࣝࢱேに࣓ࣥࡿ࠸࡚ࡗࢆ

⾲ � 1ࠋࡿ࠶࡛ࢬ࣮ࣞࣇ࡞ᚩⓗ≉ࡓࡗࡁࡀࡳ㝿にศ㢮ჾ࡛㔜ࡓ࠸⏝ࢆ⩦機ᲔᏛࡣ 9ࠊモྡࡣ ࠸࡚ࡋ⾲ࢆモືࡣ

ࡀ᪉ἲ࠺࠸とࡿにᣦᑟす࠺ࡼ࠸࡞ࢃពᅗⓗにࢆࢬ࣮ࣞࣇ࡞࠺ࡼ࠺ࡀのேࡘ࠺ࠊ࡚ࡋᚰ⒪ෆ⛉の⒪᪉ἲとࠋࡿ

⾲ࠊࡾ࠶ �のࢆࢬ࣮ࣞࣇ࡞࠺ࡼ࠺ࡼ࠸࡞ࢃにすࡇࡿと࡛⒪の㈉⊩ࡶᮇᚅ࡛ࠋࡿࡁ 

න � ಝద͵ϓϪーθ
のに ࠺ࢁࡔࢇ の࠾ ࡞ 1さࢇに 911  ࡗࡤ ࡾࡤ ࠸࡞ ࠸ࡓ 

㻠㻚 ᚋの方ྥᛶ

ࡣ࡛ࡲれࡇ 616 616ࠊࡋࡋࠋࡓࡁ࡚ࡗ⾜ࢆ✲◊ᖖ᳨▱の␗ࢫࣝ࣊ࣝࢱ࣓ࣥࡓ࠸⏝ࢆ ࡚ࡋேに㛵࠸࡞࠸࡚ࡗࢆ

࠸⾜ࢆ▱ᖖ᳨␗ࢫࣝ࣊ࣝࢱ࣓ࣥࡽື⾜࠺⾜ࡀࡶ᪥ᖖのㄡࠊ࡛ࡇࡑࠋࡿ࠶ࡀḞ点࠺࠸と࠸࡞ࡁ࡛ࡀとࡇࡿண すࠊࡣ

 ࠋࡿ࠶࡛࠺ࡑࡀື⾜࡞࠺ࡼୗグのࡤ࠼ࠋࡿれࡽ࠼⪄とࡿに⌧れື⾜࡞ࠎᵝࡣᖖのೃ␗ࢫࣝ࣊ࣝࢱ࣓ࣥࠋ࠸ࡓ

� ╧╀≧ែ 

� ᚰᢿᩘ 

� ྾ 

� 㐠ື㔞 

࠼⪄と࠸ࡓࡆ࡞ࡘᖖの᪩ᮇⓎぢに␗ࢫࣝ࣊ࣝࢱ࣓ࣥࠊと࡛ࡇࡿ࠸⏝ࢆ⩦機ᲔᏛࠊࡋ㞟ࢆࢱ࣮ࢹのື⾜ࡓࡗ࠸࠺ࡇ   

 ࠋࡿ࠸࡚
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䠘研究䝍䜲䝖䝹䠚 

メ䞁䝍䝹䝦䝹䝇␗ᖖ᳨▱䛻㛵䛩䜛研究 

ሗ䝛ッ䝖ワー䜽ᕤ学⛉ ᩍᤵ 㤿ሙ 㝯ᐶ 

所属学会： ሗฎ⌮学会 

キーワード： メ䞁䝍䝹䝦䝹䝇、機Ე学⩦

㻝㻚 研究の⫼ᬒ

㏆ᖺࢫࣝ࣊ࣝࢱ࣓ࣥࠊ␗ᖖ࡞้῝ࡣ♫ၥ㢟と2+:ࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞ にࡼれࠊࡤୡ⏺のࡘ࠺ᝈ⪅ࡣ � ൨ � ༓௨ୖ

とࢃ࠸れ࡚ࡘ࠺ࠊࡾ࠾にࡿࡼ⮬ẅ⪅ࡶከࡘ࠺ࠊࡓࡲࠋ࠸࡞の࣓ࣥࢫࣝ࣊ࣝࢱ␗ᖖࡣ⮬ぬすࡿのࡀ㞴࠸ࡋẼ࡛

࠺ࡼࡿせすࡶ⒪にఱᖺࠊࡾࡀ࡞ࡘⓎぢの㐜れにࠊࡵࡓのࡑࠋࡿ࠸࡚ࡗࢃࡀとࡇ࠸低ࡣ⋠のཷデ་⒪機㛵ࠊࡾ࠶

ࠋࡿࡁ࡛ࡀとࡇࡿẚ㍑ⓗᐜ᫆に⒪すࠊࡤれࡁ࡛ࡀとࡇ࠺⾜ࢆ᪩ᮇⓎぢ࣭᪩ᮇ⒪ࠊࡋࡋࠋ࠺ࡲࡋ࡚ࡗែに㝗≦࡞

す▱᳨ࢆᖖ␗ࢫࣝ࣊ࣝࢱ࣓ࣥࡽື⾜᪥ᖖのࠊࡵࡓのࡑࠋࡿ࠶࡛⬟ྍࡶとࡇ࠺⾜ࢆ⟇にᑐ࠺ࡼ࠸࡞ࡽ࡞㔜にࠊࡓࡲ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ✲◊ࡿ

㻞㻚 研究のㄢ㢟

ࡀᩘࢱ࣮ࢹࡣにࡿண す࡚࠸⏝ࢆ⩦機ᲔᏛࠊࡀࡓࡁれ࡚ࢃ⾜ࡣ✲◊ࡿᖖ᳨▱に㛵す␗ࢫࣝ࣊ࣝࢱ࣓ࣥࡶに࡛ࡲれࡇ

ᑡ࠸࡞と࠺࠸Ḟ点ࠋࡓࡗ࠶ࡀࠊࡤ࠼⸆のྡ๓ࡶࢆとに 616 のࢆࢱ࣮ࢹ㞟すࡿと࠺࠸᪉ἲࡸᐇ㝿のᝈ⪅に༠ຊ࡚ࡋ

ࣉ࣮ࣝࢢࠊ࡛ࡇࡑࠋࡿ࠸࡚ࡗࡲⓒ௳⛬ᗘにとᩘࡣᩘࢱ࣮ࢹࠊࡀࡿ࠸れ࡚ࡽとࡀ᪉ἲ࠺࠸とࡿ㞟すࢆࢱ࣮ࢹ࠸ࡽࡶ

RFRRUX&ࠋࡓࡋとにࡇࡿ⏝すࢆࢱ࣮ࢹのࢸࢽ࣑ࣗࢥのࢢࣥࣜࢭࣥ࢘࢝ とࢺࢧࢢࣥࣜࢭࣥ࢘࢝ࣉ࣮ࣝࢢ࠺࠸に

7ZLWWHUࠊࡣ の࡞࠺ࡼ 616 ࡣᩘࢱ࣮ࢹࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞に࠺ࡼࡿれྲྀࡀࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥᝈ⪅間のࠊࡾ࠾ᦚ㍕され࡚ࡀ

ᩘ༑௳とࡇれ࡛ࡲの◊✲ࡿࡣࡶࡾࡼにከྲྀࢆᩘ࠸ᚓ࡛ࠋࡓࡁ 

㻟㻚 䛣䜜䜎䛷のᡂᯝ

7ZLWWHU のࢫࣝ࣊ࣝࢱ࣓ࣥࢆࢺ࣓ࣥࢥ␗ᖖ࠸࡞ࡀேのࠊࢱ࣮ࢹ&RFRRUX のࢫࣝ࣊ࣝࢱ࣓ࣥࢆࢺ࣓ࣥࢥ␗ᖖࡿ࠶ࡀே

のࢱ࣮ࢹとࠊ࡚ࡋ機ᲔᏛ⩦࡚࠸⏝ࢆศ㢮ᐇ㦂࠸⾜ࢆศ㢮⢭ᗘ ����� と㠀ᖖに高࠸性⬟ࢆฟすࡇとࡇࠋࡓࡁ࡛ࡀれにࡼ

616ࠊࡾ  ࠋࡿ࠶࡛⬟ྍࡀとࡇࡿす▱᳨ࢆ࠺ࡿ࠶ࡀᖖ␗ࢫࣝ࣊ࣝࢱேに࣓ࣥࡿ࠸࡚ࡗࢆ

⾲ � 1ࠋࡿ࠶࡛ࢬ࣮ࣞࣇ࡞ᚩⓗ≉ࡓࡗࡁࡀࡳ㝿にศ㢮ჾ࡛㔜ࡓ࠸⏝ࢆ⩦機ᲔᏛࡣ 9ࠊモྡࡣ ࠸࡚ࡋ⾲ࢆモືࡣ

ࡀ᪉ἲ࠺࠸とࡿにᣦᑟす࠺ࡼ࠸࡞ࢃពᅗⓗにࢆࢬ࣮ࣞࣇ࡞࠺ࡼ࠺ࡀのேࡘ࠺ࠊ࡚ࡋᚰ⒪ෆ⛉の⒪᪉ἲとࠋࡿ

⾲ࠊࡾ࠶ �のࢆࢬ࣮ࣞࣇ࡞࠺ࡼ࠺ࡼ࠸࡞ࢃにすࡇࡿと࡛⒪の㈉⊩ࡶᮇᚅ࡛ࠋࡿࡁ 

න � ಝద͵ϓϪーθ
のに ࠺ࢁࡔࢇ の࠾ ࡞ 1さࢇに 911  ࡗࡤ ࡾࡤ ࠸࡞ ࠸ࡓ 

㻠㻚 ᚋの方ྥᛶ

ࡣ࡛ࡲれࡇ 616 616ࠊࡋࡋࠋࡓࡁ࡚ࡗ⾜ࢆ✲◊ᖖ᳨▱の␗ࢫࣝ࣊ࣝࢱ࣓ࣥࡓ࠸⏝ࢆ ࡚ࡋேに㛵࠸࡞࠸࡚ࡗࢆ

࠸⾜ࢆ▱ᖖ᳨␗ࢫࣝ࣊ࣝࢱ࣓ࣥࡽື⾜࠺⾜ࡀࡶ᪥ᖖのㄡࠊ࡛ࡇࡑࠋࡿ࠶ࡀḞ点࠺࠸と࠸࡞ࡁ࡛ࡀとࡇࡿண すࠊࡣ

 ࠋࡿ࠶࡛࠺ࡑࡀື⾜࡞࠺ࡼୗグのࡤ࠼ࠋࡿれࡽ࠼⪄とࡿに⌧れື⾜࡞ࠎᵝࡣᖖのೃ␗ࢫࣝ࣊ࣝࢱ࣓ࣥࠋ࠸ࡓ

� ╧╀≧ែ 

� ᚰᢿᩘ 

� ྾ 

� 㐠ື㔞 

࠼⪄と࠸ࡓࡆ࡞ࡘᖖの᪩ᮇⓎぢに␗ࢫࣝ࣊ࣝࢱ࣓ࣥࠊと࡛ࡇࡿ࠸⏝ࢆ⩦機ᲔᏛࠊࡋ㞟ࢆࢱ࣮ࢹのື⾜ࡓࡗ࠸࠺ࡇ   

 ࠋࡿ࠸࡚
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䠘研究䝍䜲䝖䝹䠚 

᳜⏕㑄⛣䜢実ឤ䛷䛝䜛ᩍᮦの㛤Ⓨ 

ᩍ⫱㐀ᕤ学⛉ ᩍᤵ ฟ ⣧ဢ 

所属学会： ᪥ᮏ⌮⛉ᩍ⫱学会、᪥ᮏ⏕ែ学会 

キーワード： ⯟✵┿、᳜⏕㑄⛣、᳃ᯘ、ⲡཎ、⏕≀ከᵝᛶ

㻝㻚 研究の⫼ᬒ

᳜⏕㑄⛣ࡣ間ࠋࡿ࠶࡛㇟⌧ࡿࡀ≉にࠊ᳃ᯘの㑄⛣ࡣே間の୍⏕ࡶࡾࡼ㛗࠸間࡞㇟⌧ࡿࡀの࡛ࠊᐇឤࢆ

కࡓࡗ⌮ゎࡀᅔ㞴࡛ࠊࡓࡲࠋࡿ࠶᳃ᯘ୍ࡣぢࡓࡋとࢁࡇᐃᖖ≧ែにࠊࡾ࠶ኚࡶ࡚ࡗ࠶ࡀẼࡁに୍ࠋ࠸ࡃ᪉ࠊᮌࢆ

ษࡿとࡾࡁࡗࡣࡣࡁศࡿの࡛ࠊ᳃ᯘ◚ቯの༳㇟ࡀṧࠊࡾ࠶࡛ࡕࡀࡾ᳃ᯘに㛵ಀࡓࡋ⎔ቃၥ㢟に࡚࠸ࡘ೫ࡓࡗㄆ㆑ࢆ

ᣢࡸࡕすࡑࠋ࠸のࠊࡵࡓ高ᰯの⏕≀ᩍ⫱の୰࡛㛗࠸間࡚ࡅࢆ㉳᳜ࡿࡇ⏕㑄⛣に࡚࠸ࡘ༑ศに⌮ゎすࡿのࡣᅔ㞴࡛

 ࠋࡿれࡽ࠼⪄とࡿ࠶

⌧ᅾの᪥ᮏ࡛ࡣ⟶⌮ᨺᲠされࡓⲡᆅの㑄⛣ࡀ㐍ࡳ᳃ᯘࡀቑຍࠋࡿ࠸࡚ࡋさࡽにⲡᆅのῶᑡにకࠊ࡚ࡗⲡᆅࢆせ࡞

⏕ᜥᆅとすࡀ≀⏕ࡿ⤯⁛の༴機にℜすࡿと࠺࠸≧ἣࡀぢࡽれࡑࠋࡿれにࡶᣊࠊࡎࡽ᳃ᯘࡀῶࡿ࠸࡚ࡗと࠺࠸೫ࡓࡗㄆ

㆑ࢆከࡃのேࡀᣢࡿ࠶࡛ࡕࡀࡕとすれࠊࡤ᳃ᯘに㛵ࡿࢃ⎔ቃၥ㢟のゎỴにと࡚ࡗ㞀ᐖにࡿ࡞ᜍれࠋࡿ࠶ࡀ  

㻞㻚 研究のㄢ㢟

高ᰯ⏕にとࡾࢃ࡚ࡗ᳜᫆࠸⏕㑄⛣に࡚࠸ࡘのᩍᮦࢆ㛤Ⓨすࡇࡿとࢆㄢ㢟とࡌྠࠋࡓࡋሙᡤ࡛ᩘ༑ᖺと࠺࠸༑ศ࡞

間࡚ࡅ✵ࢆ影ࡓࡋ┿ࢆẚ㍑すれ᳜ࠊࡤ⏕のኚࡣᐜ᫆にㄆ㆑すࡇࡿとࡿࡁ࡛ࡀとᛮࢃれࠋࡿ≉にࠊ✵୰┿ࢆ

⏝すれࡤᆅୖのᘓ㐀≀ࡀ㑧㨱にࠊࡎࡽ࡞ᗈᇦの᳜⏕のኚࡾࡁࡗࡣࢆとぢ࡚ྲྀࡇࡿとࠊ࡛ࡇࡑࠋࡿࡁ࡛ࡀ✵୰┿

 ࠋࡓࡋとにࡇࡿసᡂすࢆᩍᮦࡿࡁゎ࡛⌮࡚ࡗᣢࢆᐇឤࢆ⛣の㑄↛⮬࡞㌟㏆ࡶのᆅᇦ࡛ࡇ᪥ᮏᅜ࡚ࡋ⏝ࢆ

㻟㻚 䛣䜜䜎䛷のᡂᯝ

ᅜᅵᆅ⌮㝔のࢺࢧࣈ࢙࢘にࠕࡿ࠶ᆅ⌮✵間ሗ࣮ࣛࠖࣜࣛࣈのᆅᅗ࣭✵୰┿㜀ぴࡽࢫࣅ࣮ࢧ⯟✵┿ྲྀࢆ

ᚓࠊࡋ┿᳜ࡽ⏕の≧ែࡸኚࢆㄞࡇࡿྲྀࡳと᳨ࡿࡁ࡛ࡀウࡑࠋࡓࡋのᚋࠊ影ᖺの㛤୍ྠࡓ࠸ᆅ点の⯟✵┿

Ꮫの⏕ែࡧࡼ࠾Ꮫ⩦の間࡞୰Ꮫ㸱ᖺ⏕の⥲合ⓗࠊ࡚࠸⏝ࢆᩍᮦࡓࡋసᡂ࡚ࡋ࠺ࡇࠋࡓࡋసᡂࢆീ⏬ࡓᯛ୪ࢆ

Ꮫのㅮ⩏のࡕ࠺の୍ᅇと᳜࡚ࡋ⏕㑄⛣のᤵᴗࠋࡓࡗ⾜ࢆ 

⯟✵┿ࡣࡽⰍの⃰さࡸᆅᙧのぢ࠼᪉に࡚ࡗࡼ᳃ᯘの≧ែูุࢆすࡇࡿと୍ྠࠋࡓࡁ࡛ࡀᆅ点の┿ࢆẚ㍑すࡿ

とࠊ㒔ᕷ部࡛ࡣ᳃ᯘࡀษࡾ㛤れ࡚ఫᏯᆅࣇࣝࢦࡸሙにኚࡿ࠸࡚ࡋとࡀࢁࡇከࡇࠊࡃの࡞࠺ࡼሙᡤࡣኚࡀ᫂░に

ศࠋࡓࡗᒣ間ᆅ࡛ࡣ〄ᆅࡸⲡཎࡽ᳃ᯘにኚࡓࡋሙᡤࡀከࡃぢࡽれࡇࠋࡓのኚࡣⰍの⃰さのኚと࡚ࡋ┿に

 ࠋࡓࡗ࡞ࡣᅔ㞴࡛ࡣのࡿㄆ㆑すࢆኚࠊののࡶ࠸࡞ࡓ❧┠ࠋࡿれ⾲ࡣ

ᤵᴗ࡛ࠊࡣ┿ࢆᥦ♧すࡿ๓に᪥ᮏの᳃ᯘࡀቑࡿ࠸࡚࠼ῶࡿ࠸࡚ࡗணࢆᑜࡓࡡとࠊࢁࡇ୰Ꮫ⏕࣭Ꮫ⏕ඹに

ࡗῶࡀ᳃ᯘࠊࢁࡇとࡓࡏさࢆ᫇と⌧ᅾ࡚ࡏぢࢆ┿✵⯟ࠊࡋࡋࠋࡓ࠸࡚࠼⪄とࡿ࠸࡚ࡗῶࡣ᪥ᮏの᳃ᯘࡀࢇと

 ࠋࡓࡁゎ࡛⌮ࢆとࡇ࠸࡞ࡣ࡛ࡾࡤࡿ࠸࡚

㻠㻚 ᚋの方ྥᛶ

᳜⏕の㑄⛣ࢆᏛ⩦すࡿ㝿にࠊࡣⲡཎࡽ᳃ᯘと࠺࠸࡞ࡁኚࡃ࡞࡛ࡅࡔ㝧ᶞࡽ㝜ᶞと᳜࠺࠸≀✀のኚࡶ

≦⌧ࡣの࠺ᢅࢆࡾࢃࡁ⨨ᮏᩍᮦ࡛✀のࠊの࡛࠸࡞ࡁ࡛ࢇとࡣのุู✀ࡣ࡛┿ⓑ㯮の✵୰ࠊࡋࡋࠋ࠺ᢅࡾྲྀ

の✀≀᳜ࠊࡾࡼとにࡇࡿẚ㍑すࢆのࡶࡓ隔࡚ࢆの㢼ᬒ┿࡛ᖺ௦ࡽᆅୖࡓࡋᆅ点࡛影୍ྠࠊ࡛ࡇࡑࠋ࠸ࡋ㞴ࡣ࡛

ࡇࡃ࠸࡚ࡋᨵⰋᩍᮦ࡞ຠᯝⓗࡾࡼࠊ࡚ࡋ⏝୰┿とే✵ࠋࡿれࢃとᛮࡿࡁᩍᮦに࡛ࡿぢ࡚⌮ゎす࡛┠ࢆࡾࢃࡁ⨨

とࢆィ⏬ࠋࡿ࠸࡚ࡋ 

࠸ࡘにࡾࢃࡁ⨨の✀≀᳜࡛ࡅࡔ┿୰✵ࠋ࠸࡞れࡋࡶ⬟ྍࡣᶞ✀の㆑ูࡶ࡚ࡗࡼ୰┿に✵ࡤࡽ࡞┿࣮ࣛ࢝

 ࠋࡿ࠶ᚋのㄢ㢟࡛ࡀとࡇࡿᩍᮦすࡶ࡚

㜿⸽ᒣのⲡ༓㔛ࣨの✵୰┿ࠋ�D� ���� ᖺࠊ�E� ���� ᖺࠋ 

䠘研究䝍䜲䝖䝹䠚 

ຠ⋡ⓗな䝕ー䝍ฎ⌮ 

ᩍ⫱㐀ᕤ学⛉  ᩍᤵ  ୰ᔱ ᗣ༤ 

所属学会： ᪥ᮏᩘ学会、᪥ᮏ䝸メ䝕䜱䜰䝹ᩍ⫱学会、᪥ᮏ◁ୣ学

会、᪥ᮏ㝣ୖ➇技学会 

キーワード： 䝕ー䝍ฎ⌮、⤫ィฎ⌮

㻝㻚 研究の⫼ᬒ

 ㏆ᖺの,&7機ჾのⓎᒎのᜠᜨࢱ࣮ࢹ࡚ࡅཷࢆの㞟と✚ࡀᐜ᫆に୍ࡿ࠸࡚ࡗ࡞᪉ࡑࠊのࢱ࣮ࢹのά⏝ࡣᅔ㞴ࡀక

↹ࡣࢱ࣮ࢹࡓᯝⓗに᥇ྲྀされ⤖ࠊࡀ࠸すࡸࡋࢆ⌮ィฎ⤫ࡣにࢱ࣮ࢹࡓࡵ㞟࡚ࡗࡶࢆのពᅗࡽఱࠋࡿ࠶ࡀとࡇ࠺

㞧ࡇ࡞とࡶከࡓࠊࡃとࡽࡇࡑࡤ࠼ពᛮỴᐃのࡵࡓのᮦᩱࡾྲྀࢆฟすにࡣయⓗࢱ࣮ࢹ࡞のຍᕤࡀᚲせにࢹࠋࡿ࡞

ࡃ機ᲔᏛ⩦にྥࡣにࡵࡓのࡑࠊࡾ࠶ຠ⋡ⓗ࡛ࡀ⏝のࢢ࣑ࣥࣛࢢࣟࣉࡣฎ⌮にࢱ࣮ 3\WKRQ ࡃィฎ⌮にྥ⤫ࡸ 5 ゝㄒ

 ࠋࡿれࡽ࠸⏝ⓗに⯡୍ࡀ࡞

㻞㻚 研究のㄢ㢟

ࡣ⚾ 5 ゝㄒࢱ࣮ࢹࡓ࠸⏝ࢆฎ⌮ࡧࡼ࠾⤫ィฎ⌮に⯆5ࠋࡿ࠶ࡀ ゝㄒࢢ࣑ࣥࣛࢢࣟࣉࡣゝㄒ࡛ࣝࣇࡵࡓࡿ࠶᧯

సᩥࡸᏐิ᧯సࡽࢱ࣮ࢹ⏕ࠊࡾ࠶࡛⬟ྍࡀ࡞⤫ィฎ⌮ࢆ࡛ࡲࢱ࣮ࢹ࠸ࡓࡋの୍㐃のฎ⌮ࢆᐇ⾜すࡇࡿと࡛ࡀ

,$ࠊ⌮ฎࢱ࣮ࢹ࡞ຠ⋡ⓗࠊࡣ࡚ࡋᐇ㝿の⯆とࠋࡿ࠶࡛⬟ྍࡀ⌮ฎ࠸⌧性の高ࠊࡵࡓࡿࡁ ࣋ࡸ⩦機ᲔᏛࡴྵࢆ

5ࠊ࡚࠼ຍࠋࡿ࠶ࡀ࡞⏝ㅖᡭἲの㐺ࡿにᑐすࢱ࣮ࢹ࡞ලయⓗࠊ⩦の⌮ㄽのᏛ࡞ィᏛ⤫ࢬ ゝㄒに㛵す࣑ࣛࢢࣟࣉࡿ

 ࠋࡿ࠶ࡀ⯆ࡶの性㉁に࡚ࡋゝㄒとࢢࣥ

㻟㻚 䛣䜜䜎䛷のᡂᯝ

⚾⮬㌟ࢱ࣮ࢹࡀฎ⌮ࡸ⤫ィฎ⌮のᏛ⩦ẁ㝵࡛ࡵࡓࡿ࠶ヨ㦂ⓗ࡞ᡂᯝに留ࠊࡀࡿࡲ௨ୗࠋࡿ࠶ࡀ 

࣭Ꮫ⏕のᒚಟ≧ἣのࢱ࣮ࢹのࢆࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿ࣮ࣝࣛࣗࢽ⏝ࡓࡋᒚಟ≧ἣのண  

࣭ぬㄪᰝに㛵すࢱ࣮ࢹࡿຍᕤにࡿࡼഴྥの⪃ᐹࢬ࣋ࡧࡼ࠾⤫ィにࡿࡼ⿕㦂⪅のศᯒ 

࣭㝣ୖ➇ᢏሙにࡿࡅ࠾㢼ຊの⿵間とࡑの⏝ 

ᡂᯝのෆᐜに୍ࡣ㈏性ࠊࡀ࠸࡞ࡀ⚾⮬㌟ࡣ⤫ィᡭἲのᏛ⩦とࡑのᛂ⏝に⯆ࡑࠊࡾ࠶ࡀの㐺⏝ᑐ㇟とࢱ࣮ࢹࡿ࡞

の᥇ྲྀࡾࡲࡘࠋࡿ࠶࡛ࡵࡓ࠸࡞࠸࡚ࡗ⾜ࡣㅖศ㔝のࢆࢱ࣮ࢹࢱ࣮ࢹ࡚ࡾ᥇㞟⪅とᡴࡕ合ࢱ࣮ࢹ࠸⾜ࢆࡏࢃฎ⌮に

ᦠࠊࡿࢃとࡳ⤌ࡾྲྀ࠺࠸にࡾ࡞ᚲ↛ⓗに᩿∦ⓗ࡞ᡂᯝにࡋࡋࠋࡿ࡞ᵝࢱ࣮ࢹ࡞ࠎにゐれࡇࡿと࡛ࢱ࣮ࢹຍᕤの⤒

㦂ࡀቑࡑࠊࡋれࢱ࣮ࢹࡀฎ⌮のᙉࡳにࡿ࡞と⪃ࠋࡿ࠼ 

㻠㻚 ᚋの方ྥᛶ

⚾⮬㌟とࢱ࣮ࢹࡣ࡚ࡋຍᕤと⤫ィᡭἲのᏛ⩦ࡓࠋ࠸ࡓࡅ⥆ࢆとࡤ࠼௨ୗࠋࡿ࠶ࡀ 

࣭5ゝㄒのᢏ⾡ࡣ㐍ࠊࡾ࠾࡚ࡅ⥆ࡋຠ⋡ⓗࢱ࣮ࢹ࡞ฎ⌮にࡑࡣのᏛ⩦ࡀḞࠋ࠸࡞ࡏ 

࣭ࢱ࣮ࢹ࡞ࡁにᑐࡣ࡚ࡋᚑ᮶の⤫ィᡭἲにࡿࡼฎ⌮ࡣጇᙜ࡛ࡃ࡞ࡣ $, の⏝ࡀᮃࠊࡵࡓ࠸ࡋࡲ機ᲔᏛ⩦の⩦

 ࠋࡿ࠶ᚲせ࡛ࡶ⇍

ࡌにᛂࢱ࣮ࢹࡣにࡿ࠸⏝ࠊࡀࡿ࠶࡛⬟ྍࡶᐹ⪄࡞࠺ࡼᚑ᮶の⤫ィᡭἲのࡶࡽࡀ࡞ࡳ㎸ࡳ⤌ࢆほࡣィ⤫ࢬ࣭࣋

 ࠋࡿ࠶ࡀᚲせࡿタィに័れࡓ

ࠊと࡛ࡇࡿࢃのᡤ᭷⪅と㛵ࢱ࣮ࢹࡸのศ㔝の᪉ࡵࡓࡿ㐺⏝すࢆࡽれࡑࠊࡘࡘࡵ῝ࢆ⇍⩦ࡸ⩦のᏛ㇟のᑐࡽれࡇ

᪂࡞ࡓ▱ぢࡃࡿ࠼ࢆᛂ⏝ࢆᶍ⣴ࠋ࠸ࡓࡋ
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䠘研究䝍䜲䝖䝹䠚 

᳜⏕㑄⛣䜢実ឤ䛷䛝䜛ᩍᮦの㛤Ⓨ 

ᩍ⫱㐀ᕤ学⛉ ᩍᤵ ฟ ⣧ဢ 

所属学会： ᪥ᮏ⌮⛉ᩍ⫱学会、᪥ᮏ⏕ែ学会 

キーワード： ⯟✵┿、᳜⏕㑄⛣、᳃ᯘ、ⲡཎ、⏕≀ከᵝᛶ

㻝㻚 研究の⫼ᬒ

᳜⏕㑄⛣ࡣ間ࠋࡿ࠶࡛㇟⌧ࡿࡀ≉にࠊ᳃ᯘの㑄⛣ࡣே間の୍⏕ࡶࡾࡼ㛗࠸間࡞㇟⌧ࡿࡀの࡛ࠊᐇឤࢆ

కࡓࡗ⌮ゎࡀᅔ㞴࡛ࠊࡓࡲࠋࡿ࠶᳃ᯘ୍ࡣぢࡓࡋとࢁࡇᐃᖖ≧ែにࠊࡾ࠶ኚࡶ࡚ࡗ࠶ࡀẼࡁに୍ࠋ࠸ࡃ᪉ࠊᮌࢆ

ษࡿとࡾࡁࡗࡣࡣࡁศࡿの࡛ࠊ᳃ᯘ◚ቯの༳㇟ࡀṧࠊࡾ࠶࡛ࡕࡀࡾ᳃ᯘに㛵ಀࡓࡋ⎔ቃၥ㢟に࡚࠸ࡘ೫ࡓࡗㄆ㆑ࢆ

ᣢࡸࡕすࡑࠋ࠸のࠊࡵࡓ高ᰯの⏕≀ᩍ⫱の୰࡛㛗࠸間࡚ࡅࢆ㉳᳜ࡿࡇ⏕㑄⛣に࡚࠸ࡘ༑ศに⌮ゎすࡿのࡣᅔ㞴࡛

 ࠋࡿれࡽ࠼⪄とࡿ࠶

⌧ᅾの᪥ᮏ࡛ࡣ⟶⌮ᨺᲠされࡓⲡᆅの㑄⛣ࡀ㐍ࡳ᳃ᯘࡀቑຍࠋࡿ࠸࡚ࡋさࡽにⲡᆅのῶᑡにకࠊ࡚ࡗⲡᆅࢆせ࡞

⏕ᜥᆅとすࡀ≀⏕ࡿ⤯⁛の༴機にℜすࡿと࠺࠸≧ἣࡀぢࡽれࡑࠋࡿれにࡶᣊࠊࡎࡽ᳃ᯘࡀῶࡿ࠸࡚ࡗと࠺࠸೫ࡓࡗㄆ

㆑ࢆከࡃのேࡀᣢࡿ࠶࡛ࡕࡀࡕとすれࠊࡤ᳃ᯘに㛵ࡿࢃ⎔ቃၥ㢟のゎỴにと࡚ࡗ㞀ᐖにࡿ࡞ᜍれࠋࡿ࠶ࡀ  

㻞㻚 研究のㄢ㢟

高ᰯ⏕にとࡾࢃ࡚ࡗ᳜᫆࠸⏕㑄⛣に࡚࠸ࡘのᩍᮦࢆ㛤Ⓨすࡇࡿとࢆㄢ㢟とࡌྠࠋࡓࡋሙᡤ࡛ᩘ༑ᖺと࠺࠸༑ศ࡞

間࡚ࡅ✵ࢆ影ࡓࡋ┿ࢆẚ㍑すれ᳜ࠊࡤ⏕のኚࡣᐜ᫆にㄆ㆑すࡇࡿとࡿࡁ࡛ࡀとᛮࢃれࠋࡿ≉にࠊ✵୰┿ࢆ

⏝すれࡤᆅୖのᘓ㐀≀ࡀ㑧㨱にࠊࡎࡽ࡞ᗈᇦの᳜⏕のኚࡾࡁࡗࡣࢆとぢ࡚ྲྀࡇࡿとࠊ࡛ࡇࡑࠋࡿࡁ࡛ࡀ✵୰┿

 ࠋࡓࡋとにࡇࡿసᡂすࢆᩍᮦࡿࡁゎ࡛⌮࡚ࡗᣢࢆᐇឤࢆ⛣の㑄↛⮬࡞㌟㏆ࡶのᆅᇦ࡛ࡇ᪥ᮏᅜ࡚ࡋ⏝ࢆ

㻟㻚 䛣䜜䜎䛷のᡂᯝ

ᅜᅵᆅ⌮㝔のࢺࢧࣈ࢙࢘にࠕࡿ࠶ᆅ⌮✵間ሗ࣮ࣛࠖࣜࣛࣈのᆅᅗ࣭✵୰┿㜀ぴࡽࢫࣅ࣮ࢧ⯟✵┿ྲྀࢆ

ᚓࠊࡋ┿᳜ࡽ⏕の≧ែࡸኚࢆㄞࡇࡿྲྀࡳと᳨ࡿࡁ࡛ࡀウࡑࠋࡓࡋのᚋࠊ影ᖺの㛤୍ྠࡓ࠸ᆅ点の⯟✵┿

Ꮫの⏕ែࡧࡼ࠾Ꮫ⩦の間࡞୰Ꮫ㸱ᖺ⏕の⥲合ⓗࠊ࡚࠸⏝ࢆᩍᮦࡓࡋసᡂ࡚ࡋ࠺ࡇࠋࡓࡋసᡂࢆീ⏬ࡓᯛ୪ࢆ

Ꮫのㅮ⩏のࡕ࠺の୍ᅇと᳜࡚ࡋ⏕㑄⛣のᤵᴗࠋࡓࡗ⾜ࢆ 

⯟✵┿ࡣࡽⰍの⃰さࡸᆅᙧのぢ࠼᪉に࡚ࡗࡼ᳃ᯘの≧ែูุࢆすࡇࡿと୍ྠࠋࡓࡁ࡛ࡀᆅ点の┿ࢆẚ㍑すࡿ

とࠊ㒔ᕷ部࡛ࡣ᳃ᯘࡀษࡾ㛤れ࡚ఫᏯᆅࣇࣝࢦࡸሙにኚࡿ࠸࡚ࡋとࡀࢁࡇከࡇࠊࡃの࡞࠺ࡼሙᡤࡣኚࡀ᫂░に

ศࠋࡓࡗᒣ間ᆅ࡛ࡣ〄ᆅࡸⲡཎࡽ᳃ᯘにኚࡓࡋሙᡤࡀከࡃぢࡽれࡇࠋࡓのኚࡣⰍの⃰さのኚと࡚ࡋ┿に

 ࠋࡓࡗ࡞ࡣᅔ㞴࡛ࡣのࡿㄆ㆑すࢆኚࠊののࡶ࠸࡞ࡓ❧┠ࠋࡿれ⾲ࡣ

ᤵᴗ࡛ࠊࡣ┿ࢆᥦ♧すࡿ๓に᪥ᮏの᳃ᯘࡀቑࡿ࠸࡚࠼ῶࡿ࠸࡚ࡗணࢆᑜࡓࡡとࠊࢁࡇ୰Ꮫ⏕࣭Ꮫ⏕ඹに

ࡗῶࡀ᳃ᯘࠊࢁࡇとࡓࡏさࢆ᫇と⌧ᅾ࡚ࡏぢࢆ┿✵⯟ࠊࡋࡋࠋࡓ࠸࡚࠼⪄とࡿ࠸࡚ࡗῶࡣ᪥ᮏの᳃ᯘࡀࢇと

 ࠋࡓࡁゎ࡛⌮ࢆとࡇ࠸࡞ࡣ࡛ࡾࡤࡿ࠸࡚

㻠㻚 ᚋの方ྥᛶ

᳜⏕の㑄⛣ࢆᏛ⩦すࡿ㝿にࠊࡣⲡཎࡽ᳃ᯘと࠺࠸࡞ࡁኚࡃ࡞࡛ࡅࡔ㝧ᶞࡽ㝜ᶞと᳜࠺࠸≀✀のኚࡶ

≦⌧ࡣの࠺ᢅࢆࡾࢃࡁ⨨ᮏᩍᮦ࡛✀のࠊの࡛࠸࡞ࡁ࡛ࢇとࡣのุู✀ࡣ࡛┿ⓑ㯮の✵୰ࠊࡋࡋࠋ࠺ᢅࡾྲྀ

の✀≀᳜ࠊࡾࡼとにࡇࡿẚ㍑すࢆのࡶࡓ隔࡚ࢆの㢼ᬒ┿࡛ᖺ௦ࡽᆅୖࡓࡋᆅ点࡛影୍ྠࠊ࡛ࡇࡑࠋ࠸ࡋ㞴ࡣ࡛

ࡇࡃ࠸࡚ࡋᨵⰋᩍᮦ࡞ຠᯝⓗࡾࡼࠊ࡚ࡋ⏝୰┿とే✵ࠋࡿれࢃとᛮࡿࡁᩍᮦに࡛ࡿぢ࡚⌮ゎす࡛┠ࢆࡾࢃࡁ⨨

とࢆィ⏬ࠋࡿ࠸࡚ࡋ 

࠸ࡘにࡾࢃࡁ⨨の✀≀᳜࡛ࡅࡔ┿୰✵ࠋ࠸࡞れࡋࡶ⬟ྍࡣᶞ✀の㆑ูࡶ࡚ࡗࡼ୰┿に✵ࡤࡽ࡞┿࣮ࣛ࢝

 ࠋࡿ࠶ᚋのㄢ㢟࡛ࡀとࡇࡿᩍᮦすࡶ࡚

㜿⸽ᒣのⲡ༓㔛ࣨの✵୰┿ࠋ�D� ���� ᖺࠊ�E� ���� ᖺࠋ 
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䠘研究䝍䜲䝖䝹䠚 

䛂チームとしての教⫱相談体制䛃のㄆ㆑に䛴いて
㸦ᩍ⫱┦ㄯのᇶ♏ࢆᏛࡪᏛ⏕のㄢ㢟のྲྀࢆࡳ⤌ࡾ㏻ࡋ

࡚㸧

共㏻ᩍ⫱⛉ 特ูᩍᤵ  ᒣ⏣ ᘯ 

所属学会：᪥ᮏ学会（ᩍ⫱会ဨ） 

キーワード：ᩍᖌの㈨㉁能ຊ、ᩍ⫱ㄢ㢟、 ᩍ⫱実⩦䛻ྲྀ䜚⤌䜐ᚰ

ᵓ䛘、学ᩍ⫱

㻝㻚 研究の⫼ᬒ

ᨵṇされ㸦ᖹᡂࡀᩍ⫱⫋ဨචチἲࡣࠖࢢࣥࣜࢭࣥ࢘࢝ᩍ⫱┦ㄯ࣭ࠕ �� ᖺ �᭶㸭ྠ⾜つ๎ྠᖺ �� ᭶㸧ࠊᏛ࡛の 

ᩍ⫋に㛵すࡿᑓ㛛⛉┠と࡚ࡋᚲಟにࠋࡓࡗ࡞ᮏᏛ࡛ࡇࠊࡣのᑓ㛛⛉┠ࠕࢆᩍ⫱┦ㄯのᇶ♏ࠖと࡚ࡋᩍ⫋ࢆ┠ᣦすᏛ 

 ቑຍഴྥにࠎᖺࡀື⾜のၥ㢟࡞ᭀຊ⾜ⅭࠊⓏᰯࡸࡵࡌ࠸ࠊ࡚ࡋグ⛉┠のᚲಟの⫼ᬒとୖࠋࡿ࠸࡚ࡋㅮཷࡀ⏕

 Ꮫࠊࡤれ࠼࠸ゝࠋࡿ࠶ࡀとࡇ࠸࡞ࡣᐜ࡛࡚᫆ࡋỴࡀᩍ⫱⎔ቃࡃᕳࡾྲྀࢆᩍᖌ࡚ࡋࡑࠊᏛᰯࠊࡶ᪥のᏊࠊࡾ࠶

ᰯᩍ⫱に㛵ࡿࢃす࡚のᩍဨࢢࣥࣜࢭࣥ࢘࢝ࡀのᇶᮏⓗ࡞⌮ゎࡸᢏ⬟ࢆ㌟にࡇࡿࡅとࡀྍḞ࡞௦に࠸࡚ࡗ࡞ 

 ࠋࡿ࠼とゝࡿ

㻞㻚 研究のㄢ㢟

Ꮫᰯࡾྲྀࢆᕳࡃ≧ἣのኚにと࠸࡞ࡶㄢ㢟ࡶ」㞧࣭ᅔ㞴ࠊࡾ࠾࡚ࡋᩍ⫱┦ㄯにࡣ࡚࠸࠾ᩍဨ間の㐃ᦠࡶࡣとࡼ 

 Ꮫᰯ⤌織の࠸ࡋ᪂ࠊ࠺࠸のᏛᰯࠖと࡚ࡋと࣒࣮ࢳࠕ࡛࡞ࡓࡋ࠺ࡇࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞ྍḞとࡀᏛᰯෆእとの㐃ᦠࠊࡾ

 㸦⟅⏦㸧ࠖ㸦ᖹᡂ࡚࠸ࡘ᪉とᚋのᨵၿ᪉⟇にࡾのᏛᰯのᅾ࡚ࡋと࣒࣮ࢳࠕࡽ୰ኸᩍ⫱ᑂ㆟ࠊされ♧ࡀ᪉ࡾ࠶

�� ᖺ �� ᭶㸧ࡀᥦฟされࡇࠋࡓれࠊࡽᩍᖌࢆ┠ᣦࠕ࡚ࡋᩍ⫱┦ㄯのᇶ♏ࠖࢆᏛࡪᏛ⏕ࠊࡀᏛᰯにࡿࡅ࠾ᩍ⫱┦ㄯࡀ 

⤌織ⓗ㺃ィ⏬ⓗにᐇされ࣒࣮ࢳࡽࡓࡋ࠺ࠊと࡚ࡋ機⬟すࡿయไに࠼⪄ࢆࡿ࡞ㄝ࡛᫂࠺ࡼࡿࡁにࡇࡿ࡞とࡣษ 

 のᩍ࡚ࡋと࣒࣮ࢳࠕࠊ࡚ࡗࡼとにࡇࡿᐹす⪄ࢆࡳ⤌ࡾのᏛ⏕のྲྀㄢ㢟ࡓࡆୖࡾྲྀ࡛⩏ㅮࠊ࡛ࡇࡑࠋࡿ࠶と࡛ࡇ࡞

⫱┦ㄯయไࠖのㄆ㆑ࢆ᥈ࡇࡿととࠋࡓࡋ 

㻟㻚 䛣䜜䜎䛷のᡂᯝ

௧ࠊࡣ࡛ࡇࡇ �ᖺᗘࠕᩍ⫱┦ㄯのᇶ♏࡛ࠖྲྀࡓࡆୖࡾ  ࡶࢆグ㏙ࡓࡋ⟆ゎࡀ⏕Ꮫࠊ࡛ୖࡓࡋ♧ࢆのㄢ㢟のᐇ㝿ࡘ�

とに࣒࣮ࢳࠕと࡚ࡋのᩍ⫱┦ㄯయไࠖのㄆ㆑ࢆ⪃ᐹすࠋࡿ 

ㄢ㢟 �の⪃ᐹ 

  ㄢ㢟 ➨ࡀࠖ௵Ꮫ⣭ᢸࠕࡣ⏕のᏛࡃከࠋࡿ࠶の࡛ࡶࡿに㛵すࡅࡗࡁⓎぢのࡵࡌ࠸ࡣ� �とணࠊࡵࡓࡓ࠸࡚ࡋ 

➨ࡀࠖࢺ࣮ࢣࣥࠕ �ࡇࡓࡗࡔとにኚ㦫୍ࠋࡿ࠸࡚࠸᪉ࠕࠊᏛ⣭ᢸ௵ࠖࡀ➨ � ����にとࡇࡿ࠸࡚ࡗࡲとに 

ᑐࠕࠊ࡚ࡋᑡࡗࡶࠕࠖ࠸࡞とከࠖ࠸ࡼ࡚ࡃと⪃ࡿ࠼Ꮫ⏕ࡣㄢ㢟ᥦฟ �� ྡ୰ �� ྡ㸦����㸣㸧࡛ࠋࡿ࠶Ꮫ⣭ᢸ௵ࡌ࠸ࡀ 

 ᑡࠋࡿ࠸࡚ࡆᣲࢆᢸ௵ᴗົのከᛁࡸとࡇࡿ࠸࡚ࡗ࡞ࡃࡃに࠼ぢࡀࡵࡌ࠸ࠊ࡚ࡋᬒと⫼ࡿ࠸࡚ࡗ࡞ࡃࡃにࡋⓎぢࢆࡵ

➨のࡅࡗࡁⓎぢのࡵࡌ࠸ࡀࠖ௵Ꮫ⣭ᢸࠕࠊࡀࡿ࠶ࡣ࡛ᩘ �にࡇࡿ࠸࡚ࡗ࡞とࢆホ౯ࡿ࠸࡚ࡋᏛ⏕ࠊࡓࡲࠋࡿ࠸ࡶ 

 織のᯟ⤌࠺࠸Ꮫᰯとࠊࡃ࡞ࡣのᙺ࡛ࡅࡔ௵Ꮫ⣭ᢸࡣのⓎぢࡵࡌ࠸ࠊ࡚ࡋ㏻ࢆとࡇࡿ࠼⪄ࢆࡅࡗࡁⓎぢのࡵࡌ࠸

 ࠋࡿれࡽぢࡀのㄆ㆑のᩍ⫱┦ㄯయไ࡚ࠖࡋと࣒࣮ࢳࠕࠊ࡚࠸ࡶ⏕Ꮫࡿ࠸࡚ࡋᚲせ性にゝ及ࡴ⤌ࡾྲྀ࡛ࡳ⤌

ㄢ㢟 �の⪃ᐹ 

  Ꮫ⏕ࡣㅮ⩏࡛ࡵࡌ࠸ࠕ㜵Ṇᑐ⟇᥎㐍ἲࠖにࠊࡾࡼᏛᰯࡵࡌ࠸ࡣ㜵Ṇ➼に㛵すࡿᥐ⨨ࢆᐇຠⓗに⾜ࡵࡓ࠺にࠊ」ᩘの 

ᩍ⫋ဨࠊᚰ⌮ࠊ⚟♴➼のᑓ㛛ᐙࡑࠊのの㛵ಀ⪅にࡾࡼᵓᡂされࡿ⤌織ࡇࡃ⨨ࢆとࢆᏛࠊ࡛ࡇࡑࠋࡪㄢ㢟 �  Ꮫ⏕にࡣ

 ࠺ࡼのࡀの⤌織ࡵࡓ㜵Ṇのࡵࡌ࠸ࡓれ⨨Ꮫᰯにࠊࡏㄆさ☜ࢆとࡇ࠸࡞ࡣの࡛ࡶ࠺⾜ಶே࡛ࡀᩍဨࡣ▱のㄆࡵࡌ࠸

 高ࡣのグ㏙合㸦య㸧ࢻ࣮࣮࣡࢟のࡘ�ࠋࡿ࠸࡚ࡋと࠸ࡽࡡࢆとࡇࡿࡏさ࠼⪄ࢆのࡿと࡛機⬟すࡇࡴ㋃ࢆᡭ㡰࡞

㞟⣙ᢸᙜࠊ㡰に࠸ ����㸣ࠊ⤌織 ����㸣ࠊᩍ⫱ጤဨ ����ᛴ性⥭ࠊ� 㛗ᰯࠊ����� 㞟⣙ᢸࡿ࠶Ꮫᰯෆにࠋࡿ࠶࡛�����

ᙜࠊ⤌織にࡣ࡚࠸ࡘᡭ㡰ࢆ㋃࡛ୖࡴの㔜せ性ࢆㄆ㆑ࠊࡀࡿ࠸࡚ࡋ⤌織のᣍ㞟ุ᩿ࢆすࡵࡓࡿの⥭ᛴ性及᭱ࡧ⤊ุ᩿⪅

と࡚ࡋのᰯ㛗に࡚࠸ࡘのㄆ㆑ࡣ低ࠊࡓࡲࠋ࠸Ꮫᰯእの機㛵࡛ࡿ࠶ᩍ⫱ဨጤဨのㄆ㆑ࡶ高ࡿࡵᚲせࠋࡿ࠶ࡀ 

ㄢ㢟 �の⪃ᐹ 

  ㄢ㢟 のࡵࡓࡿࡆୖࢆᩍ⫱┦ㄯάືのຠᯝࡣ� 6& ά⏝のど点に㛵すࡶࡿの࡛6ࠋࡿ࠶& ά⏝のど点と6ࠊ࡚ࡋ& のᏛᰯ 

⤌織の୰࡛の⨨ࢆࡅ᫂☜にࠊࡋᩍ⫋ဨࡀ 6& のᏑᅾࢆ⌮ゎすࠊࡿᩍဨࡀ 6& のᙺにᏛࢆࡪᣲࠊࡾ࠾࡚ࡆᑓ㛛ࢱࢫ 

ࡿ࠶࡛ࣇࢵ 6& と㐃ᦠ࣭ศᢸࡽࡓࡋ࠺ࠊࡋᏛᰯにࡿࡅ࠾ᩍ⫱┦ㄯ࣒࣮ࢳࡀと࡚ࡋ機⬟すࡿయไに࡚࠼⪄ࢆࡿ࡞ㄝ 

࡛᫂ࡽ⮬ࠊࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࡁの⤒㦂ࢆ㋃࡚࠼ࡲ⏕ᚐ㺃ಖㆤ⪅に 6& のㄆ▱ࢆ高ࡿࡵᚲせ性にࡶゐれ࡚ࠋࡿ࠸≉にࠊಖㆤ⪅ 

 ᨭࡶᏊࠊ࡚ࡗࡼれにࡑࠋࡿࡁ࡛ࡀとࡇࡴ⤌ࢆ༠ാᨭయไ࡚ࡋの୍ဨと࣒࣮ࢳࡶ⪅ಖㆤࠊࡾࡼのሗᥦ౪に

と࠺࠸┠ᶆࡀඹ᭷されࠊᩍဨとಖㆤ⪅の༠ຊ㛵ಀのᵓ⠏にࡃ࠸࡚ࡗࡀ࡞ࡘと⪃ࠋࡿ࠼ 

㻠㻚 ᚋの方ྥᛶ

ᩍ⫋ࢆ┠ᣦすᏛ⏕にと࣒࣮ࢳࠕࠊ࡚ࡗと࡚ࡋのᩍ⫱┦ㄯయไࠖのㄆ㆑ࡇࡃ࠾࡚ࡵ῝ࢆとࡀồࡽࡵれ࣮ࢳࠕࠋࡿ 

ᩍᖌࠊࡣにࡵࡓࡿᵓ⠏すࢆのᩍ⫱┦ㄯయไ࡚ࠖࡋと࣒ �ேࡦとࡾのຊ㔞ࢆ高ࡇࡿࡵとࠊࡀࡿ࠶࡛ࢇࢁࡕࡶࡣᩍᖌの 

 ࡶ࡞ඹྠព㆑ࠊຊ⋠⤫ࡸᣦᑟຊࠊ性♫ࡸ༠ㄪ性ࠊࡤࢃゝ࠺࠸織㐃ᦠຊࠖと⤌ࠕࠊࡾ࠶ษ࡛ࡶຊࠖࡿ㐃ᦠすࠕ

㔜せとࠋࡿ࡞ᩍဨᚿᮃのᏛ⏕にࠕࠊࡣᩍ⫱┦ㄯのᇶ♏ࠖのᏛࢆࡧ㏻࣒࣮ࢳࠕ࡚ࡋと࡚ࡋのᩍ⫱┦ㄯయไࠖとࡣの 

ࠊ࡚ࡗࡼとにࡇࡿࡏさ࠼⪄ࢆ࡞ࠊࡿࡅ㌟に࡚ࡋに࠺ࡼのࢆ織㐃ᦠຊࠖ⤌ࠕࠊ㔜せࡅࡔれࠊのࡶ࡞࠺ࡼ

ᩍဨにࡿ࡞ពḧࡸព㆑ࡀ高ࡶࡃ࠸࡚ࡗࡲのと⪃ࠋࡿ࠸࡚࠼ 

䠘研究䝍䜲䝖䝹䠚 

㻲㼍㼏㼕㼘㼕㼠㼍㼠㼕㼚㼓 㻱㼚㼓㼘㼕㼟㼔 㻸㼑㼍㼞㼚㼕㼚㼓 㻱㼚㼓㼍㼓㼑㼙㼑㼚㼠 㼠㼔㼞㼛㼡㼓㼔 

㻼㼛㼟㼕㼠㼕㼢㼑 㼀㼑㼟㼠 㼃㼍㼟㼔㼎㼍㼏㼗 

共㏻ᩍ⫱⛉  ᩍᤵ  䝸ー・䝸䝏䝱ード 

所属学会： 㻶㻭㻸㼀 㻔ᅜㄒ学ᩍ⫱学会㻕 

キーワード： （㻼㼛㼟㼕㼠㼕㼢㼑 㼣㼍㼟㼔㼎㼍㼏㼗㻘 㼘㼍㼚㼓㼡㼍㼓㼑 㼠㼑㼟㼠㼕㼚㼓㻘 㼘㼍㼚㼓㼡㼍㼓㼑 㼘㼑㼍㼞㼚㼕㼚㼓 

㼍㼚㼤㼕㼑㼠㼥）

㻝㻚 研究の⫼ᬒ

2QH REVWDFOH IDFHG E\ -DSDQHVH OHDUQHUV RI (QJOLVK LV WKH KRPRJHQHLW\ RI WKH W\SLFDO XQLYHUVLW\ 

(QJOLVK FODVVURRP DQG WKH ODFN RI DYDLODELOLW\ RI SURILFLHQW (QJOLVK VSHDNHUV ZLWK ZKRP WKH\ FDQ 

͆XVH͇ WKH ODQJXDJH RQ D UHJXODU EDVLV� 0\ FXUUHQW UHVHDUFK LQWHUHVWV DUH FRQQHFWHG WR WHVWLQJ PHWKRGV 

DQG FODVVURRP PDWHULDOV WKDW ZLOO IRVWHU VWXGHQW�WR�VWXGHQW DQG VWXGHQW�WR�WHDFKHU (QJOLVK 

FRPPXQLFDWLRQ LQ KLJKO\ KRPRJHQRXV ODQJXDJH OHDUQLQJ HQYLURQPHQWV� VXFK DV WKRVH IRXQG LQ -DSDQHVH 

XQLYHUVLW\ FODVVURRPV� 

)RU PDQ\ VWXGHQWV WKH WHVW LV WKH ILQDO FKHFNSRLQW IRU D FODVV DQG WKXV�HQGSRLQW RI WKHLU VWXG\� 

6WXGHQWV ZKR WDNH WKLV DWWLWXGH WRZDUG WHVWV FDQ IHHO RYHUZKHOPHG ZLWK DQ[LHW\ E\ WHVWV DQG ZDLW XQWLO 

WKH ODVW PLQXWH WR ͆FUDP͇ IRU WKH WHVW� :KLOH WKLV DSSURDFK WRZDUG VWXG\ LV QRW EHQHILFLDO LQ PDQ\ 

VLWXDWLRQV� LW LV HVSHFLDOO\ GHWULPHQWDO WR ODQJXDJH OHDUQHUV� ZKR QHHG SURORQJHG� FRQVLVWHQW H[SRVXUH 

WR ODQJXDJH WR EHFRPH SURILFLHQW XVHUV� 7KLV DWWLWXGH FDQ EH DOVR EH GHWULPHQWDO WR D FODVV̓V 

DWPRVSKHUH� HVSHFLDOO\ LI VWXGHQWV FKRRVH WR IRFXV RQO\ RQ WKH LQIRUPDWLRQ WKH\ WKLQN ZLOO EH RQ WKH 

WHVW�  

㻞㻚 研究のㄢ㢟

7KLV DFWLRQ UHVHDUFK SURMHFW DLPV DW XVLQJ SRVLWLYH WHVW ZDVKEDFN WR KHOS VWXGHQWV RYHUFRPH DQ[LHW\ 

DQG LPSURYH WKH FODVV̓V RYHUDOO PRRG WRZDUG OHDUQLQJ (QJOLVK E\ JLYLQJ VWXGHQWV VHYHUDO EULHI� ORZ�

VWDNHV DVVHVVPHQWV �UDWKHU WKDQ RQH RU WZR KLJK�VWDNHV WHVWV�� ZKLFK UHTXLUH VWXGHQWV WR UHSHDWHGO\ 

SUDFWLFH WKHLU VSHDNLQJ VNLOOV DQG VWUDWHJLHV� ,W LV WKRXJKW WKDW WHVWLQJ LQ WKLV ZD\� SURYLGLQJ 

IHHGEDFN WR VWXGHQWV�DVNLQJ VWXGHQWV WR UHIOHFW RQ WKHLU RZQ DQG WKHLU FODVVPDWHV̓ SHUIRUPDQFHV� DQG 

SRLQWLQJ RXW DUHDV ZKHUH WKH\ VKRXOG PDNH LPSURYHPHQWV ZLOO UHGXFH WKH DQ[LHW\ IHOW E\ VWXGHQWV GXULQJ 

WHVWV� )XUWKHUPRUH� E\ ORZHULQJ WKH VWDWXV RI WHVWV �H�J�UHGXFLQJ HDFK WHVW̓V LPSDFW RQ WKH ILQDO 

JUDGH� DQG HQJDJLQJ LQ UHIOHFWLRQ DFWLYLWLHV� LW LV WKRXJKW WKDW VWXGHQWV ZLOO IHHO OHVV DQ[LHW\ WRZDUG 

VSHDNLQJ (QJOLVK ZLWK WKHLU WHDFKHU DQG RWKHUV DQG WDNH D JUHDWHU LQWHUHVW LQ �DQG RZQHUVKLS RI� WKHLU 

ODQJXDJH GHYHORSPHQW� UHVXOWLQJ LQ DQ LPSURYHG RYHUDOO FODVV PRRG� 

㻟㻚 䛣䜜䜎䛷のᡂᯝ

'HOD\V DWWULEXWHG WR WKH FRURQDYLUXV HSLGHPLF KDYH VORZHG SURJUHVV LQ WHUPV RI GDWD FROOHFWLRQ 

UHODWHG WR IDFH WR IDFH WHVWLQJ� 2WKHU REVWUXFWLRQV UHODWHG WR WKH HSLGHPLF�VXFK DV D KLJK DEVHQFH UDWH 

FRQWLQXH WR WKZDUW LQ�FODVV DFWLYLWLHV� )XUWKHUPRUH� UHIOHFWLRQ DFWLYLWLHV EDVHG RQ VWXGHQWV̓ 

SHUIRUPDQFHV KDYH QRW EHHQ FRQGXFWHG� 7KHUHIRUH� GDWD LV VWLOO EH FROOHFWHG� +DYLQJ VDLG WKDW� GDWD 

FROOHFWHG IURP TXHVWLRQQDLUHV FRQGXFWHG GXULQJ WKH HSLGLPLF KDYH VKRZQ WKDW VWXGHQWV KDYH DQ RYHUDOO 

SRVLWLYH RSLQLRQ WRZDUGV IDFH�WR�IDFH OHVVRQV LQ FRPSDULVRQ WR RQOLQH ͆ =RRP͇ OHVVRQV� :KHQ DVNHG ZKHWKHU 

WKH\ SUHIHUUHG =RRP RU LQ�FODVV OHVVRQV� D PDMRULW\ RI VWXGHQWV UHVSRQGHG WKDW WKHLU SUHIHUUHG LQ�FODVV� 

㻠㻚 ᚋの方ྥᛶ

$V IDFH�WR�IDFH FODVVHV UHVXPH� , H[SHFW WR EH DEOH WR FROOHFW PRUH GDWD UHODWHG WR VPDOO�VWDNHV 

VSHDNLQJ WHVWV DQG IROORZ�XS UHIOHFWLRQ DFWLYLWLHV� DIWHUZKLFK , ZLOO EH DEOH WR PHDVXUH WKHLU UHVSHFWLYH 

LPSDFWV� LI DQ\� RQ VWXGHQWV̓ WHVW�WDNLQJ DQ[LHW\ OHYHOV DV ZHOO DV WKH RYHUDOO PRRG RI WKH FODVV� /RRNLQJ 

IRUZDUG� DV FODVVURRP DFWLYLWLHV UHVXPH� ,̓G OLNH WR GHYHORS D VWXG\ WR FRPSDUH WHVW�SUHSDUDWLRQ DFWLYLWLHV 

LQ WZR HQYLURQPHQWV� �� LQ�FODVV� WHDFKHU�OHG FRQYHUVDWLRQ DQG UHIOHFWLRQ DFWLYLWLHV YV� RXWVLGH�RI�FODVV� 

SHHU�DGYLVHG FRQYHUVDWLRQDO DQG UHIOHFWLRQ DFWLYLWLHV� 
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䠘研究䝍䜲䝖䝹䠚 

㻲㼍㼏㼕㼘㼕㼠㼍㼠㼕㼚㼓 㻱㼚㼓㼘㼕㼟㼔 㻸㼑㼍㼞㼚㼕㼚㼓 㻱㼚㼓㼍㼓㼑㼙㼑㼚㼠 㼠㼔㼞㼛㼡㼓㼔 

㻼㼛㼟㼕㼠㼕㼢㼑 㼀㼑㼟㼠 㼃㼍㼟㼔㼎㼍㼏㼗 

共㏻ᩍ⫱⛉  ᩍᤵ  䝸ー・䝸䝏䝱ード 

所属学会： 㻶㻭㻸㼀 㻔ᅜㄒ学ᩍ⫱学会㻕 

キーワード： （㻼㼛㼟㼕㼠㼕㼢㼑 㼣㼍㼟㼔㼎㼍㼏㼗㻘 㼘㼍㼚㼓㼡㼍㼓㼑 㼠㼑㼟㼠㼕㼚㼓㻘 㼘㼍㼚㼓㼡㼍㼓㼑 㼘㼑㼍㼞㼚㼕㼚㼓 

㼍㼚㼤㼕㼑㼠㼥）

㻝㻚 研究の⫼ᬒ

2QH REVWDFOH IDFHG E\ -DSDQHVH OHDUQHUV RI (QJOLVK LV WKH KRPRJHQHLW\ RI WKH W\SLFDO XQLYHUVLW\ 

(QJOLVK FODVVURRP DQG WKH ODFN RI DYDLODELOLW\ RI SURILFLHQW (QJOLVK VSHDNHUV ZLWK ZKRP WKH\ FDQ 

͆XVH͇ WKH ODQJXDJH RQ D UHJXODU EDVLV� 0\ FXUUHQW UHVHDUFK LQWHUHVWV DUH FRQQHFWHG WR WHVWLQJ PHWKRGV 

DQG FODVVURRP PDWHULDOV WKDW ZLOO IRVWHU VWXGHQW�WR�VWXGHQW DQG VWXGHQW�WR�WHDFKHU (QJOLVK 

FRPPXQLFDWLRQ LQ KLJKO\ KRPRJHQRXV ODQJXDJH OHDUQLQJ HQYLURQPHQWV� VXFK DV WKRVH IRXQG LQ -DSDQHVH 

XQLYHUVLW\ FODVVURRPV� 

)RU PDQ\ VWXGHQWV WKH WHVW LV WKH ILQDO FKHFNSRLQW IRU D FODVV DQG WKXV�HQGSRLQW RI WKHLU VWXG\� 

6WXGHQWV ZKR WDNH WKLV DWWLWXGH WRZDUG WHVWV FDQ IHHO RYHUZKHOPHG ZLWK DQ[LHW\ E\ WHVWV DQG ZDLW XQWLO 

WKH ODVW PLQXWH WR ͆FUDP͇ IRU WKH WHVW� :KLOH WKLV DSSURDFK WRZDUG VWXG\ LV QRW EHQHILFLDO LQ PDQ\ 

VLWXDWLRQV� LW LV HVSHFLDOO\ GHWULPHQWDO WR ODQJXDJH OHDUQHUV� ZKR QHHG SURORQJHG� FRQVLVWHQW H[SRVXUH 

WR ODQJXDJH WR EHFRPH SURILFLHQW XVHUV� 7KLV DWWLWXGH FDQ EH DOVR EH GHWULPHQWDO WR D FODVV̓V 

DWPRVSKHUH� HVSHFLDOO\ LI VWXGHQWV FKRRVH WR IRFXV RQO\ RQ WKH LQIRUPDWLRQ WKH\ WKLQN ZLOO EH RQ WKH 

WHVW�  

㻞㻚 研究のㄢ㢟

7KLV DFWLRQ UHVHDUFK SURMHFW DLPV DW XVLQJ SRVLWLYH WHVW ZDVKEDFN WR KHOS VWXGHQWV RYHUFRPH DQ[LHW\ 

DQG LPSURYH WKH FODVV̓V RYHUDOO PRRG WRZDUG OHDUQLQJ (QJOLVK E\ JLYLQJ VWXGHQWV VHYHUDO EULHI� ORZ�

VWDNHV DVVHVVPHQWV �UDWKHU WKDQ RQH RU WZR KLJK�VWDNHV WHVWV�� ZKLFK UHTXLUH VWXGHQWV WR UHSHDWHGO\ 

SUDFWLFH WKHLU VSHDNLQJ VNLOOV DQG VWUDWHJLHV� ,W LV WKRXJKW WKDW WHVWLQJ LQ WKLV ZD\� SURYLGLQJ 

IHHGEDFN WR VWXGHQWV�DVNLQJ VWXGHQWV WR UHIOHFW RQ WKHLU RZQ DQG WKHLU FODVVPDWHV̓ SHUIRUPDQFHV� DQG 

SRLQWLQJ RXW DUHDV ZKHUH WKH\ VKRXOG PDNH LPSURYHPHQWV ZLOO UHGXFH WKH DQ[LHW\ IHOW E\ VWXGHQWV GXULQJ 

WHVWV� )XUWKHUPRUH� E\ ORZHULQJ WKH VWDWXV RI WHVWV �H�J�UHGXFLQJ HDFK WHVW̓V LPSDFW RQ WKH ILQDO 

JUDGH� DQG HQJDJLQJ LQ UHIOHFWLRQ DFWLYLWLHV� LW LV WKRXJKW WKDW VWXGHQWV ZLOO IHHO OHVV DQ[LHW\ WRZDUG 

VSHDNLQJ (QJOLVK ZLWK WKHLU WHDFKHU DQG RWKHUV DQG WDNH D JUHDWHU LQWHUHVW LQ �DQG RZQHUVKLS RI� WKHLU 

ODQJXDJH GHYHORSPHQW� UHVXOWLQJ LQ DQ LPSURYHG RYHUDOO FODVV PRRG� 

㻟㻚 䛣䜜䜎䛷のᡂᯝ

'HOD\V DWWULEXWHG WR WKH FRURQDYLUXV HSLGHPLF KDYH VORZHG SURJUHVV LQ WHUPV RI GDWD FROOHFWLRQ 

UHODWHG WR IDFH WR IDFH WHVWLQJ� 2WKHU REVWUXFWLRQV UHODWHG WR WKH HSLGHPLF�VXFK DV D KLJK DEVHQFH UDWH 

FRQWLQXH WR WKZDUW LQ�FODVV DFWLYLWLHV� )XUWKHUPRUH� UHIOHFWLRQ DFWLYLWLHV EDVHG RQ VWXGHQWV̓ 

SHUIRUPDQFHV KDYH QRW EHHQ FRQGXFWHG� 7KHUHIRUH� GDWD LV VWLOO EH FROOHFWHG� +DYLQJ VDLG WKDW� GDWD 

FROOHFWHG IURP TXHVWLRQQDLUHV FRQGXFWHG GXULQJ WKH HSLGLPLF KDYH VKRZQ WKDW VWXGHQWV KDYH DQ RYHUDOO 

SRVLWLYH RSLQLRQ WRZDUGV IDFH�WR�IDFH OHVVRQV LQ FRPSDULVRQ WR RQOLQH ͆ =RRP͇ OHVVRQV� :KHQ DVNHG ZKHWKHU 

WKH\ SUHIHUUHG =RRP RU LQ�FODVV OHVVRQV� D PDMRULW\ RI VWXGHQWV UHVSRQGHG WKDW WKHLU SUHIHUUHG LQ�FODVV� 

㻠㻚 ᚋの方ྥᛶ

$V IDFH�WR�IDFH FODVVHV UHVXPH� , H[SHFW WR EH DEOH WR FROOHFW PRUH GDWD UHODWHG WR VPDOO�VWDNHV 

VSHDNLQJ WHVWV DQG IROORZ�XS UHIOHFWLRQ DFWLYLWLHV� DIWHUZKLFK , ZLOO EH DEOH WR PHDVXUH WKHLU UHVSHFWLYH 

LPSDFWV� LI DQ\� RQ VWXGHQWV̓ WHVW�WDNLQJ DQ[LHW\ OHYHOV DV ZHOO DV WKH RYHUDOO PRRG RI WKH FODVV� /RRNLQJ 

IRUZDUG� DV FODVVURRP DFWLYLWLHV UHVXPH� ,̓G OLNH WR GHYHORS D VWXG\ WR FRPSDUH WHVW�SUHSDUDWLRQ DFWLYLWLHV 

LQ WZR HQYLURQPHQWV� �� LQ�FODVV� WHDFKHU�OHG FRQYHUVDWLRQ DQG UHIOHFWLRQ DFWLYLWLHV YV� RXWVLGH�RI�FODVV� 

SHHU�DGYLVHG FRQYHUVDWLRQDO DQG UHIOHFWLRQ DFWLYLWLHV� 
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̏. 研究ॴհ

ಛఆのにಛԽしͨɺ研究։ൃ࣮ݧなどを行うେ学共同ར用の

。ઃで͋る研究ॴにͭいて紹介しますࢪ
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㻵㼚㼠㼑㼘㼘㼕㼓㼑㼚㼠 㻹㼛㼎㼕㼘㼕㼠㼥 㻸㼍㼎㼛㼞㼍㼠㼛㼞㼥

䜲䞁テ䝸ジ䜵䞁䝖・䝰䝡䝸テ䜱研究所 所㛗  ᮾ ㍜ 

㼁㻾㻸  㼔㼠㼠㼜㻦㻛㻛㼣㼣㼣㻚㻝㻞㼜㼠㻚㼛㼞㼓㻛㼍㼦㼡㼙㼍㻛㼕㼙㼘㻛 

▱ᛶ（䜲䞁テ䝸ジ䜵䞁䝇）䜢ᣢ䛳䛯䝜䝸䝰䝜䛷᫂䜛䛔䝰䝡䝸テ䜱♫会のᮍ᮶䜢♧䛩

2015 ᖺ 11 ᭶に開所したインテリ䝆䜵ント・䝰䝡リテ䜱研究所䛿、自動㌴メーカーでの新㌴開発や⯟✵Ᏹᐂ⏘業の᭱๓⥺を

⤒㦂した研究⪅がከᩘᅾ⡠する䝴䝙ーク䛛䛴ඛ㐍ⓗな研究所です。自動㌴工学や⯟✵Ᏹᐂ工学を䝧ースにし䛴䛴、▱性

（インテリ䝆䜵ンス）とい䛖新たな価್をノリ䝰ノにえ、䝽ク䝽クするᮍ᮶の䝰䝡リテ䜱♫会をᥦしています。これ䛛䜙のノリ䝰

ノ䛿インター䝛ットと⧅がって人工▱能や自動㐠㌿システムをᦚ㍕し、ᵝ䚻な♫会ㄢ㢟をゎỴしていきます。具体ⓗに䛿、ᑡ

子高㱋化とい䛖ඛ㐍ྛᅜ᭱大のㄢ㢟ゎỴにᙺ❧䛴ᑐヰで⾜きඛを相談できる 㻭I 自動㐠㌿㌴䝰䝡リテ䜱によるインテリ䝆䜵ン

ト䝰䝡リテ䜱システムの研究や、高ᗘな▱ⓗ制御で⎔ቃၥ㢟にᑐ応する次世代デ䜱ー䝊ルエン䝆ンシステムの研究、⯟✵機

と自動㌴を融合した✵㣕ぶクルマの研究な䛹を⾜っています。 

また、これ䛛䜙のノリ䝰ノの研究開発䛿䛂䝰ノ䛵くり䛃䛛䜙䛂コト䛵くり䛃、すな䜟䛱䝰䝡リテ䜱を用いた䝃ー䝡スや♫会䛵くりへ

シフトしていくた䜑、⏘学ᐁの῝い連ᦠがྍḞになります。えば、ୖ㏙のインテリ䝆䜵ント䝰䝡リテ䜱システム䛿、クラウ䝗

ୖで䝰䝡リテ䜱の置報や䝴ー䝄ーのᇶ本バイタル、་⒪ㆤᒚṔな䛹を統合する大つᶍな䝰䝡リテ䜱䝃ー䝡スの♫会ᐇ

装を┠ᣦす䝥ロ䝆䜵クトのた䜑、自体やᅜෆトッ䝥業のⓙさん、ᅜ❧研究開発機ᵓ、་⒪⚟♴ᅋ体な䛹と῝く連ᦠして

研究開発を㐍䜑ています。この取組み䛿♫会をኚえる Socie㼠㼥5.0 にᇶ䛵くඃれた研究として、2018 ᖺᗘのᩥ部科学┬⚾❧

大学研究䝤ランデ䜱ン䜾業に᥇ᢥされ、のᅜᐙ䝥ロ䝆䜵クトに䜒関䜟るな䛹、୰ኸ┬ᗇ䛛䜙䜒高い評価を得ています。 

⏘業革௨㝆、自動㌴や⯟✵機といった䝰䝡リテ䜱が世⏺⤒῭の組みをኚえてきたよ䛖に、これ䛛䜙䜒䝰䝡リテ䜱が♫会

を䜒っと㇏䛛にኚえていく。䛭んないでᮍ᮶䝰䝡リテ䜱の研究開発に取り組んでいます。 

図 1 研究所外観 図２ インテリジェントモビリティシステム 図 3 次世代航空機のデザイン

研究テーマ 研究キーワード 

１．対話型 AI 自動運転モビリティによるインテリジェントモビリティシステム 

２．⾼度な知的制御を有する次世代ディーゼルエンジンシステム 

３．空飛ぶクルマを想定したドローン制御技術 

４．次世代宇宙機システムの基礎研究 

５．人工知能を用いたモビリティデザイン開発支援システム 

６．エネルギーフロー法によるバイクの⾼速操縦安定性解析 

７．次世代モビリティのハンズフリーヒューマンマシンインタフェース 

８．次世代海洋交通を想定した航空機のデザイン 

・自動運転 ・人工知能 ・5G 

・MaaS ・CASE 

・エンジン性能開発 

・空⼒デザイン 

・航空機システム 

・宇宙機システム 

・制御工学 

・バイク操安 
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㻭㼜㼜㼘㼕㼑㼐 㻭㻵 㻾㼑㼟㼑㼍㼞㼏㼔 㻸㼍㼎㼛㼞㼍㼠㼛㼞㼥

㻭㻵 応用研究所 所㛗 ༓⏣ 㝧 

㼁㻾㻸  㼔㼠㼠㼜㻦㻛㻛㼍㼍㼕㼘㻚㼗㼡㼞㼡㼙㼑㻙㼕㼠㻚㼍㼏㻚㼖㼜㻛 

㻭㻵 䜢用䛔䛶ᆅᇦのⓎᒎ䛸ḟୡ௦技術⪅の⫱ᡂ䜢䜑䛦䛧䜎䛩

ここᩘᖺの人工▱能（㻭I㻦 㻭r㼠i㼒icial In㼠elligence）技術の発ᒎ䛿┠を見ᙇる䜒のがあります。えば、ᬑ㏻にし䜓䜉り

䛛けるだけでᐙ電を制御できるスマートス䝢ーカやスマートフォン、ヰしゝⴥを自動ⓗにᩥᏐ化・௵ពのゝㄒに⩻ヂし

てᏐᖥ化する 㼅o㼡T㼡㼎e ➼の動⏬䝃イト、人のጼໃや表をゎᯒし௬✵㛫ෆで䛭の㏻り動く䜻䝱ラクタな䛹、人工▱

能の技術䛿⚾た䛱の㌟㏆な所で䜟れるよ䛖になって

きています。またᐇ䛿〇㐀、金融、་⒪、教⫱な䛹ᵝ䚻

なศ㔝で䜒┠に見えない形で人工▱能技術が䜟れ

ています。୍᪉でᚋ、人工▱能♫会をᢸ䛖技術⪅の

㊊が༴されています。 

㻭I 応用研究所䛿 

 人工▱能技術を応用し⟃ᚋᆅ᪉の⏘業やᩥ化の

発ᒎに㈉⊩すること 

 䛭の活動を㏻し、᫂日の人工▱能技術⪅の⫱成

を⾜䛖こと 

を┠ⓗに䠎䠌䠎䠌ᖺ䠐᭶にタ❧いたしました。 

ᙜ研究所䛿௨ୗの部㛛でᵓ成されています。ྛ

部㛛䛭れ䛮れඃ秀な研究⪅を᧦しています。きっとみなさんのᮇᚅにἢ䛖㈉⊩ができるとᛮいますのでお気軽にご相

談ください。 

᭱᪂技術ㄪᰝ㒊㛛： 

世⏺୰で日䚻研究されている機械学⩦䜰ル䝂リズムの動ྥや性

能をㄪ査します 

ᆅᇦ㐃ᦠ・応用㒊㛛： 

ᆅᇦの䝙ーズをㄪ査し、㻭I の活用をᥦします 

䝕ー䝍㞟・㻵㼛㼀 㒊㛛： 

機械学⩦に活用する䝉ン䝃データを㞟する装置を開発します 

㻭㻵 実・ホ౯㒊㛛： 

機械学⩦䜰ル䝂リズムをシステムに組み㎸み、性能を評価します 

㻭㻵 ᩍ⫱ᨭ㒊㛛： 

学ෆ外の 㻭I 教⫱、データ䝃イエンス教⫱をᨭします 

研究テーマ 研究キーワード 
যੵੴચૢ৷؟  
・ढ़ওছ൸のリ॔ルタイム解析技術を用いたਓன開 
・ॳকॵトॵトのਭऐ௦इઍの自動েਛ 
・౫મਸ工にउऐる੯ਝ定षの॔উローॳু法ਫ਼ୈ 
・ੲੳを用いたઇシステムの開発 
অॵॢॹーॱઽૐ�  
・人にಎାするೄऊणশৎฌ動૭能な IR7 ७ン१ഈଜの開発 
・శ⼒なマイ॥ンदु動૭能な७ン१解析॔ル०リズムの開発 
ੲਾ૪৶�  
・ණロॵトによるૐ੮知能৲ 
・૦ണのਞആの৽ৎ৲シュঞーシঙン 

・ディーউছーॽンॢ 
・൸ੳؚ൸૪৶ 
・自ேୁ૪৶ؚఠଢੳ 
・IR7ؚ७ン१ഈଜ 
・ロॵト 
・ᑊ支援ؚওンタリンॢ 
・シュঞーシঙン 
・ؚ 
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̐. 研究ࡐػσーλ

本学がॴ༗する研究ࡐػを紹介します。研究ࡐػの用ٴͼࡐػを

活用してのੳґཔɺ࡞ࢼ࡞ґཔ等を͝رが͋ΓましͨΒɺ

巻末ه載の問い合わせ先に͝࿈བྷԼ͞い。
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ɹࠪిݦࢠඍڸմঢ়ࢼྉͷ··ͰɺޫֶݦඍڸͰ؍ෆՄͳඍখͳද໘ߏ
Λ໌ʹ͢؍Δɻݪཧతʹযਂ͕ਂ͍૾͕ಘΒΕΔͨΊɺԜತͷܹ͍͠ࢼྉද
໘ͷߏΛ֦େͯ͠ɺࢲୡ͕؟ͰΛݟΔͷͱಉ͡Α͏ͳ֮ײͰɺݩ࣍ࡾతʹݦඍ
ͷղࡏݱྼԽʹΑΓܦͰ͖Δஔʢ؍Λ૾ڸ 1ONʣ
ʢݧࢼยʹ͍ͭͯʣ
ɹɹඇੜٴͼਫΛؚ·ͳ͍͜ͱΛඞਢͱͯ͠ӡ༻
ɹɹ·ͨɺରʹۚനۚύϥδϜΛ༻ͯ͠ɺࢼྉද໘ΛۚଐཻࢠͰബ͘Ұ༷
ʹඃ෴͢Δඞཁ͕͋Δ

ࠪిݦࢠඍڸ
ຊిࢠɹ+4.-5410

౩ݧՊ ʢֶ࣮ցγεςϜػ #ɿࡐڥྉࣨݧֶ࣮ʣ

༹ʹΑΔٸྫྷٸͷαΠΫϧΛ͢ݱ࠶ΔͨΊʹ͞࡞ΕͨߴपΛར༻ͨ͠
αΠΫϧͷՃݧࢼஔͰ͕͢ɺࣗՈͷงғؾௐஔʹͯɺ"S ਅۭதͰͷ
Ճ߃Թอ͕࣋Մ
ɹʢݧࢼยʹ͍ͭͯʣ
ɹɹݧࢼยܗঢ়ɿՃίΠϧͷܗঢ়͔Βؙ͕దɺ࠷େܘ 15NNɺ
ɹɹݧࢼย ɿ͞࠷ 15NNɺงғؾௐڥʀ࠷ 80NNɺେؾதʀ࠷ 300NNɺ
ɹਅۭҎ֎ͷงғؾΨεɺ֤ࣗ४උ͍ئ·͢

αΠΫϧݧࢼݱ࠶ஔ
ి࢜ػʢגʣɺ'*)-15

ʣֶ࣮ࣨݧྉڥࡐɿ#౩࣮ݧʢ ՊֶϜςεγցػ

৮ࣜද໘ૈ͞ଌఆஔࢼྉද໘ʹμΠϠϞϯυελΠϥεΛ৮ͤͯ͞Ұํʹ
ࠪ͠ɺද໘ܗঢ়ʢ͏ͶΓͱૈ͞ʣΛଌఆ͢ΔஔͰ͢ɻ

৮ࣜද໘ૈ͞ଌఆஔ
খڀݚࡔॴ 4VSGDPSEFS 4&-2300

ʣࣨڀݚՊʢᖂ୩ֶցγεςϜػ

ಈྗܭ࡞༻͢ΔྗΛଌఆ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ
ຊಈྗܭਫথѹిࣜ̏ྗηϯα̐ݸΛଂ͠ɺ͜Εʹ࡞༻͢Δྗͷަ̏
ϞʔϝϯτΛҰʹଌఆ͢Δଟଌఆ͕Ͱ͖·͢ɻߴ߶ੑͰݻ༗ৼಈ͕͘ߴɺ
·ͨղ͍ߴͷͰɺେ͖ͳྗͷΘ͔ͣͳಈతมԽଌఆՄͰ͢ɻ
͜ΕΛ༻͍ͯɺ
ɾྗͷަͷಈతɺ४੩తଌఆ
ɾେػܕցϚγχϯάηϯλͰͷྗɺྗݚଌఆ
ɾελϯϐϯάϚγϯͷଌఆ
ɾ෩ಎ࣮ݧ
ɾػցૅجͷྗ࣋ࢧଌఆ
ʹ͝׆༻͍͚ͨͩ·͢ɻ

ଟಈྗܭ
ຊΩεϥʔࣜגձࣾɾ9255$

"%มػଂɾଟྗଌఆ༻νϟʔδΞϯϓɹ,JTUMFS -BC"NQ
ຊΩεϥʔࣜגձࣾɾ5167"Y1

σʔλऩूධՁιϑτΣΞ %ZOP8BSF
ຊΩεϥʔࣜגձࣾɾ5ZQF 2825"-03

ʣࣨݧ࣮"'ՊʢֶցγεςϜػ

ଟಈྗܭɹ̎̑̑̕$

,JTUMFS 5167"Y1

%ZOP8BSF 5ZQF 2825"-03

ɹࠪిݦࢠඍڸͱҟͳΓɺର؍ʹΤωϧΪʔম͚Λੜͤͣ͡͞ʹͦͷܗঢ়Λ
ߏྉද໘ͷࢼͰ͖Δɻͨͩɺযਂ͕͋·Γਂ͘ͳ͍͜ͱ͔ΒɺԜತͷܹ͍͠؍
ͷ࠷ʹ؍దͷஔͰͳ͍͕ɺαϯϓϧΛબͳ͍ͨΊɺ΄΅͋ΒΏΔͷͷ؍
Ͱ͖Δɻ·ͨɺද໘ૈ͞ͷղੳ͕ՄͰ͋Δɻ͕
ɹʢݧࢼยʹ͍ͭͯʣ
ɹࢿ؍ྉͷްΈ͕ 25NNҎԼɺܘͰ 50NNҎԼ͕·͍͠

Ϩʔβʔݦඍڸ
,&:&/$&ɹ7,-8510

౩ݧՊ ʢֶ࣮ցγεςϜػ #ɿࡐڥྉࣨݧֶ࣮ʣ

େՙॏ࠷ 50̺/ͷҾுഁஅݧࢼࢼஔɺؙ༻͔ͭΈ۩ͷΈ
σʔλɺFYM ͷͨΊࣜܗ &YDFM ͰཧͰ͖Δ
ʢݧࢼยʹ͍ͭͯʣ
ܘঢ়ɿ͔ͭΈ෦ͷܗยݧࢼ 8ʙ15NNɹ445$ ૬ࡐͷমೖΕ෦ࡐͰ͋Εɺฏ
ܘ෦ߦ 6NN͕దͳܗঢ়ͱͳΔ

Ҿுػݧࢼ
+5 τʔγࣜגձࣾɹ4$-50)

౩ݧՊ ʢֶ࣮ցγεςϜػ #ɿࡐڥྉࣨݧֶ࣮ʣ

ͷճసࡐ͢Δ෦ߏͳͲΛػցͳͲͷΤϯδϯɺλʔϏϯɺಋػɺࣗಈंɺػۭߤ
ർΕݧࢼಛੑΛධՁ͢ΔͨΊͷখݧࢼܕย༻ஔɻؙݧࢼยΛճసͤ͞ͳ͕Βɺ2
Ճྗɺ2࣋ࢧͰۉҰ͛ۂϞʔϝϯτΛՃ͑Δํࣜɻ
ɹݧࢼงғؾɿେؾதͷΈɺ
ɹݧࢼยܗঢ়ɿ͞ɹ60NNɺɹճసʀ3600SQN

খࣜճస͛ۂർΕػݧࢼ
ౡ࡞ॴɺ1�5LHGɾNNർ࿑ػݧࢼ

౩ݧՊ ʢֶ࣮ցγεςϜػ #ɿࡐڥྉࣨݧֶ࣮ʣ

ՙॏݧࢼ 0�05ʙ2̺/ͷϚΠΫϩϏοΧʔεߗܭɺෛՙɺআՙΛࣗಈͰ͍ߦɺෛՙ
උ͍͑ͯΔɻࢠΊͷψʔϓѹͨ͏ߦධՁΛ͞ߗҬͷڱҙʹઃఆ͕Մɻؒ࣌
ʢݧࢼยʹ͍ͭͯʣ
ɹݧࢼยܗঢ়ɿ࠷େ 25ʷ25NNɺް͞ 30NNɺ
ɹݧࢼยද໘ɿݧࢼยશମ͕΄΅ฏͰɺ͔ͭɺଌఆ໘ڸ໘ݚຏ͕ඞཁ

ϚΠΫϩϏοΧʔεߗܭ
໌ੴ࡞ॴɺ).-100

౩ݧՊ ʢֶ࣮ցγεςϜػ #ɿࡐڥྉࣨݧֶ࣮ʣ
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ɹࠪిݦࢠඍڸմঢ়ࢼྉͷ··ͰɺޫֶݦඍڸͰ؍ෆՄͳඍখͳද໘ߏ
Λ໌ʹ͢؍Δɻݪཧతʹযਂ͕ਂ͍૾͕ಘΒΕΔͨΊɺԜತͷܹ͍͠ࢼྉද
໘ͷߏΛ֦େͯ͠ɺࢲୡ͕؟ͰΛݟΔͷͱಉ͡Α͏ͳ֮ײͰɺݩ࣍ࡾతʹݦඍ
ͷղࡏݱྼԽʹΑΓܦͰ͖Δஔʢ؍Λ૾ڸ 1ONʣ
ʢݧࢼยʹ͍ͭͯʣ
ɹɹඇੜٴͼਫΛؚ·ͳ͍͜ͱΛඞਢͱͯ͠ӡ༻
ɹɹ·ͨɺରʹۚനۚύϥδϜΛ༻ͯ͠ɺࢼྉද໘ΛۚଐཻࢠͰബ͘Ұ༷
ʹඃ෴͢Δඞཁ͕͋Δ

ࠪిݦࢠඍڸ
ຊిࢠɹ+4.-5410

౩ݧՊ ʢֶ࣮ցγεςϜػ #ɿࡐڥྉࣨݧֶ࣮ʣ

༹ʹΑΔٸྫྷٸͷαΠΫϧΛ͢ݱ࠶ΔͨΊʹ͞࡞ΕͨߴपΛར༻ͨ͠
αΠΫϧͷՃݧࢼஔͰ͕͢ɺࣗՈͷงғؾௐஔʹͯɺ"S ਅۭதͰͷ
Ճ߃Թอ͕࣋Մ
ɹʢݧࢼยʹ͍ͭͯʣ
ɹɹݧࢼยܗঢ়ɿՃίΠϧͷܗঢ়͔Βؙ͕దɺ࠷େܘ 15NNɺ
ɹɹݧࢼย ɿ͞࠷ 15NNɺงғؾௐڥʀ࠷ 80NNɺେؾதʀ࠷ 300NNɺ
ɹਅۭҎ֎ͷงғؾΨεɺ֤ࣗ४උ͍ئ·͢

αΠΫϧݧࢼݱ࠶ஔ
ి࢜ػʢגʣɺ'*)-15

ʣֶ࣮ࣨݧྉڥࡐɿ#౩࣮ݧʢ ՊֶϜςεγցػ

৮ࣜද໘ૈ͞ଌఆஔࢼྉද໘ʹμΠϠϞϯυελΠϥεΛ৮ͤͯ͞Ұํʹ
ࠪ͠ɺද໘ܗঢ়ʢ͏ͶΓͱૈ͞ʣΛଌఆ͢ΔஔͰ͢ɻ

৮ࣜද໘ૈ͞ଌఆஔ
খڀݚࡔॴ 4VSGDPSEFS 4&-2300

ʣࣨڀݚՊʢᖂ୩ֶցγεςϜػ

ಈྗܭ࡞༻͢ΔྗΛଌఆ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ
ຊಈྗܭਫথѹిࣜ̏ྗηϯα̐ݸΛଂ͠ɺ͜Εʹ࡞༻͢Δྗͷަ̏
ϞʔϝϯτΛҰʹଌఆ͢Δଟଌఆ͕Ͱ͖·͢ɻߴ߶ੑͰݻ༗ৼಈ͕͘ߴɺ
·ͨղ͍ߴͷͰɺେ͖ͳྗͷΘ͔ͣͳಈతมԽଌఆՄͰ͢ɻ
͜ΕΛ༻͍ͯɺ
ɾྗͷަͷಈతɺ४੩తଌఆ
ɾେػܕցϚγχϯάηϯλͰͷྗɺྗݚଌఆ
ɾελϯϐϯάϚγϯͷଌఆ
ɾ෩ಎ࣮ݧ
ɾػցૅجͷྗ࣋ࢧଌఆ
ʹ͝׆༻͍͚ͨͩ·͢ɻ

ଟಈྗܭ
ຊΩεϥʔࣜגձࣾɾ9255$

"%มػଂɾଟྗଌఆ༻νϟʔδΞϯϓɹ,JTUMFS -BC"NQ
ຊΩεϥʔࣜגձࣾɾ5167"Y1

σʔλऩूධՁιϑτΣΞ %ZOP8BSF
ຊΩεϥʔࣜגձࣾɾ5ZQF 2825"-03

ʣࣨݧ࣮"'ՊʢֶցγεςϜػ

ଟಈྗܭɹ̎̑̑̕$

,JTUMFS 5167"Y1

%ZOP8BSF 5ZQF 2825"-03

ɹࠪిݦࢠඍڸͱҟͳΓɺର؍ʹΤωϧΪʔম͚Λੜͤͣ͡͞ʹͦͷܗঢ়Λ
ߏྉද໘ͷࢼͰ͖Δɻͨͩɺযਂ͕͋·Γਂ͘ͳ͍͜ͱ͔ΒɺԜತͷܹ͍͠؍
ͷ࠷ʹ؍దͷஔͰͳ͍͕ɺαϯϓϧΛબͳ͍ͨΊɺ΄΅͋ΒΏΔͷͷ؍
Ͱ͖Δɻ·ͨɺද໘ૈ͞ͷղੳ͕ՄͰ͋Δɻ͕
ɹʢݧࢼยʹ͍ͭͯʣ
ɹࢿ؍ྉͷްΈ͕ 25NNҎԼɺܘͰ 50NNҎԼ͕·͍͠

Ϩʔβʔݦඍڸ
,&:&/$&ɹ7,-8510

౩ݧՊ ʢֶ࣮ցγεςϜػ #ɿࡐڥྉࣨݧֶ࣮ʣ

େՙॏ࠷ 50̺/ͷҾுഁஅݧࢼࢼஔɺؙ༻͔ͭΈ۩ͷΈ
σʔλɺFYM ͷͨΊࣜܗ &YDFM ͰཧͰ͖Δ
ʢݧࢼยʹ͍ͭͯʣ
ܘঢ়ɿ͔ͭΈ෦ͷܗยݧࢼ 8ʙ15NNɹ445$ ૬ࡐͷমೖΕ෦ࡐͰ͋Εɺฏ
ܘ෦ߦ 6NN͕దͳܗঢ়ͱͳΔ

Ҿுػݧࢼ
+5 τʔγࣜגձࣾɹ4$-50)

౩ݧՊ ʢֶ࣮ցγεςϜػ #ɿࡐڥྉࣨݧֶ࣮ʣ

ͷճసࡐ͢Δ෦ߏͳͲΛػցͳͲͷΤϯδϯɺλʔϏϯɺಋػɺࣗಈंɺػۭߤ
ർΕݧࢼಛੑΛධՁ͢ΔͨΊͷখݧࢼܕย༻ஔɻؙݧࢼยΛճసͤ͞ͳ͕Βɺ2
Ճྗɺ2࣋ࢧͰۉҰ͛ۂϞʔϝϯτΛՃ͑Δํࣜɻ
ɹݧࢼงғؾɿେؾதͷΈɺ
ɹݧࢼยܗঢ়ɿ͞ɹ60NNɺɹճసʀ3600SQN

খࣜճస͛ۂർΕػݧࢼ
ౡ࡞ॴɺ1�5LHGɾNNർ࿑ػݧࢼ

౩ݧՊ ʢֶ࣮ցγεςϜػ #ɿࡐڥྉࣨݧֶ࣮ʣ

ՙॏݧࢼ 0�05ʙ2̺/ͷϚΠΫϩϏοΧʔεߗܭɺෛՙɺআՙΛࣗಈͰ͍ߦɺෛՙ
උ͍͑ͯΔɻࢠΊͷψʔϓѹͨ͏ߦධՁΛ͞ߗҬͷڱҙʹઃఆ͕Մɻؒ࣌
ʢݧࢼยʹ͍ͭͯʣ
ɹݧࢼยܗঢ়ɿ࠷େ 25ʷ25NNɺް͞ 30NNɺ
ɹݧࢼยද໘ɿݧࢼยશମ͕΄΅ฏͰɺ͔ͭɺଌఆ໘ڸ໘ݚຏ͕ඞཁ

ϚΠΫϩϏοΧʔεߗܭ
໌ੴ࡞ॴɺ).-100

౩ݧՊ ʢֶ࣮ցγεςϜػ #ɿࡐڥྉࣨݧֶ࣮ʣ
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ෳͷ֎ઢΧϝϥͰۭؒ࠲ඪΛऔಘ͠·͢ɻ
ͨͱ͑ɺਓମͷ֤ؔઅʹࣹϚʔΧʔͱ͍ΘΕΔܭଌΛషͯ͠ɺώτͷಈ͖Λ
ߦΔ͜ͱͰɺา͢ࢉܭඪͱ࠲ଌ͠ɺۭؒܭʹ࣌ଌ͢Δ͜ͱ͕ՄͰ͢ɻচྗΛಉܭ
Ͱଌ͢Δ͜ͱ͕ՄͰ͢ɻҩྍؔܭઅʹൃੜ͢ΔෛՙΛؔࢶʣͷ֤Լ࣌࡞ʢಈ࣌
͞༺ͷධՁʹར༻͞ΕͨΓɺۙͷίϯϐϡʔλάϥϑΟοΫεөըʹརޙલྍ࣏
Ε͍ͯ·͢ɻ

7*$0/ɹ612

ղੳࣨʣ࡞ಈݩ࣍Պʢֶ̏ցγεςϜػ

খܕϚγχϯάηϯλʔͰ͢ɻ
෦ޚ੍ '"/"$ Λ༻͓ͯ͠Γɺ௨ৗͷ(ίʔυʹͯϓϩάϥϛϯάՄͰ͢ɻ
ۚଐͰͳ͘ۀ༻ϓϥεςΟοΫͳͲʹ༻͍ΒΕ·͢ɻ

খܕϚγχϯάηϯλʔ
4)*;60," %5-30/

ʣՊ ʢϩϘοτֶցγεςϜػ

ɹࠪݦࢠిܕඍڸʢ4&. � 4DBOOJOH &MFDUSPO .JDSPTDPQFʣࢼྉද໘ʹిࢠઢΛ
ͯͯද໘Λ͢؍ΔஔͰ͢ɻ
ɹҰൠతͳޫֶݦඍڸͷ֦ߴ࠷େഒ 1000 ഒఔͰ͋Δͷʹରͯ͠ɺຊݦඍڸͰ
ສഒఔ·Ͱ֦େՄͳͨΊɺඍখྖҬͷ͕؍ՄͰ͢ɻ

ࠪݦࢠిܕඍڸ
ձࣾΤϦΦχΫεɹ&4.-3200ࣜג

ʣࣨڀݚՊʢᖂ୩ֶցγεςϜػ

ੑ߶ߴ $/$ඍࡉՃػճస͢Δ۩Λॎɾԣɾ͞ߴͷ̏࣠ํʹಈ͔ͯ͠ࡐྉͷ
ෆཁͳ෦ΛΓऔΔϑϥΠεՃΛίϯϐϡʔλʹΑΔ੍ޚͰࣗಈతʹ͏ߦ
ցͰ͢ɻػ࡞
ຊՃػᝑମʹߴ߶ੑͷమர͕ΘΕ͓ͯΓɺ·ͨ࠷େճస 60000NJO-1 ͷϞʔ
λεϐϯυϧ 80000NJO-1 ͷΤΞλʔϏϯεϐϯυϧ͕ࡌՄͳͨΊɺۚଐ
ͪΖΜɺηϥϛοΫεΨϥεɺγϦίϯͱ͍ͬͨ੬ੑࡐྉʹରͯ͠খܘ۩Λ༻͍
ͨඍࡉՃ͕ՄͰ͢ɻ

ੑ߶ߴ $/$ඍࡉՃػ
ձࣾϐʔΤϜςΟʔɾ.JDSP .$-3ࣜג

ʣࣨڀݚՊʢᖂ୩ֶցγεςϜػ

ɹϚγχϯάηϯλʔճస͢Δ۩Λॎɾԣɾ͞ߴͷ̏࣠ํʹಈ͔ͯ͠ࡐྉͷෆ
ཁͳ෦ΛΓऔΔϑϥΠεՃΛίϯϐϡʔλʹΑΔ੍ޚͰࣗಈతʹ࡞͏ߦ
Λ༻͍ͯɺ۩ցͰ͢ɻϑϥΠεΤϯυϛϧɺυϦϧɺத͙Γɺλοϓͱ͍ͬͨػ
໖ߔՃɺ݀։͚ɺத͙ΓɺͶ͡Γͱ͍ͬͨՃ͕ՄͰ͢ɻ

Ϛγχϯάηϯλ
ਫ਼ࣜגػձࣾʢݱɹ%.(ਫ਼ࣜגػձࣾʣɾ47-400

ʣࣨݧ࣮"'ՊʢֶցγεςϜػ

ɹ$/$ટ൫ԁபঢ়ͷࡐྉΛճసͤ͞ͳ͕ΒόΠτʢਕʣΛͯͯෆཁͳ෦Λ
ΓऔΔટ൫ՃΛίϯϐϡʔλʹΑΔ੍ޚͰࣗಈతʹػ࡞͏ߦցͰ͢ɻ༷ʑͳ
όΠτΛ༻͍ͯɺ֎ؙΓɺத͙Γɺ݀։͚ɺಥͬΓɺͶ͡Γͱ͍ͬͨՃ͕Մ
Ͱ͢ɻ

$/$ ટ൫
ਫ਼ࣜגػձࣾʢݱɹ%.(ਫ਼ࣜגػձࣾʣɾ4--200

ʣࣨݧ࣮"'ՊʢֶցγεςϜػ
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ෳͷ֎ઢΧϝϥͰۭؒ࠲ඪΛऔಘ͠·͢ɻ
ͨͱ͑ɺਓମͷ֤ؔઅʹࣹϚʔΧʔͱ͍ΘΕΔܭଌΛషͯ͠ɺώτͷಈ͖Λ
ߦΔ͜ͱͰɺา͢ࢉܭඪͱ࠲ଌ͠ɺۭؒܭʹ࣌ଌ͢Δ͜ͱ͕ՄͰ͢ɻচྗΛಉܭ
Ͱଌ͢Δ͜ͱ͕ՄͰ͢ɻҩྍؔܭઅʹൃੜ͢ΔෛՙΛؔࢶʣͷ֤Լ࣌࡞ʢಈ࣌
͞༺ͷධՁʹར༻͞ΕͨΓɺۙͷίϯϐϡʔλάϥϑΟοΫεөըʹརޙલྍ࣏
Ε͍ͯ·͢ɻ

7*$0/ɹ612

ղੳࣨʣ࡞ಈݩ࣍Պʢֶ̏ցγεςϜػ

খܕϚγχϯάηϯλʔͰ͢ɻ
෦ޚ੍ '"/"$ Λ༻͓ͯ͠Γɺ௨ৗͷ(ίʔυʹͯϓϩάϥϛϯάՄͰ͢ɻ
ۚଐͰͳ͘ۀ༻ϓϥεςΟοΫͳͲʹ༻͍ΒΕ·͢ɻ

খܕϚγχϯάηϯλʔ
4)*;60," %5-30/

ʣՊ ʢϩϘοτֶցγεςϜػ

ɹࠪݦࢠిܕඍڸʢ4&. � 4DBOOJOH &MFDUSPO .JDSPTDPQFʣࢼྉද໘ʹిࢠઢΛ
ͯͯද໘Λ͢؍ΔஔͰ͢ɻ
ɹҰൠతͳޫֶݦඍڸͷ֦ߴ࠷େഒ 1000 ഒఔͰ͋Δͷʹରͯ͠ɺຊݦඍڸͰ
ສഒఔ·Ͱ֦େՄͳͨΊɺඍখྖҬͷ͕؍ՄͰ͢ɻ

ࠪݦࢠిܕඍڸ
ձࣾΤϦΦχΫεɹ&4.-3200ࣜג

ʣࣨڀݚՊʢᖂ୩ֶցγεςϜػ

ੑ߶ߴ $/$ඍࡉՃػճస͢Δ۩Λॎɾԣɾ͞ߴͷ̏࣠ํʹಈ͔ͯ͠ࡐྉͷ
ෆཁͳ෦ΛΓऔΔϑϥΠεՃΛίϯϐϡʔλʹΑΔ੍ޚͰࣗಈతʹ͏ߦ
ցͰ͢ɻػ࡞
ຊՃػᝑମʹߴ߶ੑͷమர͕ΘΕ͓ͯΓɺ·ͨ࠷େճస 60000NJO-1 ͷϞʔ
λεϐϯυϧ 80000NJO-1 ͷΤΞλʔϏϯεϐϯυϧ͕ࡌՄͳͨΊɺۚଐ
ͪΖΜɺηϥϛοΫεΨϥεɺγϦίϯͱ͍ͬͨ੬ੑࡐྉʹରͯ͠খܘ۩Λ༻͍
ͨඍࡉՃ͕ՄͰ͢ɻ

ੑ߶ߴ $/$ඍࡉՃػ
ձࣾϐʔΤϜςΟʔɾ.JDSP .$-3ࣜג

ʣࣨڀݚՊʢᖂ୩ֶցγεςϜػ

ɹϚγχϯάηϯλʔճస͢Δ۩Λॎɾԣɾ͞ߴͷ̏࣠ํʹಈ͔ͯ͠ࡐྉͷෆ
ཁͳ෦ΛΓऔΔϑϥΠεՃΛίϯϐϡʔλʹΑΔ੍ޚͰࣗಈతʹ࡞͏ߦ
Λ༻͍ͯɺ۩ցͰ͢ɻϑϥΠεΤϯυϛϧɺυϦϧɺத͙Γɺλοϓͱ͍ͬͨػ
໖ߔՃɺ݀։͚ɺத͙ΓɺͶ͡Γͱ͍ͬͨՃ͕ՄͰ͢ɻ

Ϛγχϯάηϯλ
ਫ਼ࣜגػձࣾʢݱɹ%.(ਫ਼ࣜגػձࣾʣɾ47-400

ʣࣨݧ࣮"'ՊʢֶցγεςϜػ

ɹ$/$ટ൫ԁபঢ়ͷࡐྉΛճసͤ͞ͳ͕ΒόΠτʢਕʣΛͯͯෆཁͳ෦Λ
ΓऔΔટ൫ՃΛίϯϐϡʔλʹΑΔ੍ޚͰࣗಈతʹػ࡞͏ߦցͰ͢ɻ༷ʑͳ
όΠτΛ༻͍ͯɺ֎ؙΓɺத͙Γɺ݀։͚ɺಥͬΓɺͶ͡Γͱ͍ͬͨՃ͕Մ
Ͱ͢ɻ

$/$ ટ൫
ਫ਼ࣜגػձࣾʢݱɹ%.(ਫ਼ࣜגػձࣾʣɾ4--200

ʣࣨݧ࣮"'ՊʢֶցγεςϜػ
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ɹࣗಈंػۭߤͷۭྗੑ։ൃͱڀݚΛ͏ߦήονϯήϯܕʢճྲྀࣜʣখܕܕ༻
෩ಎͰ͢ɻଌఆ෦அ໘ 600ʷ600<NN>ɺղ์ܕͷଌఆ෦࣠ 1200<NN> Ͱɺߴਫ਼
ͳۭྗྗܭଌஔͱԎՄࢹԽஔɺѹྗܭଌγεςϜΛඋ͍ͯ͠·͢ɻ
ࣗಈंϝʔΧʔͰεϙʔπΧʔͷσβΠϯ։ൃʹैۭߤͨ͠ࣄӉֶͷઐՈ͕α
ϙʔτ͠·͢ɻ༌ૹػցʹݶΒͣɺ෩ͷྲྀΕʹؔ͢Δ͜ͱͰͨ͠ΒԿͰ͝૬ஊͩ͘
͍͞ɻ
Ͱ͢ɻ͍ͳͲʣผ్͝૬ஊ͍͚ͤͯͨͩ͞Εࢉɺ༧ظ࣌ʢ༰ɺࡉৄˎ
ʢ͜ͷ෩ಎ 2009 ʹ +"3*ʢຊࣗಈंڀݚॴʣ͔ΒৡΓड͚ͨஔͰ͢ɻʣ

Լ̎ه͔ΒదͳํΛ͓͍͍ͩ͘͞ɻʢ྆ํͰͪΖΜ0,Ͱ͢ɻʣ

෩ಎݧࢼஔ
+"3* ήονϯήϯܕখܕܕ༻෩ಎ

ަ௨ػցֶՊʗΠϯςϦδΣϯτɾϞϏϦςΟڀݚॴ 
ʢۭྗσβΠϯࣨڀݚɾͷͮ͘Γηϯλʔʣ

ɹӷମ೩ྉͷৠཹಛੑΛௐΔͨΊͷஔͰ͢ɻʹݧࢼ༻͢ΔࢬϑϥείͳͲ
ͦͳ͑ͯ͋Γ·͢ɻ
ʢඋߟɿഇ৯༉࢈ഇ༉ͳͲ͔Β߹͞Εͨ೩ྉͷੑঢ়ܭଌͳͲ͓Ҿ͖ड͚Ͱ͖·
ͤΜͷͰ༧Ίྃ͝ঝ͍ͩ͘͞ɻʣ

"45.ৠཹݧࢼஔ

ަ௨ػցֶՊʢ೩ࣨݧ࣮ؔػʣ

ɹӷମ೩ྉͷಈ೪Λଌఆ͢ΔͨΊͷثػʢΩϟϊϯɾϑΣϯεέಈ೪ܭʣ͓Αͼ
ଌඋ͍͑ͯ·͢ɻܭԹ૧Ͱ͢ɻϕϩʔσಈ೪߃Δ͢༺ʹ࣌ଌܭ
ʢඋߟɿഇ৯༉࢈ഇ༉ͳͲ͔Β߹͞Εͨ೩ྉͷੑঢ়ܭଌͳͲ͓Ҿ͖ड͚Ͱ͖·
ͤΜͷͰ༧Ίྃ͝ঝ͍ͩ͘͞ɻʣ

ಈ೪ଌఆஔ

ަ௨ػցֶՊ ʢ೩ࣨݧ࣮ؔػʣ

Թ૧߃ ಈ೪ܭ
ʢΩϟϊϯɾϑΣϯεέλΠϓʣ

खಈࣜখܕϑϥΠε൫Ͱ͢ɻ
%30͕ઃஔ͞Εɺ1�1000NNද͕ࣔՄͰ͢ɻ

খܕϑϥΠε൫
.FDBOJYɺ.45

ʣՊ ʢϩϘοτֶցγεςϜػ

खಈࣜখܕટ൫Ͱ͢ɻ
ਊؒ 400̼̼ͷখܕ൛Ͱ͢ɻ

খܕટ൫
.FDBOJYɺ'-400

ʣՊ ʢϩϘοτֶցγεςϜػ

ҩྍؔػͰΘΕ͍ͯΔɺిൃܹؾੜஔͰ͢ɻ
༷ʑͳछྨͷిܹؾΛൃੜ͢Δ͜ͱ͕ՄͰ͋ΓɺҩྍؔػͰثػྍ࣏ͱ࣮ͯ͠
ΘΕ͍ͯ·͢ɻʹࡍ

ஔܹؾి
$IBUUBOPPHB *OUFMMFDU 7.4 ᶘ
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ɹࣗಈंػۭߤͷۭྗੑ։ൃͱڀݚΛ͏ߦήονϯήϯܕʢճྲྀࣜʣখܕܕ༻
෩ಎͰ͢ɻଌఆ෦அ໘ 600ʷ600<NN>ɺղ์ܕͷଌఆ෦࣠ 1200<NN> Ͱɺߴਫ਼
ͳۭྗྗܭଌஔͱԎՄࢹԽஔɺѹྗܭଌγεςϜΛඋ͍ͯ͠·͢ɻ
ࣗಈंϝʔΧʔͰεϙʔπΧʔͷσβΠϯ։ൃʹैۭߤͨ͠ࣄӉֶͷઐՈ͕α
ϙʔτ͠·͢ɻ༌ૹػցʹݶΒͣɺ෩ͷྲྀΕʹؔ͢Δ͜ͱͰͨ͠ΒԿͰ͝૬ஊͩ͘
͍͞ɻ
Ͱ͢ɻ͍ͳͲʣผ్͝૬ஊ͍͚ͤͯͨͩ͞Εࢉɺ༧ظ࣌ʢ༰ɺࡉৄˎ
ʢ͜ͷ෩ಎ 2009 ʹ +"3*ʢຊࣗಈंڀݚॴʣ͔ΒৡΓड͚ͨஔͰ͢ɻʣ

Լ̎ه͔ΒదͳํΛ͓͍͍ͩ͘͞ɻʢ྆ํͰͪΖΜ0,Ͱ͢ɻʣ

෩ಎݧࢼஔ
+"3* ήονϯήϯܕখܕܕ༻෩ಎ

ަ௨ػցֶՊʗΠϯςϦδΣϯτɾϞϏϦςΟڀݚॴ 
ʢۭྗσβΠϯࣨڀݚɾͷͮ͘Γηϯλʔʣ

ɹӷମ೩ྉͷৠཹಛੑΛௐΔͨΊͷஔͰ͢ɻʹݧࢼ༻͢ΔࢬϑϥείͳͲ
ͦͳ͑ͯ͋Γ·͢ɻ
ʢඋߟɿഇ৯༉࢈ഇ༉ͳͲ͔Β߹͞Εͨ೩ྉͷੑঢ়ܭଌͳͲ͓Ҿ͖ड͚Ͱ͖·
ͤΜͷͰ༧Ίྃ͝ঝ͍ͩ͘͞ɻʣ

"45.ৠཹݧࢼஔ

ަ௨ػցֶՊʢ೩ࣨݧ࣮ؔػʣ

ɹӷମ೩ྉͷಈ೪Λଌఆ͢ΔͨΊͷثػʢΩϟϊϯɾϑΣϯεέಈ೪ܭʣ͓Αͼ
ଌඋ͍͑ͯ·͢ɻܭԹ૧Ͱ͢ɻϕϩʔσಈ೪߃Δ͢༺ʹ࣌ଌܭ
ʢඋߟɿഇ৯༉࢈ഇ༉ͳͲ͔Β߹͞Εͨ೩ྉͷੑঢ়ܭଌͳͲ͓Ҿ͖ड͚Ͱ͖·
ͤΜͷͰ༧Ίྃ͝ঝ͍ͩ͘͞ɻʣ

ಈ೪ଌఆஔ

ަ௨ػցֶՊ ʢ೩ࣨݧ࣮ؔػʣ

Թ૧߃ ಈ೪ܭ
ʢΩϟϊϯɾϑΣϯεέλΠϓʣ

खಈࣜখܕϑϥΠε൫Ͱ͢ɻ
%30͕ઃஔ͞Εɺ1�1000NNද͕ࣔՄͰ͢ɻ

খܕϑϥΠε൫
.FDBOJYɺ.45

ʣՊ ʢϩϘοτֶցγεςϜػ

खಈࣜখܕટ൫Ͱ͢ɻ
ਊؒ 400̼̼ͷখܕ൛Ͱ͢ɻ

খܕટ൫
.FDBOJYɺ'-400

ʣՊ ʢϩϘοτֶցγεςϜػ

ҩྍؔػͰΘΕ͍ͯΔɺిൃܹؾੜஔͰ͢ɻ
༷ʑͳछྨͷిܹؾΛൃੜ͢Δ͜ͱ͕ՄͰ͋ΓɺҩྍؔػͰثػྍ࣏ͱ࣮ͯ͠
ΘΕ͍ͯ·͢ɻʹࡍ

ஔܹؾి
$IBUUBOPPHB *OUFMMFDU 7.4 ᶘ
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ɾਫྲྀ࣮ݧஔ
ɹϙϯϓͷੑٴݧࢼͼਫ࿏ͷຎࡲଛࣦΛ࣮͢ݧΔஔʹͳΓ·͢ɻ
ɹઃஔϙϯϓ༷
ɹɹཱ͏ͣרϙϯϓɹࣜܕ '-506-.)0�75
ɹɹܘޱ 50"ɹ0�18 ὗʗNJOɹ10�5Nɹ0�75,8

ਫྲྀ࣮ݧஔ
Ϛϧλχࣜגࢼձࣾɹ)-220

τϥοϓ࣮ݧஔ
Ϛϧλχࣜגࢼձࣾɹ).5-53-4

ஙઃඋγϣʔϧʔϜʣݐ֊̎ؗ߸Պʢֶ̍̌̌ஙɾઃඋݐ

ɾτϥοϓ࣮ݧஔ
ɹਫѹʹΑΔτϥοϓͷੑݧࢼஔʹͳΓ·͢ɻ

ਫྲྀ࣮ݧஔ

τϥοϓ࣮ݧஔ

ɹຊγεςϜݐஙߏΛߏ͢ΔபนͳͲΛϞσϧԽͨ͠ݧࢼମʹྗΛՃ͑
ͯɼྗ߅ɼͻͼׂΕɼมੑܗঢ়ΛௐΔͨΊͷઃඋͰ͢ɻ

γεςϜݧ࣮ߏஙݐ

ՃྗϑϨʔϜͱՃྗδϟοΩ
ʢԖ 1500L/ ਫฏ 1000L/ʣ

ଌఆஔҰࣜ
ʢσʔλϩΨʔɼεΠονϘοΫεͳͲʣ

ՃྗϑϨʔϜɼྗนɼྗচɼ1500̺/ԖδϟοΩʢ09δϟοΩʣɼ1000L/ ਫ
ฏδϟοΩʢ09δϟοΩʣ

σʔλϩΨʔ 5%4-540ɼߴεΠονϘοΫε *)8-50(-05ɼײߴมҐܭʢ25NN
มҐܭ 20 ຊ΄͔ʣʢҎ্ɼ౦ژଌثʣ

ʣࣨݧ࣮ߏՊ ʢֶஙɾઃඋݐ

ɹܰ༉͓Αͼ౮༉ͷࢉܭηλϯՁΛٻΊΔͨΊͷஔɻ
ʢඋߟɿഇ৯༉࢈ഇ༉ͳͲ͔Β߹͞Εͨ೩ྉͷੑঢ়ܭଌͳͲ͓Ҿ͖ड͚Ͱ͖·
ͤΜͷͰ༧Ίྃ͝ঝ͍ͩ͘͞ɻʣ

ΞχϦϯݧࢼஔ

ަ௨ػցֶՊʢ೩ࣨݧ࣮ؔػʣ

ɹσΟʔθϧΤϯδϯ͓ΑͼΨιϦϯΤϯδϯʹ͓͚ΔؾٵϙʔτͷྲྀྔγϦ
ϯμʔͷεϫʔϧൺܭଌʹ༻͠·͢ɻ࠷େͰП135NNͷϘΞܘ·ͰରԠ͕Մ
Ͱ͢ɻ
ʢඋߟɿݧࢼΛ͝ґཔͷ߹ɺϘΞܘʹରԠ͢ΔΞΫϦϧͷμϛʔγϦϯμ͓Α
ͼμϛʔγϦϯμΛૠೖ͢ΔͨΊͷΞμϓλ͕ඞཁͱͳΓ·͢ɻʣ

ఆৗྲྀݧࢼஔ

ަ௨ػցֶՊ ʢ೩ࣨݧ࣮ؔػʣ

ɹૹ෩ػͱμΫτܥɺࠐٵΈޱɺਧग़͠ޱͰߏ͞Εͨૹ෩ػͷੑΛ͢ݧࢼΔஔ
Ͱ͢ɻࠐٵΈޱϕϧϚεɺਧग़͠ޱΞωϞਧग़͠ޱͱͳ͓ͬͯΓɺμϯύ։
Λม͑Δ͜ͱʹΑΓ෩ྔΛม͍͖͑ͯͳ͕Βɺ෩ܭʹΑΔ෩ྔܭଌɺϐτʔͱϚ
ϊϝʔλʹΑΔѹྗܭଌ͔ΒٻΊͨ෩ྔܭଌɺૹ෩ػͷճసٴͼૹ෩ػͷϞʔλͷ
ফඅిྗͳͲΛಉܭʹ࣌ଌ͢Δ͜ͱͰɺૹ෩ػͷੑۂઢΛٻΊ·͢ɻ

ૹ෩ݧ࣮ػஔ 
ૹ෩ػɿςϥϧࣜגձࣾɾ$-'6-/P�2-57---34-#

Պʢ100ֶஙɾઃඋݐ ߸ؗ ʣࣨݧஙઃඋγϣʔϧʔϜ࣮݉ݐ ֊2
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ɾਫྲྀ࣮ݧஔ
ɹϙϯϓͷੑٴݧࢼͼਫ࿏ͷຎࡲଛࣦΛ࣮͢ݧΔஔʹͳΓ·͢ɻ
ɹઃஔϙϯϓ༷
ɹɹཱ͏ͣרϙϯϓɹࣜܕ '-506-.)0�75
ɹɹܘޱ 50"ɹ0�18 ὗʗNJOɹ10�5Nɹ0�75,8

ਫྲྀ࣮ݧஔ
Ϛϧλχࣜגࢼձࣾɹ)-220

τϥοϓ࣮ݧஔ
Ϛϧλχࣜגࢼձࣾɹ).5-53-4

ஙઃඋγϣʔϧʔϜʣݐ֊̎ؗ߸Պʢֶ̍̌̌ஙɾઃඋݐ

ɾτϥοϓ࣮ݧஔ
ɹਫѹʹΑΔτϥοϓͷੑݧࢼஔʹͳΓ·͢ɻ

ਫྲྀ࣮ݧஔ

τϥοϓ࣮ݧஔ

ɹຊγεςϜݐஙߏΛߏ͢ΔபนͳͲΛϞσϧԽͨ͠ݧࢼମʹྗΛՃ͑
ͯɼྗ߅ɼͻͼׂΕɼมੑܗঢ়ΛௐΔͨΊͷઃඋͰ͢ɻ

γεςϜݧ࣮ߏஙݐ

ՃྗϑϨʔϜͱՃྗδϟοΩ
ʢԖ 1500L/ ਫฏ 1000L/ʣ

ଌఆஔҰࣜ
ʢσʔλϩΨʔɼεΠονϘοΫεͳͲʣ

ՃྗϑϨʔϜɼྗนɼྗচɼ1500̺/ԖδϟοΩʢ09δϟοΩʣɼ1000L/ ਫ
ฏδϟοΩʢ09δϟοΩʣ

σʔλϩΨʔ 5%4-540ɼߴεΠονϘοΫε *)8-50(-05ɼײߴมҐܭʢ25NN
มҐܭ 20 ຊ΄͔ʣʢҎ্ɼ౦ژଌثʣ

ʣࣨݧ࣮ߏՊ ʢֶஙɾઃඋݐ

ɹܰ༉͓Αͼ౮༉ͷࢉܭηλϯՁΛٻΊΔͨΊͷஔɻ
ʢඋߟɿഇ৯༉࢈ഇ༉ͳͲ͔Β߹͞Εͨ೩ྉͷੑঢ়ܭଌͳͲ͓Ҿ͖ड͚Ͱ͖·
ͤΜͷͰ༧Ίྃ͝ঝ͍ͩ͘͞ɻʣ

ΞχϦϯݧࢼஔ

ަ௨ػցֶՊʢ೩ࣨݧ࣮ؔػʣ

ɹσΟʔθϧΤϯδϯ͓ΑͼΨιϦϯΤϯδϯʹ͓͚ΔؾٵϙʔτͷྲྀྔγϦ
ϯμʔͷεϫʔϧൺܭଌʹ༻͠·͢ɻ࠷େͰП135NNͷϘΞܘ·ͰରԠ͕Մ
Ͱ͢ɻ
ʢඋߟɿݧࢼΛ͝ґཔͷ߹ɺϘΞܘʹରԠ͢ΔΞΫϦϧͷμϛʔγϦϯμ͓Α
ͼμϛʔγϦϯμΛૠೖ͢ΔͨΊͷΞμϓλ͕ඞཁͱͳΓ·͢ɻʣ

ఆৗྲྀݧࢼஔ

ަ௨ػցֶՊ ʢ೩ࣨݧ࣮ؔػʣ

ɹૹ෩ػͱμΫτܥɺࠐٵΈޱɺਧग़͠ޱͰߏ͞Εͨૹ෩ػͷੑΛ͢ݧࢼΔஔ
Ͱ͢ɻࠐٵΈޱϕϧϚεɺਧग़͠ޱΞωϞਧग़͠ޱͱͳ͓ͬͯΓɺμϯύ։
Λม͑Δ͜ͱʹΑΓ෩ྔΛม͍͖͑ͯͳ͕Βɺ෩ܭʹΑΔ෩ྔܭଌɺϐτʔͱϚ
ϊϝʔλʹΑΔѹྗܭଌ͔ΒٻΊͨ෩ྔܭଌɺૹ෩ػͷճసٴͼૹ෩ػͷϞʔλͷ
ফඅిྗͳͲΛಉܭʹ࣌ଌ͢Δ͜ͱͰɺૹ෩ػͷੑۂઢΛٻΊ·͢ɻ

ૹ෩ݧ࣮ػஔ 
ૹ෩ػɿςϥϧࣜגձࣾɾ$-'6-/P�2-57---34-#

Պʢ100ֶஙɾઃඋݐ ߸ؗ ʣࣨݧஙઃඋγϣʔϧʔϜ࣮݉ݐ ֊2
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ʣ࣮ࣨݧߏʢ Պֶඋઃɾஙݐ

ສػݧࢼ
ʢ2000L/ʣ

ສػݧࢼʢ2000L/ɼౡ࡞ॴʣ

ɹย໘ಔுج൘Λ͍ࡉΤϯυϛϧͰΔ͜ͱͰઢύλʔϯ 	 
େ 150Y100NN࠷ Λੜ
͢ΔثػͰ͢ɻೖྗΨʔόσʔλ 	34-2749
ɻͳ͓ج൘ΧοτυϦϧରԠ͠
ͯ·ͤΜͷͰج൘ΧολϘʔϧ൫Ͱผ్͢ۀ࡞Δඞཁ͕͋Γ·͢ɻ·ͨઢ෯ɾઢ
֤ؒ࠻૬ 0�016 0�035JODI ͋ͨΓ͕࣮ݱతͰ͢ɻ

ػ൘Ճج
ΦϦδφϧϚΠϯυ ,JU.JMM $*1100

ใωοτϫʔΫֶՊʢઍాࣨڀݚʣ

ɹ༹ղੵํࣜ 3%ϓϦϯλʔʰμϰΟϯν 1�0 "J0ʱɺ࠷େϫʔΫΤϦΞ
20ʷ20ʷ19ηϯνͷγϯάϧϔουʹΑΔ3%ҹʹՃ͑ͯɺ200ສըૉΧϝϥͱϨʔ
βʔμΠΦʔυϞδϡʔϧʹΑΔਫ਼ 0�2 ϛϦʢεΩϟϯαΠζ 15ʷ15 ηϯνʣͷ
3%εΩϟϯػΛࡌɻ
͓ͳεϖοΫ
ɾҹࣜํɿ༹ղੵํࣜ
ɾ࠷େϫʔΫΤϦΞɿ20ʷ20ʷ19DN
ɾղ૾ɿ100 ʙ 400 ϛΫϩϯ
ɾϓϦϯτϔουɿγϯάϧϔου
ɾϓϦϯτϊζϧܘɿ0�4NN
ɾαΠζɿ468ʢ8ʣʷ558ʢ%ʣʷ510ʢ)ʣNN
ɾαϙʔτϑΝΠϧɿ�EBTɺ�TUMɺ9:; 'PSNBU

μϰΟϯν 1�0 "J0
ʢ9:; QSJOUJOH KBQBOɹ3410"9+100,ʣ

ʣࣨߐ౻ݚڀɹ֊̑ؗ߸̒ʢ ՊֶΫʔϫτοωใ



̑. Ҭ࿈ܞηϯλー

地域࿈ܞηϯλʔは地域࿈ܞਪਐࣨͱのͮ͘Γηϯλʔの̎ͭの

৫を࣋っています。地域࿈ܞηϯλʔのઃཱత֤৫の活動

にͭいて紹介します。
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̑��　Ҭ࿈ܞηϯλʔʹ͍ͭͯ

ʢ�ʣࣾձݙߩͷجຊํ
　大学の役割 ・ 機能としては、 「教育」 「研究」 「社会貢献」 の分野がありま

すが、 この三者の有機的な統合とバランスが重要です。 「人間味豊かな産業

人の育成」 を建学の精神としている久留米工業大学では特に、 ①地域や企

業の課題解決力を磨く実践的な教育　②地域産業の活性化に貢献できる研究

成果　③社会人の実践的、 専門的な学び直しの提供など地域や企業と連携し

た産学連携や地域社会との連携の取組による社会貢献を目指します。

ʢ�ʣҬ࿈ܞηϯλʔͷઃཱ目త
　地域連携センターの設立目的は、 本学における教育 ・ 研究と地域社会をつなぎ、 地域の教育 ・ 研究の拠点として、

地域社会との連携や生涯学習機能など本学の地域貢献活動を総合的かつ組織的に遂行することとしています。

ʢ�ʣॴঠ߲ࣄ
①　産学連携に係る諸施策の企画立案及び調査研究に関する事項

②　地域連携及び産学連携に係る情報の収集及び発信に関する事項

③　産学官における国際的連携又は地域社会連携の推進及び支援に関する事項

④　民間等との共同研究及び受託研究の調整、 受入れに関する事項

⑤　生涯学習事業の企画立案及び実施に関する事項

⑥　知的財産権の取得、 管理及び活用等に関する事項

⑦　研究シーズ等を活用した科学技術振興等の支援推進に関する事項

⑧　ものづくり実践教育及び機械工作実習の支援に関する事項

⑨　教育 ・ 研究用装置等の製作の支援及びものづくり自主活動の支援に関する事項

⑩　地域におけるものづくり教育及びものづくり技術の支援に関する事項

⑪　その他前条の目的を達成するために必要な事項

ʢ�ʣ৫ମ੍
①　センター長 （地域連携担当学長補佐 ・ 地域連携推進室長兼務）

②　副センター長 （ものづくりセンター長兼務）

③　技術職員２名及びその他センターの運営に必要な職員

④　コーディネーター１名

⑤　その他

・ 地域連携センター運営委員会　　※必要に応じて専門委員会を置くことができる。

・ 地域連携センターの事務は、 総務課及び地域連携推進室において処理する。

※組織図
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ʢ�ʣֶ࢈࿈ڀݚܞͷੑ׆Խ
�ʣڞಉڀݚɺडୗڀݚ

　久留米工業大学では、 ①企業や地域の課題解決力を磨く実践的な教育 ②地域産業の活性化に貢献できる研究成

果 ③社会人の実践的、 専門的な学び直しの提供など企業や地域と連携した産学連携や地域社会との連携の取組に

よる社会貢献を積極的に進めています。 この産学連携の制度としては、 次のようなものがありますので、 お気軽にお

問い合わせをいただき、 これらの制度をご活用ください。

˗੍֤の֓ཁ

①共同研究

企業等の研究者と本学の教員が共通の課題について、 共同又は分担して行う研究です。 研究者を共同研究員とし

て受け入れて研究を行うこともできます。

②受託研究

企業等から委託を受けて、 本学内の施設で研究を行うものです。 研究期間終了後に成果を報告します。

③技術指導

共同研究や受託研究になじまない幅広いニーズに対応し、 企業等の業務又は活動を支援するもので、 本学の教員

等が教育、 研究活動で蓄積した知見に基づいた指導、 助言及び講習等を行います。

④技術相談

企業等の技術的な課題等の相談を受け、 教員等が知識 ・ 技術 ・ 情報等の提供を行うものです。 相談の内容によっ

ては、 関連機関の紹介や技術指導や受託研究、 共同研究として対応することもできます。

⑤奨学寄附金

本学における研究や教育の充実 ・ 発展を目的として、 官公庁、 企業、 教育研究機関等及び個人から本学の専任

教員又は部所等を指名して寄附される寄附金のことをいいます ｡

۠ɹ ಉ研究ڞ डୗ研究 ٕज़ࢦಋ ٕज़૬ஊ

ఆ ٛ

・ 民間企業等の研究者
と教員とが共通のテー
マについて共同で行う
研究、 調査、 試験

・ 民間企業等からの委
託を受けて教員が行う
研究、 調査、 試験

・ 申込みを受けたテーマ
に関して専門的知見に
基づき指導、 助言

・ 相談を受けたテーマ
に関する打ち合わせ、
面 談（ 知 識、 技 術、
情報等の提供）

ॻͷ༗ແܖ 要 不要 （申込書あり）

ظ ؒ 契約に基づく期間 原則として１回

අ ༻
双方で協議のうえ決定

１時間あたり５千円 原則無料
間接経費→研究費総額
の２０％

త࢈ࡒͷ
ݖ ར ؼ ଐ

・ 本学と民間企業等との
協議に基づく。

・ 原則として本学が所有。 ただし、 双方が協議する
ことができる。

・ 保護対象外のため相
談内容によっては事前
に秘密保持契約等の
締結もある。

උ ߟ

・ 研究成果は双方協力
の上、 実績報告書とし
てまとめる。

・ 原則として研究成果を
公表

・ 研究成果は委託者に
報告
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˗࿈ܞ·ͰͷجຊతͳྲྀΕ

地域連携推進室
大学教員Ａ

大学教員Ｂ

大学教員Ｃ

公的外部資金

対応不可能

他機関への
紹介

③相談内容検討、担当教員の選択

技術相談技術指導共同研究
(計画)

④企業、推進室、担当教員での検討会議
（３者会議）

①相談申し込み ②簡単な聞き取り調査

企業･学校･団体･個人

⑦商品化、特許等成果

⑥研究開始

⑤契約手続き

受託研究
(計画)

※同研究規程、 受託研究取扱規程、 申込書、 契約書はセクション末に添付

˗ ���� ͷڞಉڀݚɾडୗڀݚɾٕज़૬ஊͷ݅

前年度に比較して共同研究が 14 件と増加しました。

छྨ ݅ ۚɹֹʢԁʣ

共同研究 ̍̐ ̒ ̔̓̌ɼ̌ ̌̌

डୗ研究 ̏ ̎ ̍̐̑ɼ̌ ̌̌

ٕज़ࢦಋ ̏ ʵ

ٕज़૬ஊ ̔ ʵ

�ʣྲྀަֶ࢈ձͷग़ల

　市内の研究開発機関や知財支援センターが主催する講

演会、 セミナー、 交流会のほか広域商談会等へ参加し、

本学の研究成果を展示しています。

　2022年度の 「久留米 ・ 鳥栖地域産学官テクノ交流会」

において、 AI 関係の以下の2件について展示しました。

①小田教授 ： 地域課題解決型 AI 教育プログラム

②江藤教授 ： 八女茶をターゲットにした味嗜好性マッチン

グシステム
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ɹ̍ɽ৽ंܕʮ1"35/&3�.0#*-*5:�0/&ʯの։ൃ

　本学インテリジェント・モビリティ研究所、パーソルクロステクノロジー株式会社及び本学発ベンチャー

Le DESIGN 株式会社の 3社は、新型自動運転モビリティ「PARTNER MOBILITY ONE（図 1）」の共同開発を行い、

2022 年 10 月 24 日に新車発表会を本学で実施しました。「PARTNER MOBILITY ONE」は、2015 年からインテリジェ

ント・モビリティ研究所が国内トップ企業各社と大規模な産学官連携を構築し、文部科学省や総務省、内閣府、

観光庁などの支援を受けながら研究開発と実証試験を進めてきた対話型 AI 自動運転システム「Intelligent 

Mobility System）を搭載した複数人乗りの小型自動運転モビリティです。車両開発の企画・統括は久留米工

業大学、設計開発はパーソルグループ、車体デザインは Le DESIGN 株式会社が担当しました。

　デザインコンセプトは「大切な人と、特別な想い出を」です。大切なご家族や恋人、ご友人と一緒に、肩を

並べてゆっくりと流れる景色を楽しみ、会話や食事を楽しみながら特別な想い出を一緒に創ってもらいたい。

そんな想いを込めて開発しました。

ɹ̎ɽࣗ動ӡసαʔϏεのࣾձ࣮

　インテリジェント・モビリティ研究所のモットーは「大学の研究で終わらせない、必ず社会実装する」です。

その宣言通り、上述の「PARTNER MOBILITY ONE」は本学初ベンチャーの Le DESIGN 株式会社によって佐賀県の

吉野ヶ里歴史公園にサービスを導入（社会実装）することができました（図２）。その他にも、東京お台場の

モビリティイベント（図３）や銀座スカイウォーク、G7 デジタル大臣会合イベントなどにも招待されるなど、

全国各地から高い評価と導入を見据えたお問い合わせを数多くいただいております。

　今後は観光ガイドや xR などと連携した新たなサービスの開発や、市場開拓を進めて持続可能なビジネスの

基盤を整えると同時に、インテリジェント・モビリティ研究所を中心に当初の想いであった介護福祉の領域へ

の展開も進め、「すべての人が笑顔で溶け込める、やさしい社会の実現」に向けて邁進してまいります。

図１． PARTNER MOBILITY ONE 図２． 吉野ヶ里歴史公園 図３． 東京お台場イベントポスター
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ています。 今後も AI による地域課題解決を柱に据えた研究や教育を進めていきたいと考えています。 常に実践型授

業向きの課題を探しております。 ぜひ学生と一緒に解決してみたいという方はご連絡ください。

　AI 応用研究所では地域企業や自治体が抱える課題を AI で解決す

る実践型授業を行っています。 学生や教員だけでは対処できないた

め、 地元の社会人の皆さまに協力頂き、 一緒に取り組んでおります。

AI を活用した地域課題解決を通した AI 教育は大学 4 年間、 大学院

も含めて 6 年間の一貫教育だと考えています。 その起点は二年生前

期にある 「AI 活用演習」 です。 優秀な二年生 40 名による選抜クラ

スを設け、 上級生や教員、 地域社会人と共に、 地元の学校や農家、

企業が抱える 10 個のテーマに取り組みました。 その成果は 8 月　10

日に発表会を行い、 社会人の皆さまにも多数来て頂きました。 このよ

うな取組みは文部科学省にも評価され、 令和 4 年度の 「数理 ・ デー

タサイエンス ・ AI 教育プログラム ( 応用基礎レベル )」 の認定も受け
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ɹ˗�ઃཱతٴͼαʔϏε༰

地元企業の皆様と久留米工業大学との連携を深め、 地域産業の活性化、 新技術の創出及び会員の技術力向上

等を図り、 地域の発展に寄与することを目的として平成２６年３月に設立された協議会です。

ɹ˗ۀࣄ�༰

　①企業ニーズの発掘

会員企業様には、 コーディネーターを派遣し、 企業様のニーズを伺います。 また、 必要に応じて専門分野の教

員を訪問させ、 一緒に検討を行い、 助言や開発 ・ 研究の可能性を探ります。

　②研究成果の資料送付

本学の教員の研究成果（学会発表、執筆論文等）の資料を送付します。 また、当該研究に関心がある企業様には、

担当教員が相談に応じます。

　③情報交換会の開催

年に１回程度、 本学教員との情報交換会 （懇親会） を開催し、 共同研究 ・ 開発に繋がるような機会を設けます。

　④人材育成のご相談

会員企業様が求められる人材について、 ご助言をいただきながら本学の教育の中でその育成を図るとともに、 求

人のご相談も受けています。

　⑤会員企業様向け講演会、 セミナー等の開催

会員企業様の希望に応じた講演会やセミナーを開催します。 対応が可能な場合は、 個別企業様向けセミナーも

検討します。 また、 本学教員や学生による学会発表会、 修士論文公聴会及び各学科卒業研究発表会へご案内

します。

　⑥優先的な技術相談、 技術指導料の免除

会員企業様のニーズで困難な技術的問題が発生した場合、 技術相談により対応します。 また、 技術指導を希望

される場合の指導料は免除します。

　⑦機器の利用

本学のものづくりセンターの整備機器 （３Ｄプリンタ等） をご利用いただけます。

　⑧会員企業様のＰＲ

本学１００号館内の地域連携センターにパンフレットを設置し、 また本学のホームページにも広告を掲載するなどＰ

Ｒを行っています。

ɹ˗�ྩ̐૯ձをॻ໘にて࣮ࢪ

　新型コロナ感染防止のために総会は書面により令和４年７月に実施し、 前年度の事業報告及び収支決算並びに

令和４年度の事業計画 （案） 及び収支予算 （案） について審議、 全て承認、 議決されました。

ɹ˗�ٕज़ߨԋձをΦϯϥΠϯで࣮ࢪ

　DX 化を進めるにあたり、 サイバーセキュリティ対策は必須となっています。 令和４年度は 「サイバーセキュリティ対

策」 の題名で令和５年３月１日に外部専門家を講師に迎えてオンラインで技術講演会を開催しました。
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�ʣڭҭ׆ಈΛ௨ͨ͠࿈ܞ

　共通教育科目 「地域連携 I ・ II」 は、 ①入学当初から学生の主体的取組みをサポート、 ②学科横断 ・ 文理融合型

で地域課題に取り組む、 ③地域の企業やプレイヤーとの共働を柱に2020年より開講されています。 「地域連携 I」 は

約半年間 （6月〜12月） かけて課題解決メソッドの修得と、 実際の企業課題を教材にグループワークを行っています。

令和4年度も企業6社の協力を受けて学生13名、 社会人14名でグループワークを実施しました。 12月には成果発表を

行い、 最優秀賞チームを決定しました。

�ʣۀاͷֶੜͷब࿑ମݧ

　一般的な就労体験ではなく、 地元企業等のトップと行動を共にし経営者の考えや日々の業務を身近で体験し、 学生

のキャリアデザイン形成に役立てる事業として、 「社長のかばん持ち体験〜社長についてまわる２日間〜」 を筑後信用

金庫と連携して令和4年も実施しました。 地場企業6社へ各学科から6名の学生が参加し、 成果発表も行いました。

�ʣ࣏ࣗମͱͷ࿈ܞ

◆ 八女市

　豊かな地域社会の創造と地域産業の振興発展 ・ 産業人の育成を目的に地域課題の解決と地域の活性化を図るた

め、 平成２８年２月に包括連携協定を締結しました。 これまでに農工連携をテーマに取組を推進し、 中山間地域に

おける農業機械の研究開発のため認定農業者との意見交換会を開催するなどして、 ３種の農業機械器具を開発し

ました。 また、 伝統的建造物群保存地区における修理 ・ 修景事業の技術支援もしています。

◆ 広川町

　広川町のまち ・ ひと ・ しごと創生総合戦略として、 大学等との連携交流事業が掲げられており、 この取組として産

業振興・人材育成・文化振興等の分野における相互協力による地域の発展と人材育成に寄与することを目的として、

平成２８年８月に包括連携協定を締結しました。 その後、 伝統工芸品久留米絣の新技術導入 ・ 機器開発 ・ 人材育
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成の検討、 織機部品の製造、 小中学校の特別講座 ・ 学習ボランティア ・ 体験講座、 空き家の利活用の研究など

に取り組んでいます。

◆ うきは市

　本学とうきは市 ・ 筑後信用金庫の三者による連携で、 筑後信用金庫の 「つなぐ力」 のもと、 「まち ・ ひと ・ しごと」

の各分野において、 各々の持ち得る資源を有効に活

用し、 相互連携と協力を行い、 地域活力の増進、 地

域経済の発展等を図っていくため、 平成３０年１１月に

包括連携協定を締結しました。 それまでにも子ども向け

金融 ・ ものづくり教室などのイベントに取り組んできまし

たが、 締結後は、 うきは市のまちなみ再生事業への参

画を通じて、 学生プロジェクトの提案による空き家活用

に取り組んでいます。 令和4年度は建築 ・ 設備工学科

の学生集団 ASURA が、 ①ストリートファーニチャー調

査と②ウォーカブル調査の協力をしました。

◆ 久留米市

　久留米市の久留米学術研究都市づくりプランの取組みの中で、 双方の知的 ・ 人的 ・ 物的資源を活かして、 科学

技術 ・ 産業振興 ・ 環境 ・ 教育分野等で連携協力を行い、 地域経済の振興発展及び地域社会の活性化に寄与す

ることを目的として、平成１８年３月に包括連携協定を締結しました。 これまでに、地産地消推進店紹介アプリの開発、

中心市街地賑わい創出 ・ 環境イベント参加協力、 高等教育コンソーシアム、 高校生の特設講義、 図書館資料の

相互貸借、 大学若手職員との交流、 小学校特別授業と教員研修会の実施、 地方創生 ・ 産業振興等関係会議参

加などの取組を推進し、 令和3年12月17日には災害に係る協力体制に関する協定を久留米市と締結しました。

　令和4年度は有馬家入城400年を記念したイベントの一つとして、 久留米市からの依頼で成田准教授が古地図や

小写真から久留米城復元の CG を作製し、 広く市民にも公開されました。
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̑��　Ҭࣾձݙߩ

ʢ�ʣެ։࠲ߨͷ։࠵
　令和4年度は、対面による公開講座を実施しました。 小学生を対象とした「こども科学教室」や社会人を対象とした「秋

季公開講座」 などを開講しました。 また社会人向けの専門性が高い AI 講座も開講しました。

No. 講座名 実施日 テーマ 参加数

1 タッチセンサを用いた障害物回避ロボットの作製 9組

2 色を塗ってオリジナルの飛行機を作ろう 4組

3 バルーンアーチをつくろう 2組

4 親子で学ぶプログラミング入門講座 9組

5 問題解決ツールとしての算数 3組

6 超音波センサーを用いた障害物回避ロボットの作製 8組

7
羽をパタパタ動かしながら、まるで鳥のように飛ぶパタパタ

飛行機を作ろう
11組

8 自分が好きな読書コーナーを作りましょう 1組

9 小学生からのプログラミング入門講座 3組

10 100円ショップにあるもので回るおもちゃを作ろう 4組

11 10月29日 建物はどう壊れるのか 6名

12 11月20日 現代に蘇る幻の久留米城（本学、久留米市、久留米高専共催） 60名

13 社会人公開講座 12月11日 ロボットマニピュレータの制御とAI画像認識による応用 5名

ちくご子ども

キャンパス

(親子で参加)

秋季公開講座

7月24日
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ʢ�ʣߍߴੜͷେֶतۀମݧͷࢧԉ
　高校生を対象として本学又は高校へ出向いて、 大学教育の一端を体験していただくことを目的とした体験学習を実

施しています。

�ʣҰେֶੜ

　高校生が大学教育を模擬体験 ： 随時開催、 2校51名参加

�ʣେֶ๚

　高校側の希望によって主要施設の見学と説明を実施 ： 随時開催、 4校213名が参加

�ʣग़લٛߨ　

　本学教員が高校へ出向き、 授業を実施 ： 随時開催、 1校35名が参加

�ʣߍߴੜϩέοτίϯςετେձ　

　高校生に手作りによるモデルロケットを開発 ・ 製作してもらい、 実際に打上げる ： 5校22名参加

　「コンソーシアム久留米」 では毎年小学生〜

高校生を対象とした体験講座を開催していま

す。 令和4年度は3年ぶりに対面で 「デジタルコ

ンテンツであそぼう」 のテーマで講座を担当しま

した。

�ʣՆٳΈͷখֶੜͷֶशࢧԉ

　「コンソーシアム久留米」 の 「小学生と大学生

のふれあい教室」 で、 夏休みの小学生の学習

支援を3日間実施し、 本学からは6名の学生が

参加しました。

�ʣཹٱถࢢͱொͷڭҭҕһձͱͷ࿈ܞ

●小中学校でのインターンシップ

　教育創造工学科の2年生が小中学校の実際の教育現場を体験することによって学校教育への理解を深め、 教職へ

のモチベーションを高めることを目的に実施しています。 教育実習と異なり、 先生をサポートしながら校務全般を体験

していています。

●放課後学習支援ボランティア （延べ49人参加）

　久留米市と広川町の小 ・ 中学生を対象に、 放課後授業の復習や宿題などの補充学習をサポートしています。

ʢ�ʣཧՊֶڭҭࢧԉ
�ʣʮ੨গͷͨΊͷαΠΤϯεϞʔϧ�JO�͘ΔΊʯͷ࠲ߨ୲
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�ʣཹٱถۀେֶ4,:�'FTUB�։࠵ʢ��݄��ʣ

　本学の航空宇宙の専門家が航空宇宙の最新の話題を小学生から市民まで

優しく解説し、 航空宇宙実験等の公開やフライトシュミレーター体験、 宇宙

飛行士トレーニング教室を開催しました。

ʢ�ʣڙࢠͷՊֶͷڵຯͷৢ
�ʣશࠃͰల։͢Δʮεέεέలʯʹྗڠ

　子供の科学への興味を育てるため、 様々な生物や物の中身を 『スケる （透る）』 を通じて紹介する特別展に本学の

梶山助教が 「ノリモノや様々な機械に用いられる機構」 を担当し、 本学所有の実験車 （フォーミュラカーと自動車部

品模型） の展示 ・ 解説をしました。 令和4年度は沖縄県立博物館 ・ 美術館 （7月〜9月） と北九州市科学館 （10月

〜1月） で開催しました。

ʢ�ʣୈ�ηΫλʔཹٱถࢢͱ࿈ͯ͠ܞத৺֗ࢢੑ׆Խ
ྗڠ　
�ʣ͘ΔΊޫͷࡇయʢ��݄ʙ�݄ʣʹྗڠ

　中心市街地をイルミネーションで飾る光の祭典で工藤研究室がイルミネー

ション＋ねこ！のオリジナルキャラクター 「いるみねーこ」 と戯れられる AR ア

プリケーションを開発し、 展示に協力しました。

�ʣ,*5�&910������։࠵ʢ�݄ʣ

　学生集団 「ASURA」 により、 中心市街地の六角堂広場で、 学生作品の

展示と市民へ無料のドリンクをふるまい、4日間で400人の来客がありました。
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ʢ�ʣҬͷஂମͷٻΊʹԠֶͯ͡ੜ͕ͷͮ͘ΓͰࢧԉ
　�ʣʮͷӺ�ʯϓϩδΣΫτ

　学生集団 ASURA、 久留米市、 DIY MAGAZINE が協

力し、田主丸地区の 「川の駅」 を改装し、地域のブランディ

ングプロジェクトを展開中。 地域住民と漆喰塗り体験を行

い、 計画全体の説明会を開催しました。 10月には、 久留

米市から招待受け、 プロジェクトの基本構想を 「未来創

造フォーラム」 で講演しました。

�ʣଂʑ·ͭΓग़ల

　鹿島市肥前浜宿の伝統的建造物群の活用を支援する

ために、 古民家を日本酒を楽しむことができる施設として

設え、 建物活用案の展示や、 各種フライヤー ・ ポスター

制作、 酒器 ・ 日本酒等のチョイス、 接客を行いました。

ʢ�ʣͦͷଞͷҬ׆ݙߩಈ
�ʣֶੜ൜ϘϥϯςΟΞʮྠಋʯ

　学生29名が登録している 「輪導」 は福岡県防犯協会上津地区の依頼に応じて毎月5日と25日には上津小学校区の

夜間パトロールを実施しています。 令和4年度は学生ボランティアサミットにも参加しました。
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̑��　ͷͮ͘Γηϯλʔͷ׆ಈ

ʢ�ʣͷͮ͘Γηϯλʔͱ
　ものづくりセンターは、 工作機械等を使った実験 ・ 実習 ・ 演習等の学内における技術教育を支援する施設として平

成21年7月末に完成し、 9月に開設しました。 専門技術職員が常駐し、 教員の研究に対する支援、 各種プロジェクト

におけるものづくり支援、 ものづくりに関する資格取得支援、 共同研究 ・ 受託研究 ・ 受託加工 ・ 技術指導といった産

学連携活動の支援、 講習会 ・ 公開講座における指導なども行っています。

ʢ�ʣͷͮ͘Γηϯλʔࢪઃઃඋ
　本センターは、 主に汎用工作機械を用いた金属加工、 手仕上げ、 溶接などを行う創造工房に加えて、 近年注目さ

れている3D プリンターやレーザーカッター等のデジタル加工を行う機器も設置しています。

◆ 3D スキャナ

テーブルに乗せた物体をスキャンして三次元の座標

データを取得するスキャナです。

最大スキャンエリア ： 250mm ×φ180mm

◆ 小型3D プリンター

材料押出 （FDM） 方式の3D プリンターです。

加工エリア （造形可能最大サイズ）

： 140mm ×140mm ×130mm(H)

出力可能な材質 ： ABS 樹脂、 PLA 樹脂

◆ 高精細3D プリンター

光造形方式の3D プリンターです。

加工エリア （造形可能最大サイズ）

： 297mm ×210mm ×200mm （A4用紙×200mm）

出力可能な材質 ： 紫外線硬化型透明樹脂

本年度新機種導入予定

◆ 炭素繊維複合型3D プリンター

従来の樹脂に炭素繊維を複合し、 より強度の高い造

形物を出力することができる3D プリンターです。 ナイ

ロン系の樹脂やカーボンファイバー、 ケブラー等の素

材を使用できます。

造形エリア ： 320mm ×132mm ×154mm
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◆ レーザーカッター

平面加工用のレーザーカッターです。

加工エリア ： 800mm ×450mm

加工可能な材質

： アクリル、 ポリカーボネート、 ゴム、 革、 木材等

◆ カッティングプロッタ

薄いシート状の物を入力されたデータ上の線をなぞる

ように切断する機械です。 ステッカーの作成や、 衣類

等の型紙作成、 ペーパークラフトに利用できます。

最大切断範囲 ： 603mm ×50mm

◆ 普通旋盤

金属の切削， ねじ切り， 穴あけ加工が可能です。

回転速度 ： 83～1800rpm （6段階）

往復台の振り ： 210mm、 センタ間距離 ： 550mm

◆ アーク溶接機

小型の交流アーク溶接機です。

出力電流範囲 ： 75～250A

◆ 汎用フライス盤

表面削り、段加工、溝加工等の様々な加工が可能です。

回転速度 ： 80～1800rpm （12段階）

テーブル作業面積 ： 1150mm ×310mm

その他、 ボール盤やグラインダー等の加工機器を用意しています。
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ʢ�ʣ׆ಈ༰
　本学は“学生一人ひとりが成長を実感できる”大学、“工学技術で地域に貢献する”大学、“新しい知と技術に向き合う”

大学といった３つのビジョンを掲げており、 本センターではより実践的なものづくり能力の習得を目指して、 様々な活動

を行っています。

�ʣڭҭࢧԉ

　機械システム工学科と交通機械工学科に所属する学生に対して旋盤やフライス盤といった汎用工作機械を用いた金

属材料の切削加工、 ガス溶接やアーク溶接といった金属材料の接合加工など、 現在のものづくりに必要不可欠な加

工技術の指導を行っています。 また、 交通機械工学科と情報ネットワーク工学科に所属する学生に対して、 次世代の

�ʣࢧڀݚԉ

　学部４年生が行う卒業研究、 大学院で行う修士研究、 学外の企

業などと行う共同研究や受託研究で用いる研究装置の試作、 実験

に供するサンプルの作製など、 本学の研究活動を間接的に支援し

ています。

�ʣΫϥϒ׆ಈֶੜϓϩδΣΫτࢧԉ

　硬式野球部が使用している防球ネットの製作や補修を行いました。

　フォーミュラプロジェクトに所属している学生に対して、 大会で使用する車両部品の製作指導や工作機械 ・ 溶接機器

等の取扱い指導を行っています。

　また、 ものづくりセンターとしても、

機械加工技術の習得や資格取得を

目的とする加工部門とロボット製作

技術の習得と大会参戦を目的とす

るロボコン部門から成るものづくりプ

ものづくり技術として注目されている3D プリンターを用いたア

ディティブマシニングに関する指導も行っています。
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ロジェクトを立ち上げ、 学生指導を行っています。 加工部門

ではより高度な技能資格の取得を目指してセンター旋盤や

溶接の技能講習を行っています。 さらに、 プロジェクト活動

で身につけた技能を生かし、 旋盤で金属コマを製作して全

日本製造業コマ対戦に参戦する、 本学でコマ対戦を開催す

るといった活動も行っています。

　一方、 ロボコン部門では NHK 学生ロボコンや ROBO-

ONE、マイコンカーラリーといった大会に出場する競技ロボッ

トや車両の機構設計や制御系電子回路設計指導、 プログ

ラミングの指導をしています。 特にマイコンカーラリーは、

2019年度ルネサスマイコンカーラリーの全国大会で総合優勝を果たしています。
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�ʣ֨ࢿऔಘࢧԉ

　センタースタッフが既設の機器を用いて学生に機械加工普通旋盤技能検定（2級・3級）、ティグ溶接基本級ＴＮ−Ｆや

アーク溶接特別教育などの技能講習

を行い、多数の合格者を輩出してい

ます。また、ものづくりセンターは機械

加工普通旋盤技能検定の試験会場

として、あるいは県内工業高校生の旋

盤検定練習場としても利用されていま

す。

�ʣொͱͷڞಉڀݚɿែϓϩδΣΫτ	ཹٱถែͷ৫ػʹؔ͢Δڀݚ։ൃ


τϯάճసࣗܕ動巻औΓஔの։ൃ

　久留米絣を次の世代へ繋ぐために澁谷秀雄教授を中心にモノづくりセンターで修理部品の製作や新しい技術による

試作品製作を行なっています。 2022年度はトング回転型自動巻取り装置の開発を行いました。

　久留米絣は通常の織物とは異なり、 糸の段階で染色を行い、 それを織ることにより模様を作る織物です。 そのため、

緯糸で模様を表現する絣では、 織った際に模様がずれないよう緯糸に一定間隔で付けられた耳とよばれる印をトング

の印と一致させて巻取る必要があります。 　

　現在、 「巻取り」 は熟練した職人が目視で糸とトングの印を確認し、 両者が一致するよう緯糸の張り具合を手動で調

整し、 一致すれば手動でトングを1回転させて巻き取るといったことを繰り返していますが、 この 「巻取り」 ができる職

人は限られている上、 緯糸で模様を表現する絣では 「巻取り」 が不可欠です。 この 「巻取り」 は職人への負担が非

常に大きいので、 本研究では職人の負担軽減を目的として、 自動巻取り機の開発を行うこととしました。

　綿織物である久留米絣の糸は張力により容易に伸び縮みします。 そのため、 緯糸とトングの印が一致するよう巻き取

るには緯糸に作用する張力を一定に保つ必要があります。 しかし、 長細い板状のトングを回転させると、 一定速度で

回転させたとしてもその回転角とともに緯糸の瞬間的な巻取り量、 すなわち巻取り速度は変化します。 そしてこれにより

緯糸に作用する張力も変動します。 そこで本研究では、 緯糸に作用する張力を一定に保つため、 緯糸の巻取り速度

が一定になるようトングの回転角によってトングの回転速度を変化させることとしました。

　実験に用いた自動巻取り装置は図1に示すとおり、 トングを回転させるステッピングモータの制御には CNC コントロー

ラを用い、 PC に G コードを入力してトングの回転速度を制御しました。 緯糸の巻取速度の測定には、 緯糸が巻かれ

図1　実験に用いた自動巻取り装置
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b） トングの回転速度を制御した場合

a） トングを一定速度で解散させた場合

図2　トングの回転角度と巻取速度の関係

たボビンにロータリーエンコーダを取り付け、 トングの回転により緯糸が巻かれたボビンが回転した際のロータリーエン

コーダの出力信号の波形をオシロスコープで確認しました。  

　実験結果は図2に示すとおり、 a） に示すトングを一定速度で回転させた場合と比較して、 b） に示すようにトングの回

転速度を制御した場合の方がトングの回転角度に対する巻取り速度の変化を大幅に抑制することはできたが、 完全に

一定とすることはできなかった。 これは、 トングの回転速度をトングの回転角度が10°毎と比較的粗く制御したことや実

験に用いた自動巻取り装置のガタが原因だと考えられます。
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➨㸯㸱᮲ ◊✲௦⾲⪅ࠊࡣᙜヱඹྠ◊✲ࡀࠊࡣࡁࡓࡋᏛ㛗ࡢࡑ᪨ࢆሗ࿌ࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋ

㸦▱ⓗ㈈⏘࠸ᢅྲྀࡢ㸧

➨㸯㸲᮲ ඹྠ◊✲ࡢᐇక࠸ฟࡓࢀࡉ▱ⓗ㈈⏘ࠊஂࡣ࠸ᢅྲྀࡢ ␃⡿ᕤᴗᏛ▱ⓗ㈈⏘ྲྀᢅつ⛬つᐃࡍ

ࠋࡿࡼࡵᐃࡢูࡃᇶ࡙༠㆟ࡢ➼Ẹ㛫ᶵ㛵ᮏᏛࠊࡢࡢࡶࡿ

㸦ᐇ⦼ሗ࿌᭩ࡢసᡂ㸧

➨㸯㸳᮲ ◊✲௦⾲⪅ࠊࡣᐇᮇ㛫୰ᚓࡓࢀࡽ◊✲ᡂᯝࠊ࡚࠸ࡘẸ㛫ᶵ㛵➼༠ຊࠊୖࡢᐇ⦼ሗ࿌᭩ࢆ

ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡵࡲࡾ
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ஂ␃⡿ᕤᴗᏛඹྠ◊✲つ⛬

㸦㊃᪨㸧

➨㸯᮲ Ẹ㛫ᶵ㛵ࠕᶵ㛵㸦௨ୗࡢẸ㛫➼እ㒊ࡿࡅ࠾㸧ࠋ࠺࠸ᮏᏛࠖࠕ⡿ᕤᴗᏛ㸦௨ୗ␃ஂࠊࡣ⛬つࡢࡇ

ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡵᐃ࡚࠸ࡘ㡯࡞ᚲせࡢࡑࠊᐇࡢ✲◊ඹྠࡢ㸧ࠋ࠺࠸ࠖ➼

㸦ᇶᮏ᪉㔪㸧

➨㸰᮲ ᮏᏛࠊࡣẸ㛫ᶵ㛵➼ࡢඹྠ◊✲ࡢ᥎㐍ᙜࠊࡣ࡚ࡗࡓᮏᏛࡢ࡚ࡋࢆ༑ศᑛ㔜ࠊࡘࡘࡋᮏᏛ

ᡂᯝ࡞ඛ㥑ⓗࡧⓗཬ⊃࡚ࡗ⾜ࢆỴᐃࡧཬุ᩿ࡿ࠶௵㈐ࡃᇶ࡙⥆ᡭ࡞㐺ṇࠊୗࡢయᛶࡧᛶཬ⮬ࡢ

ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡍດຊ࠺ࡼࡍฟࡳ⏕ࢆ

㸦ᐃ⩏㸧

➨㸱᮲ ࠋࡿࡼࢁࡇࡿࡵᐃᙜヱྛྕࠊࡣ⩏ពࡢㄒ⏝ࡿࡆᥖྕྛࡢḟࠊ࡚࠸࠾⛬つࡢࡇ

(1) ඹྠ◊✲ Ꮫ⾡◊✲ᚑࡿࡍᮏᏛࡢ⫋ဨࡀẸ㛫ᶵ㛵➼⪅✲◊ࡢඹ㏻ࡢㄢ㢟࡚࠸ࡘඹྠ࡚ࡋ⾜

ࠋ࠺࠸ࢆ✲◊࠺

(2) ◊✲ᢸᙜ⪅ ඹྠ◊✲ࢆᐇࡿࡍ⫋ဨࠋ࠺࠸ࢆ

(3) ◊✲௦⾲⪅ ◊✲ᢸᙜ⪅ࢆ௦⾲ࡿࡍ⫋ဨࠋ࠺࠸ࢆ

(4) ◊✲༠ຊ⪅ ඹྠ◊✲ࡢᐇ༠ຊࡿࡍ◊✲ᢸᙜ⪅௨እࡢᏛෆእࠋ࠺࠸ࢆ⪅ࡢ

(5) Ẹ㛫➼ඹྠ◊✲ဨ Ẹ㛫ᶵ㛵➼⌧ࠊ࡚࠸࠾◊✲ᴗົᚑࠊࡾ࠾࡚ࡋඹྠ◊✲ࡵࡓࡢᅾ⫋ࡲࡢ

ࠋ࠺࠸ࢆ⪅ࡿࢀࡉὴ㐵ᮏᏛࡲ

(6) 㒊ᒁ   Ꮫ㒊ࠊ⛉✲◊ࠊᇶᖿᩍ⫱ࠊ࣮ࢱࣥࢭᏛ⾡ሗࢸࣜࣅ࣭ࣔࢺ࢙ࣥࢪࣜࢸࣥࠊ࣮ࢱࣥࢭ◊✲

ᡤཬࡧ地域㐃ᦠࠋ࠺࠸ࢆ࣮ࢱࣥࢭ

㸦⏦ㄳ㸧

➨㸲᮲ ඹྠ◊✲ࢆ⏦ㄳࡿࡍ࠺ࡼࡋẸ㛫ᶵ㛵➼ࡢ㛗ࠊࡣ⏦ㄳ᭩ࢆᏛ㛗ᥦฟࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡍ

㸦ཷධࡢࢀỴᐃ㸧

➨㸳᮲ Ꮫ㛗ࠊࡣ๓᮲ࡢ⏦ㄳࡓࡗ࠶ࡀሙྜࠊࡣᙜヱඹྠ◊✲ࡢෆᐜࡀᮏᏛࡢᩍ⫱◊✲ᐤࡿࡍඃࡓࢀ◊✲

ᡂᯝࢆᮇᚅ࡛ࠊࡘࠊࡾ࠶࡛ࡢࡶࡿࡁᴗົ㐙⾜ୖᨭ㞀࠸࡞ࡀㄆࡁࡿࢀࡽࡵ㝈ࠊྲཱྀࡾ ⾜ࢆỴᐃࡢࢀධࡅ

ࠋࡿࡍࡢࡶ࠺

㸦ዎ⣙ࡢ⥾⤖㸧

➨㸴᮲ Ꮫ㛗ࠊࡣḟᥖࡿࡆ㡯࡚࠸ࡘẸ㛫ᶵ㛵➼ࡢ㛗ඹྠ◊✲㛵ࡿࡍዎ⣙㸦௨ୗࠕඹྠ◊✲ዎ⣙ࠖ

ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡍ⤖⥾ࢆ㸧ࠋ࠺࠸

(1) ◊✲㢟┠

(2) ┠ⓗཬࡧෆᐜ

(3) ◊✲⤌⧊

(4) ◊✲⤒㈝ཬࡢࡑࡧෆヂ

(5) ◊✲ᐇሙᡤ

(6) ◊✲ᮇ㛫

(7) ➨㸯㸮᮲➨㸰㡯ࠊ➨㸯㸯᮲ཬࡧ➨㸯㸲᮲ࡽ➨㸯㸴᮲࡛ࡲつᐃࡿࡍ㡯

㡯࡞ᚲせࡋ㛵➼ᐇࡢ✲◊ඹྠࡢࡑ (8)

㸦ዎ⣙➼ࡢ㑂Ᏺ㸧

➨㸵᮲ ◊✲ᢸᙜ⪅ࠊ◊✲༠ຊ⪅ཬࡢࡑࡧඹྠ◊✲ࡢᐇᦠࠊࡣ⪅ࡿࢃᙜヱඹྠ◊✲ಀࡿඹྠ◊✲ዎ⣙

ࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋ㑂Ᏺࢆ㸧ࠋ࠺࠸ࠖ➼⛬㛵ಀつࡧዎ⣙ཬࠕ㛵ಀつ⛬➼㸦௨ୗࡢᮏᏛࡢࡑ

㸰 Ꮫ㛗ࠊࡣ◊✲ᢸᙜ⪅ࡀዎ⣙ཬࡧ㛵ಀつ⛬➼ᚑ࡚ࡗ㐺ṇඹྠ◊✲ࢆᐇ࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋ╩┘࠺ࡼࡿࡍ

ࠋ࠸

㸦Ẹ㛫➼ඹྠ◊✲ဨ㸧

➨㸶᮲ Ẹ㛫ᶵ㛵➼ࡀᮏᏛẸ㛫➼ඹྠ◊✲ဨࡢὴ㐵ࢆᕼᮃࡿࡍሙྜཷࡢࡑࠊࡣධࡵࡓࡢᚲせ㈝⤒ࡿ࡞

ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡍᚩࢆᩱ✲◊ࡿࡵᐃูࠊ࡚ࡋ

㸰 Ẹ㛫➼ඹྠ◊✲ဨࠊࡣඹྠ◊✲ࢆᐇࡵࡓࡿࡍᚲせࡿ࠶ࡀሙྜࠊࡣᮏᏛࡢᴗົᨭ㞀࠸࡞ࡉࡓࡁࢆ⠊ᅖ

ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ⏝ࢆ➼ᩍ⫱◊✲タࡢᚓ࡚ᮏᏛࢆチྍࠊ࡛

㸦◊✲⤒㈝➼㸧

➨㸷᮲ ඹྠ◊✲ࡅཷࢆධࡿࢀ㒊ᒁࠊࡣඹྠ◊✲㐙⾜ࡢࡑࠊࡵࡓࡢタタഛࢆ⏝ࠊࡶࡿࡏࡉᙜヱ

タタഛࡢ⥔ᣢ⟶⌮ᚲせ࡞⤒ᖖ⤒㈝➼ࢆ㈇ᢸࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡍ

㸰 Ẹ㛫ᶵ㛵➼ࠊࡣඹྠ◊✲ࡢᐇせࡿࡍ⤒㈝㸦௨ୗࠋ࠺࠸ࠖ➼㈝⤒✲◊ࠕ㸧ࠊ࡚ࡋᙜヱ◊✲ࡢ㐙⾜

ᚲせࡿ࡞⤒㈝ཬࡧ◊✲ᢸᙜ⪅ࡢᮏ᮶ࡢᩍ⫱࣭◊✲ᴗົࡢ⿵➼せࡿࡍ⤒㈝┦ᙜ㢠㸦௨ୗࠕ┤᥋⤒㈝ࠖ

㈇ᢸࢆ㸧ࠋ࠺࠸ࠖ㈝⤒㛫᥋ࠕᙜ㢠㸦௨ୗ┦㈝⤒ࡿ࡞ᚲせ➼⥆ㅖᡭ࠺కᐇࡢ✲◊ᙜヱࡧ㸧୪ࠋ࠺࠸

ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡍ

㸱 ๓㡯ࡢつᐃಀࠊࡎࡽࢃඹྠ◊✲ࡢᐇᙜࡾࡓᚲせࠊࡣ㈝⤒✲◊ࡿ࡞Ẹ㛫ᶵ㛵➼ࡀ㈇ᢸࢆࡢࡶࡿࡍ㝖

ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡍ㈇ᢸࡀ㒊ᒁࡿࡍᐇࢆ✲◊ᙜヱඹྠࡁ

㸦ඹྠ◊✲ࡢ୰Ṇ➼㸧

➨㸯㸮᮲ ◊✲௦⾲⪅ࠊࡣᙜヱඹྠ◊✲ࢆ୰Ṇࠊࡋⱝࡣࡃࡋ◊✲ᮇ㛫ࢆᘏ㛗ࠊࡋཪࡢࡑ➼㈝⤒✲◊ࡣඹྠ◊

✲ዎ⣙ࡢෆᐜࢆኚ᭦ࡿࡍᚲせࡕ┤ࠊࡣࡁࡓࡌ⏕ࡀᏛ㛗ࡢࡑ᪨ࢆሗ࿌ࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋ

㸰 Ꮫ㛗ࠊࡣ๓㡯ࡢሗ࿌ࡓࡅཷࢆሙྜࠊ࡚࠸࠾ኳ⅏ࡢࡑ◊✲㐙⾜ୖࢆࡴࡸᚓ࠸࡞⏤ࠊࡣࡁࡿ࠶ࡀẸ㛫

ᶵ㛵➼ࡢࡽ⏦ㄳᇶ࡙ࠊࡁᙜヱඹྠ◊✲ࢆ୰Ṇࠊࡋⱝࡣࡃࡋ◊✲ᮇ㛫ࢆᘏ㛗ࠊࡋཪࡢࡑ➼㈝⤒✲◊ࡣඹ

ྠ◊✲ዎ⣙ࡢෆᐜࢆኚ᭦ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ

㸱 Ꮫ㛗ࠊࡣ๓㡯ࡢ㏻▱ࡓࡅཷࢆሙྜࠊࡣẸ㛫ᶵ㛵➼༠㆟ୖࡢඹྠ◊✲ࢆ୰Ṇࠊࡋⱝࡣࡃࡋ◊✲ᮇ㛫ࢆᘏ㛗

ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡵỴࡾྲྀࢆ㡯࡞ᚲせࡵࡓࡿࡍኚ᭦ࢆෆᐜࡢඹྠ◊✲ዎ⣙ࡢࡑ➼㈝⤒✲◊ࡣཪࠊࡋ

㸦タഛࡢᖐᒓ➼㸧

➨㸯㸯᮲ ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡍᖐᒓᮏᏛ࡚ࡋཎ๎ࠊࡣ➼タഛࡓࡋᚓྲྀࡾࡼ㈝⤒✲◊

㸰 Ꮫ㛗ࠊࡣᙜヱඹྠ◊✲ࡢ㐙⾜ୖᚲせࡿ࠶ࡀㄆࠊࡣࡁࡿࡵẸ㛫ᶵ㛵➼ࡢᡤ᭷ಀࡿタഛࢆ↓ൾ࡛ཷࡅධ

⏝㐠ࠊᤣࠊᦙධࡢタഛࡿࡅ࠾ሙྜࡢࡇࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ⏝ඹྠ࡛➼ᙜヱẸ㛫ᶵ㛵ࠊࢀ

ཬࡧ᧔ཤ➼せࠊࡣ㈝⤒ࡿࡍẸ㛫ᶵ㛵➼ࡀ㈇ᢸࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡍ

㸦㐍⾜≧ἣࡢሗ࿌➼㸧

➨㸯㸰᮲ ᮏᏛཬࡧẸ㛫ᶵ㛵➼ࠊࡣ◊✲ᮇ㛫୰ࠊᚲせᛂ࡚ࡌ㐍⾜≧ἣ࡚࠸ࡘ࠸ሗ࿌ࡾࡼࡇ࠺⾜ࢆ

㐍⾜≧ἣࢆᢕᥱࠊࡋ㐍⾜ࡢࡑ࡚࠸ࡘ༠㆟ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡍ

㸦ඹྠ◊✲ࡢ㸧

➨㸯㸱᮲ ◊✲௦⾲⪅ࠊࡣᙜヱඹྠ◊✲ࡀࠊࡣࡁࡓࡋᏛ㛗ࡢࡑ᪨ࢆሗ࿌ࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋ

㸦▱ⓗ㈈⏘࠸ᢅྲྀࡢ㸧

➨㸯㸲᮲ ඹྠ◊✲ࡢᐇక࠸ฟࡓࢀࡉ▱ⓗ㈈⏘ࠊஂࡣ࠸ᢅྲྀࡢ ␃⡿ᕤᴗᏛ▱ⓗ㈈⏘ྲྀᢅつ⛬つᐃࡍ

ࠋࡿࡼࡵᐃࡢูࡃᇶ࡙༠㆟ࡢ➼Ẹ㛫ᶵ㛵ᮏᏛࠊࡢࡢࡶࡿ

㸦ᐇ⦼ሗ࿌᭩ࡢసᡂ㸧

➨㸯㸳᮲ ◊✲௦⾲⪅ࠊࡣᐇᮇ㛫୰ᚓࡓࢀࡽ◊✲ᡂᯝࠊ࡚࠸ࡘẸ㛫ᶵ㛵➼༠ຊࠊୖࡢᐇ⦼ሗ࿌᭩ࢆ

ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡵࡲࡾ
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㸦◊✲ᡂᯝࡢබ⾲㸧

➨㸯㸴᮲ ᮏᏛࠊࡣཎ๎࡚ࡋඹྠ◊✲ࡿࡼ◊✲ᡂᯝࢆබ⾲ࠊࡋࡔࡓࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡍබ⾲ࡢᮇཬࡧ᪉ἲ

Ẹ㛫ᶵ㛵ᮏᏛࠊ࡚࠸࠾⠊ᅖ࠸࡞ࡽ࡞ࡆጉࡢ⏝ά⌮⟶ࡢ⏘ⓗ㈈▱ࡧᐦಖᣢཬ⛎ࡢᐦሗ⛎ࠊࡣ࡚࠸ࡘ

ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡵᐃୖࡢ༠㆟➼

㸦⤌⧊ᑐᛂᆺ㐃ᦠ◊✲㸧

➨㸯㸵᮲ ⤌⧊ᑐᛂᆺ㐃ᦠ◊✲ࡢࡇࠊࡣつ⛬ᐃࠊูࡢࡢࡶࡿࡵ ࡢࡶࡿࡍᐇࡾࡼ᪉㔪࠸ᢅྲྀࡿࡵᐃ

ࠋࡿࡍ

㸦ົ㸧

➨㸯㸶᮲ ඹྠ◊✲㛵ࡿࡍົࠊࡣ⥲ົㄢࡀฎ⌮ࠋࡿࡍ

㸦⣽๎㸧

➨㸯㸷᮲ ࠋࡿࡵ⣽๎࡛ᐃࠊࡣ㡯࡞ᚲせࡋ㛵✲◊ඹྠࠊࡢࡢࡶࡿࡵᐃ⛬つࡢࡇ

㝃๎

ࠋࡿࡍ⾜ࡽᖹᡂ㸱㸮ᖺ㸷᭶㸰㸶᪥ࠊࡣ⛬つࡢࡇ

  ஂ␃⡿ᕤᴗᏛඹྠ◊✲つ⛬㸦ᖹᡂ㸰㸴ᖺ㸯㸰᭶㸰㸲᪥⾜㸧ࡣᗫṆࠋࡿࡍ
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㸦◊✲ᡂᯝࡢබ⾲㸧

➨㸯㸴᮲ ᮏᏛࠊࡣཎ๎࡚ࡋඹྠ◊✲ࡿࡼ◊✲ᡂᯝࢆබ⾲ࠊࡋࡔࡓࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡍබ⾲ࡢᮇཬࡧ᪉ἲ

Ẹ㛫ᶵ㛵ᮏᏛࠊ࡚࠸࠾⠊ᅖ࠸࡞ࡽ࡞ࡆጉࡢ⏝ά⌮⟶ࡢ⏘ⓗ㈈▱ࡧᐦಖᣢཬ⛎ࡢᐦሗ⛎ࠊࡣ࡚࠸ࡘ

ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡵᐃୖࡢ༠㆟➼

㸦⤌⧊ᑐᛂᆺ㐃ᦠ◊✲㸧

➨㸯㸵᮲ ⤌⧊ᑐᛂᆺ㐃ᦠ◊✲ࡢࡇࠊࡣつ⛬ᐃࠊูࡢࡢࡶࡿࡵ ࡢࡶࡿࡍᐇࡾࡼ᪉㔪࠸ᢅྲྀࡿࡵᐃ

ࠋࡿࡍ

㸦ົ㸧

➨㸯㸶᮲ ඹྠ◊✲㛵ࡿࡍົࠊࡣ⥲ົㄢࡀฎ⌮ࠋࡿࡍ

㸦⣽๎㸧

➨㸯㸷᮲ ࠋࡿࡵ⣽๎࡛ᐃࠊࡣ㡯࡞ᚲせࡋ㛵✲◊ඹྠࠊࡢࡢࡶࡿࡵᐃ⛬つࡢࡇ

㝃๎

ࠋࡿࡍ⾜ࡽᖹᡂ㸱㸮ᖺ㸷᭶㸰㸶᪥ࠊࡣ⛬つࡢࡇ

  ஂ␃⡿ᕤᴗᏛඹྠ◊✲つ⛬㸦ᖹᡂ㸰㸴ᖺ㸯㸰᭶㸰㸲᪥⾜㸧ࡣᗫṆࠋࡿࡍ

様式第１号

  ᖺ  ᭶  ᪥

ஂ␃⡿ᕤᴗᏛ Ꮫ㛗 Ẋ

ఫ   ᡤ

 ♫ ྡ ➼

௦  ⾲   ⪅
                  ༳

ඹྠ◊✲⏦㎸᭩

ஂ␃⡿ᕤᴗᏛඹྠ◊✲つ⛬ࢆ㑂Ᏺࠊ࠼࠺ࡢୗグࡾ࠾ࡢඹྠ◊✲ࢆ⏦㎸ࠋࡍࡲࡳ

グ

㸯 ◊ ✲ 㢟 ┠       

㸰 ◊ ✲ ᮇ 㛫            ᖺ   ᭶   ᪥  㹼       ᖺ   ᭶   ᪥

㸱 ◊✲⤒㈝➼ྜィ㈇ᢸ㢠

㸦ᾘ㈝⛯ྵࡴ㸧

◊ ✲ ⤒ ㈝ 

㛫 ᥋ ⤒ ㈝ 

◊ ✲ ᩱ 

ྜ ィ 

㸲 ඹྠ◊✲ࡢ✀㢮
ڧ Ꮫ࠺⾜࡚࠸࠾ඹྠ◊✲

ڧ Ꮫཬࡧ♫➼࡚࠸࠾ศᢸ࠺⾜࡚ࡋඹྠ◊✲

㸳 ඹྠ◊✲ဨࡢ᭷↓

㸦ヱᙜۑ㸧
᭷

ᡤ  ᒓ ࣭ ⫋ ࣭ Ặ  ྡ

↓

㸴 Ꮫࡢ◊✲ᢸᙜ⪅ྡ

㸦ᡤᒓ࣭⫋࣭Ặྡ㸧

㸵 ᦙ ධ タ ഛ ྡ       

㸦ྡ⛠࣭つ᱁࣭ᩘ㔞㸧

㸶 ົ㐃⤡ඛ

㸦ᢸᙜ⪅ࡢᡤᒓ࣭⫋࣭Ặྡ࣭

ఫᡤ࣭㟁ヰ␒ྕ࣭E-mail➼㸧

㸷 ࡑ ࡢ 

㸰ィᖺᗘ௨ୖࢃ

◊ࡣሙྜࡢ✲◊ࡿࡓ

✲⤒㈝➼ྜィ㈇ᢸ㢠

⏬యィࡢ

  ᖺᗘ   ᖺᗘ   ᖺᗘ   ᖺᗘ   ᖺᗘ

   

༓

   

༓

   

༓

   

༓

   

༓
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ඹྠ◊✲ዎ⣙᭩

ஂ␃⡿ᕤᴗᏛ㸦௨ୗࠋ࠺࠸ࠖ⏥ࠕ㸧                       㸦௨ୗࠕஎࠖࠋ࠺࠸㸧

ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡍ⤖⥾ࢆඹྠ◊✲ዎ⣙࡚ࡗࡼ᮲ྛࡢḟࠊࡣ

㸦ᐃ⩏㸧

➨ 1᮲ ᮏዎ⣙᭩ࠊ࡚࠸࠾ḟᥖࡿࡆ⏝ㄒࡣḟࡢᐃ⩏ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡼ

(1) ᐃ☜࡚ࡋᐇ⦼ሗ࿌᭩୰࡛ᡂᯝࠊ࡛ࡢࡶࡓࢀࡽᚓࡁᇶ࡙ᮏዎ⣙ࠊࡣᡂᯝࠖ✲◊ࠕ

ᢏ⾡ⓗᡂᯝࡢ➼࢘ࣁ࢘ࣀࠊ≀ⴭసࠊពࠊ⪄ࠊⓎ᫂ࡿࡍ㛵ಀⓗ┠ࡢ✲◊ᮏࡓࢀࡉ

ࠋ࠺࠸ࢆ

ࠋ࠺࠸ࢆࡢࡶࡿࡆᥖḟࠊࡣⓗ㈈⏘ᶒࠖ▱ࠕ  (2)

 ≉チἲ㸦 34 ᖺἲᚊ➨ 121 ྕ㸧つᐃࡿࡍ≉チᶒࠊᐇ⏝᪂ἲ㸦 34 ᖺἲᚊ

➨ 123ྕ㸧つᐃࡿࡍᐇ⏝᪂ᶒࠊពἲ㸦 34ᖺἲᚊ➨ 125ྕ㸧つᐃࡿࡍព

ᶒၟࠊᶆἲ㸦 34ᖺἲᚊ➨ 127ྕ㸧つᐃၟࡿࡍᶆᶒ༙ࠊᑟయ㞟✚ᅇ㊰ࡢᅇ㊰㓄⨨

ἲᚊ㸦ࡿࡍ㛵 60ᖺἲᚊ➨ 43ྕ㸧つᐃࡿࡍᅇ㊰㓄⨨⏝ᶒࠊ✀ⱑἲ㸦ᖹᡂ 10

ᖺἲᚊ➨ 83ྕ㸧つᐃࡿࡍ⫱ᡂ⪅ᶒཬࡧእᅜୖࡿࡅ࠾グྛᶒ┦ᙜࡿࡍᶒ

ࣟ ≉チἲつᐃࡿࡍ≉チࡿࡅཷࢆᶒࠊᐇ⏝᪂ἲつᐃࡿࡍᐇ⏝᪂Ⓩ㘓ࡿࡅཷࢆ

ᶒࠊពἲつᐃࡿࡍពⓏ㘓ࡿࡅཷࢆᶒၟࠊᶆἲつᐃၟࡿࡍᶆⓏ㘓ࡿࡅཷࢆ

ᶒ༙ࠊᑟయ㞟✚ᅇ㊰ࡢᅇ㊰㓄⨨㛵ࡿࡍἲᚊ➨ 3 ᮲➨ 1 㡯つᐃࡿࡍᅇ㊰㓄⨨⏝

ᶒࡢタᐃࡢⓏ㘓ࡿࡅཷࢆᶒࠊ✀ⱑἲ➨ 3 ᮲つᐃࡿࡍရ✀Ⓩ㘓ࡿࡅཷࢆ地ཬࡧእ

ᅜୖࡿࡅ࠾グྛᶒ┦ᙜࡿࡍᶒ

ࣁ ⴭసᶒἲ㸦 45 ᖺἲᚊ➨ 48 ྕ㸧つᐃࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉࡿࡍⴭస≀ཬ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࡧ

グྛᶒୖࡿࡅ࠾እᅜࡧⴭసᶒ୪ࡢ㸧ࠋ࠺࠸ࠖ➼࣒ࣛࢢࣟࣉࠕⴭస≀㸦௨ୗࡢࢫ

┦ᙜࡿࡍᶒ

ࢽ ⛎༏࡞⬟ྍࡀࡇࡿࡍᢏ⾡ሗ࡛ࠊࡘࠊ࡚ࡗ࠶㈈⏘ⓗ౯್ࡢࡢࡶࡿ࠶ࡢ୰ࠊࡽ

⏥எཬࡧࡀ༠㆟≉ࠊୖࡢᣦᐃࡢࡶࡿࡍ㸦௨ୗࠋ࠺࠸ࠖ࢘ࣁ࢘ࣀࠕ㸧

㸰 ᮏዎ⣙ࠕ࡚࠸࠾Ⓨ᫂➼ࠖࠊࡣ≉チᶒࡢᑐ㇟ࡣ࡚࠸ࡘࡢࡶࡿ࡞Ⓨ᫂ࠊᐇ⏝᪂

ᶒࡢᑐ㇟ࡣ࡚࠸ࡘࡢࡶࡿ࡞⪃ࠊពᶒࠊᅇ㊰㓄⨨⏝ᶒཬࡢ➼࣒ࣛࢢࣟࣉࡧⴭస

⪅ᡂ⫱ࠊᶆၟࡣ࡚࠸ࡘࡢࡶࡿ࡞㇟ᑐࡢᶆᶒၟࠊసࡣ࡚࠸ࡘࡢࡶࡿ࡞㇟ᑐࡢ≀

ᶒࡢᑐ㇟ࡣ࡚࠸ࡘࡢࡶࡿ࡞⫱ᡂ୪ࡢ࢘ࣁ࢘ࣀࡧᑐ㇟ࡣ࡚࠸ࡘࡢࡶࡿ࡞ฟࢆ

ࠋ࠺࠸

㸱 ▱ⓗ㈈⏘ᶒࠕࡢᐇࠖࠊࡣ≉チἲ➨ 2 ᮲➨ 3 㡯ᐃࡿࡵ⾜Ⅽࠊᐇ⏝᪂ἲ➨ 2 ᮲➨      

3㡯ᐃࡿࡵ⾜Ⅽࠊពἲ➨ 2᮲➨ 3㡯ᐃࡿࡵ⾜Ⅽၟࠊ ᶆἲ➨ 2᮲➨ 3㡯ᐃࡿࡵ⾜Ⅽࠊ

༙ᑟయ㞟✚ᅇ㊰ࡢᅇ㊰㓄⨨㛵ࡿࡍἲᚊ➨ 2 ᮲➨ 3 㡯ᐃࡿࡵ⾜Ⅽࠊ✀ⱑἲ➨ 2 ᮲➨ 5

㡯ᐃࡿࡵ⾜Ⅽࠊⴭసᶒἲ➨ 2 ᮲➨ 1 㡯➨ 15 ྕཬྠࡧ㡯➨ 19 ࣀࡧⅭ୪⾜ࡿࡵᐃྕ

ࠋ࠺࠸ࢆ⏝ࡢ࢘ࣁ࢘

㸲 ࠋ࠺࠸ࢆࡢࡶࡿࡆᥖḟࠊࡣࠖ➼ᑓ⏝ᐇᶒࠕ

 ≉チἲつᐃࡿࡍᑓ⏝ᐇᶒࠊᐇ⏝᪂ἲつᐃࡿࡍᑓ⏝ᐇᶒࠊពἲつᐃࡍ

ᑓ⏝⏝ᶒࡿࡍつᐃᶆἲၟࠊᑓ⏝ᐇᶒࡿ

ࣟ ༙ᑟయ㞟✚ᅇ㊰ࡢᅇ㊰㓄⨨㛵ࡿࡍἲᚊつᐃࡿࡍᑓ⏝⏝ᶒ

ࣁ ✀ⱑἲつᐃࡿࡍᑓ⏝⏝ᶒ

ࢽ ➨ 1㡯➨ ᶒࡿࡍࢆᐇ༨ⓗ⊃࡚࠸ࡘࡢࡶࡿ࡞㇟ᑐࡢᶒࡿࡍつᐃ2ྕࣟ

࣍ ᶒࡿࡍࢆᐇ༨ⓗ⊃࡚࠸ࡘ≀ⴭసࡿಀⴭసᶒࡢ➼࣒ࣛࢢࣟࣉ

 ➨ 1㡯➨ ᶒࡿࡍࢆᐇ༨ⓗ⊃࡚࠸ࡘ࢘ࣁ࢘ࣀࡿಀᶒࡿࡍつᐃࢽ2ྕ
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㸦ඹྠ◊✲ࡢ㢟┠➼㸧

➨㸰᮲ ⏥ཬࡧஎࠊࡣ௨ୗࡢ◊✲㸦௨ୗࠕᮏ◊✲ࠖࠋ࠺࠸㸧ࢆᐇࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡍ

㸦1㸧 ◊✲㢟┠㸸

㸦2㸧 ◊✲┠ⓗཬࡧෆᐜ㸸

㸦3㸧 ◊✲ᮇ㛫㸸

  㸦4㸧  ◊✲せࡿࡍ⤒㈝     ⏥㸸               

                             எ㸸               

   (5)   ᥦ౪≀ရ㸸

   (6)   ◊✲ሙᡤ㸸

  㸦7㸧  ࡢࡑ  㸸

㸰  ⏥ཬࡧஎࡢ࡞ศᢸࠊࡣ௨ୗࡢࡑࠊࡋࡾ࠾ࡢヲ⣽ูࡣ࡚࠸ࡘ㏵༠㆟ࠊୖࡢỴᐃ

ࠋࡿࡍ

            ⏥ 㸸

            ◊✲㈐௵⪅㸸

            எ 㸸

            ◊✲㈐௵⪅㸸

㸱  ⏥ཬࡧஎࠊࡣ๓᮲ᐃࡿࡵ⮬ᕫࡢ◊✲ศᢸ୍ࡢ㒊ࡣࡃࡋࡶ㒊ࢆ┦ᡭ᪉ࡢ๓ࡢ᭩㠃

ᙜࡓࡋጤクࠊሙྜࡢࡇࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍጤク⪅୕➨ࠊࡾ㝈ሙྜࡓᚓࢆពྠࡿࡼ

⪅ࡣᙜヱጤクඛᑐࠊ࡚ࡋᮏዎ⣙つᐃࢆົ⩏ࡓࢀࡉㄢࠋࡿࡍࡇࡍ

㸲  ⏥ཬࡧஎࠊࡣᮏዎ⣙ᮇ㛫୰ࠊ┦ᡭ᪉ࡢ๓ࡢ᭩㠃ྠࡿࡼពࢆᚓࠊ࡚ࡋࡎᮏ◊✲ྠ

୍┠ⓗ⪅୕➨ࢆ✲◊ࡢඹྠཷࡽ⪅୕➨ࠊࡓࡲࠊࡎࢃ⾜࡚ࡋクࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡣ࡚ࡋ

㸦ᐇ⦼ሗ࿌᭩ࡢసᡂ㸧

➨㸱᮲ ⏥ཬࡧஎࠊࡣ࠸༠ຊࠊ࡚ࡋᮏ◊✲ࡢᐇᮇ㛫୰ᚓࡓࢀࡽ◊✲ᡂᯝࡢ࡚࠸ࡘ

ሗ࿌᭩ࠊࢆᮏ◊✲ࡢ⩣᪥ࡽ 30᪥௨ෆࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡵࡲࡾ

㸦ࡢ࢘ࣁ࢘ࣀᣦᐃ㸧

➨㸲᮲ ⏥ཬࡧஎࠊࡣ༠㆟ࠊୖࡢሗ࿌᭩グ㍕ࡓࢀࡉ◊✲ᡂᯝ࢘ࣁ࢘ࣀࠊࡕ࠺ࡢヱᙜࡿࡍ

ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡍᣦᐃࡸ㏿ࠊ࡚࠸ࡘࡢࡶ

㸰 ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡍ♧᫂ࢆᮇ㛫ࡁࡍ༏⛎ࠊࡣ࡚ࡗࡓᙜᣦᐃࡢ࢘ࣁ࢘ࣀ

㸱 ๓㡯ࡢ⛎༏ࡁࡍᮇ㛫ࠊࡣ⏥எ༠㆟ࠊୖࡢỴᐃࠊࡋࡢࡶࡿࡍཎ๎ࠊ࡚ࡋᮏ◊✲

ࡢ⩣᪥ࡽ㉳⟬ࡋ 3 ᖺ㛫ࠊࡋࡔࡓࠋࡿࡍᣦᐃᚋ࡚࠸࠾ᚲせࠊࡣࡁࡿ࠶ࡀ⏥எ༠

㆟ࠊୖࡢ⛎༏ࡁࡍᮇ㛫ࢆᘏ㛗ࠊࡋཪࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ⦰▷ࡣ

㸦◊✲⤒㈝ࡢ㈇ᢸ㸧

➨㸳᮲ ⏥ཬࡧஎࡢ㈝⤒✲◊ࠊࡣ㈇ᢸูࢆ㏵ྲྀࡾỴࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡵ

㸦◊✲⤒㈝ࡢ⣡㸧

➨㸴᮲ எࠊࡣᮏ◊✲せࡿࡍ⤒㈝㸦௨ୗࠋ࠺࠸ࠖ㈝⤒✲◊ࠕ㸧ࢆᮏዎ⣙⥾⤖᪥ࡢ⩣᪥

࡚ࡋ⟭㉳ࡽ 30᪥௨ෆࡢ⏥ࠊᣦᐃࡿࡍ㖟⾜ཱྀᗙ㎸ࠋࡿࡍࡢࡶࡴ㎸ᡭᩘᩱࡣஎࡢ

㈇ᢸࠋࡿࡍ

㸰  எࡣᮏ᮲➨ 1 㡯ࡢ⣡ᮇ㝈ࢆ㈝⤒✲◊࡛ࡲ⣡ධ࠸࡞ࡋࠊࡣ⣡ᮇ᪥ࡢ⩣᪥ࡽ⣡
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ᖺᮍ⣡㢠ࡢࡑࠊࡌᛂ᪥ᩘࡢ࡛ࡲ᪥ࡢ 5㸣ࡢྜ࡛ィ⟬ࡓࡋᘏ㔠ࢆ⣡࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋ

ࠋ࠸࡞ࡽ

㸦⤒⌮㸧

➨㸵᮲ ๓᮲ࠊࡋࡔࡓࠋ࠺⾜ࡀ⏥ࡣ⌮⤒ࡢ㈝⤒✲◊ࡢஎࡢࡇࡣዎ⣙㛵ࡿࡍ⤒⌮᭩㢮ࡢ㜀ぴ

࡞ࡌᛂࢀࡇࠊሙྜࡓࡗ࠶ࡀฟࡋ⏦ࡢ㜀ぴࡢࡽஎࡣ⏥ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿฟࡋ⏦⏥ࢆ

ࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ

㸦◊✲⤒㈝ྲྀࡾࡼᚓࡓࡋタഛ➼ࡢᖐᒓ㸧

➨㸶᮲  ◊✲⤒㈝ྲྀࡾࡼᚓࡓࡋタഛ➼⏥ࠊࡣᖐᒓࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡍ

㸦タ࣭タഛࡢᥦ౪➼㸧

➨㸷᮲ ධࡅᚓ࡚↓ൾ࡛ཷࢆពྠࡢஎࢆタഛࡿࡍᡤ᭷ࡀஎࠊࡵࡓࡿࡍ౪⏝ࡢ✲◊ᮏࠊࡣ⏥

ࡑࠊ࡚࠸ࡘタഛࡓࢀධࡅཷࡽஎࠊࡣ⏥ࠊ࠾࡞ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡍ⏝எඹྠ࡛⏥ࠊࢀ

ࡶࢆົ⩏ὀពࡢ⪅⌮⟶ࡿ࡞ၿⰋ࡛ࡲࡿࢀࡉ㛤ጞࡀసᴗࡿಀ㏉㑏ࡽࡢᤣࡢ

ࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡽࡓ࠶⟶ಖࡢࡑ࡚ࡗ

㸰  ๓㡯つᐃࡿࡍタഛࡢᦙධཬࡧᤣࡅཬࢫࣥࢼࢸ࣓ࣥࡧせࠊࡣ㈝⤒ࡿࡍஎࡢ㈇ᢸ

ࠋࡿࡍ

㸦◊✲ࡢ୰Ṇཪࡣᮇ㛫ࡢᘏ㛗㸧

➨㸯㸮᮲ ኳ⅏ࡢࡑ◊✲㐙⾜ୖࢆࡴࡸᚓ࠸࡞⏤ࠊࡣࡁࡿ࠶ࡀ⏥எ༠㆟ࠊୖࡢᮏ◊✲ࢆ

୰Ṇࠊࡋཪࡣ◊✲ᮇ㛫ࢆ▷⦰ⱝࡣࡃࡋᘏ㛗ࡢࡇࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍሙྜࠊ࡚࠸࠾⏥ཪ

ࠋࡿࡍࡢࡶ࠸࡞ࢃ㈇ࢆ㈐ࡢࡑࡣஎࡣ

㸦◊✲ࡢཪࡣ୰Ṇ➼క࠸ᢅྲྀࡢ➼㈝⤒✲◊࠺㸧

➨㸯㸯᮲ ᮏ◊✲ࢆཪࡣ୰Ṇࡓࡋሙྜࠊ࡚࠸࠾➨ 6 ᮲ࡢつᐃࡾࡼ⣡ࡓࢀࡉ◊✲⤒

எࡣ⏥ࠋࡿࡁㄳồ࡛ࢆ㏉㑏ࡢ㢠ࡓࡗ࡞⏝⏥ࡣஎࠊࡣሙྜࡓࡌ⏕ࡀ⏝㢠ࡢ㈝

ࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡌᛂࢀࡇࠊሙྜࡓࡗ࠶ࡀ㏉㑏ㄳồࡽ

㸰 ሙࡓࡋ⏕Ⓨࡀࢀᜍࡿࡌ⏕ࢆ㊊㈝⤒✲◊ࡓࢀࡉ⣡ࠊࡾࡼᘏ㛗ࡢᮇ㛫✲◊ࠊࡣ⏥

༠㆟⏥ࡣஎࠊ࡚࠸࠾ሙྜࡢࡇࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡍ▱㏻ࡾࡼ᭩㠃எࡕ┤ࠊࡣྜ

ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡍỴᐃࢆ࠺ࡿࡍ㈇ᢸࢆ㈝⤒✲◊ࡿࡍ㊊ࠊୖࡢ

㸱 ཷࡽஎࡾࡼつᐃࡢ㸷᮲➨㸰㡯➨ࠊࡣࡁࡓࡋ୰Ṇࡣཪࠊࡋࢆ✲◊ᮏࠊࡣ⏥

ሙࡢࡇࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡍ㏉㑏எࠊែ࡛≦ࡢⅬࡢ୰Ṇࡣཪࡢ✲◊ࢆタഛࡓࢀධࡅ

ࠋࡿࡍ㈇ᢸࡢஎࠊࡣ㈝⤒ࡿࡍせᦙฟࡧ᧔ཤཬࠊ࡚࠸࠾ྜ

㸦▱ⓗ㈈⏘ᶒࡢᖐᒓ➼㸧

➨㸯㸰᮲ ඹྠ◊✲ࡢ⤖ᯝ⏕ࡓࡌ▱ⓗ㈈⏘ᶒࠊ⏥ࡣஎ༠㆟ࡢࡑࠊࡋᖐᒓࠊᣢศẚ⋡➼ࢆỴᐃ

ࠋࡿࡍ

㸦≉チᩱ➼㸧

➨㸯㸱᮲ ⏥ཬࡧஎࠊࡣඹ᭷ಀࡿ▱ⓗ㈈⏘ᶒ㛵ࡿࡍฟ㢪㈝ࠊ≉チᩱ➼ࡢ㈇ᢸࠊࡣ࡚࠸ࡘ

⏥எ༠㆟ࢆࢀࡇࡋᐃูࠊࡵ㏵ඹྠฟ㢪ዎ⣙ࠋࡿࡍ⤖⥾ࢆ

㸦ᣢศࡢㆡΏ➼㸧

➨㸯㸲᮲ ⓗ▱ࡓࢀࡉᖐᒓ⏥ࡾࡼ༠㆟ࡢ๓᮲࡚ࡗ࠶࡛➼Ⓨ᫂ࡓࡌ⏕ᯝ⤖ࡢ✲◊ᮏࠊࡣ⏥

㈈⏘ᶒཪࡣඹ᭷ࡓࡗ࡞▱ⓗ㈈⏘ᶒࡢᣢศࢆஎ㸦ཪࡣ⏥ཬࡧஎࡀ༠㆟ୖࡢᣦᐃࡓࡋ⪅㸧
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ࡼᐇチㅙዎ⣙ࡣㆡΏዎ⣙ཪࡿࡵᐃูࠊࡋࡢࡶࡿࡁ࡛ࡀᐇチㅙࡣㆡΏཪࡾ㝈

ࠋࡿࡍࡢࡶ࠺⾜ࢆࢀࡇࠊࡾ

㸰 ➨㸯㸰᮲グ㍕ࡢ༠㆟ࠊࡾࡼ▱ⓗ㈈⏘ᶒࡀஎ༢⊂ᖐᒓࡓࡋሙྜࡢ⏥ࡣ⏥ࠊಀ

ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍൾ࡛ᐇ↓ࡾ㝈ⓗ┠✲◊ࠊ࡚࠸࠾タࡿ

㸦ᐇᩱ㸧

➨㸯㸳᮲ ࡿࡍ࠺ࡼࡋᐇࡀஎࢆⓗ㈈⏘ᶒ▱ࡓࡗ࡞ඹ᭷ࡢஎࡧཬ⏥ࡣཪࠊ༢⊂ᡤ᭷ࡢ⏥

ࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࢃᨭᡶ⏥ࢆᐇᩱࡿࡵᐇዎ⣙࡛ᐃูࠊࡣࡁ

㸰 ⏥ཬࡧஎࡢඹ᭷ಀࡿ▱ⓗ㈈⏘ᶒ⪅୕➨ࢆᐇࡓࡏࡉሙྜࡢᐇᩱࠊࡣᙜヱ▱ⓗ㈈

⏘ᶒಀࡿ⏥ཬࡧஎࡢᣢศᛂࢀࡒࢀࡑࠊ࡚ࡌ㓄ศࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡍ

㸦ሗࡢ㛤♧㸧

➨㸯㸴᮲ எࠊࡣᮏ◊✲㛵࡚ࡋஎࡢ᭷ࡿࡍሗ࣭▱㆑➼ࡢ⏥ࢆᮏ◊✲㐙⾜ᚲせ࡞⠊ᅖ

ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡍ♧㛤⏥࡚࠸࠾

㸦⛎ᐦࡢಖᣢ㸧

➨㸯㸵᮲  ⏥ཬࡧஎࠊࡣᮏ◊✲ࡢᐇᙜࠊࡾࡓ┦ᡭ᪉ࡾࡼ㛤♧ࡅཷࢆཪࡾ▱ࡣᚓࡓᢏ⾡ୖ

ཬࡧႠᴗୖ୍ࡢษࡢሗࠊ࡚࠸ࡘ➨㸰᮲ࡢ◊✲㈐௵⪅௨እ㛤♧࣭₃ὤ࡞ࡽ࡞ࡣ࡚ࡋ

✲◊ᙜヱࠊ࡚࠸ࡘᐦ⛎ࡿࡍ㛵ሗࡓࡅཷࢆ♧㛤ࡾࡼᡭ᪉┦ࠊࡣஎࡧཬ⏥ࠊࡓࡲࠋ࠸

㈐௵⪅ࡢࡑࡀᡤᒓࢆ㞳ࡓࢀᚋࡵྵࡶಖᣢࠊࢆົ⩏ࡿࡍᙜヱ◊✲㈐௵⪅ᑐࡋ㈇ࡶࡿࡏࢃ

ࠋ࠸࡞ࡣ࡛ࡾ㝈ࡢࡇࠊࡣ࡚࠸ࡘሗࡿࡍヱᙜࢀࡎ࠸ࡢḟࠊࡋࡔࡓࠋࡿࡍࡢ

  㸦㸯㸧 㛤♧ࡅཷࢆཪࡣ▱ᚓࡓࡋ㝿ࠊ᪤⮬ᕫࡀಖ᭷ࢆࡇࡓ࠸࡚ࡋド࡛᫂ࡿࡁሗ

㸦㸰㸧 㛤♧ࡅཷࢆཪࡣ▱ᚓࡓࡋ㝿ࠊ᪤බ▱ࡿ࠸࡚ࡗ࡞ሗ

㸦㸱㸧 㛤♧ࡅཷࢆཪࡣ▱ᚓࡓࡋᚋࠊ⮬ᕫࡢ㈐ࡎࡽࡼࡵබ▱ࡓࡗ࡞ሗ

㸦㸲㸧 ṇᙜ࡞ᶒ㝈ࢆ᭷ࡽ⪅୕➨ࡿࡍ㐺ἲྲྀᚓࢆࡇࡓࡋド࡛᫂ࡿࡁෆᐜ

㸦㸳㸧 ┦ᡭ᪉ࡽ㛤♧ࡓࢀࡉሗ⮬⊃ࡃ࡞ࡇࡿࡼ㛤Ⓨ࣭ྲྀᚓࢆࡇࡓ࠸࡚ࡋド᫂

ሗࡿࡁ࡛

㸦㸴㸧 ᭩㠃ࡾࡼ๓┦ᡭ᪉ྠࡢពࢆᚓࡢࡶࡓ

㸰 ᮏ◊✲௨ࢆሗࡢษ୍ࡢႠᴗୖࡧᢏ⾡ୖཬࡓᚓࡾ▱ࡣཪࡅཷࢆ♧㛤ࡾࡼᡭ᪉┦ࠊࡣ⏥

እࡢ┠ⓗ⏝ࠊࡋࡔࡓࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡣ࡚ࡋ᭩㠃ࡾࡼ๓┦ᡭ᪉ྠࡢពࢆᚓࡓሙྜࡣ

ࠋ࠸࡞ࡣ࡛ࡾ㝈ࡢࡇ

㸱 ๓㸰㡯ࡢ᭷ຠᮇ㛫ࠊࡣ➨㸰᮲ࡢᮏ◊✲㛤ጞࡢ᪥ࡽ◊✲ᚋཪࡣ◊✲୰Ṇᚋ 3 ᖺ㛫

ࡢࡶࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ⦰▷ࡣཪࠊࡋᘏ㛗ࢆᮇ㛫ࡢࡇࠊୖࡢஎ༠㆟⏥ࠊࡋࡔࡓࠋࡿࡍ

ࠋࡿࡍ

㸦◊✲ᡂᯝࡢබ⾲㸧

➨㸯㸶᮲ ⏥ཬࡧஎࠊࡣᮏ◊✲㸦◊✲ᮇ㛫ࡀ」ᩘᖺᗘࡿࡓࢃሙྜྛࡣᖺᗘᮎ㸧ࡢ⩣᪥

ࢃᖺᗘᩘ「ࡀᡂᯝ㸦◊✲ᮇ㛫✲◊ࡓࢀࡽᚓ࡚ࡗࡼ✲◊ᮏࠊ㸯㸰ࣨ᭶௨㝆ࡋ⟭㉳ࡽ

⩏ࡢᐦಖᣢ⛎ࡿࡍ㸯㸵᮲࡛つᐃ➨ࠊ࡚࠸ࡘᡂᯝ㸧✲◊ࡓࢀࡽᚓᙜヱᖺᗘࡣሙྜࡿࡓ

➼⾲බࡢᡂᯝ✲◊ࠕ㸦௨ୗࡇࡿࡍබ㛤ࡣࡃࡋⓎ⾲ⱝࠊ♧㛤࡛ୖࡓࡋ㑂Ᏺࢆົ 㸧ࠋ࠺࠸ࠖ

┦ࠊ࠼ࡲ㋃ࢆⓗ♫ࡢᏛ࠺࠸➼⾲බࡢᡂᯝ✲◊ࠊࡋࡔࡓࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡁ࡛ࡀ

ᡭ᪉ྠࡢពࢆᚓࡓሙྜࠊࡣබ⾲ࡢᮇࢆ᪩࡞࠸ࠊ࠾࡞ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡵ

ࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡣ࡚ࡋ♧㛤ࢆ࢘ࣁ࢘ࣀࠊࡃ࡞ពྠࡢᡭ᪉┦ࠊࡶ࡚ࡗ࠶ሙྜ࡛ࡿ

㸰 ๓㡯ࡢሙྜࠊ⏥ཪࡣஎ㸦௨ୗࠕබ⾲ᕼᮃᙜ⪅ࠖࠋ࠺࠸㸧ࠊࡣ◊✲ᡂᯝࡢබ⾲➼ࢆ⾜

ࡲࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋ▱㏻ᡭ᪉┦࡚᭩㠃ࢆෆᐜࡢࡑ࡛ࡲ㸴㸮᪥๓ࡢ᪥ࡿࡍ࠺࠾

ࡽᯝᚓ⤖ࡢ✲◊ᮏࡀෆᐜࡢࡑࠊ࡛ୖࡓᚓࢆゎࡿࡼ᭩㠃ࡢ๓ࠊࡣ⪅බ⾲ᕼᮃᙜࠊࡓ

ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ♧᫂ࢆࡇࡿ࠶࡛ࡢࡶࡓࢀ
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㸱 ㏻▱ࡓࡅཷࢆ┦ᡭ᪉ࠊࡣ๓㡯ࡢ㏻▱ࡢෆᐜࠊ◊✲ᡂᯝࡢබ⾲➼ࡀᑗ᮶ᮇᚅࡿࢀࡉ┈

ࡃࡋⓎ⾲ⱝࠊ♧㛤ᙜヱ㏻▱ཷ⌮ᚋ㸱㸮᪥௨ෆࡣࡁࡿࢀࡉุ᩿ࡿ࠶ࡀࢀᜍࡿࡍᐖࢆ

බ⾲ᕼᮃᙜࠊࡋࡢࡶࡿࡍ▱㏻⪅බ⾲ᕼᮃᙜ࡚᭩㠃ࢆಟṇࡢᢏ⾡ሗࡿࢀࡉබ㛤ࡣ

⪅ࠊࡣ┦ᡭ᪉༑ศ࡞༠㆟ࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡣ࡚ࡃ࡞ࡋࢆබ⾲ᕼᮃᙜ⪅ࠊࡣ◊✲ᡂᯝࡢබ⾲

ᡭ᪉┦ࠊࡣ࡚࠸ࡘ㒊ศࡿࢀࡉุ᩿ࡿ࠶ࡀࢀᜍࡿࡍᐖࢆ┈ࡿࢀࡉᑗ᮶ᮇᚅࡾࡼ➼

ᣄࢆពྠࡿࠊࡃ࡞⏤⌮࡞ṇᙜࠊࡣᡭ᪉┦ࠊࡋࡔࡓࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡣ࡚ࡋ⾲බࠊࡃ࡞ពྠࡢ

ࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡣ࡛ࢇ

ణࠊࡋ㏻▱ࡓࡅཷࢆ┦ᡭ᪉ࠊࡀᮏ㡯グ㍕ࡢᮇ᪥࡛ࡲ㏻▱ࡓࡗ࡞ࡋሙྜࠊࡣ◊✲ᡂᯝ

ࠋࡿࡍࡢࡶࡓࢀࡉゎࡣ➼⾲බࡢ

㸲 ➨㸰㡯ࡢ㏻▱࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋᮇ㛫ࠊࡣᮏ◊✲ᚋࡢ⩣᪥ࡽ㉳⟬࡚ࡋ㸰ᖺ㛫ࡍ

ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ⦰▷ࡣཪࠊࡋᘏ㛗ࢆᮇ㛫ࡢࡇࠊୖࡢஎ༠㆟⏥ࠊࡋࡔࡓࠋࡿ

㸦◊✲༠ຊ⪅ࡢཧຍཬࡧ༠ຊ㸧

➨㸯㸷᮲ ⏥எࠊࡀࢀࡎ࠸ࡢඹྠ◊✲㐙⾜ୖࠊ◊✲㈐௵⪅௨እࡢ⪅ࡢཧຍࡋ࠸࡞༠ຊࢆᚓ

⪅༠ຊ✲◊ࢆ⪅ࡢᙜヱ◊✲⪅௨እࠊ࡛ୖࡓᚓࢆពྠࡢᡭ᪉┦ࠊሙྜࡓࡵㄆᚲせࡀࡇࡿ

ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡏࡉཧຍ✲◊ᮏ࡚ࡋ

㸰 ◊✲㈐௵⪅௨እࡀ⪅ࡢ◊✲༠ຊ⪅ࡿ࡞ᙜࠊࡣ࡚ࡗࡓᙜヱ◊✲㈐௵⪅௨እࢆ⪅ࡢ◊✲

༠ຊ⪅ຍ࠺ࡼࡿ࠼┦ᡭ᪉ྠពࢆồࡓࡵ⏥ཪࡣஎ㸦௨ୗࠕᙜヱᙜ⪅ࠖࠋ࠺࠸㸧ࠊࡣ

◊✲༠ຊ⪅⪅ࡿ࡞ᮏዎ⣙ෆᐜࢆ㑂Ᏺࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡏࡉ

㸱 ᙜヱᙜ⪅ࠊࡣ◊✲༠ຊ⪅⪅ࡿ࡞ᮏዎ⣙ෆᐜࢆ㑂Ᏺ࠺ࡼࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡏࡉཬࡧ◊

✲༠ຊ⪅ࡀ┦ᡭ᪉ᦆᐖࢆࡓ࠼ሙྜࠊࡣᙜヱ◊✲༠ຊ⪅ࡢࡑᦆᐖࡢ㈺ൾࢆㄳồࡿࡍ

ࠋࡿࡍࡢࡶࡃ࠾࡚ࡵᐃูࢆ࠸ᢅྲྀࡢࡑࠊ࠺ࡼࡿࡁ࡛ࡀࡇ

㸲 ◊✲༠ຊ⪅ࡀᮏ◊✲ࡢ⤖ᯝࠊⓎ᫂➼ࡓࡗ⾜ࢆሙྜࠊࡣ➨ 14᮲ࡢつᐃࡍࡢࡶࡿࡍ⏝‽ࢆ

ࠋࡿ

㸦ሗ㸧

➨㸰㸮᮲ ⏥ཬࡧஎࠊࡣᮏ◊✲ࡢᐇᚲせ࡞ሗࠊ㈨ᩱࢆ┦↓ൾ࡛ᥦ౪ཪࡣ㛤♧ࡿࡍ

ࡢࡶࡿ࠸࡚ࡗ㈇ࢆົ⩏ᐦಖᣢ⛎ࡾࡼዎ⣙ࡢ⪅ࡢஎ௨እࡧཬ⏥ࠊࡋࡔࡓࠋࡿࡍࡢࡶ

ࠋ࠸࡞ࡣ࡛ࡾ㝈ࡢࡇࠊࡣ࡚࠸ࡘ

㸰 ᥦ౪ࡓࢀࡉ㈨ᩱࠊࡣᮏ◊✲ᚋཪࡣᮏ◊✲୰Ṇᚋ┦ᡭ᪉㏉㑏ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡍ

㸦ዎ⣙ࡢゎ㝖㸧

➨㸰㸯᮲ ➨ࡀஎࠊࡣ⏥ 5 ᮲➨㸯㡯つᐃࢆ㈝⤒✲◊ࡿࡍᡤᐃࡢᨭᡶᮇ㝈࡛ࡲᨭᡶ࠸࡞ࢃ

ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍゎ㝖ࢆᮏዎ⣙ࠊࡣࡁ

㸰 ⏥ཬࡧஎࠊࡣḟࢀࡎ࠸ࡢྕྛࡢヱᙜࠊࡋദ࿌ᚋ 30᪥௨ෆṇࡣࡁ࠸࡞ࢀࡉᮏዎ

⣙ࢆゎ㝖ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ

(1) ┦ᡭ᪉ࡀᮏዎ⣙ࡢᒚ⾜㛵ࠊࡋṇཪࡣᙜࡢ⾜Ⅽࡁࡓࡋࢆ

(2) ┦ᡭ᪉ࡀᮏዎ⣙㐪ࡁࡓࡋ

㸦ᦆᐖ㈺ൾ㸧

➨㸰㸰᮲ ⏥ཪࡣஎࠊࡣ๓᮲ᥖࡿࡆ⏤ཬࠊ⏥ࡧஎࠊ◊✲㈐௵⪅ཪࡣ◊✲༠ຊ⪅ࡀᨾពཪ

࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋ㈺ൾࢆᦆᐖࡢࡑࠊࡣࡁࡓ࠼ࢆᦆᐖᡭ᪉┦࡚ࡗࡼ㐣ኻ࡞㔜ࡣ

ࠋ࠸

㸦ዎ⣙ࡢ᭷ຠᮇ㛫㸧

➨㸰㸱᮲ ᮏዎ⣙ࡢ᭷ຠᮇ㛫ࠊࡣ➨㸰᮲ᐃࡿࡵᮇ㛫ࠋࡿࡍ

㸰 ᮏዎ⣙ࡢኻຠᚋࠊࡶ➨㸲᮲ࠊ➨㸯㸰᮲ࡽ➨㸯㸶᮲ࠊ➨㸰㸰᮲ཬࡧ➨㸰㸳᮲ࡢつᐃࠊࡣ

ᙜヱ᮲㡯ᐃࡿࡵᮇ㛫ཪࡣᑐ㇟㡯ࡀ࡚ᾘ⁛࡛ࡲࡿࡍ᭷ຠᏑ⥆ࠋࡿࡍ

㸦༠㆟㸧

➨㸰㸲᮲ எ༠㆟⏥ࠊࡣࡁࡿ࠶ࡀᚲせࡿࡵᐃࢆࢀࡇࠊ࡚࠸ࡘ㡯࠸࡞ࡢࡵᐃዎ⣙ࡢࡇ

ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡵᐃࠊୖࡢ

㸦ุ⟶㎄㸧

➨㸰㸳᮲ ᮏዎ⣙㛵ࡿࡍッࢆ⏥ࠊࡣᡤᅾ地ࡿࡍ⚟ᒸ地᪉ุᡤࡢ⟶㎄ᒓࠋࡿࡍ

௨ୖࡢࡇࠊዎ⣙ࢆ⤖⥾ࡢドࠊࡵࡓࡿࡍᮏዎ⣙᭩ 2 ㏻ࢆసᡂࠊ⏥ࠊࡋஎࢀࡒࢀࡑ 1 ㏻ࢆಖ

ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡍ⟶

  ᖺ  ᭶   ᪥

㸦⏥㸧ఫᡤ

                  ༳

㸦எ㸧ఫᡤ

                  ༳
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㸦༠㆟㸧

➨㸰㸲᮲ எ༠㆟⏥ࠊࡣࡁࡿ࠶ࡀᚲせࡿࡵᐃࢆࢀࡇࠊ࡚࠸ࡘ㡯࠸࡞ࡢࡵᐃዎ⣙ࡢࡇ

ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡵᐃࠊୖࡢ

㸦ุ⟶㎄㸧

➨㸰㸳᮲ ᮏዎ⣙㛵ࡿࡍッࢆ⏥ࠊࡣᡤᅾ地ࡿࡍ⚟ᒸ地᪉ุᡤࡢ⟶㎄ᒓࠋࡿࡍ

௨ୖࡢࡇࠊዎ⣙ࢆ⤖⥾ࡢドࠊࡵࡓࡿࡍᮏዎ⣙᭩ 2 ㏻ࢆసᡂࠊ⏥ࠊࡋஎࢀࡒࢀࡑ 1 ㏻ࢆಖ

ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡍ⟶

  ᖺ  ᭶   ᪥

㸦⏥㸧ఫᡤ

                  ༳

㸦எ㸧ఫᡤ

                  ༳
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ஂ␃⡿ᕤᴗᏛཷク◊✲ྲྀᢅつ⛬

㸦㊃᪨㸧

➨㸯᮲ ࢆ㡯࡞ᚲせࡋ㛵✲◊クཷࡿࡅ࠾㸧ࠋ࠺࠸ᮏᏛࠖࠕ⡿ᕤᴗᏛ㸦௨ୗ␃ஂࠊࡣ⛬つࡢࡇ

ᐃࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡵ

㸦ᐃ⩏㸧

➨㸰᮲ ࡚ࡋඹྠࢀࡇࡣཪࠊࡅཷࢆጤクࡽ⪅ࡢᙜヱᏛ௨እࠊࡣࠖ✲◊クཷࠕ࡚࠸࠾⛬つࡢࡇ

ᶵ㛵ࡢᴗ➼እ㒊ࠊࡕ࠺ࡢᩍ⫱◊✲άືࡿࡼ㐃ᦠࡢ⪅ࡢᙜヱᏛ௨እࡢࡢࡑᐇࡢ✲◊࠺⾜

㸦௨ୗࠕጤク⪅ࠖࠋ࠺࠸㸧ࡽጤクࠋ࠺࠸ࢆ✲◊࠺⾜࡚ࡋົ⫋࡚ࡅཷࢆ

㸰 ࠋ࠺࠸ࢆᶒࡃᇶ࡙⛬⡿ᕤᴗᏛⓎ᫂➼つ␃ஂࠊࡣࠖ➼チᶒ≉ࠕ࡚࠸࠾⛬つࡢࡇ

㸱 ⛬⡿ᕤᴗᏛⓎ᫂➼つ␃ஂࡧᶒ୪ࡿࡍつᐃ๓㡯ࠊࡣࠖ➼ⓗ㈈⏘ᶒ▱ࠕ࡚࠸࠾⛬つࡢࡇ

ᇶ࡙ࡃᶒࠋ࠺࠸ࢆ

(ཷධࡢࢀཎ๎)

➨㸱᮲ ཷク◊✲ࠊࡣᮏᏛࡢᩍ⫱◊✲ୖ᭷ព⩏࡛ࠊࡘࠊࡾ࠶ᮏᏛࡢᩍ⫱◊✲ᨭ㞀ࡀࢀࡑ࠾ࡿࡎ⏕ࢆ

ࡿࡍࡢࡶ࠺⾜ࡾ㝈ሙྜࡿࢀࡽࡵㄆ࠸࡞

㸦ཷධ᮲௳㸧

➨㸲᮲ ཷク◊✲ཷࡢධࡢࢀ᮲௳ࠊࡣḟᥖࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡆ

㸦1㸧 ཷク◊✲ࠊࡣጤク⪅୍ࡀ᪉ⓗ୰Ṇࠊࡋࡔࡓࠋࡇ࠸࡞ࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍጤク⪅ࡽ୰Ṇࡢ⏦ฟ

ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡍỴᐃࠊୖࡢ༠㆟⪅ጤクࠊࡣሙྜࡓࡗ࠶ࡀ

㸦2㸧 ཷク◊✲ࡢ⤖ᯝࠊ▱ⓗ㈈⏘ᶒࡢᶒࡓࡌ⏕ࡀሙྜࢆࢀࡇࠊࡣ↓ൾ࡛⏝ࠊࡏࡉཪࡣㆡࡿࡍ

ᡂᯝࡢࡑࠊࡣ࡚࠸ࡘ✲◊ࡓࡗ⾜࡚ࡅཷࢆጤクࡽ⪅ࡢᅜ௨እࠊࡋࡔࡓࠋࡇ࠸࡞ࡁ࡛ࡀࡇ

ಀࡿᮏᏛࡢ≉チᶒཪࡣᐇ⏝᪂ᶒ୍ࡢ㒊ࠊࢆᙜヱᅜ௨እ⪅ࡢㆡࠋࡇࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ

㸦3㸧 ཷク◊✲せྲྀࡾࡼ㈝⤒ࡿࡍᚓࡓࡋタഛ➼ࠊࡣ㏉㑏ࠋࡇ࠸࡞ࡋ

㸦4㸧 ࠊࡣᮏᏛࠊࡶ࡚࠸࠾ሙྜࡿࡍᘏ㛗ࢆᮇ㛫ࡢࡑࡣཪࠊࡋ୰Ṇࢆ✲◊クཷࡾࡼ⏤࠸࡞ᚓࢆࡴࡸ

ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡍ▱㏻ࡾࡼ᭩㠃ࢆ⏤ࡢࡑ⪅ጤクࠊሙྜࡢࡇࠊࡋࡢࡶ࠸࡞ࢃ㈇ࢆࡵ㈐ࡢࡑ

ࠊ࡚࠸࠾ሙྜࡓࡋኚ᭦ࢆᮇ㛫ࡢࡑࡣࡃࡋⱝࠊࡋ୰Ṇࢆ✲◊クཷࡣཪࠊࡋࢆ✲◊クཷࠊࡓࡲ

ཷク◊✲せࡢ㈝⤒ࡿࡍ㢠⏝ࠊࡌ⏕ࡀጤク⪅ࡽ⏝ࡓࡗ࡞㢠࡚࠸ࡘ㏉㑏ࡢㄳồࡗ࠶ࡀ

ཎ๎ࠊࡣሙྜࡿࡍ୰Ṇࡾࡼฟ⏦ࡢࡽ⪅ጤクࠊࡋࡔࡓࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡍ㏉㑏ࠊࡣሙྜࡓ

ࢆク◊✲ዎ⣙ཷࡀᮏᏛࡀ⏤⌮ࡢ୰Ṇࠊ࠾࡞ࠋࡿࡍࡢࡶ࠸࡞ࡋ㏉㑏ࡣ㈝⤒ࡿࡍせ✲◊クཷ࡚ࡋ

ᒚ⾜࡛ࡿࡼࡇ࠸࡞ࡁሙྜࡢࡇࠊࡣ㝈ࠋ࠸࡞ࡣ࡛ࡾ

㸦5㸧 ጤク⪅ཷࠊࡣク◊✲せࢆ㈝⤒ࡿࡍཎ๎࡚ࡋᙜヱ◊✲ࡢ㛤ጞ๓⣡ࠋࡇࡿࡍ

㸰 Ꮫ㛗ࠊࡣ➨㸯㡯➨㸱ྕཬࡧ➨㸳ྕࡢ᮲௳ࠊࡣ࡚࠸ࡘጤク⪅ࡀᅜࡢᶵ㛵ⱝࡣࡃࡋබ♫ࠊබᗜࠊබᅋ

➼ᨻᗓ㛵ಀᶵ㛵ࠊ地᪉බඹᅋయཪࡣ⊂❧⾜ᨻἲே࡛ࡿ࠶ሙྜࠊࡣࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇ࠸࡞ࡉ

㸦ཷク◊✲ࡢ⏦㎸㸧

➨㸳᮲ ጤク⪅ཷࡵࡌࡽ࠶ࠊࡣク◊✲ࢆᢸᙜࡿࡍᩍဨ➼㸦௨ୗࠕ◊✲ᢸᙜ⪅ࠖࠋ࠺࠸㸧ྠࡢពࢆᚓ

࡚సᡂཷࡓࡋク◊✲⏦㎸᭩㸦ู⣬ᵝᘧ 1ྕ㸧ࢆᏛ㛗ᥦฟࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡍ

㸰 ◊✲ᢸᙜ⪅ࠊࡣ๓㡯ࡢ⏦㎸ࠊࡣࡁࡓࡗ࠶ࡀࡳᙜヱጤクࡢ◊✲⤒㈝⟬ᐃෆヂ᭩ࢆసᡂࡍࡢࡶࡿࡍ

ࠋࡿ

㸦ཷධࡢࢀỴᐃཬࡧ㏻▱㸧

➨㸴᮲ ཷク◊✲ཷࡢධࠊࡣࢀᮏᏛࡢ⏬㆟ࡢᑂ㆟ࡢ㆟ࠊ࡚⤒ࢆᏛ㛗ࡀỴᐃࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡍ
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㸰 Ꮫ㛗ཷࠊࡣク◊✲ཷࡢධࢀ㛵ࡋỴᐃཷࠊࡣࡁࡓࡋク◊✲ཷධỴᐃ㏻▱᭩(ู⣬ᵝᘧ ࡼ(1-2ྕ

ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡍ▱㏻⪅ᙜヱጤクࡾ

㸦ዎ⣙ࡢ⥾⤖㸧

➨㸵᮲ Ꮫ㛗ཷࠊࡣク◊✲ࡢᐇࠊࡾࡓ࠶ጤク⪅ࡢ㛫ཷク◊✲ዎ⣙᭩(ู⣬ᵝᘧ 2 ࡿࡍ⤖⥾ࢆ(ྕ

ࠋࡿࡍࡢࡶ

㸦⤒㈝ࡢ㈇ᢸ㸧

➨㸶᮲ ཷク◊✲ࡅཷࢆධ࡚ࡗࡓ࠶ࡿࢀጤク⪅ࡀ㈇ᢸࠊࡣ㈝⤒ࡿࡍ◊✲⤒㈝㸦ㅰ㔠ࠊ᪑㈝ࠊタഛ㈝ࠊ

◊✲ᨭ⪅➼ࡢே௳㈝ࠊᾘ⪖ရ㈝ࡢࡑཷࡢク◊✲ࡢ㐙⾜┤᥋ᚲせࠋ࠺࠸ࢆ㈝⤒࡞௨ୗྠࠋࡌ㸧ཬ

ࡢ㈝⤒✲◊࡚ࡋ㛫᥋⤒㈝㸦ཎ๎ࡧ 20㸣┦ᙜࡿࡍ㢠ࠋࡿࡍ௨ୗྠࠋࡌ㸧ࠊࡋࡔࡓࠋࡿࡍḟྛࡢ

ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡍ㈇ᢸࢆࡳࡢ㈝⤒✲◊ࠊࡣሙྜࡿࡆᥖྕ

㸦1㸧 ጤク⪅ࠊࡀᅜࠊ≉Ṧἲேࠊㄆྍἲேࠊ⊂❧⾜ᨻἲேࠊᅜ❧ᏛἲேࠊᏛඹྠ⏝ᶵ㛵ἲேࠊ地

᪉බඹᅋయཬࡧᅜࡢࡽ⿵ຓ㔠ࡢࡑࡅཷࢆጤクࢆ✲◊ࡾࡼᮏᏛጤクࡿࡍᅋయ࡛ࠊ࡚ࡗ࠶ண⟬

ཪࡣ㈈ᨻࡾࡼ㛫᥋⤒㈝ࡀ㈇ᢸ࡛࠸࡞ࡁㄆࡿࢀࡽࡵሙྜ

㸦2㸧 ➇தⓗ㈨㔠ࠊ࡛㈝✲◊ࡿࡼᙜヱ◊✲㈝ಀࡿ㛫᥋⤒㈝ࡀᥐ⨨࠸࡞࠸࡚ࢀࡉሙྜ

㸦タഛ➼࠸ᢅྲྀࡢ㸧

➨㸷᮲ ᐃ࡚ࡋ༠㆟ࡀ⪅ጤクᮏᏛࠊࡣ࡚࠸ࡘ࠸ᢅྲྀࡢ➼タഛࡓࡋᚓྲྀ࡚࠸࠾ᮏᏛࡾࡼ㈝⤒✲◊

ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡵ

㸰 ཷク◊✲ࡢ㐙⾜ୖᚲせ࡞ሙྜࠊࡣጤク⪅ࡢࡑࠊࡽᡤ᭷ಀࡿタഛ➼ࡅཷࢆධࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࢀ

㸱 ཷク◊✲ࢆ୰Ṇࡁࡓࡋཪཷࡣク◊✲ࡀࠊࡣࡁࡓࡋ๓㡯ࡢつᐃࡅཷࡾࡼධࡓࢀタഛ➼ࢆጤ

ク⪅㏉㑏ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡍ

㸲 タഛ➼ࡢᦙධࠊᤣཬࡧᦙฟせࠊࡣ㈝⤒ࡿࡍጤク⪅ࡢ㈇ᢸࠋࡿࡍ

㸦◊✲ࡢ୰Ṇཪࡣᮇ㛫ࡢᘏ㛗㸧

➨ 10 ᮲ ◊✲ᢸᙜ⪅ࠊࡣኳ⅏ࡢࡑ◊✲㐙⾜ୖࢆࡴࡸᚓཷࠊࡾࡼ⏤⌮࠸࡞ク◊✲ࢆ୰Ṇࠊࡋཪࡑࡣ

ࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ฟࡋ⏦Ꮫ㛗ࡕ┤ࠊࡣࡁࡓࡌ⏕ࡀᚲせࡿࡍᘏ㛗ࢆᮇ㛫ࡢ

㸰 Ꮫ㛗ࠊࡣ๓㡯ࡢ⏦ฟᇶ࡙ࠊࡁጤク⪅༠㆟ཷࠊୖࡢク◊✲ࡢ୰Ṇཪࡢࡑࡣᮇ㛫ࡢᘏ㛗ࢆỴᐃࡿࡍ

ࠋࡿࡍࡢࡶ

㸱 ๓㡯ࡢつᐃࡾࡼ◊✲ᮇ㛫ࡢᘏ㛗ࡀỴᐃࠊࡣࡁࡓࢀࡉጤク⪅ࡢ㛫ኚ᭦ዎ⣙ࡢࡶࡿࡍ⤖⥾ࢆ

ࠋࡿࡍ

㸲 ࡢࡑࡣᮏᏛࠊࡶ࡚࠸࠾ሙྜࡿࡍᘏ㛗ࢆᮇ㛫ࡢࡑࡣཪࠊࡋ୰Ṇࢆ✲◊クཷࡾࡼ⏤⌮࠸࡞ᚓࢆࡴࡸ

㈐ࢆ㈇ࠋࡿࡍࡢࡶ࠸࡞ࢃ

㸦◊✲ࡢ୰Ṇక࠸ᢅྲྀࡢ➼㈝⤒✲◊࠺㸧

➨ 11 ᮲ ཷク◊✲ࢆ୰Ṇࡿࡍሙྜ㈝⤒✲◊࡚࠸࠾⏝㢠ࡓࡌ⏕ࡀሙྜࠊࡣጤク⪅ࡢㄳồᇶ࡙ࡁ

㏉㑏ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡍ

㸦▱ⓗ㈈⏘ᶒ➼࠸ᢅྲྀࡢ㸧

➨ 12 ᮲ ཷク◊✲ࡓࡌ⏕࡚࠸࠾Ⓨ᫂➼ಀࡿ≉チᶒ➼㸦௨ୗࠕᮏ≉チᶒ➼ࠖࠋ࠺࠸㸧ࠊࡣཎ๎ࡋ

࡚ᮏᏛࡀᡤ᭷ࠊࡋࡔࡓࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡍᙜヱⓎ᫂➼ᑐࡿࡍᮏᏛཬࡧጤク⪅ࡢ㈉⊩ᗘࢆ㋃ࡢࡑࠊ࠼ࡲ

ᖐᒓ➼࡚࠸ࡘ᪉ࡀ༠㆟ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ

㸰 Ꮫ㛗ࠊࡣጤク⪅ཪࡣጤク⪅ࡢᣦᐃࠊࡀ⪅ࡿࡍᮏ≉チᶒ➼ಀࡿ⊂༨ⓗᐇᶒࠊ᮲௳⊂༨ⓗᐇᶒ

ཪࡣඃඛⓗᐇᶒ㸦௨ୗࠕ⊂༨ⓗᐇᶒ➼ࠖࠋ࠺࠸㸧ࡢࢆᕼᮃࡿࡍሙྜ୍ࠊࡣᐃࡢᮇ㛫ࡑࠊ

ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍࢆᶒࡢ
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㸱 Ꮫ㛗ࠊࡣ๓㡯ࡢつᐃࡾࡼᮏ≉チᶒ➼ಀࡿ⊂༨ⓗᐇᶒཪࡣ᮲௳⊂༨ⓗᐇᶒࢆࡓࢀࡉ⪅

ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍᘏ㛗ࢆᮇ㛫࡞ᚲせࠊୖࡢ༠㆟⪅ࡢࡑࠊࡣࡁࡓࢀࡽࡵồࢆᘏ㛗ࡢࡢࡑࠊࡽ

㸲 Ꮫ㛗ࠊࡣ➨㸰㡯ࡢつᐃࡾࡼ⊂༨ⓗᐇᶒ➼ࢆࡓࢀࡉᮇ㛫ࡶ࡚࠸࠾ᮏ≉チᶒ➼ࡀṇᙜ࡞⌮⏤

ࢀࡽࡵㄆ࠺࡞ᦆࡃࡋⴭࢆ┈ࡢබඹࡀࡇࡿࡍࢆ➼༨ⓗᐇᶒ⊃ࡣཪࡁ࠸࡞ࢀࡉᐇࡃ࡞

ࡇ࠺⾜ࢆࡋ┤ぢࡢ࠸ᢅྲྀࡢ➼ᮏ≉チᶒࠊୖࡢ༠㆟⪅ࡓࢀࡉࢆ➼ᙜヱ⊂༨ⓗᐇᶒࠊࡣࡁࡿ

ࠋࡿࡁ࡛ࡀ

㸳 ๓㸲㡯ᐃཷࠊࡢࡢࡶࡿࡵク◊✲ࡓࡌ⏕࡚࠸࠾▱ⓗ㈈⏘ᶒ➼ูࠊࡣ࡚࠸ࡘ࠸ᢅྲྀࡢ㏵༠㆟

ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡍ

㸴 ᙜヱ⊂༨ⓗᐇᶒ➼ࢆูࠊࡣࡁࡓࡋチㅙዎ⣙࡛ᐃࡿࡵチㅙᩱࢆᚩࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡍ

㸦◊✲ࡢሗ࿌㸧

➨ 13 ᮲ ◊✲ᢸᙜ⪅ཷࠊࡣク◊✲ࡀཷࡕ┤ࠊࡣࡁࡓࡋク◊✲ሗ࿌᭩ࡾࡼᏛ㛗ሗ࿌ࡍ

ࠋࡿࡍࡢࡶࡿ

㸰 Ꮫ㛗ࠊࡣ๓㡯ࡢሗ࿌ࠊࡣࡁࡓࡅཷࢆጤク⪅ཷク◊✲㏻▱᭩ࢆ㏦ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡍ

㸦◊✲ᡂᯝࡢሗ࿌㸧

➨ 14 ᮲ ◊✲ᢸᙜ⪅ཷࠊࡣク◊✲ࡀཷࠊࡣࡁࡓࡋク◊✲ዎ⣙ᐃࡿࡵ◊✲ᡂᯝሗ࿌᭩ࢆጤク⪅

ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡍᥦฟᏛ㛗ࢆク◊✲ሗ࿌᭩ཷࠊࡶࡿࡍᥦฟ

㸦◊✲ᡂᯝࡢබ⾲➼㸧

➨ 15 ᮲ ཷク◊✲ࡿࡼ◊✲ᡂᯝࠊࡣබ⾲ࢆཎ๎ࠊࡋࡔࡓࠋࡿࡍᚲせㄆࡿࢀࡽࡵሙྜࠊࡣᏛ㛗ࡀ

ጤク⪅༠㆟ࠊୖࡢබ⾲ࡢᮇཬࡧ᪉ἲ࡚࠸ࡘ㐺ษᐃࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡵ

㸰 ཷク◊✲ࡾ▱࡚࠸࠾ᚓࡓሗࠊࡣ࡚࠸ࡘ࠸ᢅྲྀࡢᮏᏛጤク⪅ࡀ༠㆟࡚ࡋᐃࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡵ

㸦⛎ᐦࡢಖᣢ㸧

➨ 16 ᮲ Ꮫ㛗ཬࡧጤク⪅ཷࠊࡣク◊✲ዎ⣙⤖⥾ࡢᙜࠊࡾࡓ┦ᡭ᪉ࡽᥦ౪ⱝࡣࡃࡋ㛤♧ࠊࡅཷࢆཪ

ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡵᐃࠊ᪨ࡿࡍ㠀බ㛤ࠊୖࡢ༠㆟ࡵࡌࡽ࠶ࠊ࡚࠸ࡘሗࡓᚓࡾ▱ࡣ

㸦ົ㸧

➨ 17 ᮲  ཷク◊✲㛵ࡿࡍົࠊࡣ⥲ົㄢ࡚࠸࠾ฎ⌮ࠋࡿࡍࢆ

㸦㞧๎㸧

➨ 18 ᮲ ࠋࡿࡵᐃูࠊࡣ㡯࡞ᚲせ࡚ࡋ㛵✲◊クཷࠊࡢࡢࡶࡿࡵᐃ⛬つࡢࡇ

㝃 ๎

ᖹᡂ㸰㸴ࠊࡣ⛬つࡢࡇ ᖺ㸯㸰᭶㸰㸲᪥ࡽ⾜ࠋࡿࡍ

㝃 ๎

⡿ᕤᴗᏛཷク◊✲ົྲྀᢅ␃ஂࡧ⡿ᕤᴗᏛཷク◊✲ྲྀᢅつ⛬ཬ␃ஂࠊ࠸క⾜ࡢ⛬つࡢࡇ

せ㡯ࠊࡣᗫṆࠋࡿࡍ

㝃 ๎

ᖹᡂ㸰㸶ࠊࡣ⛬つࡢࡇ ᖺ㸲᭶㸯᪥ࡽ⾜ࠋࡿࡍ
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別紙様式 1 号

受 託 研 究 申 込 書 

年  月  日 

久留米工業大学学長 殿 

住 所  〒 

機関等名   

代表者名 印 

久留米工業大学受託研究取扱規則に基づき，下記のとおり研究を委託したいので申し込みます。

記 

１ 研 究 題 目 

２ 研究目的及び内容 

３ 研究に要する経費   円（消費税及び地方消費税額を含む。）

うち、直接経費   円 

間接経費   円 

４ 研 究 期 間 

  年  月 日 ～  年  月  日 

５ 希望研究担当者 

６ 研究用資材，器具等の提供    

７ そ の 他 

８  事務担当者連絡先 

所属、氏名   

住所    〒 

TEL   FAX   

E-mail



- 132 -

ู⣬ᵝᘧ 1-2ྕ

ஂᕤ⥲ᗢ  ➨   ྕ

  ᖺ  ᭶  ᪥

         ᵝ

                    ஂ␃⡿ᕤᴗᏛ

                                                 Ꮫ㛗   Ἠ  ᕫ

ཷク◊✲ཷධỴᐃ㏻▱᭩

    ᖺ  ᭶  ᪥࡛ࡅ⏦㎸ཷࡓࡋࡲࡾ࠶ࡢࡳク◊✲ࠊ࡚࠸ࡘୗグࡾ࠾ࡢỴᐃࡋࡲࡋ

ࠋࡍࡲࡋ▱㏻࡛ࡢࡓ

グ

1㸬◊✲㢟┠      

2㸬◊✲ᢸᙜ⪅    

3㸬◊✲ᮇ㛫     ᖺ  ᭶  ᪥ࡽ    ᖺ  ᭶  ᪥

4㸬ࡢࡑ ஂ␃⡿ᕤᴗᏛཷク◊✲ྲྀᢅつ⛬ࢆཝᏲࠋࡇࡿࡍ

◊✲⏝㈨ᮦࠊჾල➼ࡢᥦ౪ࠊࡣ࡚࠸ࡘᚲせᛂ࡚ࡌᥦ౪ࠋࡇࡿࡍ

5㸬㎸ཱྀᗙ
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ู⣬ᵝᘧ 2 ྕ

ཷク◊✲ዎ⣙᭩

ஂ␃⡿ᕤᴗᏛ㸦௨ୗࠋ࠺࠸ࠖ⏥ࠕ㸧    㸦௨ୗࠕஎࠖࠋ࠺࠸㸧ࠊࡣḟࡢ᮲㡯ཷ࡚ࡗࡼク

◊✲ዎ⣙㸦௨ୗࠕᮏዎ⣙ࠖࠋ࠺࠸㸧ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡍ⤖⥾ࢆ

㸦ᐃ⩏㸧

➨㸯᮲ ᮏዎ⣙᭩ࠊ࡚࠸࠾ḟᥖࡿࡆ⏝ㄒࡣḟࡢᐃ⩏ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡼ

ࡓࢀࡉᐃ☜࡚ࡋᡂᯝሗ࿌᭩୰࡛ᡂᯝ✲◊ࠊ࡛ࡢࡶࡓࢀࡽᚓࡁᇶ࡙ᮏዎ⣙ࠊࡣᡂᯝࠖ✲◊ࠕ (1)

ᮏཷク◊✲ࡢ┠ⓗ㛵ಀࡿࡍⓎ᫂ࠊ⪃ࠊពࠊⴭస≀ࡢ➼࢘ࣁ࢘ࣀࠊᢏ⾡ⓗᡂᯝࠋ࠺࠸ࢆ

ࠋ࠺࠸ࢆࡢࡶࡿࡆᥖḟࠊࡣⓗ㈈⏘ᶒࠖ▱ࠕ (2)

 ≉チἲ㸦 34 ᖺἲᚊ➨ 121 ྕ㸧つᐃࡿࡍ≉チᶒࠊᐇ⏝᪂ἲ㸦 34 ᖺἲᚊ➨ 123

ྕ㸧つᐃࡿࡍᐇ⏝᪂ᶒࠊពἲ㸦 34ᖺἲᚊ➨ 125ྕ㸧つᐃࡿࡍពᶒၟࠊᶆἲ

㸦 34ᖺἲᚊ➨ 127ྕ㸧つᐃၟࡿࡍᶆᶒ༙ࠊ ᑟయ㞟✚ᅇ㊰ࡢᅇ㊰㓄⨨㛵ࡿࡍἲᚊ㸦

 60 ᖺἲᚊ➨ 43 ྕ㸧つᐃࡿࡍᅇ㊰㓄⨨⏝ᶒࠊ✀ⱑἲ㸦ᖹᡂ 10 ᖺἲᚊ➨ 83 ྕ㸧つ

ᐃࡿࡍ⫱ᡂ⪅ᶒཬࡧእᅜࡽࢀࡇࡿࡅ࠾┦ᙜࡿࡍᶒ

ࣟ ≉チἲつᐃࡿࡍ≉チࡿࡅཷࢆᶒࠊᐇ⏝᪂ἲつᐃࡿࡍᐇ⏝᪂Ⓩ㘓ࡿࡅཷࢆᶒࠊ

ពἲつᐃࡿࡍពⓏ㘓ࡿࡅཷࢆᶒၟࠊᶆἲつᐃၟࡿࡍᶆⓏ㘓ࡿࡅཷࢆᶒ༙ࠊᑟ

య㞟✚ᅇ㊰ࡢᅇ㊰㓄⨨㛵ࡿࡍἲᚊ➨㸱᮲➨㸯㡯つᐃࡿࡍᅇ㊰㓄⨨⏝ᶒࡢタᐃࡢⓏ㘓

ࡽࢀࡇࡿࡅ࠾እᅜࡧ地ཬࡿࡅཷࢆရ✀Ⓩ㘓ࡿࡍつᐃⱑἲ➨㸱᮲✀ࠊᶒࡿࡅཷࢆ

┦ᙜࡿࡍᶒ

ࣁ ⴭసᶒἲ㸦 45 ᖺἲᚊ➨ 48 ྕ㸧つᐃࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉࡿࡍⴭస≀ཬࡢࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࡧⴭ

స≀㸦௨ୗࠋ࠺࠸ࠖ➼࣒ࣛࢢࣟࣉࠕ㸧ࡢⴭసᶒ୪ࡧእᅜࡽࢀࡇࡿࡅ࠾┦ᙜࡿࡍᶒ

ࢽ ⛎༏࡞⬟ྍࡀࡇࡿࡍᢏ⾡ሗ࡛ࠊࡘࠊ࡚ࡗ࠶㈈⏘ⓗ౯್ࡽࡕ࠺ࡢࡢࡶࡿ࠶ࡢ⏥எ༠

㆟≉ࠊୖࡢᣦᐃࡢࡶࡿࡍ㸦௨ୗࠋ࠺࠸ࠖ࢘ࣁ࢘ࣀࠕ㸧

㸰 ᮏዎ⣙᭩ࠕ࡚࠸࠾Ⓨ᫂➼ࠖࠊࡣ≉チᶒࡢᑐ㇟ࡣ࡚࠸ࡘࡢࡶࡿ࡞Ⓨ᫂ࠊᐇ⏝᪂ᶒࡢᑐ㇟

ࡿ࡞㇟ᑐࡢ≀ⴭసࡢ➼࣒ࣛࢢࣟࣉࡧᅇ㊰㓄⨨⏝ᶒཬࠊᶆᶒၟࠊពᶒࠊ⪄ࡣ࡚࠸ࡘࡢࡶࡿ࡞

ࡢࡶࡿ࡞㇟ᑐࡢ࢘ࣁ࢘ࣀࡧᡂ୪⫱ࡣ࡚࠸ࡘࡢࡶࡿ࡞㇟ᑐࡢᡂ⪅ᶒ⫱ࠊసࡣ࡚࠸ࡘࡢࡶ

ࠋ࠺࠸ࢆฟࡣ࡚࠸ࡘ

㸱 ᮏዎ⣙᭩ࠊ࡚࠸࠾▱ⓗ㈈⏘ᶒࠕࡢᐇࠖࠊࡣ≉チἲ➨㸰᮲➨㸱㡯ᐃࡿࡵ⾜Ⅽࠊᐇ⏝᪂ἲ➨

㸰᮲➨㸱㡯ᐃࡿࡵ⾜Ⅽࠊពἲ➨㸰᮲➨㸱㡯ᐃࡿࡵ⾜Ⅽၟࠊᶆἲ➨㸰᮲➨㸱㡯ᐃࡿࡵ⾜Ⅽ༙ࠊ

ᑟయ㞟✚ᅇ㊰ࡢᅇ㊰㓄⨨㛵ࡿࡍἲᚊ➨㸰᮲➨㸱㡯ᐃࡿࡵ⾜Ⅽࠊ✀ⱑἲ➨㸰᮲➨㸲㡯ᐃࡿࡵ⾜Ⅽࠊ

ⴭసᶒἲ➨㸰᮲➨㸯㡯➨ 15 ྕཬྠࡧ㡯➨ ࠋ࠺࠸ࢆ⏝ࡢ࢘ࣁ࢘ࣀࡧⅭ୪⾜ࡿࡵᐃ19ྕ

㸲 ᮏዎ⣙᭩ࠕ࡚࠸࠾ᑓ⏝ᐇᶒ➼ࠖࠊࡣḟᥖࠋ࠺࠸ࢆࡢࡶࡿࡆ

(1) ≉チἲつᐃࡿࡍᑓ⏝ᐇᶒࠊᐇ⏝᪂ἲつᐃࡿࡍᑓ⏝ᐇᶒࠊពἲつᐃࡿࡍᑓ⏝ᐇᶒࠊ

ၟᶆἲつᐃࡿࡍᑓ⏝⏝ᶒ

(2) ༙ᑟయ㞟✚ᅇ㊰ࡢᅇ㊰㓄⨨㛵ࡿࡍἲᚊつᐃࡿࡍᑓ⏝⏝ᶒ

(3) ✀ⱑἲつᐃࡿࡍᑓ⏝⏝ᶒ

(4) ➨㸯㡯➨㸰ྕࣟつᐃࡿࡍᶒࡢᑐ㇟࡚࠸ࡘࡢࡶࡿ࡞⊂༨ⓗᐇࡿࡍࢆᶒ

ᶒࡿࡍࢆᐇ༨ⓗ⊃࡚࠸ࡘ≀ⴭసࡿಀⴭసᶒࡢ➼࣒ࣛࢢࣟࣉ (5)

(6) ➨㸯㡯➨㸰ྕࢽつᐃࡿࡍᶒಀ࡚࠸ࡘ࢘ࣁ࢘ࣀࡿ⊂༨ⓗᐇࡿࡍࢆᶒ

㸳 ᮏዎ⣙᭩ࠕ࡚࠸࠾◊✲ᢸᙜ⪅ࠖࠊࡣᮏཷク◊✲ᚑ⏥ࡿࡍᒓࡿࡍḟ᮲ᥖࡿࡆ⪅ཬࡧᮏዎ
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⣙➨㸳᮲➨㸰㡯ヱᙜࠕࠊࡓࡲࠋ࠺࠸ࢆ⪅ࡿࡍ◊✲༠ຊ⪅ࠖࠊࡣḟ᮲ཬࡧᮏዎ⣙➨㸳᮲➨㸰㡯グ㍕௨

እ࡚ࡗ࠶࡛⪅ࡢᮏཷク◊✲༠ຊࠋ࠺࠸ࢆ⪅ࡿࡍ

㸦ཷク◊✲ࡢ㢟┠➼㸧

➨㸰᮲ ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡍᐇࡾࡼጤクࡢஎࢆ㸧ࠋ࠺࠸ࠖ✲◊ᮏཷクࠕク◊✲㸦௨ୗཷࡢḟࠊࡣ⏥

(1) ◊✲㢟┠    

(2) ◊✲┠ⓗཬࡧෆᐜ

(3) ◊✲ᢸᙜ⪅    

                  ㈝⤒ࡿࡍせ✲◊ (4)

㸦ࡕ࠺ᾘ㈝⛯㢠ཬࡧ地᪉ᾘ㈝⛯㢠          㸧

㸦⤒㈝ࡢෆヂ㸸┤᥋⤒㈝         㸪㛫᥋⤒㈝         㸧

(5) ◊✲ᮇ㛫

ᮏཷク◊✲ࡢ◊✲ᮇ㛫ࠊࡣᮏዎ⣙ࡓࡋ⤖⥾ࢆ᪥ࡽ    ᖺ  ᭶  ᪥ࠋࡿࡍ࡛ࡲ

(6) ᥦ౪≀ရ           

(7) ◊✲ᐇሙᡤ          

㸦◊✲ᡂᯝࡢሗ࿌㸧

➨㸱᮲ ᥦฟஎࢆ㸧ࠋ࠺࠸ሗ࿌᭩ࠖࠕᡂᯝሗ࿌᭩㸦௨ୗ✲◊ࠊࡣࡁࡓࡋࡀ✲◊ᮏཷクࠊࡣ⏥

ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡍ

㸦ࡢ࢘ࣁ࢘ࣀᣦᐃ㸧

➨㸲᮲ ⏥ཬࡧஎࠊࡣ༠㆟ࠊୖࡢሗ࿌᭩グ㍕ࡓࢀࡉ◊✲ᡂᯝ࢘ࣁ࢘ࣀࠊࡕ࠺ࡢヱᙜ࠸ࡘࡢࡶࡿࡍ

ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡍᣦᐃࡸ㏿ࠊࡣ࡚

㸰 ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡍ♧᫂ࢆᮇ㛫ࡁࡍ༏⛎ࠊࡣ࡚ࡗࡓᙜᣦᐃࡢ࢘ࣁ࢘ࣀ

㸱 ๓㡯ࡢ⛎༏ࡁࡍᮇ㛫ࠊࡣ⏥எ༠㆟ࠊୖࡢỴᐃࠊࡋࡢࡶࡿࡍཎ๎ࠊ࡚ࡋᮏཷク◊✲ࡢ⩣᪥

࡚ࡋ⟭㉳ࡽ 10ᖺ㛫ࠊࡋࡔࡓࠋࡿࡍᣦᐃᚋ࡚࠸࠾ᚲせࠊࡣࡁࡿ࠶ࡀ⏥எ༠㆟ࠊୖࡢ⛎༏ࡁࡍ

ᮇ㛫ࢆᘏ㛗ࠊࡋཪࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ⦰▷ࡣ

㸦◊✲ࡢ㐙⾜㸧

➨㸳᮲ ࡚࠸ࡘᦆᐖࡓࡗ⿕ࡾࡓᙜᐇࡢࡑࠊࡋࡇ࠺⾜࡚࠸࠾௵㈐ࡢᕫ⮬ࢆ✲◊ᮏཷクࠊࡣ⏥

ࢆᦆᐖࡀ⏥࡚ࡋ㉳ᅉࡇࡓࡗ࠶ࡀ⑅⍗ࠊᥦ౪≀ရࡢஎࠊࡋࡔࡓࠋ࠸࡞ࡋㄳồࢆ㈺ൾ࡚ࡋᑐஎࡣ

ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡍ㈺ൾࢆᦆᐖࡢ⏥ࡣஎࠊࡣࡁࡓࡗ⿕

㸰 ࡌࡽ࠶ࠊࡣࡁࡿࡍ࠺ࡼࡏࡉཧຍ࡚ࡋ⪅ᢸᙜ✲◊ࡢ✲◊ᮏཷクࡓ᪂ࢆ⪅ࡿࡍᒓ⏥ࠊࡣ⏥

ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡍ▱㏻ࡾࡼ᭩㠃ᡭ᪉┦ࡵ
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㸦ጤク➼㸧

➨㸴᮲ ࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡣ࡚ࡋࢆ➼ጤクࡢ✲◊クཷࠊࡋ࡞ᢎㅙࡢஎࡢ๓ࡿࡼ᭩㠃ࠊࡣ⏥

㸰 ࡣ࡚ࡏࡉ⥅ᢎ⪅୕➨ࢆົ⩏ࡧᶒཬࡃᇶ࡙ዎ⣙ࡢࡇࠊࡋ࡞ᢎㅙࡢஎࡢ๓ࡿࡼ᭩㠃ࠊࡣ⏥

ࠋ࠸࡞ࡽ࡞

㸦ཷク◊✲⤒㈝㸧

➨㸵᮲ எཷࠊࡣク◊✲せࡿࡍ⤒㈝㸦௨ୗཷࠕク◊✲⤒㈝ࠖࠋ࠺࠸㸧ࡢ⏥ࢆⓎ⾜ࡿࡍㄳồ᭩ᇶ࡙

ࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋ⣡࡛ࡲ㸧ࠋ࠺࠸⣡ᮇ㝈ࠖࠕᖺ  ᭶  ᪥㸦௨ୗ    ࠊࡁ

㸰 எࡀ⣡ᮇ㝈࡛ࡲ๓㡯ཷࡢク◊✲⤒㈝ࢆ⣡ࠊࡣࡁ࠸࡞ࡋ⣡ᮇ㝈ࡢ᪥ࡢ⩣᪥ࡽ⣡ࡢ᪥ࡲ

ࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋ⣡ࢆᘏ㔠ࡓࡋ⟭ྜ࡛ィࡢᖺ㸳㸣ᮍ⣡㢠ࡢࡑࠊࡌᛂ᪥ᩘࡢ࡛

㸱 ᭩எࡕ┤ࠊሙྜࡓࡋ⏕Ⓨࡀࢀᜍࡿࡌ⏕ࢆ㊊㈝⤒✲◊クཷࡓࢀࡉ⣡ᮏዎ⣙⥅⥆୰ࠊࡣ⏥

㠃ࡾࡼ㏻▱ࡢࡑࠋࡿࡍᚋ㏿ࠊࡸ⏥ཬࡧஎࡣ㊊ཷࡿࡍク◊✲⤒㈝࡚࠸ࡘ༠㆟ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡍ

㸦⤒⌮㸧

➨㸶᮲ ๓᮲ཷࡢク◊✲⤒㈝ࠊࡋࡔࡓࠋ࠺⾜ࡀ⏥ࡣ⌮⤒ࡢஎࡢࡇࡣዎ⣙㛵ࡿࡍ⤒⌮᭩㢮ࡢ㜀ぴ⏥ࢆ

ࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡌᛂࢀࡇࠊሙྜࡓࡗ࠶ࡀฟࡋ⏦ࡢ㜀ぴࡢࡽஎࡣ⏥ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿฟࡋ⏦

㸦ཷク◊✲⤒㈝ྲྀࡾࡼᚓࡓࡋタഛ➼ࡢᖐᒓ㸧

➨㸷᮲ ཷク◊✲⤒㈝ྲྀࡾࡼᚓࡓࡋタഛ➼⏥ࠊࡣᖐᒓࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡍ

㸦ᥦ౪≀ရࡢᦙධ➼㸧

➨㸯㸮᮲ ➨㸰᮲ࡢᥦ౪≀ရࡢᦙධཬࡧᤣࡅせࠊࡣ㈝⤒ࡿࡍஎࡢ㈇ᢸࠋࡿࡍ

㸰 ࡿಀ㏉㑏ࡽࡢᤣࡢࡑࠊ࡚࠸ࡘᥦ౪≀ရࡓࢀධࡅཷࡽஎࡾࡼつᐃࡢ㸰᮲➨ࠊࡣ⏥

సᴗࡀ㛤ጞࡿࢀࡉ࡛ࡲၿⰋࡢ⪅⌮⟶ࡿ࡞ὀព⩏ົࡢࡑ࡚ࡗࡶࢆಖ⟶ࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡽࡓ࠶

  㸦ཷク◊✲ࡢ୰Ṇཪࡣᮇ㛫ࡢᘏ㛗㸧

➨㸯㸯᮲ ኳ⅏ࡢࡑࢆࡴࡸᚓ࠸࡞⏤ࠊࡣࡁࡿ࠶ࡀ⏥எ༠㆟ࠊୖࡢᮏཷク◊✲ࢆ୰Ṇࠊࡋཪࡣ◊✲

ᮇ㛫ࢆᘏ㛗ࡢࡇࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍሙྜࠊ࡚࠸࠾⏥ཪࡣஎࡢࡑࡣ㈐ࢆ㈇ࠋࡿࡍࡢࡶ࠸࡞ࢃ

  㸦▱ⓗ㈈⏘ᶒࡢฟ㢪➼㸧

➨㸯㸰᮲ ཷク◊✲ࡢᐇకࡓࡌ⏕࡚ࡗ▱ⓗ㈈⏘ᶒࠊ⏥ࡣཪࡀ⏥ࡣᙜヱ▱ⓗ㈈⏘ᶒࢆᢎ⥅ࡇ࠸࡞ࡋ

ࡣ⏥ࠊሙྜࡢࡑࠊࡋࡢࡶࡿࡍᖐᒓ⪅ᢸᙜ✲◊ࡿࡍᒓ⏥ࡓࡗ⾜ࢆ➼Ⓨ᫂ࠊࡣ࡚ࡗ࠶ሙྜࡓࡋ

எࡢࡑࡸ㏿᪨ࢆ㏻▱ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡍ

㸰 ๓㡯ࡢሙྜ⏥ࠊ࡚࠸࠾ᖐᒓࡓࡋ▱ⓗ㈈⏘ᶒࡀ⏥࡚࠸ࡘฟ㢪➼ࠊࡘࠊࡎࢃ⾜ࢆஎཪࡣஎࡢᣦ

ᐃࡀ⪅ࡿࡍฟ㢪➼ࢆᕼᮃࡿࡍሙྜูࠊࡣ㏵⥾⤖ࡿࡍㆡΏዎ⣙ᚑࡣ⏥ࠊ࡚ࡗஎཪࡣஎࡢᣦᐃࡿࡍ⪅

ࠋࡿࡍࡢࡶ࠺⾜ࢆ➼ฟ㢪ࡾࡼ㈇ᢸ⏝㈝ࡢᕫ⮬ࡣஎࠊࡋࡢࡶࡿࡍㆡΏࢆⓗ㈈⏘ᶒ▱

  㸦እᅜฟ㢪㸧

➨㸯㸱᮲ ๓᮲ࡢつᐃࠊࡣእᅜࡿࡅ࠾Ⓨ᫂➼㛵ࡿࡍ▱ⓗ㈈⏘ᶒ㸦ⴭసᶒཬࢆ࢘ࣁ࢘ࣀࡧ㝖ࠋࡃ㸧ࡢ

タᐃⓏ㘓ฟ㢪ࠊᶒಖ㸦௨ୗࠕࠊእᅜฟ㢪ࠖࠋ࠺࠸㸧ࡶ࡚࠸ࡘ㐺⏝ࠋࡿࡍ

  㸦⏥ᡤ᭷▱ⓗ㈈⏘ᶒࡢᐇチㅙ㸧

➨㸯㸲᮲ ⏥ࠕⓗ㈈⏘ᶒ㸦௨ୗ▱ࡿࡍᡤ᭷ࡀ⏥࡚ࡗ࠶࡛➼Ⓨ᫂ࡓࡌ⏕࡚ࡗకᐇࡢ✲◊ᮏཷクࠊࡣ⏥

ᡤ᭷▱ⓗ㈈⏘ᶒࠖࠋ࠺࠸㸧ࠊ࡚࠸ࡘ⮬ᕫᐇࠋ࠸࡞ࡋࢆ

㸰 எཪࡣஎࡢᣦᐃࡽ⪅ࡿࡍ⏥ᡤ᭷▱ⓗ㈈⏘ᶒࢆ㠀⊂༨ⓗᐇ࠸ࡓࡋ᪨ࡢ㏻▱ࡓࡗ࠶ࡀሙྜࠊࡣ⏥

ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡍࢆᐇチㅙ࠸ᚑᐇチㅙዎ⣙ࡿࡍ⤖⥾㏵ูࡣ

㸱 எཪࡣஎࡢᣦᐃࡽ⪅ࡿࡍ⏥ᡤ᭷▱ⓗ㈈⏘ᶒࢆ⊂༨ⓗᐇ࠸ࡓࡋ᪨ࡢ㏻▱ࡓࡗ࠶ࡀሙྜࡣ⏥ࠊࡣ

ᙜヱ㏻▱⪅ᑐูࠊࡋ㏵⥾⤖ࡿࡍᐇチㅙዎ⣙ᚑࠊ࠸ฟ㢪➼ࡽࡁࡢ 10ᖺ㛫ࡢ⊂༨ⓗᐇᶒࢆチ
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ㅙࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡍ

㸲 எཪࡣஎࡢᣦᐃࡽ⪅ࡿࡍ๓㡯ࡢ⊂༨ⓗᐇᶒࡢᮇ㛫ࡢ᭦᪂ࡋ⏦ࡢฟࡓࡗ࠶ࡀሙྜࠊࡣ⏥எ༠㆟ࡢ

ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡵᐃࢆᮇ㛫ࡿࡍ᭦᪂ࠊୖ

㸳 எཪࡣஎࡢᣦᐃࠊࡀ⪅ࡿࡍ➨㸱㡯ࡢチㅙࡓࡅཷࢆ⏥ᡤ᭷▱ⓗ㈈⏘ᶒࠊ࡚࠸ࡘ⊂༨ⓗᐇᶒࡢᮇ㛫

୰ࡢࡑ㸰ᖺḟ௨㝆࡚࠸࠾ṇᙜࡃ࡞⏤⌮࡞ᐇ࠸࡞ࡋሙྜࠊࡣ⏥ࠊஎཪࡣஎࡢᣦᐃࡢ⪅ࡿࡍពぢࢆ⫈

ࡀࡇࡿࡍチㅙࢆᐇᶒ࡚ࡋᑐ㸧ࠋ࠺࠸ࠖ⪅୕➨ࠕ㸦௨ୗ⪅ࡢ௨እ⪅ࡿࡍᣦᐃࡢஎࡣஎཪࠊୖࡢྲྀ

ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡍពྠᐇチㅙࡢࡑࡣሙྜஎࡢࡑࠋࡿࡁ࡛

㸴 எཪࡣஎࡢᣦᐃࡽ⪅ࡿࡍ⏥ᡤ᭷▱ⓗ㈈⏘ᶒࢆ⊂༨ⓗᐇ࠸ࡓࡋ᪨ࡢ㏻▱ࠊࡣ⏥ࠊࡣࡁ࠸࡞ࡀ

எࡢពぢ⪅୕➨ࠊ࡛ୖࡓࡋྲྀ⫈ࢆᑐࡋᙜヱ▱ⓗ㈈⏘ᶒࡢᐇᶒࢆチㅙࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ

㸦ᐇᩱ㸧

➨㸯㸳᮲ ⏥ᡤ᭷▱ⓗ㈈⏘ᶒࠊࢆஎཪࡣஎࡢᣦᐃࡀ⪅ࡿࡍᐇࡢࡁࡿࡍᐇᩱูࠊࡣ㏵ࡢᐇዎ⣙

ᐃࠋࡿࡵ

  㸦ሗࡢ㛤♧㸧

➨㸯㸴᮲ எࠊࡣᮏཷク◊✲㛵࡚ࡋஎࡢ᭷ࡿࡍሗ࣭▱㆑➼ࡢ⏥ࢆᮏཷク◊✲㐙⾜ᚲせ࡞⠊ᅖ࠾

ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡍ♧㛤⏥࡚࠸

㸰 ᥦ౪ࡓࢀࡉ㈨ᩱࠊࡣᮏཷク◊✲ᚋཪࡣᮏཷク◊✲୰Ṇᚋஎ㏉㑏ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡍ

  㸦⛎ᐦࡢಖᣢ㸧

➨㸯㸵᮲ ⏥ཬࡧஎࠊࡣᮏཷク◊✲ࡢᐇᙜࠊࡾࡓ┦ᡭ᪉ࡾࡼ㛤♧ࠊࡅཷࢆཪࡾ▱ࡣᚓࡓᢏ⾡ୖཬࡧ

Ⴀᴗୖ୍ࡢษࡢሗࠊ࡚࠸ࡘ➨㸰᮲ࡢ◊✲ᢸᙜ⪅௨እ㛤♧࣭₃ὤࠊࡓࡲࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡣ࡚ࡋ⏥ཬࡧ

எࠊࡣ┦ᡭ᪉ࡾࡼ㛤♧ࡓࡅཷࢆሗ㛵ࡿࡍ⛎ᐦࠊ࡚࠸ࡘᙜヱ◊✲ᢸᙜ⪅ࡢࡑࡀᡤᒓࢆ㞳ࡓࢀᚋࡶ

ヱࢀࡎ࠸ࡢྕྛࡢḟࠊࡋࡔࡓࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡏࢃ㈇ࡋᑐ⪅ᙜヱ◊✲ᢸᙜࠊࢆົ⩏ࡿࡍಖᣢࡵྵ

ᙜࡿࡍሗ➼ࡢࡇࠊࡣ࡚࠸ࡘ㝈ࠋ࠸࡞ࡣ࡛ࡾ

(1) 㛤♧ࡅཷࢆཪࡣ▱ᚓࡓࡋ㝿ࠊ᪤⮬ᕫࡀಖ᭷ࢆࡇࡓ࠸࡚ࡋド᫂ࡿࡍሗ

(2) 㛤♧ࡅཷࢆཪࡣ▱ᚓࡓࡋ㝿ࠊ᪤බ▱ࡿ࠸࡚ࡗ࡞ሗ

(3) 㛤♧ࡅཷࢆཪࡣ▱ᚓࡓࡋᚋࠊ⮬ᕫࡢ㈐ࡎࡽࡼࡵබ▱ࡓࡗ࡞ሗ

(4) ṇᙜ࡞ᶒ㝈ࢆ᭷ࡽ⪅୕➨ࡿࡍ㐺ἲྲྀᚓࢆࡇࡓࡋド࡛᫂ࡿࡁෆᐜ

(5) ┦ᡭ᪉ࡽ㛤♧ࡓࢀࡉሗ⮬⊃ࡃ࡞ࡇࡿࡼ㛤Ⓨ࣭ྲྀᚓࢆࡇࡓ࠸࡚ࡋド࡛᫂ࡿࡁሗ

(6) ᭩㠃ࡾࡼ๓┦ᡭ᪉ྠࡢពࢆᚓࡢࡶࡓ

㸰 ⓗ┠ࡢᮏཷク◊✲௨እࢆሗࡢษ୍ࡢႠᴗୖࡧᢏ⾡ୖཬࡓᚓࡾ▱ࡣཪࡅཷࢆ♧㛤ࡾࡼᡭ᪉┦ࠊࡣ⏥

ࠋ࠸࡞ࡣ࡛ࡾ㝈ࡢࡇࡣሙྜࡓᚓࢆពྠࡢᡭ᪉┦๓ࡾࡼ᭩㠃ࠊࡋࡔࡓࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡣ࡚ࡋ⏝

㸱 ๓㸰㡯ࡢ᭷ຠᮇ㛫ࠊࡣ➨㸰᮲ࡢᮏཷク◊✲㛤ጞࡢ᪥ࡽ◊✲ᚋཪࡣ◊✲୰Ṇᚋ㸳ᖺ㛫ࠋࡿࡍ

ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ⦰▷ࡣཪࠊࡋᘏ㛗ࢆᮇ㛫ࡢࡇࠊୖࡢஎ༠㆟⏥ࠊࡋࡔࡓ

  㸦◊✲ᡂᯝࡢබ⾲㸧

➨㸯㸶᮲ ⏥ཬࡧஎࠊࡣᮏཷク◊✲ࡀࠊࡣࡁࡓࡋᮏཷク◊✲࡚ࡗࡼᚓࡓࢀࡽ◊✲ᡂᯝࠊ࡚࠸ࡘ

๓᮲࡛つᐃࡿࡍ⛎ᐦಖᣢࢆົ⩏ࡢ㑂Ᏺ࡛ୖࡓࡋ㛤♧ࠊⓎ⾲ⱝࡣࡃࡋබ㛤ࡇࡿࡍ㸦௨ୗࠕ◊✲ᡂᯝࡢ

බ⾲➼ࠖࠋ࠺࠸㸧ࡿ࡞࠸ࠊ࠾࡞ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡁ࡛ࡀሙྜ࡛ࠊࡶ࡚ࡗ࠶┦ᡭ᪉ྠࡢពࣁ࢘ࣀࠊࡃ࡞

ࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡣ࡚ࡋ♧㛤ࢆ࢘

㸰 ๓㡯ࡢሙྜࠊ⏥ཪࡣஎ㸦௨ୗࠕබ⾲ᕼᮃᙜ⪅ࠖࠋ࠺࠸㸧ࠊࡣ◊✲ᡂᯝࡢබ⾲➼ࡿࡍ࠺࠾⾜ࢆ

᪥ࡢ 30᪥๓ࡢࡑ࡛ࡲෆᐜࢆ᭩㠃ࡾࡼ┦ᡭ᪉㏻▱ࠊࡓࡲࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋබ⾲ᕼᮃᙜ⪅ࠊࡣ

๓ࡢ᭩㠃ࡿࡼゎࢆᚓࡢࡑࠊ࡛ୖࡓෆᐜࡀᮏཷク◊✲ࡢ⤖ᯝᚓࢆࡇࡿ࠶࡛ࡢࡶࡓࢀࡽ᫂♧ࡿࡍ
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ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇ

㸱 ㏻▱ࡓࡅཷࢆ┦ᡭ᪉ࠊࡣ๓㡯ࡢ㏻▱ࡢෆᐜࠊ◊✲ᡂᯝࡢබ⾲➼ࡀᑗ᮶ᮇᚅࡿࢀࡉ┈ࢆᐖࡿࡍ

ᜍࡣࡁࡓࡋุ᩿ࡿ࠶ࡀࢀᙜヱ㏻▱ཷ⌮ᚋ 15᪥௨ෆ㛤♧ࠊⓎ⾲ⱝࡣࡃࡋබ㛤ࡿࢀࡉᢏ⾡ሗࡢಟ

ṇࢆ᭩㠃࡚බ⾲ᕼᮃᙜ⪅㏻▱ࠊࡋࡢࡶࡿࡍබ⾲ᕼᮃᙜ⪅ࠊࡣ┦ᡭ᪉༑ศ࡞༠㆟ࡃ࡞ࡋࢆ

࠶ࡀࢀᜍࡿࡍᐖࢆ┈ࡿࢀࡉᑗ᮶ᮇᚅࡾࡼ➼⾲බࡢᡂᯝ✲◊ࠊࡣ⪅බ⾲ᕼᮃᙜࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡣ࡚

ṇᙜࠊࡣᡭ᪉┦ࠊࡋࡔࡓࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡣ࡚ࡋ⾲බࠊࡃ࡞ពྠࡢᡭ᪉┦ࠊࡣ࡚࠸ࡘ㒊ศࡿࢀࡉุ᩿ࡿ

ࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡣ࡛ࢇᣄࢆពྠࡿࠊࡃ࡞⏤⌮࡞

㸲 ➨㸰㡯ࡢ㏻▱࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋᮇ㛫ࠊࡣᮏཷク◊✲ᚋࡢ⩣᪥ࡽ㉳⟬࡚ࡋ㸳ᖺ㛫ࡓࠋࡿࡍ

ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ⦰▷ࡣཪࠊࡋᘏ㛗ࢆᮇ㛫ࡢࡇࠊୖࡢஎ༠㆟⏥ࠊࡋࡔ

  㸦◊✲༠ຊ⪅ࡢཧຍཬࡧ༠ຊ㸧

➨㸯㸷᮲ ⏥எࠊࡀࢀࡎ࠸ࡢᮏཷク◊✲㐙⾜ୖࠊ◊✲ᢸᙜ⪅௨እࡢ⪅ࡢཧຍࡋ࠸࡞༠ຊࢆᚓࡀࡇࡿ

ᚲせㄆࡓࡵሙྜࠊ┦ᡭ᪉ྠࡢពࢆᚓࠊ࡛ୖࡓᙜヱ◊✲ᢸᙜ⪅௨እࢆ⪅ࡢ◊✲༠ຊ⪅࡚ࡋᮏཷク◊

ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡏࡉཧຍ✲

㸰 ◊✲ᢸᙜ⪅௨እࡀ⪅ࡢ◊✲༠ຊ⪅ࡿ࡞ᙜࠊࡣ࡚ࡗࡓᙜヱ◊✲ᢸᙜ⪅௨እࢆ⪅ࡢ◊✲༠ຊ⪅ຍ

ᮏ⪅ࡿ࡞⪅༠ຊ✲◊ࠊࡣ㸧ࠋ࠺࠸ࠖ⪅ᙜヱᙜࠕஎ㸦௨ୗࡣཪ⏥ࡓࡵồࢆពྠᡭ᪉┦࠺ࡼࡿ࠼

ዎ⣙ෆᐜࢆ㑂Ᏺࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡏࡉ

㸱 ᙜヱᙜ⪅ࠊࡣ◊✲༠ຊ⪅⪅ࡿ࡞ᮏዎ⣙ෆᐜࢆ㑂Ᏺ࠺ࡼࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡏࡉཬࡧ◊✲༠ຊ⪅ࡀ

┦ᡭ᪉ᦆᐖࢆࡓ࠼ሙྜࠊࡣᙜヱ◊✲༠ຊ⪅ࡢࡑᦆᐖࡢ㈺ൾࢆㄳồࡑࠊ࠺ࡼࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ

ࠋࡿࡍࡢࡶࡃ࠾࡚ࡵᐃูࢆ࠸ᢅྲྀࡢ

㸲 ◊✲༠ຊ⪅ࡀᮏཷク◊✲ࡢ⤖ᯝࠊⓎ᫂➼ࡓࡗ⾜ࢆሙྜࠊࡣ➨ 12᮲ࡢつᐃࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡍ⏝‽ࢆ

  㸦ዎ⣙ࡢゎ㝖㸧

➨㸰㸮᮲ ➨㸰᮲➨㸲ྕつᐃཷࡿࡍク◊✲⤒㈝ࢆஎࡀᡤᐃࡢ⣡ᮇ㝈࡛ࡲ⣡ࠊࡣ⏥ࠊࡣࡁ࠸࡞ࡋ

ᮏዎ⣙ࢆゎ㝖ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ

㸰 ⏥ཬࡧஎࠊࡣḟࢀࡎ࠸ࡢྕྛࡢヱᙜࡽࡉࠊࡋദ࿌ࡿࡍ㝿ᐃࡓࡵ┦ᙜࡢᮇ㛫௨ෆṇࢀࡉ

ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍゎ㝖ࢆᮏዎ⣙ࡣࡁ࠸࡞

(1) ┦ᡭ᪉ࡀᮏዎ⣙ࡢᒚ⾜㛵ࠊࡋṇཪࡣᙜࡢ⾜Ⅽࡁࡓࡋࢆ

(2) ┦ᡭ᪉ࡀᮏዎ⣙㐪ࡁࡓࡋ

  㸦ᦆᐖ㈺ൾ㸧

➨㸰㸯᮲ ⏥ཪࡣஎࠊࡣ๓᮲ᥖࡿࡆ⏤ཬࠊ⏥ࡧஎࠊ◊✲ᢸᙜ⪅ཪࡣ◊✲༠ຊ⪅ࡀᨾពཪࡣ㔜࡞㐣

ኻ࡚ࡗࡼ┦ᡭ᪉ᦆᐖࢆࡢࡑࠊࡣࡁࡓ࠼ᦆᐖࢆ㈺ൾࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋ

  㸦ዎ⣙ᮇ㛫ཬࡧ⤊ᡭ⥆ࡁ㸧

➨㸰㸰᮲ ᮏዎ⣙ࡢ᭷ຠᮇ㛫ࠊࡣ➨㸰᮲➨㸳ྕᐃࡿࡵᮇ㛫ࠋࡿࡍ

㸰 ᮏዎ⣙ࡢ᭷ຠᮇ㛫‶ᚋཪࡣゎ㝖ࡿࡼ⤊ᚋࠊࡶ➨㸱᮲ཬࡧ➨㸲᮲ࠊ➨ 12 ᮲ࡽ➨ 18᮲ࠊཬࡧ

➨ 21 ᮲ࡢつᐃࠊࡣᙜヱ᮲㡯ᐃࡿࡵᮇ㛫ཪࡣᑐ㇟㡯ࡀ࡚ᾘ⁛࡛ࡲࡿࡍ᭷ຠᏑ⥆ࠋࡿࡍ

㸱 ᮏዎ⣙ࡀᮇ㛫‶ࡾࡼ⤊ࠊࡋཪྜࡣពゎ㝖ࡓࢀࡉሙྜࠊ➨㸵᮲ࡢつᐃࡾࡼ⣡ཷࡓࢀࡉク◊

ࠋࡿࡍࡢࡶ࠺⾜ࢆࡁ⥆Ύ⟬ᡭࡢࡑࠊୖࡢஎ༠㆟⏥ࠊࡣሙྜࡿ࠶ࡀṧ㢠࡚࠸ࡘ㈝✲

㸲 ┦ࡾࡼつᐃࡢ㸰᮲➨㸴ྕ➨ࠊࡣሙྜࡓࢀࡉពゎ㝖ྜࡣཪࠊࡋ⤊ࡾࡼᮇ㛫‶ࡀᮏዎ⣙ࠊࡣ⏥

ᡭ᪉ࡅཷࡽධࡓࢀタഛࢆ┦ᡭ᪉㏉㑏ࡢࡇࠋࡿࡍሙྜࠊ࡚࠸࠾᧔ཤཬࡧᦙฟせࠊࡣ㈝⤒ࡿࡍஎ

ࠋࡿࡍ㈇ᢸࡢ

  㸦༠㆟㸧                       
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➨㸰㸱᮲ ࡵᐃࠊୖࡢஎ༠㆟⏥ࠊࡣࡁࡿ࠶ࡀᚲせࡿࡵᐃࢆࢀࡇࠊ࡚࠸ࡘ㡯࠸࡞ࡢࡵᐃዎ⣙ࡢࡇ

ࠋࡿࡍࡢࡶࡿ

㸦ุ⟶㎄㸧

➨㸰㸲᮲ ᒸ地᪉ุᡤ⚟ࡿࡍ㎄༊域⟶ࢆ⡿ᕤᴗᏛᡤᅾ地␃ஂࠊࡣ㎄⟶ࡢ࠼ッࡿࡍ㛵ዎ⣙ࡢࡇ

ࠋࡿࡍ

ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡍಖ᭷ࢆ㸯㏻⮬ྛࠊୖࡢᙜ⪅グྡᢲ༳ࠊࡋసᡂࢆᮏ᭩㸰㏻ࠊ࡚ࡋドࡢࡇ

      ᖺ  ᭶  ᪥

                        ⏥ ఫᡤ

                            

                   ༳

                        எ ఫᡤ

                            

                   ༳

申 込 日  受付者 担当教員

企業等名 業種

所属 役職 氏名

住所

TEL  FAX

E-mail

 □ 6.研究所等

 □ 1.技術（製品）開発の可能性について検討

キーワード

目 的

 □ 2.商品開発、商品化

 □ 3.ﾄﾗﾌﾞﾙｼｭｰﾃｨﾝｸﾞ

相 談 種 別

 □ 1.技術相談  □ 2.受託研究  □ 3.共同研究  □ 4.教員紹介

 □ 5.研究情報提供  □ 6.設備・機器利用

相 談 結 果

内 容

* 出来るだけ具体的に記入ください。また、問題の背景等についても記入願います。

 ①  ②  ③  ④

備 考

 □ 4.自動化  □ 5.システム開発  □ 6.実用化

 □ 7.その他

 □ (3) その他

 □ 7.分析・測定依頼  □ 8.産学連携一般

 □ 9.その他

 □ 5.教育創造  □ (1) 数学  □ (2) 理科  □ (3) その他

 □ 7.その他

 □ (2) 情報館

 □ (4) ものづくりセンター  □ (5) その他 □ (3) AI応用研究所

 □ (1) インテリジェント・モビリティ研究所

相 談 分 野

 □ 1.機械システム  □ (1) 機械デザイン  □ (2) ロボティクス  □ (3) その他

 □ 2.交通機械  □ (1) 先端交通・航空宇宙  □ (2) 自動車

 □ 4.情報ネットワーク  □ (1) ビジュアルコンテンツ  □ (2) ソフトウェア  □ (3) ハードウェア

 □ (3) その他

 □ 3.建築・設備  □ (1) 建築デザイン  □ (2) 設備デザイン

久留米工業大学 技術相談申込書

□機　□交　□建　□情　□教

相 談 者  〒

　　　　　－　　　　　　－ 　　　　　－　　　　　　－

令 和 年 月 日 （ ）
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申 込 日  受付者 担当教員

企業等名 業種

所属 役職 氏名

住所

TEL  FAX

E-mail

 □ 6.研究所等

 □ 1.技術（製品）開発の可能性について検討

キーワード

目 的

 □ 2.商品開発、商品化

 □ 3.ﾄﾗﾌﾞﾙｼｭｰﾃｨﾝｸﾞ

相 談 種 別

 □ 1.技術相談  □ 2.受託研究  □ 3.共同研究  □ 4.教員紹介

 □ 5.研究情報提供  □ 6.設備・機器利用

相 談 結 果

内 容

* 出来るだけ具体的に記入ください。また、問題の背景等についても記入願います。

 ①  ②  ③  ④

備 考

 □ 4.自動化  □ 5.システム開発  □ 6.実用化

 □ 7.その他

 □ (3) その他

 □ 7.分析・測定依頼  □ 8.産学連携一般

 □ 9.その他

 □ 5.教育創造  □ (1) 数学  □ (2) 理科  □ (3) その他

 □ 7.その他

 □ (2) 情報館

 □ (4) ものづくりセンター  □ (5) その他 □ (3) AI応用研究所

 □ (1) インテリジェント・モビリティ研究所

相 談 分 野

 □ 1.機械システム  □ (1) 機械デザイン  □ (2) ロボティクス  □ (3) その他

 □ 2.交通機械  □ (1) 先端交通・航空宇宙  □ (2) 自動車

 □ 4.情報ネットワーク  □ (1) ビジュアルコンテンツ  □ (2) ソフトウェア  □ (3) ハードウェア

 □ (3) その他

 □ 3.建築・設備  □ (1) 建築デザイン  □ (2) 設備デザイン

久留米工業大学 技術相談申込書

□機　□交　□建　□情　□教

相 談 者  〒

　　　　　－　　　　　　－ 　　　　　－　　　　　　－

令 和 年 月 日 （ ）
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✲άື࡛✚ࡓࡋᖜᗈ࠸▱ぢᇶ࡙ࡓ࠸ᣦᑟࠊຓゝཬࡧㅮ⩦➼⾜ࠊ࠸ᙜヱᴗ➼ࡢᴗົཪࡣά
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➨㸴᮲��ᢏ⾡ᣦᑟཷࡢධࠊࡣࢀ地域㐃ᦠ࣮ࢱࣥࢭ㛗ཬࡧᏛ⛉㛗➼༠㆟ࠊୖࡢᏛ㛗ࡀỴᐃࡶࡿࡍ
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ᚓࡓሗࠊࡣ࡚࠸ࡘཎ๎࡚ࡋ㠀බ㛤ࠋࡿࡍ�

㸦ົ㸧�
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学ՊցγεςϜػ
益本　広久 析出強化，拡散接合，銅合金，アルミニウム合金，ステンレス鋼，引張強度，疲労限度

白石　　元 自動制御，PID，ファジィ制御，遺伝的アルゴリズム，油圧制御，ロボティクス

澁谷　秀雄 精密，マイクロ・ナノ，研削，研磨

松尾　重明 生体力学，リハビリテーション，農業機械，生体計測，計算機シミュレーション，三次元動作解析

林　　佳彦 複屈折効果，応力・ひずみ解析，小型水力発電，小型電気自動車

廣瀬　　圭 ウェアラブルセンシング，スポーツ工学，ヒューマンダイナミクス，センサ・フュージョン

近藤亜希子 ウェアラブルセンサ，慣性センサ，加速度センサ，ジャイロセンサ，力センサ，運動解析

髙西　賢二 自動車，サスペンション，自動車整備

ަ௨ػց学Պ
山口　卓也 ディーゼルエンジンのエネルギーマネージメント，カーボンニュートラル燃料

麻生　　茂 航空宇宙流体力学，宇宙輸送システム工学，極超音速流，空力加熱，超音速混合，ハイブリッドロケッ
ト，宇宙推進，小型電動航空機

東　　大輔 モビリティデザイン，翼，高揚力デバイス，人工知能，自動運転，NEXユニバーサルデザイン

井川　秀信 き裂の応力拡大係数，応力集中，応力，ひずみ

緒方　　光 TQM，SQC，KAIZEN，スタートアップ，ベンチャー，経営コンサルタント，人財育成プログラム

小林　哲也 電動航空機による空の移動革命，地方空港の活性化，航空安全

片山　雅之 飛行力学，システム工学，軌道力学，姿勢制御，ドローン，小型衛星

渡邊　直幸 センサ（光，磁気，超音波等），自動制御

田中　基大 福祉工学，センサ，コンピュータ入力装置

吉野　貴彦 自動車運動力学，モーターサイクル，操縦性安定性，ウィーブモード

川元　明浩 航空に関する安全管理，品質管理，航空機整備実習

池田　　秀 自動車整備士，自動車の動力性能測定，学生フォーミュラ

松村　光晃 自動車工学実習，自動車整備工学，自動車整備士

梶山項羽市 学生フォーミュラ，自動車整備士，自動車故障診断

学Պஙɾઃඋݐ
満岡　誠治 建築計画，建築設計，アーバンデザイン，まちづくり，住宅，小学校，イギリス，リノベーション

大森　洋子 文化遺産，町並み保存，文化的景観，景観保全，ツーリズム，まちづくり，持続的観光

池鯉鮒　悟 熱，温度，気流，空気質，省エネルギー，自然エネルギー，可視化

松本　　豊 袖壁付きRC柱，コンクリート充填鋼管短柱，コンファインドコンクリート，杭，せん断耐力， 収束アルゴリズム

浦野登志雄 プレキャストコンクリート，耐久性，塩害，乾燥収縮，繊維補強，引張靭性

本松　賢治 流体特性，省エネルギー

成田　　聖 歴史的建造物，町並み調査，リノベーション，地域再生，建築DX，博物館学，ASURA

原田　克彦 パワーエレクトロニクス，電気機器

金　　炫兌 準揮発性有機化合物，可塑剤，難燃剤，健康リスク，室内汚染化学物質，放散速度，シックハウス，マイ
クロプラスチック

範　　　懿 学校建築，教育，農村部，地域連携，共生

ใωοτϫʔΫ学Պ
江藤　信一 電子デバイス工学，センサ工学，味覚センサ

河野　　央 CG，VR，デジタルコンテンツ，AI

吉田　清明 自己診断可能システム，自律分散系，セキュリティ，公開鍵暗号，形状形成問題，弱いロボット

千田　陽介 IoT， センサ端末，組み込み，メカトロニクス

�Ұ�ཡऀ�ڀ�ݚ



- 144 -

小田まり子 AI（人工知能），骨格認識，感情認識，表情認識，音声認識，知的障碍児教育，対話処理，AR(拡張現
実)

佐塚　秀人 プログラミング言語，グラフィカルプログラミング，ネットワークプログラミング，クラウドコンピューティング

小路口心二 オープンデータ，知識獲得，データマイニング，関係データベース

山田　貴裕 Androidアプリ，ウェブアプリ，HTML5

工藤　達郎 xR（VR/AR/MR），動的プロジェクションマッピング，メディアアート

足立　康志 ロボティクス，知識工学，計算幾何学，ボクセルFEM，３Dプリンタ

馬場　隆寛 テキスト分類，パターン認識，機械学習，データサイエンス

池田雄一郎 デジタルコンテンツ，ゲーム，CG

教ҭ学Պ
金井　政宏 交通流，非平衡系の物理，可積分系

中村　文彦 ①強相関電子系酸化物，非線形効果，熱測定，電気測定，低温，②物理教育，物理実験， ICT

井出　純哉 生物学教育，環境教育，昆虫，森林生態系，草地生態系

井野　明洋 強相関物質， 超伝導物質， 固体の電子構造， シンクロトロン放射光， 紫外線レーザー

松浦　　望 曲線，曲面，微分方程式，可積分系，離散曲線，離散曲面，差分方程式，離散可積分系

津田　祐輔 有機電子材料，ポリマー工学，化学教育，産学連携（化学，ポリマー工学）

中村　美紗 化学×ものづくり，化学的ピタゴラ装置

中嶋　康博 R言語，データマイニング

野田　常雄 (1) 中性子星，ニュートリノ放射，クォーク物質，核子超流動，カラー超伝導， (2) 物理教育，VR

共௨教ҭ
江藤徹二郎 X線構造解析，高圧技術，固体物理

堀　憲一郎 大学生の職業観，ディスカッションを通した学習過程，道徳教育を通した障がい理解

吉谷　　修 精力善用・自他共栄

山田　久美 米文学，TOEIC，ソロー，アメリカン・ルネッサンス，基礎英語，時事英語，海外研究

山田　和弘 教師の資質能力，教育課題， 教育実習に取り組む心構え，化学教育

松中　完二 日英語の多義研究，日英語意味対照研究，映画を用いた英語教育，異文化コミュニケーション

藤原　孝造 人間力，仕事，人生，生き方，前に踏み出す力

巽　　靖昭 地域連携，就業用文章指導，経済学教育，eラーニング，社会選択理論 

Lee Richard Allen Pragmatics・Language Testing・Test Washback・Study Abroad

ΠϯςϦδΣϯτɾϞϏϦςΟ研究ॴ
服部　雄紀 人工知能，自動運転

"*Ԡ用研究ॴ
呉　　濟元 建築環境工学，空調・熱源システム，最適な運転制御，省エネ運転，再生可能エネルギー導入効果

教ҭηϯλʔװج
境　　優一 モジュラー形式・準モジュラー形式，モジュラー線型微分方程式，ヤコビ形式，頂点作用素代数，共形

場理論，指標関数
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